
ぬ
 
事
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
村
岡
典
嗣
さ
え
も
、
 

油
 曇
 重
言
に
ま
つ
わ
る
後
述
の
 

一
 問
題
点
に
つ
ぎ
、
「
に
 は
 か
に
推
測
し
が
た
い
」
と
 判
 
 
 
 
 

 
 

に
 見
え
る
室
長
の
遺
言
が
、
彼
自
身
の
思
想
と
心
理
に
 

か
に
密
接
に
結
び
っ
 
ぃ
 
㈹
 

長
 

相
 
て
い
た
か
を
考
察
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

言は ついて 

「
催
事
」
つ
ま
り
長
男
 春
 庭
と
、
「
太
郎
兵
衛
」
す
な
わ
 ち
 小
西
家
の
養
子
に
な
っ
た
次
男
 春
村
 と
で
あ
っ
 

」
の
遺
言
書
は
、
世
間
 

一
般
の
そ
れ
と
は
お
 ょ
そ
 趣
を
異
に
す
る
、
あ
る
意
味
で
 型
破
り
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
た
ん
な
る
辞
世
で
 も
な
く
、
家
督
や
家
産
 

の
 相
続
に
つ
い
て
の
指
示
で
も
な
い
。
ま
た
鈴
屋
一
門
に
 対
す
る
訓
戒
の
言
葉
で
さ
え
な
い
。
そ
の
主
た
る
内
容
 は
 、
彼
自
身
の
葬
儀
、
 

墓
地
、
祥
月
等
に
関
す
る
希
望
で
あ
り
要
求
で
あ
る
。
 し
 か
も
そ
の
中
に
は
、
世
間
的
常
識
で
は
真
意
を
は
か
り
 か
ね
る
よ
う
な
項
目
す
 

ら
 含
ま
れ
て
い
た
。
官
長
が
何
故
に
こ
う
い
う
 油
墾
舌
を
圭
 

串
き
 
留
め
た
か
は
、
貫
長
に
関
心
を
抱
く
我
々
に
と
り
 一
 つ
の
興
味
深
い
問
題
な
 

の
で
あ
る
。
 

（
 
2
 ）
 

こ
の
遺
言
書
は
、
こ
れ
ま
で
も
二
、
三
の
識
者
の
目
に
と
 ま
っ
て
は
ぎ
た
が
、
官
長
の
思
想
、
心
理
と
の
関
連
に
 お
い
て
分
析
さ
れ
た
 

ヘ
 
エ
 
・
 ）
 

本
居
宣
長
は
 、
 死
の
一
年
程
前
に
「
油
萱
 
目
書
 」
一
通
を
 書
 き
の
こ
し
た
。
寛
政
十
二
年
 セ
月
 、
宣
 長
セ
 十
一
歳
の
 時
 で
あ
る
。
宛
先
は
 

｜
 「
 
せ
桿
 
言
書
」
に
あ
ら
わ
れ
た
 

宣
 長
の
思
想
と
 

心
理
 

｜
｜
 

松
 

滋
 

本
 

本
居
宣
長
の
 ヰ
 
早
言
 は
 つ
い
て
 

  



先
ず
、
「
遺
言
書
」
の
概
略
を
記
そ
 う
 。
 

我
等
相
乗
候
は
 ビ
必
 英
日
を
以
て
忌
日
と
定
む
べ
し
、
 

勝
 手
に
任
せ
口
取
を
違
 候
 享
有
志
開
敷
 候
 、
 扱
 時
刻
は
前
 夜
之
九
 ，
 時
過
ょ
 

り
 某
日
 之
夜
之
九
ッ
 
迄
を
其
 日
 と
定
む
べ
し
、
 
讐
へ
ば
 晦
日
立
板
 之
九
ッ
過
 よ
り
は
来
月
朔
日
に
て
、
朔
日
 之
夜
 九
ッ
迄
 朔
日
 也
 、
 

右
左
刻
を
以
て
定
，
 候
 べ
し
（
句
読
点
は
筆
者
が
付
し
 た
 。
以
下
同
様
。
）
 

こ
の
几
帳
面
な
忌
日
の
指
定
に
続
い
て
、
葬
儀
の
段
取
り
 に
関
す
る
指
示
が
あ
る
。
 

柑
 果
 候
て
 送
葬
造
立
 間
念
 例
中
 候
事
 無
用
に
 候
 、
但
し
 法
樹
 院
参
候
 て
 備
前
に
て
 
勤
致
候
 儀
は
格
別
 也
 

沐
浴
は
世
間
並
に
て
よ
ろ
し
、
沐
浴
 相
憤
 候
は
ど
 、
如
 平
日
髪
を
剃
 候
て
 髪
を
結
 呵
申
候
 、
衣
服
は
さ
ら
し
木
綿
 之
 絹
天
 膏
ッ
、
幣
 

同
断
、
 尤
袷
 に
て
も
草
物
に
て
も
稚
子
に
て
も
、
 

某
時
 範
之
 服
可
為
候
 、
麻
 之
 十
徳
木
造
。
芝
蝦
 

に
て
宜
候
、
随
分
 

麓
禾
 に
て
 貝
 形
計
の
 道
 。
付
に
て
宜
候
、
 
棺
中
 
へ
さ
 ら
 し
 木
綿
左
心
 ギ
布
回
 を
敷
回
申
 候
 、
町
仔
細
う
す
 ，
 
y
 て
宜
   

 
 

分
麓
 未
成
柿
木
綿
を
可
用
 候
 、
 扱
 稿
を
紙
に
て
い
く
つ
 も
包
 
，
福
中
所
々
死
骸
 
之
 不
動
様
に
つ
め
回
申
 候
 、
但
し
 丁
寧
に
ひ
し
と
 っ
 

め
 候
に
は
不
及
、
動
ぎ
下
中
様
に
所
々
つ
め
 候
 て
よ
 る
し
 く
候
 、
棺
は
箱
に
て
 、
 板
は
一
通
り
 
之
杉
之
 六
分
 板
可
 為
 ざ
っ
と
一
週
 削
 

 
 

り
 内
外
典
美
濃
紙
に
て
一
週
強
司
 侯
 、
 蓋
 同
断
、
 釘
メ
、
 尤
 ち
や
ん
な
ど
流
し
侯
に
は
不
及
、
必
々
 板
等
 念
人
 候
 儀
は
可
為
 無
用
 

候
 、
随
分
免
 相
成
板
 に
て
宜
候
 

右
の
引
用
 中
 、
宣
 長
が
 衣
服
等
は
「
 麓
禾
 」
な
も
の
で
 よ
ろ
し
い
と
繰
返
し
て
い
る
点
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
 こ
の
後
、
宣
長
は
葬
送
 

に
つ
い
て
二
重
の
指
示
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
 油
 
磐
田
 童
 巳
中
 、
も
っ
と
も
興
味
を
ひ
く
箇
所
の
一
つ
で
あ
る
。
 

石
棺
は
山
室
 妙
 染
寺
 へ
 奏
可
中
條
、
夜
中
密
々
右
左
手
 へ
 送
り
可
中
條
、
太
郎
兵
衛
 井
 門
弟
 之
 内
重
両
人
送
り
可
 被
 参
候
 

  

  



居 貫長 の 遺言に 

と
あ
る
。
遺
体
と
い
う
の
は
、
室
長
の
曽
祖
父
で
木
綿
 業
 に
成
功
し
、
江
戸
大
伝
馬
町
に
店
を
三
つ
も
構
え
た
 人
 で
あ
る
。
室
長
 は
 「
 家
 

の
む
か
し
物
語
」
の
中
で
道
体
を
「
 吾
 家
の
中
興
の
祖
」
 と
た
た
え
、
「
す
べ
て
松
坂
は
富
め
る
 商
 多
く
し
て
、
 い
 づ
れ
も
江
戸
店
と
い
 

ふ
 物
を
も
て
る
が
、
そ
の
中
に
も
、
す
ぐ
れ
た
る
中
に
 

 
 

戒
名
は
 、
 自
ら
「
寓
居
 焼
 石
上
通
 啓
 居
士
」
と
っ
け
 、
 ま
た
 妻
お
 勝
の
分
も
「
 圓
明
院
清
 窒
息
 鏡
 大
姉
」
と
定
め
 、
こ
れ
を
 樹
 敵
手
 の
 
3@ (103) 

樹
 敏
幸
に
て
墓
は
道
 体
 大
徳
 御
 基
之
 右
隣
 へ
つ
 ど
げ
、
 遭
 へ
張
出
し
地
取
可
敦
 候
 、
丸
君
立
地
面
 威
尺
 五
寸
評
 道
 へ
 出
し
 候
 所
、
 樹
 

 
 
つ
、
 

 
 

敏
幸
 へ
 教
相
 艶
 買
収
回
申
 候
 、
後
日
お
 勝
 柑
果
候
は
ど
 
此
 墓
地
へ
 葬
 回
申
 候
 

葬
儀
の
事
に
つ
 ゾ
 い
て
、
墓
に
関
し
て
も
室
長
は
細
か
 な
 注
文
を
つ
け
て
い
る
。
か
れ
は
、
 樹
 敵
手
と
妙
染
寺
 の
 両
方
に
墓
を
つ
く
る
 

よ
 う
 指
示
す
る
。
先
ず
掛
数
寺
の
方
に
つ
い
て
は
、
 

行
列
構
造
は
、
寛
政
六
年
、
宣
 長
 が
紀
伊
藩
主
ょ
 り
加
 増
 を
受
 け
 御
針
 医
格
 に
な
っ
て
の
帰
途
、
松
坂
入
り
に
 当
 っ
て
組
ん
だ
行
列
の
構
 

ヘ
 
4
 
Ⅰ
）
 

造
 と
大
体
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
葬
列
の
中
心
 で
あ
る
乗
物
は
空
で
あ
る
。
死
骸
を
入
れ
た
棺
は
、
す
で
。
，
 

に
 「
夜
中
密
々
」
山
室
 

妙
 染
寺
の
方
へ
送
ら
れ
て
い
る
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。
 宣
 長
 は
そ
れ
を
、
「
右
左
道
に
て
掛
数
寺
本
堂
 迄
空
 
力
 
，
 
，
 
達
也
」
 
。
。
 

と
断
 わ
っ
て
い
る
。
 

「
 健
亭
 苦
患
」
、
「
同
人
草
履
取
」
、
「
 

独
揮
 、
「
草
履
取
」
、
 
次
い
で
「
合
羽
籠
」
、
そ
し
て
親
類
、
門
弟
が
入
り
交
 り
こ
れ
に
続
く
。
こ
の
 

次
に
宣
 長
は
 掛
数
 寺
 ま
で
の
行
列
の
順
序
を
 、
 図
を
書
 い
 て
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
 よ
 る
と
、
先
ず
「
 挑
灯
持
 」
 二
人
、
そ
の
間
に
 

「
長
刀
持
」
、
続
い
て
「
決
闘
 
院
 」
（
 樹
 散
手
住
職
）
 、
乗
 惣
 
乗
物
の
両
脇
に
「
 若
薫
 」
二
人
、
乗
物
に
従
っ
て
 
「
催
事
」
、
そ
の
両
側
に
 

り
 何
彼
 申
候
 

我
等
死
骸
 之
儀
は
 妙
 興
 寺
 へ
 葬
り
申
 度
 、
 葬
式
は
樹
敬
宇
勿
論
 之
事
 、
右
 左
 段
本
人
遺
言
教
 侯
旨
 掛
数
 寺
 へ
送
葬
以
前
早
速
に
相
 勘
 

こ
の
事
は
、
や
や
後
に
も
念
を
入
れ
て
繰
返
し
て
い
る
。
 

送
葬
之
夫
 は
 掛
数
 寺
 に
て
執
行
 候
事
 勿
論
 也
 



墓
地
に
建
て
る
石
塔
に
刻
む
の
み
で
な
く
、
「
家
内
 佛
 壇
 に
安
置
 候
 位
牌
も
此
 通
可
為
候
 」
と
し
た
。
ま
た
石
塔
 の
 脇
に
は
二
人
の
役
牛
 

月
日
を
 、
 裏
に
は
「
本
居
春
庭
 建
 」
の
文
字
を
入
れ
る
 よ
さ
に
と
指
示
し
て
い
る
。
 

妙
 染
寺
の
墓
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
念
の
人
っ
た
説
明
 が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

妙
 楽
手
墓
地
 之
儀
は
 、
右
左
手
境
内
に
て
 能
 ，
所
見
つ
 く
 る
ひ
、
セ
尺
 四
方
計
立
地
面
 買
 取
帳
面
相
宏
司
 申
候
 、
 葬
儀
節
穴
 深
 サ
セ
 

尺
館
 に
て
宜
候
、
埋
，
 
様
 世
間
並
に
て
子
細
 無
之
候
 

墓
地
 セ
尺
 四
方
計
 其
 ，
中
夕
。
 後
 。
 へ
 寄
せ
て
塚
を
築
 候
而
其
 上
へ
櫻
の
木
を
植
回
申
 候
 、
 塚
 左
前
に
石
碑
を
建
 回
申
 候
 、
 塚
高
サ
 

三
四
足
許
、
 
惣
体
 芝
を
伏
せ
随
分
堅
く
致
し
崩
れ
下
中
 様
 、
後
々
君
朝
。
 
候
 所
あ
ら
は
、
折
々
見
廻
り
直
し
回
申
 候
 、
植
候
 楼
は
山
 

櫻
之
 随
分
化
之
宣
 ぎ
 木
を
致
吟
味
 植
 回
申
 候
 、
勿
論
後
 々
も
し
 枯
 候
は
 ゴ
植
 曹
司
中
條
 

貫
長
 は
 油
蛋
 @
 胃
を
書
い
た
そ
の
年
の
九
月
、
弟
子
た
ち
 を
 連
れ
て
山
室
 妙
 楽
手
に
赴
き
、
自
ら
墓
地
を
見
立
て
て
 買
 求
め
た
。
葬
列
の
場
 

合
 と
同
様
、
墓
地
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
丹
念
な
図
解
 が
つ
い
て
い
る
。
石
碑
に
は
、
右
に
見
た
戒
名
で
は
な
く
 、
た
だ
「
本
居
宣
長
 之
 

奥
津
 紀
 」
と
の
み
記
す
よ
さ
に
と
の
指
定
が
あ
る
。
 

樹
 敬
 寺
の
石
塔
 と
 具
り
、
「
石
碑
の
裏
 丼
脇
 へ
は
何
事
も
書
 
中
間
数
 候
 」
と
い
う
 注
 

意
 書
ま
で
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
更
に
石
碑
の
体
裁
に
つ
 い
て
も
細
々
と
し
た
指
示
が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
石
碑
 之
 前
に
花
筒
な
ど
立
候
 事
 

無
用
に
 候
 」
と
い
う
一
項
が
あ
る
。
ま
た
、
 

セ
尺
 四
方
 0
%
 

忙
は
 

延
 石
を
伏
せ
た
い
が
、
「
 飲
程
 代
物
掛
り
可
 申
 候
間
 、
夫
は
迫
耐
乏
 事
 

に
 致
し
、
 先
 富
倉
 丸
 石
に
て
も
ひ
ろ
ひ
集
め
並
べ
貴
司
 申
 候
 」
と
述
べ
て
い
る
。
 

吹
 に
は
墓
参
に
関
す
る
指
示
が
続
く
。
 

後
々
妙
 興
 寺
墓
参
は
一
年
に
 壷
度
 祥
月
計
に
て
宜
候
、
夫
 も
 雨
天
或
は
差
文
筆
右
左
候
は
 ゴ
 、
 必
 宮
口
に
は
下
限
 前
後
立
内
見
計
 ひ
 

参
 何
彼
中
條
、
祥
月
に
は
毎
年
 妙
 染
寺
 
へ
 喬
木
 萱
 外
銀
 札
萱
包
づ
つ
 
施
入
司
教
 候
 、
毎
月
忌
日
墓
参
り
は
 樹
 敵
手
 に
て
宜
候
 

こ
れ
と
並
ん
で
次
の
様
な
一
条
が
あ
る
。
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他
所
 他
國
之
 人
我
等
 墓
を
尋
 候
は
 Y
 、
妙
薬
寺
を
教
へ
 遣
し
回
申
 侯
 

「
忌
中
 之
 儀
法
事
 其
外
 諸
事
」
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
「
 世
間
並
に
」
 行
 な
 う
 よ
う
、
ま
た
「
家
内
俳
壇
 へ
致
安
 置
候
 位
牌
」
も
「
 世
 

間
近
 之
 通
り
」
に
す
る
よ
 う
 、
と
あ
る
。
同
様
に
 、
 「
 
毎
月
の
忌
日
露
 膳
 等
も
是
迄
 致
 来
儀
御
先
祖
達
之
通
り
に
 可
敦
 候
 、
 致
 精
進
 候
儀
 

も
 同
断
に
 候
 」
と
し
て
い
る
。
 

し
か
し
同
時
に
、
貫
長
 は
 、
毎
年
祥
月
に
「
世
間
並
」
と
 は
ち
が
っ
た
特
別
の
し
つ
ら
え
や
催
し
の
 行
 な
わ
れ
る
 事
 を
も
希
望
し
て
い
 

る
 。
 妙
 楽
手
祥
月
墓
参
の
ほ
か
、
 

毎
年
祥
月
に
は
前
夜
よ
り
座
敷
 床
へ
像
 掛
物
を
掛
け
、
 平
 生
月
 候
 我
等
机
を
置
き
、
掛
物
の
前
正
面
へ
 姦
牌
を
立
 て
 、
時
節
立
花
を
 

立
テ
 燈
を
と
も
し
ハ
香
を
焼
 候
 事
は
無
用
 u
 、
膳
を
備
へ
 可
被
 中
條
、
九
膳
料
理
は
魚
類
に
て
四
作
り
鱈
汁
散
卒
 
ハ
 
し
 ゃ
う
 じ
ん
 物
 

計
 に
て
よ
 る
し
ロ
 焼
物
口
籾
蛇
口
占
左
道
 可
為
候
 、
酒
 は
 み
き
徳
利
一
封
、
膳
具
は
白
木
立
足
付
の
ぜ
ん
 、
 椀
は
 茶
碗
 

と
い
う
細
か
い
指
示
が
あ
る
。
こ
こ
で
い
 5
 座
敷
は
 、
壬
 
而
ぅ
 ま
で
も
な
く
彼
の
書
斎
「
鈴
の
尾
」
で
あ
る
。
「
 像
 掛
物
」
と
い
う
の
は
、
 

寛
政
二
年
、
宣
 長
 六
十
一
歳
の
八
月
に
な
っ
た
自
画
像
 で
、
そ
こ
に
「
 志
き
 島
の
大
和
心
を
人
と
は
 ゴ
 朝
日
に
に
 ほ
ふ
出
 さ
く
ら
 花
 」
 の
 

歌
が
題
さ
れ
て
あ
る
。
（
 

6
-
 「
平
生
用
 候
 我
等
 机
 」
と
は
、
 一
 
兄
部
遊
学
中
に
作
ら
せ
、
以
来
四
十
年
余
り
も
使
っ
て
 い
 た
 小
さ
な
桐
の
机
の
こ
 

と
で
あ
る
。
「
 霞
牌
 」
は
、
貫
長
 が
 「
平
日
 
机
之
傍
に
 置
き
日
々
手
刷
候
楼
芝
本
 之
笏
 」
を
 ば
 台
に
さ
し
こ
ん
で
 作
る
よ
う
、
ま
た
そ
の
 

い
 て
了
，
，
 

霊
牌
に
は
「
秋
津
 彦
 
昌
 美
夏
 

@
 ツ
 櫻根
 

Ⅰ
。
。
 

大
人
」
と
書
く
よ
う
 

，
 
。
。
 

に
と
室
長
は
指
示
し
た
。
 

に
 

貫
長
は
ま
た
、
「
毎
年
祥
月
に
は
一
度
 づ
つ
 可
成
 長
ケ
 手
前
に
て
 寄
 会
を
催
し
門
弟
 中
 相
葉
」
る
こ
と
を
 
希
望
し
て
い
る
。
そ
の
日
 

 
 
一
一
一
一
口
 

ぬ
は
 、
祥
月
当
日
で
な
く
て
も
 像
 掛
物
を
右
 左
 通
り
 筋
 る
よ
う
、
 膳
を
備
え
る
に
は
及
ば
な
い
が
酒
は
備
え
る
 よ
 う
、
又
 お
客
に
は
「
一
汁
 

錬
一
菜
精
進
 可
為
候
 」
と
あ
る
。
 

居
木
そ
し
て
官
長
の
「
 油
爆
 
@
 
口
書
」
は
次
の
よ
う
な
言
葉
 で
 結
ば
れ
て
い
る
。
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右
に
記
し
た
 宣
 長
の
遺
舌
口
の
中
で
最
も
妙
に
思
わ
れ
る
 
の
は
、
遺
骸
を
納
め
た
棺
を
「
夜
中
密
々
」
に
山
室
 妙
楽
 寺
 へ
送
り
、
葬
送
の
 

 
 

式
の
当
日
に
は
行
列
を
組
ん
で
掛
数
幸
造
「
 空
送
 」
 せ
 ょ
 、
と
の
指
示
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
す
で
に
当
時
の
役
 人
の
眼
に
も
異
様
に
映
 

っ
 た
ら
し
い
。
村
岡
典
嗣
が
本
居
家
よ
り
発
見
し
公
表
し
 た
 文
書
類
の
中
に
、
「
松
坂
奉
行
筋
の
指
図
と
お
ば
し
 い
 も
の
」
が
あ
る
。
 そ
 

の
中
に
次
の
よ
う
な
箇
条
が
あ
る
。
 

一
 、
夜
中
密
々
山
室
に
送
り
申
 候
 事
は
、
 可
有
 遠
慮
 事
 。
 

一
 、
 樹
 敵
手
 へ
空
 送
の
事
是
は
遠
慮
 可
 然
候
。
や
は
り
 通
例
 之
 通
り
、
 樹
 敵
手
進
御
葬
送
 取
 計
、
本
堂
よ
り
式
 相
湾
候
 上
、
姐
御
 

ぬ
 
翌
日
、
山
室
へ
送
り
 候
 市
司
 然
奉
 存
候
 事
 。
 此
儀
は
、
追
 而
 い
づ
れ
ぞ
 よ
り
 尋
尊
右
左
儀
節
、
中
波
 六
ケ
敷
筋
に
 市
司
右
左
 被
 存
候
 

（
 
7
 ）
 

間
 、
能
々
間
合
筆
、
御
 坂
計
 右
左
庫
車
。
 

常
識
的
な
感
覚
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
先
ず
掛
数
 寺
へ
葬
 送
し
 、
葬
式
を
済
ま
せ
た
後
 妙
 楽
手
へ
送
り
埋
葬
す
る
よ
 う
に
、
と
い
う
こ
の
 栓
 

坂
 奉
行
の
指
図
の
方
が
、
室
長
の
希
望
そ
の
も
の
ょ
り
 も
む
し
ろ
分
り
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
我
々
 が
 考
え
な
く
て
は
な
ら
 

な
い
の
は
、
あ
の
よ
う
に
温
厚
か
つ
円
満
、
中
庸
の
と
 れ
た
人
格
の
宣
 長
が
 
@
8
 
）
何
故
に
 

、
 

其
 筋
の
差
止
め
を
受
け
る
 よ
う
な
風
変
り
な
 葬
僅
 

を
 望
ん
だ
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
 

こ
の
問
題
に
接
近
す
る
た
め
の
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
 、
 我
々
は
先
ず
官
長
 と
樹
敬
 寺
及
び
 妙
 染
寺
と
が
ど
 う
 い
う
関
係
に
あ
っ
た
 

か
を
見
て
お
こ
う
。
 

一
 

 
 

に
て
候
、
御
先
祖
父
母
へ
 
之
 孝
行
木
通
 之
候
 、
以
上
。
 

 
  
   

家
相
 績
跡
 々
 惣
体
之
 事
は
一
々
小
友
中
直
 
候
 、
親
族
 中
 随
分
む
つ
ま
し
く
致
し
、
家
業
出
精
家
門
 

絶
断
無
 左
様
 永
 く
相
績
 左
前
肝
要
   



神
 
墓
地
を
求
め
る
な
ど
と
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
だ
っ
 

た
の
で
あ
ろ
う
。
死
に
つ
い
て
の
貫
長
の
思
想
は
 

、
人
 ほ
貴
賎
 
善
悪
を
問
わ
ず
、
 

死
 
7
 

 
 

 
 

 
 

長
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O
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な
 家
庭
環
境
に
育
ち
、
寛
延
元
年
、
十
九
歳
の
秋
色
 は
 掛
数
 寺
 で
五
重
相
伝
を
受
け
た
。
 

妙
 染
寺
も
浄
土
宗
で
 智
恩
 院
の
末
寺
で
あ
る
。
松
坂
の
 南
 約
五
十
 町
 、
山
室
 村
 に
あ
り
、
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
 て
い
る
 0
 貫
長
の
先
 

祖
 と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
「
別
本
家
の
 ぉ
 
円
物
語
」
に
は
、
「
 横
瀧
 の
 念
 郁
生
、
山
室
の
妙
興
寺
な
 ど
に
も
、
御
先
祖
た
ち
 

（
Ⅱ
 

@
 
）
 

の
 御
位
牌
 有
て
 、
 昔
 寄
附
の
品
有
し
 也
 、
 妙
 楽
手
へ
は
、
 仝
に
 佛
飼
 米
を
奉
る
 也
 、
横
 湘
 へ
は
奉
ら
ず
」
と
記
さ
 れ
て
あ
る
。
ま
た
室
長
 

は
こ
の
寺
の
住
職
法
 書
と
 親
し
い
間
柄
に
あ
り
、
し
ば
し
 ば
 寺
を
訪
れ
た
と
い
う
。
 

樹
 敵
手
も
 妙
 楽
手
 も
 、
こ
の
よ
う
に
共
に
浄
土
宗
の
寺
 で
あ
り
、
 官
 長
の
家
と
古
く
か
ら
関
係
が
あ
っ
た
。
た
だ
 、
室
長
の
意
識
の
内
 

面
 に
ま
で
立
入
っ
て
考
え
る
と
、
両
者
の
間
に
か
な
り
ぬ
 
思
味
深
 い
相
違
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
 す
た
 ね
ち
、
 樹
 敵
手
 は
 

先
祖
代
々
菩
提
所
と
し
て
慣
習
的
、
制
度
的
に
宣
長
の
 家
に
結
び
つ
い
て
き
た
寺
で
、
室
長
と
 樹
敬
 寺
の
関
係
も
 元
来
そ
れ
に
 塞
 い
た
も
 

の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
 妙
 楽
音
と
の
関
係
は
 、
住
 職
 と
の
親
交
と
い
い
、
あ
た
り
の
眺
望
を
宣
 長
 が
こ
よ
 な
く
愛
し
た
事
と
い
 

い
、
む
し
ろ
彼
自
身
の
個
人
的
私
的
な
関
心
が
主
た
る
 基
 盤
 と
な
っ
て
い
た
よ
 う
 で
あ
る
。
 

さ
て
以
上
の
点
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
貫
長
の
蓮
聖
旨
 

の
 も
つ
意
味
の
分
析
に
か
か
ろ
う
。
上
述
の
如
く
、
室
長
 は
 妙
 楽
手
 に
 葬
ら
れ
る
 

い
こ
と
を
望
ん
だ
。
の
み
な
ら
ず
、
 
油
退
巳
 

@
@
 

重
日
を
認
め
た
し
た
た
 

翌
々
月
に
は
山
室
に
自
ら
墓
所
を
定
め
て
い
る
。
小
林
 秀
雄
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
 

 
 乱

に
 、
こ
の
行
動
は
宣
 長
 に
最
も
近
し
く
師
事
し
て
い
 た
 養
嗣
子
本
居
大
平
に
も
解
せ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
 大
平
の
一
手
記
に
よ
る
と
、
 

（
 
0
g
-
 

唱
阿
 は
と
く
に
信
心
に
厚
く
、
相
当
額
の
祠
堂
 料
 を
樹
 敵
手
に
寄
入
し
、
法
事
を
熱
心
に
行
な
っ
た
。
室
長
 も
幼
 時
 よ
り
こ
の
浄
土
教
的
 

闘
歌
寺
は
松
坂
に
あ
る
浄
土
宗
（
鎮
西
派
）
の
寺
で
、
 宣
 長
の
家
で
は
先
祖
代
々
こ
れ
を
菩
提
寺
と
し
て
ぎ
た
。
 曽
 祖
父
遺
体
 と
 祖
父
 



      
ナ - し   
サま き い は 

彼を 悉 し し ぇ ， 、 
さ む 宣 死 か 
て こ 長 の し 
死 と に 悉 な 
す こ と し が 

れそ ば " つ てか み ろ " 
、 人 死 ら こ 
妻 間 は 解 こ 
子 の や き で 
巻 目 は 政 一 
属 然 り す っ 
朋 の 悲 類 注 
友 情 し の 意 
家 で か も す 
財 あ 事 の べ 

高車 りのでき 、 最は事 
を ま た な が 
も こ る か あ 
ふ と も っ る 

り す道 ののた。 " " す 
て に た と な 
、 通 だ い わ   
る 姿 悲 と 宣 
此 で し で 長 
世 あ む あ は 

深く を永く代 古 っ こ 0 す 他 の 。い る 
  べ か 伝 
  な に 説 
去 い 「 の 
て も 妙 趣 

の 理 を 
ふ で の 信 
尤， @ あ 然 じ 
  つ ら た 
び た し が 
虫 屋   む   

  も る し 
る し と か 

-
5
 

l
 ）
 

れ
 古
書
の
趣
に
て
明
ら
か
に
 候
 な
り
」
（
谷
間
銀
）
 
こ
 れ
が
古
伝
説
に
 塞
 い
た
 官
 長
の
確
か
な
信
念
で
あ
っ
た
。
 

 
 

心
と
申
す
は
無
き
こ
と
に
 候
 」
（
谷
間
銀
、
傍
点
筆
者
）
 

と
 舌
口
っ
て
 悼
 ら
な
か
っ
た
。
「
善
人
と
て
よ
き
所
へ
生
 れ
候
 事
は
な
く
 候
、
こ
 

室
長
 は
 、
か
く
「
 豫
 美
国
」
に
行
く
と
い
う
 事
 以
上
に
 は
 、
死
後
の
事
に
つ
い
て
、
ま
し
て
来
世
に
つ
い
て
 
語
 ら
な
か
っ
た
。
世
上
 

「
安
心
」
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
彼
に
 

ょ
 れ
ば
虚
妄
で
あ
 り
 
「
無
益
の
空
論
」
で
あ
っ
た
。
彼
は
 

、
コ
 人
々
の
 小
 手
前
に
と
り
て
の
安
心
 

 
 

は
い
か
 ビ
と
 、
こ
れ
 猶
 う
た
が
は
し
く
 思
召
候
条
 、
御
，
 」
と
わ
り
に
 候
 、
 此
 事
は
誰
も
 ノ
 
Ⅰ
み
な
 擬
 ひ
 候
事
 に
侠
 へ
 と
も
、
小
手
前
の
安
 

（
 
9
3
 

i
 ）
 

り
た
る
物
に
し
て
、
 
い
 づ
れ
も
面
白
く
は
聞
ゆ
れ
ど
も
、
 

皆
 虚
妄
に
し
て
、
實
に
あ
ら
ず
（
宝
庫
）
 

 
 

と
な
れ
ど
も
、
そ
れ
は
或
は
人
智
の
お
し
は
か
り
の
 理
 窟
を
以
て
い
 ひ
、
 
或
は
世
の
入
の
尤
と
宿
ず
べ
き
や
 
ぅ
 に
 、
都
合
よ
く
 造
 

ね
ば
み
な
暗
く
き
た
な
い
黄
泉
国
に
往
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
 と
い
う
た
だ
そ
の
事
に
殆
ど
尽
き
て
い
た
。
そ
れ
以
上
 の
 
詮
索
は
儒
仏
の
書
の
 
8
 

 
 
 
 

作
り
ご
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
言
 う
 。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

さ
て
世
の
人
は
 、
 貴
き
も
 賎
 ぎ
も
善
も
悪
き
も
、
み
な
 悉
く
 、
 死
す
れ
ば
、
 

必
ス
 
か
の
稼
業
 國
 に
ゆ
か
ざ
る
こ
と
 を
 得
す
、
い
と
 悲
 

し
ぎ
事
に
て
 
ぞ
 侍
る
 、
 
か
や
 う
 に
申
せ
ば
、
 

た
ビ
 い
と
 浅
 は
か
に
し
て
、
何
の
道
理
も
な
き
こ
と
の
や
 う
 に
は
 聞
 ゆ
 れ
ど
も
、
こ
れ
 

ぞ
 神
代
の
ま
こ
と
の
侍
読
に
し
て
、
妙
理
の
然
ら
し
む
 る
と
こ
ろ
な
れ
ば
、
な
ま
じ
 ひ
 の
 几
 智
を
以
て
、
と
や
か
 く
 や
と
思
議
す
べ
 

ノ
ヤ
ウ
ン
 

き
 事
に
あ
ら
ず
、
然
る
を
異
図
に
は
、
さ
ま
，
の
道
 
を
 作
り
て
、
人
の
生
死
の
道
理
を
も
、
 

甚
タ
 お
も
し
ろ
く
 か
し
こ
げ
に
説
こ
 



居
 

 
 

う
 つ
 そ
 身
は
す
べ
な
ぎ
物
か
あ
か
な
く
に
 此
世
 わ
か
れ
 て
ま
か
る
お
も
 へ
ば
 

本
 

ず
 、
か
な
ら
ず
か
の
 機
き
 滋
美
，
國
に
往
く
こ
と
な
れ
 ば
、
 世
の
中
に
 、
 死
ぬ
る
ほ
ど
か
な
し
ぎ
事
は
な
き
も
の
 な
る
に
、
か
の
 異
 

國
の
道
々
に
は
、
或
は
こ
れ
を
深
く
哀
れ
ま
じ
き
道
理
 を
読
 き
 、
或
は
此
 ノ
 世
に
て
の
し
わ
ざ
の
善
悪
、
心
法
の
 と
り
さ
ば
き
に
よ
 

り
て
、
死
し
て
後
に
な
り
ゆ
く
様
を
も
、
い
ろ
い
ろ
と
 廣
く
委
く
説
 た
る
故
に
、
 世
 ，
 人
 み
な
こ
れ
ら
に
惑
ひ
て
 、
 某
説
共
を
尤
 

 
 

な
る
事
に
思
ひ
、
信
仰
し
て
、
死
を
深
く
衷
む
 な
 ば
 、
愚
 な
る
心
の
迷
ひ
の
 や
う
 に
心
得
る
か
ら
、
こ
れ
を
 悦
て
 、
強
て
 迷
は
ぬ
 ふ
 

 
 

り
、
 

或
は
締
世
な
ど
い
 ひ
て
、
こ
 と
ご
と
し
く
悟
り
き
は
わ
た
る
さ
ま
の
詞
を
遺
し
な
ど
す
 ろ
 は
 、
背
 こ
れ
 大
 

ぎ
 な
る
偽
の
つ
く
り
言
に
し
て
、
人
情
に
背
き
、
ま
こ
 と
の
道
理
 仁
 か
な
は
ぬ
こ
と
な
り
、
す
べ
て
喜
ぶ
べ
 き
事
 を
も
、
さ
の
み
 喜
 

 
 

ば
ず
、
 哀
 む
べ
 き
 こ
と
を
も
、
さ
の
み
 哀
 ま
ず
、
驚
く
 べ
き
事
に
も
驚
か
ず
、
と
か
く
物
に
動
ぜ
ぬ
を
 、
ょ
き
事
 に
し
て
 尚
ぶ
は
、
 

み
な
異
域
風
の
虚
偽
に
し
て
、
人
の
實
 情
 に
は
あ
ら
 ず
 、
い
と
う
る
さ
ぎ
こ
と
な
り
、
中
に
も
死
は
 、
 殊
に
 哀
 し
か
ら
で
は
か
 

な
 は
 ね
 事
に
し
て
、
 國
土
萬
 物
を
成
立
、
世
，
中
の
道
 を
 始
め
た
ま
ひ
し
、
伊
那
 那
岐
 大
御
神
す
ら
、
か
の
女
神
 の
か
く
れ
さ
せ
 給
 

ひ
し
時
は
 、
 ひ
た
す
ら
小
児
の
。
。
 

-
@
 
 
ご
と
く
に
、
 泣
悲
 み
こ
が
 れ
玉
ひ
て
、
か
の
 豫
美
ノ
國
 ま
で
、
慕
ひ
め
か
せ
た
ま
 ひ
し
に
あ
ら
ず
 

-
G
-
 

l
 

や
 、
こ
れ
ぞ
 真
 實
の
性
情
に
し
て
、
 世
 

ら
ず
左
様
に
な
く
て
は
か
な
は
 ね
 道
理
な
り
（
宝
庫
）
 

あ
し
 

か
く
、
貫
長
に
は
「
後
生
」
や
「
来
世
」
へ
の
期
待
は
全
 く
な
か
っ
た
。
死
は
至
福
の
国
へ
の
入
口
で
は
な
く
、
 暗
く
 楠
く
 悪
き
「
 豫
 

 
 

美
國
 」
に
至
る
通
路
で
あ
っ
た
。
言
い
か
え
る
な
ら
ば
、
 貫
長
は
人
間
に
と
っ
て
の
価
値
と
意
味
を
、
あ
の
世
に
 で
は
な
く
、
此
此
の
こ
 

埜
の
中
に
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
死
は
、
そ
の
 生
 の
 価
値
の
否
定
を
意
味
す
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
 従
っ
て
、
貫
長
が
心
か
ら
 希
 

㏄
 
ぃ
 求
め
た
も
の
は
、
 此
 世
に
お
け
る
生
で
あ
り
、
 そ
 の
 天
長
 き
 享
受
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
「
玉
鉾
百
首
 」
の
中
に
次
の
よ
う
な
歌
が
 

吠
 
あ
る
。
 
た
ま
き
は
る
二
世
は
ゆ
か
 

ふ
た
 、
か
に
せ
。
 

ぬ
 う
つ
 そ
 身
を
い
 

は
 か
も
死
な
ず
て
あ
ら
む
 

長
 
出
 
j
 
二
 
@
%
 

(109) 



@
 ノ
 。
 

こ
う
し
た
貫
長
の
思
想
と
心
理
に
そ
く
し
て
考
え
る
時
、
 

我
々
は
彼
の
油
望
日
の
中
に
出
て
く
る
様
々
な
要
素
に
 

、
 
 
 

す
が
 

味
 な
ょ
 み
と
る
事
が
で
き
る
，
そ
れ
は
、
い
わ
ば
 此
世
 に
お
け
る
自
己
の
生
の
像
を
、
い
つ
ま
で
も
生
 き
生
 ぎ
と
 と
ど
 

ね
が
 

ぅ
 希
い
に
関
わ
る
。
先
ず
、
「
 出
 さ
く
ら
 花
 」
の
歌
を
 記
し
た
自
画
像
、
彼
が
青
年
の
頃
よ
り
汗
を
に
じ
ま
せ
、
 数
々
 

し
て
来
た
と
こ
ろ
の
か
の
文
机
、
日
頃
手
近
に
置
い
て
 は
 愛
用
し
て
ぎ
た
桜
木
の
笏
で
作
っ
た
霊
牌
等
々
、
こ
れ
 ろ
 は
 つ

の
一
貫
し
た
 責
 

め
お
き
た
い
と
い
 

の
 著
作
を
生
み
出
 

い
ず
れ
も
官
長
 そ
 

貫
長
が
こ
の
文
章
を
も
の
し
た
の
が
お
 ょ
そ
セ
 十
歳
の
 
頃
 で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
き
わ
め
 

こ
の
 
ょ
う
 に
 官
 長
 は
 、
 此
 世
に
お
け
る
彼
自
ら
の
生
を
 、
 
ま
た
 比
せ
 の
圭
一
般
を
 、
 
愛
し
、
 

オ
 ケ
 @
 

（
 
0
g
 

l
 ）
 

に
あ
る
べ
き
か
ぎ
り
の
わ
ざ
を
し
て
、
隠
し
く
 楽
 く
 世
を
わ
た
」
 
る
 事
に
よ
っ
て
 此
世
の
 

る
 。
「
九
十
ま
で
も
、
百
歳
ま
で
も
」
「
い
か
に
せ
 

ば
か
 も
 死
な
ず
て
あ
ら
む
」
「
千
代
と
こ
と
 

 
 

室
 長
が
人
間
一
般
の
「
 實
情
 」
を
詠
ん
だ
も
の
と
も
 言
，
 ぇ
 る
が
、
そ
れ
以
上
に
彼
自
身
の
偽
ら
 て

 意
味
が
深
い
。
 

 
 

い
と
お
し
ん
だ
。
彼
の
希
い
は
「
ほ
ど
 

生
を
享
受
す
る
所
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
 

は
に
こ
の
世
に
も
が
も
」
等
の
言
葉
は
 、
 

ぬ
 心
情
の
表
現
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
ょ
 

さ
ら
に
晩
年
の
随
筆
 集
 
「
 玉
 か
つ
ま
」
の
中
に
は
次
の
よ
 う
 な
言
葉
も
見
ら
れ
る
。
 

世
の
中
の
こ
ざ
か
し
き
人
は
 、
い
 は
ゆ
る
道
歌
の
さ
ま
 な
る
 俗
奇
を
ょ
 み
て
、
さ
と
り
が
ま
し
ぎ
事
を
よ
く
い
 ふ
 も
の
な
り
、
或
は
 

身
 こ
そ
や
す
 け
 れ
な
ど
か
 
ひ
て
 、
わ
が
心
の
さ
と
り
に
 て
 身
の
や
す
ぎ
 よ
し
 を
 ょ
 む
こ
と
、
み
な
 儒
佛
 に
へ
つ
ら
 
ひ
た
る
 偽
 ご
と
な
 

り
 、
ま
こ
と
に
は
、
わ
が
身
を
安
し
と
し
て
、
 

足
 事
 な
 
し
れ
る
も
の
は
な
き
も
の
な
り
、
た
と
 
へ
ば
 人
の
齢
 な
 ど
、
セ
 十
に
及
ぶ
 

は
 、
ま
こ
と
に
ま
れ
な
る
事
な
れ
ば
、
 

セ
十
 ま
で
も
 長
 ら
 へ
て
は
、
は
や
く
足
れ
り
と
思
ふ
べ
 
き
 こ
と
な
れ
ど
も
、
 人
 み
な
 猶
 た
れ
 り
 

 
 

 
 

と
は
思
は
ず
、
末
の
み
 ぢ
 か
ぎ
事
を
の
み
歎
き
て
、
 
九
 十
 ま
で
も
、
百
歳
ま
で
も
生
か
ま
ほ
し
く
思
ふ
 ぞ
、
ま
 
こ
と
の
 情
 な
り
け
 

Ⅹ
（
 
ト
 @
 
）
 

る
 
（
 玉
 か
つ
ま
十
四
、
「
世
の
人
の
こ
ざ
か
し
き
こ
と
 い
ふ
 を
 よ
 し
と
す
る
事
」
、
傍
点
筆
者
）
 

  

  

（
 り
 @
 
）
 

 
 
 
 

き
 た
な
 國
ょ
み
 の
く
に
 べ
 
は
い
な
し
 
こ
め
 千
代
と
こ
と
 は
に
此
 世
に
も
が
も
 



犬居官長の遺言について 

る
 0
 宣
 最
は
、
自
分
の
祥
月
に
は
こ
う
い
う
シ
ン
ボ
ル
の
 前
に
自
ら
注
文
の
お
膳
を
お
酒
 つ
 き
で
そ
な
え
、
ま
た
 弟
子
達
が
賑
々
し
く
 集
 

 
 

っ
て
 、
 彼
の
愛
好
す
る
歌
会
を
催
す
こ
と
を
 希
 ん
だ
。
 
め
 
旦
長
 が
和
歌
を
い
か
に
愛
し
た
か
、
歌
が
い
か
に
彼
の
学
 問
、
い
 や
彼
の
存
在
 そ
 

の
も
の
か
ら
切
り
離
せ
ぬ
大
事
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
 

こ
こ
に
詳
述
す
る
ま
で
も
な
い
。
青
年
時
代
に
一
学
友
 死
 に
書
い
た
手
紙
の
 
一
 

（
 
2
 ）
 

節
 で
、
彼
は
「
 僕
之
 好
二
和
歌
 -
 
帖
血
文
癖
地
」
と
言
っ
 
た
 。
こ
の
若
い
頃
か
ら
「
性
」
と
も
「
 癖
 」
と
も
な
っ
た
 和
歌
愛
好
の
気
持
は
 、
 

後
年
古
道
の
研
究
に
精
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
 も
少
し
も
変
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 

妙
 染
寺
の
墓
に
つ
い
て
も
、
同
じ
角
度
か
ら
解
釈
す
る
 @
 
」
と
が
で
き
る
。
官
長
 
は
、
 
自
ら
の
 賞
 愛
し
た
美
し
い
 山
 室
の
岡
に
埋
葬
さ
れ
 

る
こ
と
を
願
っ
た
。
そ
れ
も
火
葬
で
は
な
く
、
土
葬
さ
 れ
ん
事
を
求
め
た
。
 
官
 長
の
先
祖
、
親
戚
の
多
く
は
火
葬
 の
 慣
習
に
従
っ
て
い
る
 

が
 、
そ
の
中
で
彼
は
あ
え
て
土
葬
を
希
望
し
た
の
で
あ
 る
 。
墓
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
彼
は
自
分
の
好
み
を
 細
 か
く
は
っ
き
り
と
記
し
 

お
い
た
。
そ
の
一
々
の
特
徴
が
何
を
意
味
す
る
の
か
は
 必
ず
し
も
明
か
で
な
い
が
、
少
く
と
も
そ
れ
ら
が
全
体
と
 し
て
、
室
長
の
個
性
を
 

す
が
 

家
や
周
囲
の
伝
統
的
慣
習
に
と
ら
わ
れ
な
い
彼
の
 個
性
的
な
像
を
象
徴
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
で
 き
ょ
 ぅ
 。
 

と
く
に
重
要
な
の
は
、
桜
の
木
に
つ
い
て
の
彼
の
狂
文
 で
あ
る
。
彼
は
納
棺
に
際
し
て
の
衣
服
、
脇
差
、
布
団
、
 ま
た
棺
な
ど
に
関
し
 

て
は
、
す
べ
て
「
鹿
木
」
「
免
租
」
な
も
の
で
よ
ろ
し
い
 と
 繰
返
し
て
い
る
。
墓
地
の
堺
の
石
も
、
当
分
の
間
は
 丸
 石
を
拾
い
集
め
て
 並
 

 
 

べ
十
 Ⅰ
お
け
ば
よ
い
と
舌
口
 
っ
十
 Ⅰ
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
と
 
桜
 0
 本
に
つ
い
て
は
、
「
山
腰
 之
 随
分
化
之
宣
 ぎ
 木
を
致
 吟
味
 植
 回
申
 候
 」
と
 注
 

文
 し
た
。
そ
れ
も
「
後
々
も
し
 枯
 候
は
 ビ
植
 曹
司
 申
侯
 」
 と
 念
を
押
し
て
い
る
。
石
碑
の
前
に
花
筒
な
ど
要
ら
 
な
い
、
と
し
て
い
る
の
 

も
 、
こ
の
桜
へ
の
一
図
な
気
持
と
無
関
係
で
は
な
い
で
 あ
ろ
う
。
 

 
 
 
 

官
 長
 が
 桜
の
好
き
な
人
だ
っ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
 そ
 れ
も
単
に
好
ぎ
だ
っ
た
と
い
う
以
上
に
、
心
理
的
に
 桜
 と
 常
に
一
体
で
あ
っ
㎝
 

た
と
す
ら
言
え
る
。
精
神
分
析
的
用
語
を
使
 う
 な
ら
、
 
彼
 は
 桜
を
自
己
と
「
同
一
視
」
（
日
の
 コ
ヰ
守
 ，
日
の
 コ
 （
 
ヨ
 9
 ヱ
 0
 口
 ）
し
て
い
た
と
言
 う
は
 

0
 人
を
日
本
語
と
し
て
 
未
 だ
熟
し
て
い
な
い
が
、
 彼
の
ぎ
の
 口
 
（
 
円
 
（
 
せ
 
（
自
己
同
一
性
）
を
す
ぐ
れ
て
 象
徴
的
に
表
わ
し
て
い
 



一 一 一 

山
 も
ろ
に
ち
と
せ
の
春
の
宿
し
め
て
風
に
し
ら
れ
ぬ
 

花
 を
 こ
そ
 見
め
 

今
よ
 り
は
は
か
な
き
身
と
は
な
 
げ
 か
し
ょ
千
代
の
す
み
 
か
 を
も
と
め
え
っ
 
れ
は
 
-
4
 

2
 ）
 

こ
と
が
で
き
ょ
 
ぅ
 。
貫
長
の
自
画
像
は
 、
 右
に
見
た
六
 十
一
才
の
時
の
と
、
も
う
一
つ
四
十
四
才
の
時
の
と
、
 二
 っ
 あ
る
が
、
そ
の
 い
 ず
 

れ
も
が
枝
の
歌
入
り
で
あ
る
。
後
者
は
、
机
の
前
に
端
 坐
し
て
花
瓶
に
挿
し
た
山
桜
を
賞
美
し
て
い
る
図
に
 、
 
「
 め
 つ
ら
し
ぎ
こ
ま
も
ろ
 

（
 
2
 
2
 ）
 

こ
し
の
花
よ
り
も
あ
か
ぬ
い
ろ
香
は
櫻
な
り
け
り
」
の
 一
 
ぬ
を
 書
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
、
貫
長
 が
 桜
に
 
つ
い
て
詠
ん
だ
歌
は
き
 

ね
 め
て
数
多
Ⅱ
（
 
、
 
3
@
 

O
 さ
ら
に
、
前
述
の
よ
う
に
、
彼
の
愛
 用
 し
た
笏
は
桜
の
本
で
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
死
後
そ
の
 上
に
書
き
記
す
べ
く
 自
 

ら
 定
め
置
い
た
後
 
@
@
 
・
 
誼
は
 

，
ナ
 
「
秋
津
 彦
 美
夏
横
根
大
人
」
で
 あ
っ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
山
桜
の
花
は
宣
 長
 に
と
っ
 て
 単
に
「
 志
き
 島
の
大
 

 
 

私
心
」
を
表
象
す
る
ば
か
り
で
な
い
。
そ
の
「
大
和
心
」
 を
 自
ら
の
心
と
し
、
そ
れ
に
生
き
ん
と
し
た
官
長
そ
の
 人
を
 、
象
徴
す
る
も
の
 

と
 見
て
も
差
支
え
な
い
と
思
 う
 。
 

貫
長
 は
 、
 妙
 楽
音
墓
地
の
か
の
山
桜
が
「
随
分
化
之
宣
 ぎ
本
 」
で
あ
る
 よ
う
 依
頼
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
 
植
 替
え
 植
 替
え
に
も
せ
 

ょ
 、
と
に
か
く
永
遠
に
生
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
 希
 っ
た
 。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
墓
地
の
石
碑
に
「
本
居
宣
長
 玄
奥
津
 紀
 」
と
の
み
 記
 

し
 死
去
の
年
月
日
な
ど
書
く
な
、
と
殊
更
に
断
っ
た
 彼
 の
 心
意
と
併
せ
考
え
る
と
、
実
に
象
徴
的
な
意
味
を
も
つ
 。
山
桜
の
木
は
今
も
な
 

お
 生
き
て
い
る
。
春
が
廻
り
乗
れ
ば
美
し
い
花
を
咲
 匂
 わ
せ
、
そ
し
て
 妙
 染
寺
の
墓
を
訪
れ
る
「
他
所
 他
國
 亡
八
 」
は
 
い
 、
い
つ
ま
 う
 
Ⅰ
も
 屋
収
 

り
か
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
山
室
の
墓
地
は
、
 

此
 世
に
 自
ら
の
生
の
像
を
自
己
の
。
日
の
 コ
 （
 
レ
 
（
 
ぜ
 "
 を
 

「
 千
代
と
こ
と
は
に
」
 
留
 

め
 お
ぎ
た
い
と
い
う
貫
長
の
思
い
に
深
く
根
ざ
し
、
そ
れ
 を
 表
現
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 彼
 が
 自
分
の
墓
所
を
定
め
 

て
 後
、
次
の
よ
う
な
歌
を
詠
ん
だ
と
い
ら
こ
と
は
、
こ
の
 点
 注
目
に
値
い
し
よ
う
。
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本居宣長の遺言につ 

（
 
簗
 @
 

に
 思
ふ
は
、
 
人
 ，
 力
を
 以
て
神
，
 力
 に
勝
む
と
す
る
 
物
 に
て
、
あ
た
は
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
 

却
て
其
 時
の
神
道
 に
そ
む
く
物
な
り
 

（
 柊
白
朗
円
内
球
 

、
 位
防
占
林
笠
 

早
老
 
旧
 ）
 

 
 

-
 
㏄
）
 

 
 

「
玉
鉾
百
首
」
で
も
貫
長
は
次
の
よ
う
な
歌
を
詠
ん
で
 ぃ る
 。
「
 騎
 如
か
予
も
神
に
し
あ
れ
ば
そ
の
道
も
廣
け
き
 神
 
の
道
の
枝
道
」
こ
れ
㎝
 

が
室
 長
を
単
な
る
復
古
主
義
者
か
ら
区
別
す
る
思
想
で
 あ
る
事
は
言
を
ま
た
な
い
。
も
と
よ
り
官
長
に
と
っ
て
も
 、
儒
仏
渡
来
以
前
、
 
禾
 
n
3
 

  いて 

そ て 申 事 の 心 それ て な 然 、、， も老も ころ」 いずれ 室長 意 の いる 候 」 …で ガ それ 浮 に 
を 、 ふ れ み に で に 味 。 と き は ぶ で 

べ、 に   
あ な の 真 長 っ 画 一 

  
る も 山 親 椀 樹 

な べ、 は と 童 室 族 で 敬 
り き、 某 ぃ 要 妙 が あ 寺   う な 楽 侮 る宛に 

て 事 農 専 月 ㌍ も   
両 も は の に る 
墓 づ " 裏 山 よ 

ひ て、 事 制 て 「 参 重 う 

上 べ、 古 し ま 國 8 人 た 
か た 立 場 里 の 

古く の 、 、 へ ら か 人 所 離 で 
離 な 我     

後 は 、 ひ 悪 と を 上に 官長 永 な 尋候 ゆる 

世 か、 て   あ っ 
な な 、   白練 身的ゴ詰 は 「 るの   正ぅ の 一、 て   の な " り 埋 墓 
治 め 、 分 呉 広 大 
む 事、 に こ の の   
べ あ 、 善 そ 区 ょ で、 ぅ     
神の御 きものらば、 " あ り   
ふ 付与、 ， L 、 濡 る 知 理 計 適 応 樹 ら 
や な、 に   か さ し 晃 敏 す 
ぅ 以、 か @ 弗 、 と ら れ 司 る 寺 く     



こ
れ
も
神
意
の
 
い
 た
す
 所
 、
禍
津
日
神
の
し
わ
ざ
で
あ
 る
か
ら
、
人
間
の
 力
 で
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
。
む
し
 ろ
 、
永
年
伝
統
的
慣
習
 

と
し
て
確
立
存
続
し
て
き
た
も
の
は
、
た
と
え
儒
仏
的
 な
も
の
と
い
え
急
に
改
廃
す
べ
ぎ
で
は
な
い
。
そ
れ
こ
そ
 
「
 其
 時
の
神
道
に
そ
む
 

く
 」
行
為
で
あ
る
と
い
う
。
「
 玉
 か
つ
ま
」
で
も
貫
長
 は
 次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
 

道
 に
か
な
は
ず
と
て
、
世
に
久
し
く
有
り
な
ら
 ひ
 つ
る
 事
 な
 、
に
は
か
に
や
め
む
と
す
る
は
わ
ろ
し
、
た
だ
そ
の
 そ
こ
な
 ひ
 の
す
 ぢ
 

を
は
ぶ
き
さ
り
て
、
あ
る
物
は
あ
る
に
て
さ
し
 
お
 ぎ
て
、
 ま
こ
と
の
道
を
尋
ぬ
べ
き
 也
、
よ
る
づ
 
の
事
を
 、
し
ひ
て
 道
 の
ま
 ュ
 に
直
し
 

お
こ
 た
 は
む
と
す
る
は
 、
 中
々
に
ま
こ
と
の
道
の
こ
 ュ
ろ
 に
か
な
は
ざ
る
こ
と
あ
り
、
萬
の
事
は
、
お
こ
る
も
 ほ
 ろ
ぶ
 も
、
さ
か
り
 

な
る
も
 お
 と
ろ
ふ
 る
 も
、
み
な
神
の
御
 心
 に
し
あ
れ
ば
、
 
さ
ら
に
人
の
力
も
て
 、
え
ぅ
 ご
か
す
べ
 き
 わ
ざ
に
は
あ
 ら
ず
。
ま
こ
と
の
 

-
 
㌍
）
 

道
の
意
を
さ
と
り
え
た
ら
む
人
は
、
お
の
 づ
 か
ら
 此
こ
 と
わ
り
は
よ
く
明
ら
め
し
る
べ
き
 也
 
（
 玉
 か
つ
ま
二
、
「
 道
 に
か
な
は
 ね
世
 

中
の
し
わ
ざ
」
）
 

更
に
宣
 是
 は
 、
 単
に
し
き
た
り
に
逆
ら
う
な
と
い
う
だ
 げ
 で
な
く
、
む
し
ろ
も
っ
と
積
極
的
に
、
後
世
の
方
が
古
 え
 よ
り
ま
さ
っ
て
 
い
 

る
 事
も
あ
る
と
さ
え
主
張
す
る
。
 

右
 よ
り
も
、
後
世
の
ま
さ
れ
る
こ
と
、
萬
の
物
に
も
、
 

事
 に
も
お
 ほ
し
 、
英
一
つ
を
い
は
む
に
、
い
に
し
へ
は
、
 

橘
を
な
ら
び
 な
 き
 

物
 に
し
て
め
で
つ
る
を
 、
 近
き
世
に
は
、
み
か
ん
と
い
 ふ
物
 あ
り
て
、
 
止
 み
か
ん
に
く
ら
ぶ
れ
ば
、
橘
は
敦
に
も
 あ
ら
ず
 げ
 お
さ
れ
 

た
り
…
（
中
略
）
…
 此
 
一
つ
に
て
お
し
は
か
る
べ
し
、
 
或
 は
 古
に
は
な
く
て
、
今
は
あ
る
物
も
お
ほ
く
、
い
に
し
 へ
は
 わ
ろ
く
て
、
 

（
 
り
 
Ⅰ
 
0
 
サ
 
）
 

今
 の
は
 ょ
 き
た
ぐ
ひ
多
し
。
こ
れ
を
も
て
お
も
 へ
ば
 、
今
 よ
 り
後
も
又
い
か
に
あ
ら
む
、
今
に
勝
れ
る
 物
お
 ほ
く
 出
来
べ
し
（
 玉
か
 

つ
 ま
十
四
、
「
 古
 よ
り
も
後
世
の
ま
さ
れ
る
 事
 」
）
 

世 
もよ 

儒 
( ム 
な 
ど 

「 外も 
図 2 

の 

道 
  
」 

の 

影 
邸ョ ・。 

Ⅱ @ し 
よ 
  
て 

政 
治 
  
  
l 亡 、 
  
  
漢 : 

様ま 
」 

セ @ 一 
な 
  
は 
て 

て 

し 

ま 
  
た 

し 

  
  
。 Ⅰ " 目目 " Ⅰ 

長 
ケ @ - 
よ 

  
6 ま 

  

（
・
Ⅰ
）
 

3
 

だ
 天
皇
が
「
天
照
大
御
神
の
御
子
」
と
し
て
比
国
を
「
 

神
 な
が
ら
安
城
 と
平
 げ
く
所
知
看
し
げ
る
」
上
古
は
、
理
想
 の
時
代
で
あ
っ
た
。
後
 
14 



本居宣長の遺言につ㌧   

 
 

 
 

こ
 5
 
い
 う
 室
長
の
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
家
や
社
会
に
伝
 わ
り
乗
っ
た
し
き
た
り
あ
る
い
は
「
時
世
の
な
ら
 ひ
 」
 に
 従
う
と
い
う
こ
と
 

ほ
 、
人
間
の
当
為
で
あ
っ
た
。
実
際
、
宣
 長
 自
身
、
「
 

す
べ
て
先
祖
の
祝
 

り
 、
 供
佛
 施
僧
の
わ
ざ
等
も
 、
た
ビ
親
 0
 世
よ
り
為
来
り
た
る
 

-
 
㏄
 -
 

ま
ム
に
て
、
世
俗
と
か
は
る
事
な
」
い
よ
う
に
と
心
が
 げ
 、
規
則
正
し
く
勤
め
た
。
彼
の
一
生
の
日
記
を
見
る
と
 、
三
年
忌
、
 
セ
 年
忌
な
 

ど
は
も
と
よ
り
、
百
年
、
百
五
十
年
、
さ
ら
に
は
二
百
 年
 と
い
っ
た
遠
い
年
忌
も
 、
 家
の
宗
旨
す
な
わ
ち
浄
土
宗
 の
 法
式
に
よ
っ
て
き
ち
 

 
 

貫
長
は
自
己
の
葬
式
に
関
し
て
も
同
様
の
態
度
を
持
し
 た
 。
掛
数
寺
の
墓
は
そ
う
し
た
貫
長
の
態
度
の
象
徴
と
も
 言
 う
 こ
と
が
で
き
よ
 

ぅ
 。
彼
に
と
っ
て
、
葬
儀
を
樹
敏
幸
 で
 執
行
し
て
も
ら
 う
の
は
「
勿
論
」
の
事
で
あ
っ
た
。
戒
名
も
自
ら
定
め
、
 そ
れ
を
墓
石
及
び
位
牌
 

に
 記
す
よ
 う
 言
 い
 遺
し
た
。
「
忌
中
 之
 儀
法
事
」
も
「
 世
 間
近
 に
 」
、
ま
た
毎
月
忌
日
の
霊
膳
な
ど
も
「
是
迄
 
致
 束
候
 御
先
祖
達
之
通
り
 

に
 」
す
る
事
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
 

樹
 敏
幸
に
向
け
て
 の
 葬
列
を
図
解
ま
で
し
て
示
し
た
の
は
、
紀
州
 侯
 御
針
 医
 英
語
と
し
て
の
自
己
 

の
 公
的
地
位
と
そ
れ
に
附
随
す
る
社
会
的
し
き
た
り
と
を
 意
識
し
て
の
事
で
は
あ
る
ま
い
か
。
 

オ
ヤ
 

結
び
の
一
条
「
家
相
 績
跡
 々
 惣
体
 芝
草
」
も
、
官
長
 に
 と
っ
て
は
「
一
々
小
友
由
貴
し
事
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
 祖
か
ら
子
孫
へ
の
 連
 

続
 性
を
強
調
す
る
貫
長
の
思
想
と
結
び
つ
い
て
い
る
 事
 は
号
ロ
ぅ
 
ま
で
も
な
い
が
、
さ
ら
に
彼
の
思
想
形
成
の
過
程
 に
 則
し
て
考
え
る
と
、
 

両
親
の
意
志
と
い
 5
 も
の
が
直
接
重
要
な
因
子
と
し
て
 浮
び
 上
る
。
官
長
は
十
一
歳
に
し
て
父
を
失
っ
た
。
尖
足
 利
は
、
 亡
く
な
る
年
の
 

  

15  015) 

（
 
4
 
3
 ）
 

れ
る
も
、
な
ど
か
な
か
ら
む
（
 玉
 か
つ
ま
二
、
「
忌
日
 禅
 月
 年
忌
の
事
」
）
 

忌
日
、
祥
月
、
年
忌
な
ど
の
宗
教
的
慣
習
に
つ
い
て
も
 次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 

そ
も
そ
も
比
年
忌
と
 か
ふ
 わ
ざ
も
、
月
毎
の
忌
日
と
同
 じ
 た
ぐ
ひ
に
し
あ
れ
ば
、
 
古
 
へ
に
な
か
り
し
わ
ざ
な
ら
ん
 
か
ら
に
、
す
つ
 
べ
 

き
に
も
あ
ら
ず
、
 
伺
 わ
ざ
も
 、
古
 へ
に
異
な
る
を
 ば
、
ひ
 た
 ぶ
る
に
は
ぶ
 
ぎ
す
 て
む
と
す
る
は
 
、
ょ
 ろ
し
か
ら
ぬ
 さ
か
し
ら
 也
、
そ
 

 
 

こ
 な
ひ
だ
に
な
く
は
、
時
世
の
な
ら
 ひ
 に
そ
む
か
ざ
ら
む
 こ
そ
よ
か
ら
め
、
父
事
が
中
に
は
、
 

占
 
へ
よ
り
も
、
今
 
の
し
わ
ざ
の
ま
さ
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も ら 毎 で が に は 敬 信 
っ ん に あ 来 関 、 し 手 仕 置 
か み 被 る て す し か へ 的 長 
、 た 國 と 仙 る き し の な は   
笹じ 年下 穣絨妄實   
た へ 何 % え r 否 き 手 、 伝 わるし きし等であろ（ ） 4 0 嫡 陀佛 教的家 ること せ蛋桶昔 してい たりを におげ 制度で 

がも 長   
た と 

    
十 か 」 も き だ 道 激 

黛鰻珪二 らで 端わ っ 」に 
れ 所 「 歳 送 あ 酌 め た と 改 
る 後 ま の 葬 り に て の し め 

る， なら であ の念 ち佗 時に 迄の 、ま 表わ 奉賀 て 、   
ば仏 " が ては間たし的る 今 " " 臨 てと。 直と 長を 
宣 ど や 「 念 終 い 思 は 戒 

許 め う い 長は 世 仏 後るわ   たい o  ； 、 
浄 を す 受 用 職 体 で 樹 Ⅴ こ 

は さ 子 政 三 
" れ 供 " 月 
こ た ， 道 及 
の こ そ 休 び 
親 と だ 棟 瓦 
の は て 、 月 
.vj' ス % ヰ 士     ロ目 日 ケ @ 、 @ 
志 青 御 阿   
を 午 先 君 弟 小津 ほと 官 長 祖跡 跡相 

ん あ 相 立 源 
ど て 績 候 四 
そ の 致 様 郎 
の 母 候 に と 
ま の 様 頼 妻   
退 か れ 」 に 
し ら 

た ぅ 宛て あ と 
も か 回 り 夫   

妻 追   遺 を 
重目 くこと言 もれあ に い て い 力し ょ、 もさ る 。 も「 3 （ 7@ 

で 者 父 一 る 
あ え さ     
ろ 合 ぎ 我 弟 

  
ま、 貫長の 遺志、 @ まゴ、の し も 「 

互む 道キ が母 随分         
後 退 に 子 
の し 被 孫   



本居 

 
 

離
 す
る
を
こ
そ
、
き
ら
 

ふ
、
、
 

、
べ
き
も
の
な
れ
、
こ
れ
は
た
 

ゴ
 寄
文
の
 
う
へ
 の
み
 17 

に
あ
る
が
、
右
の
点
を
 よ く
指
し
示
し
て
い
る
。
 

@
 
一
一
口
 

 
 

 
 

田
 
@
 
恩
 

さ
て
吾
は
、
古
風
後
世
風
な
ら
 べ
 
2
 
む
 う
 ち
に
、
 

古
と
 後
 と
を
 ば
、
 
清
く
こ
れ
を
分
ち
て
、
 

た
が
 ひ
に
混
雑
な
 ぎ
そ
う
に
と
、
 
深
 
 
 

 
 

 
 

 
 

別
 を
だ
に
 よ
 く
 ゎ
 き
ま
 ふ
 る
と
き
は
、
後
世
風
を
 よ
も
 も
 、
害
 あ
る
こ
と
な
の
 

長
 
出
 貝
 

 
 

る
 。
「
漢
籍
を
見
る
も
、
等
間
の
た
め
に
 益
お
ほ
し
 。
 や
 ま
と
魂
だ
に
 よ
 く
堅
固
ま
り
て
、
動
く
こ
と
な
け
れ
ば
 、
雲
夜
か
ら
ぶ
み
を
の
 

み
よ
む
と
い
 
へ
 ど
も
、
か
れ
に
惑
は
さ
る
 ム
 A
@
 
れ
ひ
 は
 た
 き
な
り
。
然
れ
ど
も
世
の
人
、
と
か
く
 倭
魂
 か
た
ま
 り
に
く
ぎ
物
に
て
 、
か
 

ら
 書
を
よ
め
ば
、
そ
の
こ
と
よ
き
に
ま
ど
は
さ
れ
て
、
 た
 じ
ろ
ぎ
や
す
き
な
ら
 ひ
也
 

-
2
 

4
 
 

）
 @ 
二
 （
 
ぅ
ひ
山
 ふ
み
、
傍
点
 筆
 老
 @
 
）
 

 
 

官
 長
 が
 嫌
っ
た
の
は
、
漢
籍
を
読
ん
だ
り
仏
事
を
修
し
 た
り
後
世
の
制
度
風
習
に
従
っ
た
り
す
る
事
自
体
で
は
な
 く
 、
そ
れ
ら
と
「
 古
 

ぱ
 
の
道
」
と
を
 
混
 清
し
、
両
者
の
け
じ
め
を
見
失
う
 @
 」と
で
あ
っ
た
。
室
長
の
次
の
言
葉
は
 

、
 主
と
し
て
歌
風
 に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
は
 

 
 

土
 往
生
の
た
め
の
儀
礼
手
続
を
ふ
む
こ
と
を
承
認
し
た
 @
 
」
と
に
な
る
。
ま
た
人
々
の
眼
に
も
、
彼
が
浄
土
へ
赴
く
 か
の
ご
と
き
感
じ
を
 与
 

え
る
事
に
な
ろ
 う
 。
こ
れ
は
上
に
見
た
貫
長
の
生
死
闘
 か
ら
し
て
容
れ
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
 

き
た
り
に
寛
容
な
宣
 長
 

に
も
、
ど
う
し
て
も
譲
れ
な
い
一
線
が
あ
っ
た
。
「
 相
果
 候
て
 送
葬
造
立
 間
念
佛
申
候
事
 無
用
に
 候
 」
と
い
う
 短
 い
 言
葉
の
中
に
、
貫
長
 

赤
ら
わ
 

晩
年
の
思
想
と
自
己
感
（
日
の
丑
 
田
 
（
 
せ
 ）
の
深
奥
の
微
妙
な
 表
れ
を
見
る
べ
ぎ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

こ
の
 宣
 長
の
態
度
ほ
、
さ
ら
に
 堀
 下
げ
て
み
る
と
、
折
衷
 主
義
を
嫌
 う
 彼
の
立
場
一
般
と
相
通
ず
る
も
の
と
思
わ
 れ
る
。
儒
仏
者
 も
 

「
神
の
道
の
枝
道
」
と
し
て
容
認
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
 
そ
れ
ら
を
す
べ
て
野
放
し
に
採
り
入
れ
都
合
 よ
 く
組
合
 せ
る
こ
と
で
は
全
く
な
 

か
っ
た
。
 官
 長
に
よ
れ
ば
、
先
ず
第
一
に
大
切
な
こ
と
は
 、
「
道
の
大
本
」
を
し
っ
か
り
 れ
 き
ま
え
、
「
や
ま
と
 魂
 」
を
堅
く
抱
く
こ
と
で
 

あ
っ
た
。
政
治
に
つ
い
て
は
、
「
 か
へ
す
 が
 へ
 す
も
 道
 の
 大
本
の
所
を
士
 蔓
 と
し
て
末
々
の
細
事
ま
で
も
こ
れ
に
 背
か
ざ
る
や
 ぅ
 を
 詮
と
 

し
て
何
事
を
も
と
り
 行
ふ
 べ
 き
 こ
と
な
り
」
（
 

1
 
4
 
 

）
 （
秘
本
 
玉
く
 し
げ
 、
傍
点
筆
者
）
と
言
い
、
ま
た
学
問
に
関
し
て
も
 次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
 



 
 

 
 

た
る
物
に
し
て
、
神
の
御
 輿
 を
も
、
佛
の
説
を
も
、
 
儒
 の
 言
を
も
、
己
が
心
の
如
く
に
説
な
し
が
た
ぎ
と
こ
ろ
を
 ぱ
 、
み
な
方
便
 ぞ
 

暇
説
ぞ
 表
事
ぞ
な
ど
か
 ひ
 な
し
て
、
ひ
た
ぶ
る
に
思
ふ
 ま
ム
 に
 説
 た
る
は
 、
 佛
の
道
に
も
あ
ら
ず
、
儒
の
道
に
も
 あ
ら
ず
、
ま
し
て
 

 
 

神
の
道
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
は
、
さ
ら
に
も
い
は
ず
、
 た
 ビ
 お
の
が
わ
た
く
し
の
 新
 ば
り
の
道
な
る
を
、
神
道
と
し
 も
名
づ
 け
 た
る
 

（
 
皿
 ）
 
（
 玉
 か
つ
ま
、
「
両
部
神
道
」
）
 

官
長
が
一
方
で
後
世
の
し
き
た
り
、
「
時
世
の
な
ら
 ひ 」
 を
 保
持
、
尊
重
し
な
が
ら
、
し
か
も
他
方
「
 古
と
後
 」
 の
一
 1
 
混
雑
」
、
神
儒
仏
 

の
 無
差
別
の
抱
合
を
大
い
に
嫌
っ
た
と
い
う
事
を
考
慮
す
 る
な
ら
ば
、
彼
の
遺
言
の
意
味
が
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
 る
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
 

室
長
が
樹
敵
手
に
お
け
る
葬
式
と
妙
楽
 手
 で
の
埋
葬
 と
 の
間
に
、
 裁
然
 と
し
た
一
線
を
画
し
て
い
る
の
を
見
出
す
 

「
 油
 
漫
ミ
 
目
 ま
日
」
に
 
よ
 れ
 

ば
 、
掛
数
 手
 で
は
先
祖
代
々
伝
わ
る
家
の
宗
旨
浄
土
宗
 の
 慣
例
に
従
っ
て
式
が
行
な
わ
れ
、
葬
列
も
宣
長
生
前
の
 社
会
的
地
位
を
思
わ
せ
 

 
 

る
 重
々
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
 

彼
 そ
の
人
は
そ
こ
に
は
 不
在
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
文
字
通
り
「
宅
送
」
で
あ
っ
 た
 。
こ
の
表
向
き
の
 芽
 

儀
 
葬
列
は
、
第
一
義
的
に
は
家
や
社
会
の
し
き
た
り
 の
た
め
、
伝
統
的
制
度
的
な
価
値
を
表
面
上
や
ぶ
ら
な
い
 が
た
め
に
執
り
行
な
わ
 

れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
官
長
の
包
容
的
 な
 思
想
的
立
場
に
関
連
す
る
事
は
上
に
見
た
通
り
で
あ
る
 

掛
数
 手
 に
向
 ぅ
 

乗
物
の
最
も
肝
心
な
中
味
で
あ
る
べ
き
貫
長
自
身
は
と
 い
え
ば
、
既
に
夜
中
密
か
に
、
ほ
ん
の
 ニ
、
 三
の
親
し
き
 人
々
に
送
ら
れ
て
、
 
山
 

室
 の
 岡
 な
る
「
千
代
の
す
み
か
」
に
赴
く
こ
と
に
な
っ
 て
い
た
。
念
仏
も
な
く
、
格
式
ば
っ
た
行
列
も
な
か
っ
た
 が
 、
し
か
し
そ
こ
に
は
 

両
部
神
道
、
垂
加
神
通
な
と
神
仏
習
合
あ
る
い
は
神
 儒
 抱
合
の
神
 通
 に
対
し
て
な
し
た
貫
長
の
烈
し
い
批
判
も
 、
 
こ
の
「
混
雑
」
を
き
ら
 

3
 
基
本
的
態
度
に
 塞
 い
て
い
る
。
 

 
 

 
 

こ
と
に
 此
 両
部
神
道
と
い
ふ
物
は
 、
た
ゴ
 己
が
心
を
主
人
 と
し
、
神
と
聖
人
と
を
、
奴
僕
と
し
て
、
心
に
ま
か
せ
 て
 、
か
り
つ
か
 ひ
 

べ
し
、
古
意
と
後
世
 意
と
 漢
意
と
を
、
 

よ
 く
 ゎ
 き
ま
 ふ
る
 こ
と
、
 

古
 甲
の
肝
要
な
り
 

@
 
 

（
 
3
-
@
 
 
（
 ぅ
ひ
山
 ふ
み
、
傍
点
筆
者
   

 
 
 
 
 
 
 
 

に
も
あ
ら
ず
、
古
の
道
を
あ
ぎ
ら
む
 る
 等
間
に
も
、
 此
わ
 き
ま
へ
な
く
て
は
、
お
ば
え
ず
後
世
 煮
 に
も
漢
意
に
も
 、
落
入
 ル
 こ
と
 有
 
㎎
 



本居宣長の遺言について 

註   
15  14  13  12  11  10  9 8 7 6 5 4 3 2  1   

 
 

同
上
、
一
二
八
頁
。
 

 
 

増
補
本
居
宣
長
全
集
（
以
下
、
増
 全
と
 略
す
）
、
第
九
巻
、
八
 
0
 
三
七
九
頁
所
収
。
 

例
え
ば
、
小
林
秀
雄
「
本
居
宣
長
」
、
新
潮
六
二
巻
六
号
（
昭
和
 
四
 0
 年
 六
月
）
よ
り
連
載
。
 

村
岡
典
嗣
「
鈴
屋
 曲
響
 そ
の
 二
 」
、
岩
波
刊
本
居
宣
長
全
集
月
報
 

第
五
号
、
昭
和
十
九
年
、
一
頁
。
 

本
居
宣
長
稿
本
全
集
（
以
下
、
 

稿
全
と
 略
す
）
、
第
二
巻
、
四
九
 
貝
 参
照
。
 

増
 金
九
、
七
八
五
頁
。
 

増
全
 、
首
巻
、
写
真
版
第
二
十
一
「
 宣
長
 六
十
一
歳
自
書
目
 讃
  
 

村
岡
、
前
掲
 書
 、
一
頁
。
 

村
岡
、
本
居
宣
長
（
増
訂
Ⅰ
昭
和
三
年
、
五
一
四
頁
等
参
照
。
 

「
家
の
む
か
し
 物
ポ
沖
 」
、
 増
 金
丸
、
 
セ
 
八
二
七
八
六
頁
。
「
別
本
 家
の
昔
物
語
」
 
増
全
 十
、
七
 セ
ハ
 z
 九
頁
。
 

稿
全
 
Ⅰ
五
頁
 、
苦
参
照
。
 

中
で
も
 道
 休
の
寄
せ
た
「
十
夜
祠
堂
」
は
、
祠
堂
何
百
 両
 
で
あ
 っ
た
 。
（
 増
全
 十
、
 
セ
セ
 八
頁
 じ
 

稿
 全
一
、
一
 
セ
 Z
 
一
八
頁
及
び
二
五
 
z
 
二
七
頁
参
照
。
 

増
全
 十
、
 
セ
セ
 九
頁
。
 

「
本
居
大
人
死
去
前
後
日
記
 
丼
勢
筑
 両
地
 掛
 合
書
 文
 」
、
笛
方
 清
 美
 、
本
居
宣
長
の
研
究
、
昭
和
十
九
年
、
二
八
一
 !
 
二
頁
参
照
  
 

 
 

増
 全
人
、
一
 
0
 頁
 。
 

 
 
 
 
 
 

同
上
、
一
二
六
頁
。
 

わ
ば
最
終
的
結
晶
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
 う
 。
 

の
中
に
 、
 我
々
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
広
く
包
容
し
な
 が
ら
、
し
か
も
内
的
純
粋
性
を
堅
持
し
ょ
う
と
し
た
 宣
 長
の
思
想
態
度
の
 、
い
 

る
で
あ
ろ
う
。
松
坂
奉
行
筋
の
指
図
は
、
む
し
ろ
こ
の
み
 
尺
長
の
内
面
を
理
解
せ
ぬ
者
の
仕
草
で
あ
っ
た
と
も
 言
，
え
 
る
 。
 
油退 「 
一 " 
  

幸 」 1@ 
  
通 

が
こ
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

一
見
風
変
り
に
見
え
る
 
官
 長
の
せ
 程
言
も
 、
以
上
の
よ
う
に
 見
て
く
る
と
、
彼
の
思
想
と
心
理
に
深
く
根
ざ
し
た
も
 の
で
あ
る
こ
と
が
 分
 

ま
ぎ
れ
も
な
い
官
長
の
実
体
が
あ
っ
た
。
 

「
ち
と
せ
の
春
の
宿
し
め
て
風
に
し
ら
れ
ぬ
花
を
こ
そ
 見
 」
ん
と
す
る
、
官
長
の
私
的
な
実
情
 



 
 
 
 

（
㎎
）
同
上
、
一
 
0
?
 

一
一
頁
。
 

（
 
t
f
 
）
 
増
全
 十
、
一
一
四
頁
。
本
居
大
平
「
玉
鉾
百
首
 解
 」
（
 本
 居
春
庭
 、
本
居
大
平
全
集
所
収
）
に
拠
っ
て
、
ひ
ら
が
な
 書
 ぎ
に
し
た
。
以
下
も
）
 
 
 
 
 
 
 

同
じ
。
 

（
Ⅸ
）
 増
 金
人
、
四
三
八
頁
。
 

（
㎎
）
「
直
毘
 霜
 」
、
 増
 全
一
、
 
-
 
八
五
頁
。
 

 
 

片
の
臼
で
（
自
己
に
つ
い
て
の
一
貫
し
た
意
識
）
と
も
説
明
さ
 
れ
て
い
る
 0
 こ
の
 

二
区
の
 コ
 （
 
@
 
（
）
 
，
 
・
と
い
う
語
に
、
重
要
な
心
理
学
的
用
語
と
し
て
の
 位
置
を
与
え
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
精
神
分
析
軍
者
 
ニ
リ
ク
 ソ
ソ
 

（
 
由
 ヱ
マ
 

出
 ・
 キ
 守
の
 0
 口
 ）
で
あ
る
。
と
く
に
の
ま
 匡
ゴ
 。
 筈
ド
コ
 年
の
 

o
n
 

ぽ
目
 、
 之
 の
 毛
べ
 0
 （
 オ
 @
 
之
 0
 （
～
 
0
 ダ
 
（
の
せ
・
の
 

&
 ：
 ト
っ
 
の
の
・
 
w
 汁
コ
 （
 
ぎ
日
 
p
 コ
 
年
計
 オ
 。Ⅰ
目
の
 

の
嶌
喬
 ，
之
の
毛
 
せ
 0
q
 
ガ
 ニ
コ
 汀
ペ
コ
ハ
 

（
 
ざ
 二
 
%
 
己
三
セ
の
 （
 れ
モ
 
㌧
お
お
・
 
ト
 の
の
の
・
 

ぺ
 。
目
的
 
呂
目
 Ⅰ
 宙
 （
す
の
 

r
 。
 Z
 。
 
ヱ
 。
 
ダ
 
）
の
の
の
・
等
参
照
。
 

（
 
れ
 ）
奥
山
宇
七
編
、
本
居
宣
長
倉
書
簡
 
集
 、
四
頁
。
 

（
 
羽
 ）
 
増
全
 、
首
巻
、
写
真
版
第
十
五
「
貫
長
四
十
四
歳
自
書
 自
讃
の
肖
像
」
。
 

（
 
お
 
）
と
く
に
寛
政
十
二
年
、
死
去
の
前
年
の
秋
に
は
、
桜
の
 
歌
 ば
か
り
三
百
首
も
詠
み
、
こ
れ
を
「
ま
く
ら
の
 出
 し
一
巻
と
 
し
た
。
 
増
 金
九
、
七
 

五
三
 Z
 
七
六
二
頁
所
収
。
念
の
た
め
付
言
す
る
と
、
桜
花
は
し
 ば
 
し
ば
そ
の
散
り
際
の
美
し
さ
と
い
う
こ
と
か
ら
評
価
さ
れ
、
 「
日
本
 
魂
 」
 

に
も
結
び
つ
け
ら
れ
て
ぎ
た
が
、
官
長
の
場
合
は
異
っ
て
い
た
 。
彼
は
む
し
ろ
桜
の
散
る
の
を
 惜
み
 悲
し
み
、
そ
の
い
つ
ま
で
 も
味
匂
い
つ
 

つ
け
る
こ
と
を
願
っ
た
。
 

（
 
れ
 ）
「
鈴
屋
集
」
 
八
 、
増
金
九
、
 
セ
 
三
一
頁
。
ま
た
、
同
じ
 
頃
 に
で
き
た
「
ま
く
ら
の
 
山
 」
に
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。
「
 

か
 

  

千
世
も
見
て
し
か
な
櫻
も
ち
ら
す
我
も
し
な
す
て
」
「
櫻
に
は
 
心
 も
と
め
て
後
の
世
の
花
の
 う
 
て
な
を
 慰
ふ
 お
ろ
か
さ
」
「
人
は
 
 
 

死
な
す
て
綾
花
千
世
も
や
ち
よ
も
 見
 む
と
こ
そ
思
へ
」
「
と
こ
と
 
は
に
 絶
せ
す
 
さ
け
よ
櫻
花
我
も
萬
伏
 し
な
 て
 見
る
 
へ
し
 」
 増
 金
九
、
 

セ
五
 

七
頁
。
 

（
 
篆
 ）
柳
田
国
男
 
編
 、
葬
送
習
俗
語
彙
、
昭
和
十
二
年
。
大
間
 知
 篤
 二
 
「
両
墓
制
に
つ
い
て
Ⅱ
宗
教
研
究
一
二
七
号
所
収
。
 堀
 
一
郎
、
民
間
信
仰
、
 

昭
和
二
十
六
年
、
二
一
 
セ
 ?
 二
三
 
0
 頁
 、
 等
 参
照
。
 

宛
 ）
「
く
ず
ば
な
円
墳
 
全
 五
、
四
六
 0
 百
 ㍉
 

（
㌘
）
 増
 全
人
、
一
一
八
頁
。
 

（
 
為
 ）
同
上
、
一
二
九
頁
。
 



本居宣長 一
 
@
 
一
戸
 

（
 何
 ）
 
増
 金
人
、
一
 0
 九
頁
。
 

由
 
@
 
耶
 

 
 

（
一
九
六
七
年
九
月
）
 

ほ ついて 
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充実行としての 自然法爾 

親
驚
 は
そ
の
九
十
年
の
生
涯
の
最
後
に
書
き
残
し
た
「
 自
然
法
爾
 章
ヒ
 の
な
か
で
、
も
は
や
聖
道
・
浄
土
、
自
力
 ・
他
力
等
の
煩
 瑛
 な
 

分
別
を
表
に
あ
ら
ぬ
さ
ず
、
淡
々
と
自
然
の
法
界
を
説
 い
た
。
仏
道
美
修
の
念
仏
 行
も
 、
こ
こ
で
は
無
上
程
 葉
に
 無
為
縁
起
す
る
行
法
に
 

帰
着
す
る
。
無
上
 程
葉
は
 
一
切
の
色
相
を
離
れ
た
る
が
 
ゆ
え
に
自
然
で
あ
り
、
か
か
る
無
為
の
自
然
に
つ
い
て
は
 も
は
や
通
途
の
義
は
た
 

た
ず
、
 無
 義
の
義
が
い
わ
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
 な
お
形
而
上
学
的
義
の
生
ず
る
を
 遮
 せ
ん
が
た
め
の
 
如
 く
 、
仏
智
不
思
議
の
丑
 
ロ
 

を
 以
て
終
り
が
結
ば
れ
た
。
「
無
上
淫
楽
」
と
い
い
「
 無
義
 の
 義
 」
と
い
い
「
仏
智
不
思
議
」
と
い
い
、
こ
れ
ら
 は
い
ず
れ
も
大
乗
至
極
 

の
 妙
境
を
い
わ
ん
と
す
る
た
め
の
言
葉
で
あ
ろ
う
。
こ
の
 点
よ
 り
み
れ
ば
、
自
然
法
爾
の
思
想
は
、
親
鸞
が
そ
の
 求
道
の
歩
み
の
最
後
に
 

 
 

ゆ
き
つ
い
た
 法
 そ
の
も
の
の
世
界
の
表
現
で
あ
る
こ
と
 も
 確
か
で
あ
ろ
う
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
自
然
法
爾
の
思
想
に
た
い
す
る
今
日
 的
 課
題
は
、
そ
れ
を
結
果
的
に
み
て
 法
 そ
の
も
の
の
普
遍
 的
 意
義
か
ら
 演
縄
的
 

に
 理
解
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
 

浬
磐
に
無
 為
 縁
起
す
る
行
法
が
さ
ら
に
行
者
の
実
 修
 的
な
行
と
相
 即
す
る
主
体
的
な
過
程
 
 
  
 

を
そ
こ
に
見
出
す
こ
と
に
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
過
程
 を
 内
に
包
む
と
み
ら
れ
る
 実
 修
行
の
結
実
が
自
然
法
爾
の
 世
界
で
あ
る
。
聖
道
・
㈹
 

浄
土
、
自
力
・
他
力
等
の
実
 修
 上
の
判
別
を
超
え
た
 無
 上
程
磐
の
妙
境
に
お
い
て
は
、
行
者
は
た
だ
法
の
自
然
な
 る
に
従
っ
て
 
、
普
 ね
く
 

盤
 

  

遠
山
調
度
 

充
実
行
と
し
て
の
 自
然
法
爾
 



流
行
す
る
行
法
に
乗
托
す
る
の
み
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
 実
 修
行
と
し
て
は
「
た
だ
念
仏
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
 こ
 の
場
合
も
念
仏
 行
は
、
 

す
で
に
「
弥
陀
仏
 ノ
御
チ
ヵ
ヒ
 」
と
し
て
信
楽
さ
れ
た
 主
体
的
な
行
で
あ
る
。
こ
の
点
を
看
過
す
る
と
き
、
自
然
 な
る
べ
き
行
法
そ
の
も
 

の
が
宇
宙
理
法
的
な
も
の
に
客
体
化
さ
れ
る
危
険
を
字
 む
 こ
と
と
な
る
。
 
末
燈
妙
 「
自
然
法
爾
 事
 」
の
な
か
の
「
 コ
 ソ
法
ノ
徳
ノ
ユ
ヘ
二
 

シ
カ
ラ
シ
ム
 
ト
イ
 フ
ナ
 リ
 、
ス
ベ
 
テ
人
ノ
 
ハ
ジ
メ
 テ
 ハ
カ
 ラ
ハ
ザ
ル
 
ナ
リ
」
と
い
う
文
章
が
三
帖
和
讃
末
尾
の
絶
 筆
で
 削
除
さ
れ
て
い
る
 

の
は
、
恰
も
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
か
の
よ
 う
 で
あ
 る
 。
そ
こ
で
は
ま
だ
、
法
の
目
 然
 が
人
と
の
対
立
に
お
 い
 て
あ
ら
わ
さ
れ
て
 ぃ
 

る
 ぎ
ら
い
が
あ
る
。
然
る
に
「
歎
異
 抄
 」
の
伝
え
る
如
く
 

「
弥
陀
 ノ
 五
劫
思
惟
 ノ
願
ヲ
コ
 ク
 ヨ
ク
案
 ズ
レ
 バ
、
 ヒ
ト
ヘ
 
二
親
鸞
一
人
 ガ
 

タ
メ
ナ
リ
 
ケ
リ
」
と
い
う
の
が
「
聖
人
 ノ
ツ
子
ノ
オ
ホ
セ
 
」
で
あ
っ
た
。
か
く
親
鸞
一
人
の
た
め
と
し
て
信
愛
さ
 ね
 、
主
体
的
の
行
と
な
 

り
き
っ
た
本
願
念
仏
の
行
を
い
 う
 と
き
、
「
 法
ノ
徳
ノ
 
ュ
ヘ
ニ
 シ
カ
ラ
シ
ム
」
と
い
う
表
現
は
ま
だ
よ
そ
よ
そ
し
 

  

ま
で
も
弥
陀
の
本
願
を
信
愛
す
る
主
体
的
な
他
力
・
 浄
 土
門
的
行
信
が
一
貫
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
自
然
法
爾
 と
 い
う
こ
と
も
む
し
ろ
か
 

か
る
行
信
の
充
実
の
現
成
せ
し
む
る
と
こ
ろ
と
い
う
べ
き
 で
あ
ろ
う
。
 

勿
論
、
自
然
法
爾
の
如
き
非
固
定
的
，
流
動
的
な
思
想
 を
本
願
念
仏
の
行
信
の
立
場
一
つ
に
帰
し
て
み
る
こ
と
に
 は
、
 つ
ね
に
種
々
の
 

誤
解
が
伴
 う
 で
あ
ろ
う
。
自
然
法
爾
の
思
想
は
教
・
 行
 
・
 モ
 
・
 証
 い
ず
れ
の
立
場
か
ら
み
る
も
、
そ
れ
相
応
の
 一
 貫
 し
た
整
合
的
解
釈
が
 

成
立
し
さ
る
は
ず
の
全
一
酌
体
験
の
表
現
で
あ
る
。
 こ
 の
 全
一
酌
体
験
の
包
括
性
の
ゆ
え
に
、
自
然
法
爾
の
表
現
 が
証
 
・
具
体
 士
 的
色
調
 

を
 濃
く
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
見
て
ぎ
た
通
り
で
あ
る
。
 自
然
法
爾
を
か
か
る
 証
 ・
 真
 仏
土
的
な
法
そ
の
も
の
 の
 立
場
よ
り
み
る
こ
と
 

は
 、
そ
れ
を
 行
 
・
信
の
立
場
よ
り
み
る
よ
り
も
確
か
に
 整
 合
 的
な
解
釈
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
真
実
証
は
大
乗
 淫
楽
思
想
の
本
質
か
ら
 

し
て
も
当
然
還
相
利
他
の
行
・
信
を
生
ず
べ
き
も
の
で
あ
 り
 、
こ
こ
に
な
お
 行
 
・
信
を
い
う
こ
と
は
、
反
っ
て
 
自
 無
 法
爾
的
に
成
ず
る
 大
 

行
天
 信
を
 周
公
し
て
固
定
化
さ
せ
る
危
険
を
招
く
結
果
 と
な
る
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

し
か
し
な
が
ら
、
真
実
の
証
は
還
相
利
他
の
大
行
人
偏
 を
生
ず
る
無
上
 浬
 盤
の
証
果
た
る
と
と
も
に
、
他
方
あ
く
 ま
で
も
行
信
の
証
で
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摘
 
ず
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
真
宰
信
の
内
面
的
本
質
 せ
 失
せ
し
め
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
信
の
微
妙
な
 働
 ぎ
は
行
信
次
第
に
お
い
て
は
 

 
 
ぬ
 
じ
め
て
他
に
代
 え
 難
 い
カ
 を
発
揮
し
、
行
を
活
殺
す
 る
も
の
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

第
 に
よ
っ
て
充
実
せ
ら
れ
た
主
体
的
な
行
、
即
ち
念
仏
 行
の
現
成
す
る
世
界
で
あ
 
 
 
 
 

卸
る
 。
か
か
る
 実
 修
行
と
し
て
の
念
仏
の
行
と
有
為
法
 と
し
て
の
 待
 と
は
全
く
異
っ
た
概
念
で
は
あ
る
が
、
 

行
 じ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
㏄
 

頒
行
ぜ
し
め
ら
れ
て
行
じ
て
い
る
自
然
法
繭
の
念
仏
 
行
 は
 、
大
乗
無
為
法
に
相
即
し
て
こ
こ
に
一
つ
の
生
き
た
 脈
絡
を
見
出
し
て
い
る
も
の
お
 

行
 自
体
の
充
実
で
あ
る
。
 信
 と
い
え
ど
も
こ
の
行
を
満
 す
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
 行
 自
体
の
充
実
に
帰
入
せ
し
 め
る
の
が
信
の
内
面
的
 

な
働
 ぎ
で
あ
る
。
こ
の
信
の
内
面
性
が
行
に
対
し
て
 微
 妙
な
意
義
を
も
つ
こ
と
は
い
 う
 ま
で
も
な
い
が
、
し
か
し
 こ
れ
を
行
と
同
等
に
論
 

せ
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
 

法
 そ
の
も
の
が
そ
の
流
動
 的
 本
質
か
ら
お
の
ず
と
発
動
し
た
相
が
行
で
あ
り
、
 そ
 の
 充
実
は
ど
こ
ま
で
も
 

宿
次
第
に
お
い
て
は
信
は
行
の
充
実
に
外
な
ら
な
い
。
 ，
 
」
の
行
は
も
と
よ
り
信
を
予
想
す
る
行
で
は
な
く
、
ま
た
 能
所
の
別
を
も
っ
て
論
 

る
 べ
 き
 も
の
で
あ
る
こ
と
は
 今
 述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
 
し
 か
し
、
こ
こ
に
ま
た
更
に
 、
行
｜
 信
の
次
第
が
考
え
 ろ
 れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 
行
 

自
然
法
爾
が
無
上
の
証
果
を
あ
ら
れ
す
と
し
て
も
、
 

そ
 の
証
果
は
っ
ね
に
主
体
的
な
行
信
の
証
と
し
て
、
行
信
 仁
 よ
っ
て
充
実
現
成
さ
 

的
に
理
解
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
こ
か
ら
教
行
信
証
 の
 立
場
の
特
異
性
と
現
実
性
は
で
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
 行
信
は
教
行
信
証
の
立
 

場
を
支
え
る
現
実
的
根
拠
で
あ
り
、
こ
の
点
よ
り
み
れ
 ば
 、
真
実
証
は
あ
く
ま
で
行
信
の
証
で
あ
る
。
 

る
 。
こ
の
次
第
を
無
視
す
る
な
ら
ば
、
教
行
信
証
は
た
と
 え
 如
何
に
整
合
的
に
規
定
さ
れ
て
も
、
単
に
大
乗
思
想
 一
般
の
立
場
か
ら
 演
縄
 

て
 現
成
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
絶
対
に
異
質
的
・
不
可
 逆
 的
な
面
を
も
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
 教
 １
行
 信
｜
 証
の
次
第
と
い
え
 

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
 己
 証
を
生
む
其
の
往
 相
の
意
味
も
ま
た
失
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
往
相
は
主
体
的
 な
行
者
の
行
信
を
通
じ
 

じ
て
現
成
す
る
往
相
回
向
の
証
で
あ
る
。
 

往
 
・
還
の
関
 係
 に
も
ま
た
相
即
の
理
が
あ
る
が
、
そ
の
相
即
が
単
に
そ
 れ
ら
を
論
理
的
に
媒
介
 

あ
る
。
こ
こ
か
ら
親
鸞
一
人
と
い
う
 己
 証
の
立
場
も
生
 ず
る
。
即
ち
、
真
実
の
証
は
こ
こ
に
お
い
て
、
念
仏
行
者
 の
 主
体
的
な
行
信
を
通
 



親
鸞
が
人
生
の
指
針
と
し
た
他
力
・
浄
土
門
的
依
拠
は
 
「
自
力
の
は
か
ら
い
を
す
て
て
た
だ
念
仏
す
る
」
と
い
う
 こ
と
で
あ
っ
た
。
 自
 

力
 の
は
か
ら
 ぃ
 を
す
て
る
と
は
先
ず
一
切
の
人
為
的
作
 為
を
否
定
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
し
か
し
こ
れ
が
直
ち
に
 自
然
法
爾
と
な
ら
な
い
 

の
は
、
多
く
の
場
合
、
作
為
を
否
定
す
る
も
の
が
ま
た
 作
 為
 で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
自
然
は
、
そ
れ
が
 動
物
的
傾
向
性
を
意
味
 

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
或
い
は
宇
宙
理
法
的
な
法
則
 で
あ
ろ
う
と
、
す
べ
て
は
か
ら
い
な
 ぎ
 も
の
と
考
え
ら
れ
 た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
 

か
か
る
孝
ぇ
の
な
か
に
あ
る
自
然
は
す
で
に
は
か
ら
わ
れ
 た
 自
然
で
あ
る
。
こ
の
 ょ
う
 な
作
為
に
対
す
る
否
定
と
 し
て
新
た
に
無
作
為
的
 

な
も
の
を
想
定
す
る
こ
と
自
体
が
作
為
で
あ
っ
て
み
れ
ば
 、
 真
に
自
然
な
る
こ
と
は
作
為
の
否
定
か
ら
出
て
く
る
 の
で
は
な
く
、
本
来
 無
 

（
・
Ⅰ
 

@
 

作
為
な
も
の
か
ら
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
け
 る
 自
然
は
「
無
為
自
然
」
と
称
せ
ら
れ
る
が
、
自
然
法
爾
 と
い
う
の
は
こ
の
本
来
 

無
為
な
る
も
の
、
は
か
ら
え
ぬ
も
の
が
は
か
ら
い
を
す
 て
 し
め
る
力
用
を
あ
ら
れ
す
と
こ
ろ
に
成
る
の
で
あ
る
。
 こ
こ
か
ら
自
然
は
「
 モ
 

ト
ョ
リ
 シ
カ
ラ
シ
ム
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
自
然
状
態
を
 護
ろ
う
と
す
る
「
自
然
主
義
」
の
す
 荘
 r
a
 
コ
の
日
拐
 
）
 の
 自
然
と
は
一
致
し
が
た
 

い
 釈
が
生
じ
て
く
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
他
方
、
無
為
 自
 無
性
単
な
る
理
法
的
必
然
と
し
て
 舌
知
 さ
る
べ
き
も
の
 に
上
ら
ず
、
 

-
2
 
）
そ
の
し
か
 

仁
、
 

ら
し
む
る
 働
 ぎ
は
仏
の
木
願
力
と
し
て
主
体
的
に
ふ
れ
 ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
「
弥
陀
 仏
ノ
御
チ
カ
ヒ
ノ
、
モ
 

ト
ヨ
リ
 行
者
 ノ
 ハ
カ
 ラ
ヒ
 ニ
ア
ラ
 ズ
シ
テ
 、
南
無
阿
弥
陀
 仏
ト
タ
ノ
マ
セ
タ
マ
ヒ
 テ
ム
 力
 ヘ
ン
ト
ハ
 カ
ラ
ハ
セ
タ
 マ
ヒ
 タ
ル
ニ
 ョ
リ
テ
、
 

行
者
 ノ
ョ
 カ
ラ
ン
ト
モ
ア
シ
カ
ラ
ン
ト
モ
オ
モ
ハ
 ス
ヲ
 自
然
 ト
ハ
 マ
フ
ス
 ゾ
 ト
キ
 ヘ
テ
 サ
フ
ラ
フ
」
と
い
う
絶
対
 聞
 信
の
立
場
あ
る
の
み
 

で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
じ
め
て
念
仏
 行
は
 、
し
て
い
 る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
せ
し
め
ら
れ
て
し
て
い
る
自
然
法
 繭
的
 行
と
な
る
の
で
あ
 

り
 、
こ
の
解
明
は
先
ず
、
宗
教
的
自
由
の
本
質
を
め
ぐ
る
 問
題
に
一
つ
の
光
を
投
げ
る
で
あ
ろ
う
。
 

次
に
、
自
力
の
は
か
ら
い
を
破
る
自
然
に
は
、
か
の
 願
 力
 0
 目
 然
 な
る
と
は
一
見
全
く
異
っ
た
か
の
よ
う
に
み
え
 る
 今
一
つ
の
面
が
考
 

え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
自
然
は
 、
 先
ず
一
切
の
盗
 意
を
 打
破
す
る
冷
厳
な
因
果
理
法
そ
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
 、
こ
の
場
合
の
自
然
の
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で
は
な
か
ろ
う
か
 0
 こ
こ
か
ら
、
こ
の
思
想
が
今
日
の
精
 神
 問
題
に
対
し
て
有
す
る
幾
つ
か
の
意
義
も
ま
た
明
ら
 か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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行
 

殻
 

通
常
「
自
然
法
 繭
喜
と
 称
せ
ら
れ
て
い
る
文
章
 は
 、
三
帖
和
讃
の
終
り
の
と
こ
ろ
に
「
親
鸞
八
十
八
才
 御
筆
 」
と
し
て
附
せ
ら
れ
て
 
舘
 

最
も
ぎ
び
し
い
意
味
は
、
そ
れ
が
一
切
の
人
為
的
作
為
 

を
畢
寛
 
無
意
味
・
無
価
値
・
無
目
的
な
も
の
と
し
て
あ
ら
 

わ
に
す
る
点
に
あ
る
。
 

文
明
文
化
な
ど
も
そ
れ
が
人
為
的
作
為
な
る
限
り
、
 

所
 詮
 は
た
だ
あ
る
よ
う
に
あ
り
、
な
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
 

ぅ
 単
な
る
一
つ
の
出
来
 

事
 に
過
ぎ
な
い
。
如
何
に
無
意
味
・
無
目
的
で
あ
ろ
う
 

と
も
、
一
切
の
作
為
そ
の
も
の
が
無
意
味
・
無
目
的
な
る
 

限
り
、
誰
も
そ
の
現
実
 

か
ら
の
が
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
一
切
 

の
 作
為
が
こ
と
ご
と
く
因
果
連
鎖
の
な
か
に
徹
底
的
に
 

束
縛
さ
れ
て
い
る
こ
と
 

を
 「
 
業
駐
 

月
目
 
殊
ビ
 
と
い
う
の
で
あ
る
。
（
 

3
 
）
「
願
力
自
然
」
の
 

弥
陀
の
本
願
は
、
か
か
る
不
可
逃
避
的
で
絶
望
的
な
事
 

態
 に
光
明
と
充
実
を
与
 

ぅ
 べ
 き
 も
の
で
あ
り
、
願
力
 

め
 美
道
に
相
即
不
離
な
る
 

ほ
い
 
う
 ま
で
も
な
い
が
、
し
か
し
こ
れ
は
願
力
 

め
 側
か
ら
 
の
み
で
は
理
解
が
空
転
 

す
る
。
美
道
自
然
の
側
 

よ
 り
み
れ
ば
、
こ
の
充
実
は
何
 

等
 か
の
意
味
で
業
の
克
服
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
与
え
ら
る
 

べ
 ぎ
 も
の
で
あ
る
。
然
る
 

に
ま
た
、
業
の
克
服
と
は
な
る
 

よ
う
 
に
し
か
な
ら
な
い
事
 

実
に
従
 
い
 ゆ
く
こ
と
以
外
に
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
 

業
 の
忍
頓
 
と
い
う
一
見
 

消
 

磁
的
な
事
態
が
如
何
に
し
て
充
実
し
た
願
力
自
然
の
働
 

ぎ
を
展
開
す
る
積
極
性
を
蔵
す
る
か
と
い
 

5
 点
に
、
な
お
 

現
実
的
な
疑
念
を
残
す
 

こ
と
と
な
ろ
 

う
 。
こ
れ
は
 
無
義
 
の
た
だ
念
仏
が
如
何
に
し
 

て
そ
の
ま
ま
無
上
の
大
義
を
発
露
す
る
か
を
問
 

う
 と
等
 
し
く
、
や
は
り
行
の
充
 

実
 過
程
か
ら
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
 

美
 道
 ・
願
力
 
め
 相
即
は
そ
の
論
理
的
空
転
を
脱
し
、
ニ
ヒ
リ
ズ
 

ふ
め
 
超
克
と
い
う
近
代
 

 
 

 
 

 
 



い
 。
名
号
す
な
わ
ち
獲
得
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
後
段
の
自
 然
釈
 に
あ
ら
ぬ
さ
れ
る
「
自
然
 ト
ハ
 …
…
 キ
、
テ
 サ
 ブ
 ラ
フ
」
と
い
う
絶
対
 聞
 

信
の
立
場
か
ら
み
て
、
始
め
て
真
に
内
容
あ
る
も
の
と
 な
る
の
で
あ
る
。
 

獲
得
名
号
 釈
と
 同
様
に
「
自
然
 ト
ハ
 …
…
シ
ル
ベ
キ
ナ
 リ
 」
と
い
う
前
段
の
自
然
 釈
 も
ま
た
、
後
段
の
絶
対
間
宿
 の
 立
場
に
た
り
自
然
 

敵
 に
よ
っ
て
 、
 始
め
て
真
に
意
味
あ
る
 釈
 と
な
る
。
 前
 段
の
自
然
 釈
 に
お
い
て
も
、
「
自
然
」
と
「
法
爾
」
の
 二
 語
 に
つ
い
て
の
釈
を
比
 

較
 し
て
み
る
と
、
前
者
が
「
 オ
 ノ
ブ
カ
ラ
ン
カ
ラ
シ
ム
 ル
 」
と
い
う
理
法
的
自
然
と
「
行
者
 ノ
ハ
カ
ラ
ヒ
 ニ
ア
ラ
 ズ
 」
と
い
う
は
か
ら
い
 

の
 否
定
と
の
対
立
を
感
ぜ
し
め
る
よ
う
な
表
現
で
あ
る
に
 対
し
て
、
後
者
は
「
法
爾
ト
イ
 ブ
ハ
 如
来
 ノ
御
チ
カ
ヒ
 テ
 ル
 ガ
ユ
ヘ
ニ
 シ
カ
 ラ
 

の
 体
験
告
白
た
る
こ
と
は
い
さ
ま
で
も
な
く
、
そ
の
内
容
 が
 理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
奇
妙
な
文
字
の
解
釈
た
る
に
 止
 る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
 

こ
の
場
合
更
に
重
要
な
こ
と
は
、
た
と
え
表
白
の
内
容
が
 理
解
さ
れ
て
も
、
そ
の
理
解
が
概
念
的
な
理
解
に
止
り
 体
験
的
共
鳴
を
伴
わ
な
 

い
 限
り
、
釈
の
真
意
義
は
や
は
り
あ
ら
わ
れ
て
こ
な
い
で
 あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
獲
得
名
号
の
 釈
は
 「
 
獲
 」
と
「
 得
 」
 

0
 字
に
 い
 わ
か
る
「
衆
生
往
生
の
因
果
」
を
あ
ら
わ
し
、
 「
 
名
 」
と
「
 号
 」
の
字
に
「
弥
陀
成
仏
の
因
果
」
を
あ
 ら
わ
し
た
も
の
と
み
て
、
 

そ
れ
ら
の
相
即
不
離
な
る
関
係
を
考
え
れ
ば
、
成
程
 意
 味
 あ
る
内
容
が
理
解
さ
れ
た
こ
と
と
な
ろ
 う
 が
、
し
か
し
 

た
だ
そ
れ
だ
げ
な
ら
 

煩
 

わ
し
 い
 字
釈
な
ど
必
要
と
せ
ず
、
概
念
的
理
解
の
み
で
 足
り
る
の
で
あ
る
。
獲
得
名
号
 釈
は
 、
む
し
ろ
そ
う
い
う
 衆
生
往
生
の
因
果
と
 弥
 

 
 

陀
 成
仏
の
因
果
と
の
論
理
的
に
相
即
す
る
関
係
の
主
体
 的
な
受
け
入
れ
の
上
に
な
る
獲
得
せ
ら
れ
た
名
号
の
表
白
 で
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

-
4
 
）
 

の
 和
讃
と
い
う
六
区
分
を
と
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
 獲
 侍
名
号
釈
及
び
前
段
の
自
然
 釈
 は
い
ず
れ
も
文
字
の
解
 釈
 に
こ
と
よ
せ
た
親
鸞
 

い
る
も
の
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
文
章
は
す
で
に
八
十
 六
才
の
と
き
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
「
自
然
法
爾
 事
 L
 
（
 
末
燈
砂
 ）
の
冒
頭
に
 

「
獲
得
名
号
」
の
釈
を
加
え
、
更
に
末
尾
に
二
百
の
和
讃
 を
 加
え
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
色
々
の
見
方
が
で
 き
 る
と
思
 う
が
 、
上
記
の
 

問
題
意
識
の
観
点
 よ
 り
す
れ
ば
、
先
ず
「
獲
得
名
号
」
の
 釈
 、
吹
に
「
自
然
ト
イ
 ブ
ハ
 …
…
シ
ル
ベ
キ
ナ
 り
 」
と
 い
う
前
段
の
自
然
 釈
 、
 

次
に
「
自
然
ト
イ
 ブ
ハ
 ・
・
・
：
 

卓
、
テ
 サ
フ
ラ
フ
」
と
い
 5
 後
段
の
自
然
 釈
 、
及
び
「
無
上
程
 磐
 」
の
 釈
 、
 結
誠
 、
 そ
れ
か
ら
末
尾
の
二
官
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シ
ム
 ル
ヲ
 浅
瀬
ト
イ
フ
」
と
な
り
、
「
如
来
 ノ
御
チ
カ
ヒ
 」
を
信
楽
す
る
立
場
を
予
想
さ
せ
る
表
現
と
な
っ
て
 い
 る
 点
に
 、
 些
か
の
相
違
 

 
 

が
 感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
 秋
 自
体
は
や
は
り
 主
 体
 的
な
信
楽
の
立
場
、
即
ち
 聞
 信
の
立
場
で
は
な
く
、
「
 コ
 ソ
ユ
ヘ
ニ
 他
力
二
八
 

 
 

義
テ
 キ
 ヲ
義
 ト
ス
ト
シ
ル
ベ
キ
ナ
 り
 」
と
あ
る
よ
う
に
、
 無
 義
の
義
を
信
 知
 す
る
立
場
と
い
え
る
。
こ
の
信
節
 さ
 概
念
知
を
超
え
た
如
何
 

に
 高
次
の
宗
教
的
叡
智
と
す
る
と
し
て
も
、
こ
の
立
場
 か
ら
の
み
見
ら
れ
た
自
然
は
、
所
詮
一
つ
の
客
体
と
し
て
 計
ら
わ
れ
た
自
然
に
す
 

ぎ
な
い
。
 義
 な
き
を
義
と
す
と
い
う
 信
 知
は
真
に
 義
な
 き
を
義
と
す
る
も
の
、
即
ち
無
上
仙
の
は
か
ら
 ぃ
 を
絶
対
 否
定
す
る
働
き
に
あ
っ
 

て
 「
仏
智
不
思
議
」
を
感
ず
る
と
き
、
始
め
て
生
ず
る
 も
の
で
あ
る
。
 

こ
う
し
て
「
自
然
ト
イ
 ブ
 ハ
モ
ト
 ョ
リ
 シ
カ
ラ
シ
ム
 ル
ト
 イ
フ
コ
ト
バ
ナ
リ
」
と
い
う
後
段
の
自
然
 釈
が
 、
前
段
 の
 自
然
釈
を
方
便
と
 

し
て
意
味
あ
ら
し
む
る
真
に
主
体
的
な
自
然
 釈
 と
し
て
 あ
ら
わ
れ
る
。
「
モ
ト
 ョ
リ
 シ
カ
ラ
シ
ム
 ル
 」
と
は
本
来
 的
に
し
か
ら
し
む
る
 と
 

い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
自
然
釈
の
立
場
は
法
性
 法
 身
の
立
場
と
い
え
る
 0
 そ
し
て
「
チ
カ
 ヒ
ノ
ヤ
ウ
 ハ
熊
 上
 佑
二
ナ
ラ
シ
メ
 ソ
ト
 

チ
カ
ヒ
タ
マ
 ヘ
ル
 ナ
り
 。
無
上
仙
ト
マ
フ
ス
 ハ
カ
タ
チ
モ
 ナ
 ク
マ
シ
マ
ス
 0
 カ
タ
チ
モ
マ
 シ
マ
 サ
ヌ
ユ
ヘ
二
 自
然
 ト
ハ
 マ
フ
ス
ナ
リ
。
 カ
 

タ
チ
マ
 シ
マ
ス
ト
シ
メ
ス
ト
キ
ハ
無
上
淫
薬
 ト
ハ
 マ
フ
 サ
 ズ
 0
 カ
タ
チ
モ
マ
 シ
マ
 サ
ヌ
ヤ
ウ
ヲ
 シ
ラ
セ
ン
ト
 テ
、
 ハ
ジ
メ
 二
 弥
陀
仏
 ト
ゾ
 

キ
、
ナ
ラ
ヒ
テ
 サ
フ
ラ
フ
。
弥
陀
仏
 ハ
 自
然
 ノ
ヤ
ウ
ヲ
シ
 ラ
セ
ン
レ
ウ
ナ
 り
 」
と
つ
づ
く
無
上
程
葉
の
釈
は
 、
法
 陣
法
身
が
方
便
法
身
を
 

は
じ
め
て
方
便
法
身
た
ら
し
め
る
こ
と
を
示
す
。
方
便
法
 身
の
誓
願
を
信
楽
せ
し
め
る
の
は
、
全
く
法
性
法
身
の
 力
 用
と
い
う
べ
き
で
あ
 

翻
る
。
こ
れ
は
た
だ
 聞
 信
の
立
場
に
お
い
て
主
体
的
に
 
の
み
 受
 取
ら
れ
る
。
法
性
法
身
の
働
き
に
ふ
れ
る
こ
と
 な
く
し
て
如
何
に
弥
陀
の
本
 

盟
願
 を
い
い
、
 無
 義
の
義
を
い
っ
て
も
、
所
詮
は
一
つ
 の
は
か
ら
い
を
で
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
「
コ
 ソ
 道
理
 ヲ
コ
 ヘ
ロ
ヘ
 ツ
ル
ノ
 土
 
Ⅰ
 ニ
 

 
 
Ⅱ
 
ノ
 自
然
 ノ
コ
ト
 ハ
ツ
不
二
サ
タ
ス
 ベ
 キ
ニ
 ハ
 プ
ラ
ザ
 ル
ナ
リ
 0
 ツ
 不
二
自
然
 ヲ
サ
タ
セ
バ
、
 義
ナ
キ
プ
 義
ト
 ス
ト
イ
フ
コ
 ト
ハ
ナ
ホ
義
ノ
 

 
 

 
 

的
 理
解
に
上
ら
ず
、
真
の
方
 

実
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ら
る
べ
き
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
み
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
 ぅ
 。
光
明
・
名
号
の
因
縁
が
成
就
す
る
の
は
、
も
と
よ
り
 本
願
の
機
を
舎
い
て
 外
 

に
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
因
縁
の
熟
す
る
こ
と
以
外
 に
 願
行
を
領
 愛
 す
る
心
を
た
て
て
こ
れ
を
龍
信
と
す
れ
 ば
 、
こ
の
信
は
直
ち
に
 

と
し
、
真
実
信
を
内
因
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
 

-
7
-
 
内
外
の
因
縁
を
分
つ
の
は
、
光
明
・
名
目
万
の
因
縁
が
ど
こ
 

ま
で
も
内
面
的
に
受
取
 

る 上 れ ・ に   
打 と の な 非   し と い 行 一雨 「 シ カ 
信 い 目 げ 固 つ か う つ 無 ト ラ 

ヒ
 ニ
ア
ラ
 ズ
シ
テ
 、
南
無
阿
弥
陀
仏
 ト
タ
ノ
マ
セ
タ
マ
ヒ
 
テ
、
 ム
力
ヘ
ン
ト
ハ
 
カ
ラ
ハ
セ
タ
マ
ヒ
 
タ
ル
ニ
 
ヨ
リ
テ
 、
行
者
 ノ
コ
 カ
 

モ
ア
シ
カ
ラ
ン
ト
モ
オ
 モ
 ハ
ス
 フ
 、
自
然
 ト
ハ
 マ
フ
ス
 ゾ
 ト
キ
 
、
テ
 サ
フ
ラ
フ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
弥
陀
仏
」
 

は
 必
然
的
に
 

阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
で
あ
る
。
こ
こ
に
願
力
自
然
よ
り
 起
る
能
所
不
二
の
大
行
念
仏
が
あ
る
。
こ
れ
は
行
者
の
側
 か
ら
は
信
一
 
つ
 

加
え
ず
し
て
 
極
速
 円
満
す
る
法
体
の
大
行
な
る
が
ゆ
え
 に
 先
ず
充
実
行
と
名
 げ
ぅ
る
 。
か
か
る
法
体
大
行
の
側
か
 ら
い
え
ば
、
 
信
 

も
名
号
を
聞
く
こ
と
に
体
な
ら
な
い
。
 

し
 、
法
体
大
行
に
即
し
て
い
え
ば
、
信
を
あ
ら
ぬ
す
こ
の
 聞
も
 、
「
下
室
千
声
聞
等
」
（
 智
昇
集
 、
礼
 俄
儀
 ）
 と
 い
わ
れ
る
よ
 
う
 

ね
に
 能
 帰
の
心
の
極
少
佐
を
あ
ら
れ
す
 語
 と
な
り
、
 直
 ち
に
 能
 借
位
の
信
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。
 

こ
 れ
は
信
の
内
的
 

定
 的
な
本
質
 よ
 り
く
る
と
 
い
 え
る
が
、
僖
が
か
か
る
 本
 質
か
ら
、
行
信
次
第
に
お
い
て
如
何
な
る
力
用
を
示
す
か
 が
 明
ら
か
に
さ
 

れ
ば
、
大
行
が
行
者
の
主
体
的
な
行
と
な
る
過
程
も
不
 

 
 

者
に
と
っ
て
 無
 

由
 と
感
ぜ
ら
れ
る
こ
と
、
せ
し
め
ら
れ
て
し
て
い
る
こ
 と
が
そ
の
ま
ま
自
由
で
あ
る
所
以
は
、
た
だ
行
信
次
第
の
 内
的
関
係
に
 ょ
 

え
る
の
で
あ
る
。
 

の
 内
的
関
係
を
説
く
も
の
と
し
て
は
、
い
わ
か
る
「
両
重
 因
縁
 釈
 」
な
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
名
号
の
囚
・
 光
 明
の
緑
を
外
縁
 

福 身 
紗 の 
文 如 
意 来 
） は 

で、 ま 
あ た 
る 「   
念仏カリ 

成 ノ 
ィム 御 
自 力 
然 タ 
の チ 
大 ニ 

道テ も " 
@ 」 イ 
の p 
義 モ 
に て 
よ シ 
っ て 
て サ 

開か ズ、 
れ ヵ 
る タ 
  チ 
虫ロ モ 
ち マ   
「 弥サ マ 
陀 ズ 仏 
/ ス 
御 々 
チ ハ 
カ チ 

ヒ 法 
/  @ 生 
、 法 
モ 身 
1-@ s 
ヨ 同   
行 」 

者（ ノ唯 
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こ
の
よ
う
に
、
方
便
法
身
の
誓
願
を
信
楽
せ
し
む
る
も
の
 が
法
性
法
身
の
力
用
な
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
誓
願
に
 報
 い
 て
あ
ら
わ
れ
る
 報
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残
間
 ニ
 
願
力
 -
 
光
 ，
 
閨
 報
土
真
因
決
定
時
 

剋
之
極
促
 
上
地
。
 

」
と
い
う
「
心
得
往
生
」
の
釈
が
、
「
 

得
 」
の
語
を
「
 
獲
 」
と
し
て
強
く
現
生
不
退
の
紐
 

 
  
 

徒
に
即
し
て
充
分
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
「
 一
 吉
二
心
得
往
生
 -
 
者
、
 
彰
レ
獲
レ
 圭
三
不
退
位
 -
 
也
。
 
経
舌
呈
即
 得
ゆ
墾
 ム
二
必
定
の
即
青
苗
 レ
 
㈹
 

しての自然法爾 

信
楽
 有
 二
一
念
 田
 
一
念
者
 斯
 顕
二
信
楽
開
発
時
 討
之
極
促
 「
 彰
二
 広
大
難
 思
 塵
心
 -
 也
。
」
（
教
行
信
証
、
信
巻
末
）
 
と
 あ
る
「
 時
 起
立
 極
促
 」
 

 
 

と
は
単
な
る
信
の
釈
で
は
な
く
、
信
が
つ
ね
に
時
と
相
 即
す
る
そ
の
相
即
の
釈
と
い
う
意
味
を
も
も
つ
も
の
で
な
 げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
こ
 

（
 
9
 ）
 

こ
に
は
む
し
ろ
信
の
本
質
規
定
た
る
釈
義
は
全
く
な
い
。
 そ
れ
は
「
乃
至
 
丈
 巳
の
釈
に
お
い
て
、
ま
た
す
で
に
「
 行
巻
 し
に
お
い
て
、
 

行
 

の
 内
面
的
意
味
と
い
 5
 べ
 き
 も
の
は
 

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
れ
 

時
間
的
過
程
と
し
て
表
象
さ
れ
る
 以
 

対
 に
客
体
化
さ
れ
な
い
内
的
本
質
の
 

り
着
く
時
点
の
如
き
も
の
で
は
な
く
 

意
味
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
信
は
 

す
る
時
の
内
的
本
質
と
全
く
一
致
す
 

こ
の
信
に
し
て
時
、
時
に
し
て
 信
 、

行
 そ
の
も
の
の
充
実
に
体
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
 

能
 

こ
の
時
の
ほ
か
に
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
行
が
信
 と
 信

の
機
は
一
面
、
時
を
も
そ
こ
に
成
ず
る
 

な
る
時
間
的
過
程
の
表
象
を
離
れ
て
考
え
 

は
す
で
に
時
を
外
か
ら
見
て
い
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
 0
 大
行
が
機
に
到
り
つ
く
時
は
、
か
か
る
 

前
の
内
的
な
時
で
あ
り
、
其
の
能
信
の
機
も
そ
こ
に
お
 い
て
時
と
と
も
に
成
る
の
で
あ
る
。
こ
の
 絶
 

（
 
8
 ）
 

時
と
と
も
に
成
る
が
ゆ
え
に
、
本
願
 信
 受
の
機
に
は
 絶
 対
 の
自
由
が
あ
る
。
こ
れ
は
行
の
そ
こ
に
 到
 

蒔
 ，
に
お
い
て
成
り
、
時
す
で
に
信
で
あ
る
。
こ
の
 

ょ
ぅ
 に
 時
と
相
即
す
る
信
は
、
 
無
 別
体
的
に
時
 成
 

る
と
い
え
る
。
 

な
る
大
行
到
来
の
瞬
間
を
あ
ら
ぬ
す
も
の
が
信
一
念
の
 駅
 で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
「
 
夫
撰
二
 真
実
信
楽
 ハ
 

そ
の
内
 

を
意
味
 

と
し
て
 

 
 

る
 。
 信
 囚

 た
る
内
面
性
を
失
っ
て
、
一
重
の
因
縁
関
係
、
即
ち
 外
因
た
る
に
 上
 る
こ
と
と
な
る
。
 
内
 と
は
絶
対
に
客
体
化
 さ
れ
な
い
こ
と
 

す
る
語
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
内
因
を
失
 う
と
 き
 、
先
の
一
重
の
因
縁
は
現
実
の
機
相
を
離
れ
て
、
単
な
 る
 論
理
的
必
然
 

客
体
化
さ
れ
る
危
険
を
も
つ
。
こ
こ
に
信
心
王
国
が
い
 わ
れ
、
 能
 僧
位
が
問
わ
れ
る
意
味
も
あ
る
の
で
あ
る
。
 

し
、
 信
に
即
し
て
行
が
い
わ
れ
る
と
 ぎ
 、
そ
の
行
は
す
 で
に
龍
信
に
対
す
る
所
信
と
な
り
、
再
び
能
所
の
対
立
 
は
 免
れ
難
く
な
 

 
 

と
は
大
行
が
機
の
上
に
到
り
着
く
と
き
を
い
 う
 の
で
あ
り
 、
 到
り
着
い
た
名
号
は
す
で
に
所
信
の
も
の
で
あ
る
。
 そ
れ
ゆ
え
、
 
行
 



金
剛
心
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
上
 行
 に
対
し
て
信
を
た
て
れ
ば
、
反
っ
て
信
の
固
定
化
を
免
 れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
 し
 

か
し
ま
た
逆
に
 、
 行
の
固
定
化
を
防
ぎ
、
そ
の
内
面
性
 を
 失
せ
し
め
な
い
よ
う
に
信
に
即
し
て
行
を
い
え
ば
、
 そ
 れ
 が
 い
 わ
ゆ
る
「
信
一
 

念
 」
で
あ
る
。
「
信
一
念
」
と
「
現
生
不
退
」
を
分
け
 て
こ
れ
ら
の
相
互
の
関
係
を
考
え
て
い
く
の
が
伝
統
的
 教
 学
の
道
で
あ
ろ
う
が
、
 

 
 

い
 わ
か
る
信
相
即
時
 剋
 、
 時
剋
即
信
 相
な
る
信
の
本
質
 ょ
 り
 み
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
と
も
に
信
楽
開
発
の
時
 剋
 の
 極
 促
か
ら
聞
き
出
さ
れ
た
 

も
の
と
い
え
る
。
真
の
信
一
念
は
か
か
る
暗
射
の
 極
促
 以
外
に
な
い
が
、
こ
れ
を
時
間
的
因
果
過
程
と
し
て
表
象
 す
る
と
 き
 、
獲
得
の
吹
 

第
 が
あ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
「
信
愛
本
願
前
急
命
 
経
 、
 即
八
 二
正
定
聚
定
数
ハ
郎
 得
 往
生
後
令
郎
 生
 、
即
時
 八
 %
 
必
定
「
 文
 名
工
必
定
 

菩
薩
 -
 
也
 。
」
（
愚
禿
 
妙
 上
）
の
釈
に
 よ
 る
も
、
所
念
後
金
 0
 次
第
に
よ
っ
て
説
か
れ
つ
つ
、
そ
こ
に
は
た
だ
絶
対
 岳
ご
 一
の
信
楽
の
み
が
あ
 

る
 。
現
生
不
退
を
証
す
る
こ
の
信
楽
の
一
念
に
は
も
は
や
 時
間
的
過
程
と
し
て
の
前
後
は
な
く
、
前
後
の
次
第
は
 一
念
に
お
い
て
働
く
本
 

 
 

（
 
几
り
 

1
 ）
 

願
力
の
方
向
に
従
う
と
い
う
外
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
 こ
 れ
は
ま
た
、
時
が
過
程
的
表
象
を
伴
 う
 根
拠
と
も
な
る
の
 で
あ
る
。
 

は
 上
、
絶
対
 聞
 信
の
立
場
と
も
い
 う
 べ
き
後
段
の
自
然
 釈
 に
お
い
て
、
自
由
の
問
題
は
如
何
に
考
え
ら
る
べ
き
か
 と
い
う
こ
と
を
追
求
 

し
て
、
そ
の
解
明
を
行
信
次
第
の
内
面
的
関
係
に
求
め
、
 つ
い
に
信
一
念
の
時
の
内
的
本
質
か
ら
そ
れ
を
考
え
る
 に
い
た
っ
た
。
信
一
念
 

の
時
は
大
行
の
機
 仁
 到
り
つ
く
時
で
あ
る
と
と
も
に
、
 真
 の
 宗
教
的
個
体
と
い
う
べ
き
機
の
成
ず
る
時
で
あ
る
。
 し
か
し
、
こ
の
時
は
ま
 

た
そ
れ
自
体
の
内
的
本
質
か
ら
、
す
で
に
時
を
も
そ
こ
に
 執
せ
し
め
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 時
剋
 の
 極
 促
 と
い
う
こ
と
も
こ
れ
 

を
 外
か
ら
見
れ
ば
、
時
間
的
過
程
の
上
の
一
時
点
に
過
 ぎ
な
く
な
る
で
あ
ろ
 5
 。
こ
の
よ
う
な
時
間
的
過
程
の
上
 に
あ
る
も
の
は
 未
 だ
 真
 

0
 個
体
と
い
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
 時
剋
 の
 極
促
 と
は
時
の
内
的
本
質
で
あ
り
、
 時
 自
体
が
 

そ
こ
に
成
就
す
る
の
で
 

あ
る
。
こ
の
瞬
間
に
お
い
て
あ
る
本
願
信
愛
の
 機
 こ
そ
 が
、
 最
も
深
い
意
味
に
お
け
る
宗
教
的
個
体
と
い
 5
 べ
き
 
 
 

る
 時
に
お
い
て
あ
る
個
体
は
 、
 時
に
あ
っ
て
時
に
束
縛
 さ
れ
る
こ
と
の
な
い
自
由
を
も
つ
。
 信
丈
ゐ
の
 瞬
間
に
は
 一
面
、
個
体
か
ら
時
が
 

成
る
と
い
う
意
味
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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は
 
な
 否
定
す
る
立
場
で
は
な
く
、
む
し
ろ
真
に
主
体
的
 な
 個
体
の
立
場
を
基
礎
づ
け
る
も
の
と
 い
 え
る
。
「
 モ
 ト
ョ
リ
 シ
カ
ラ
シ
ム
 
ル
 」
と
 
 
 
 
 

れ
 
い
 う
 言
葉
は
法
体
大
行
に
帰
し
て
考
え
る
外
は
な
 い
 で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
が
信
一
念
の
時
に
お
い
て
充
実
 す
 る
 点
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
 人
 
㈹
 

 
 
搬
 
行
の
働
く
と
こ
ろ
、
つ
ね
に
同
時
に
自
覚
的
な
個
体
 が
あ
る
。
こ
の
信
一
念
に
お
け
る
同
時
相
即
を
あ
ら
わ
 す
も
の
は
、
た
だ
「
 聞
 」
の
㏄
 

凝
 
而
立
す
る
時
す
で
に
自
由
で
あ
り
、
自
覚
的
な
個
体
 

も
そ
こ
か
ら
考
え
ら
る
 
べ
 ぎ
で
あ
る
。
 

 
 

み
る
に
、
「
自
然
 
ト
ハ
 …
…
 キ
ヘ
テ
 サ
フ
ラ
フ
」
と
い
 
う
 絶
対
 聞
 信
の
立
場
は
個
体
 

 
 

ハ
 
ー
 
l
 
Ⅰ
 -
 

に
 機
も
そ
れ
に
束
縛
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
が
ま
た
 真
に
自
覚
的
な
個
体
と
い
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
 い
 。
 無
 別
体
的
に
依
 法
 

元
来
、
個
体
の
自
由
と
い
 5
 こ
と
 

の
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
近
世
 ョ
 ー
 

が
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
宗
教
的
 

の
意
志
自
由
の
問
題
に
過
ぎ
な
く
な
 

意
志
的
個
体
に
は
む
し
ろ
自
由
は
な
 

い
。
こ
れ
が
自
由
を
う
る
と
い
う
こ
 

と
永
遠
が
古
来
の
宗
教
的
課
題
と
さ
 

時
間
と
永
遠
と
の
ふ
れ
合
い
に
つ
 

時
間
思
想
の
基
本
を
な
し
て
い
る
。
 

従
っ
て
、
そ
こ
に
は
時
間
と
永
遠
の
 

な
い
。
本
願
の
自
在
力
 は
 つ
い
て
、
 

法
 而
立
す
る
時
に
つ
い
て
も
同
様
に
 は

 個
体
の
自
覚
と
と
も
に
云
わ
れ
て
ぎ
た
。
そ
の
背
後
 
に
は
し
か
し
、
つ
ね
に
個
体
を
束
縛
す
る
も
 

口
ッ
パ
 に
お
け
る
が
如
く
、
個
体
の
自
覚
と
と
も
に
「
 強
 制
か
ら
の
自
由
」
（
 -
p
 

す
注
銭
 p
 
n
O
u
 

ゑ
ざ
コ
 の
）
 

自
由
と
い
う
こ
と
も
こ
の
観
点
か
ら
取
扱
え
ば
、
い
わ
 ゆ
る
「
信
仰
の
自
由
」
を
い
 う
 意
味
の
通
途
 

る
 。
し
か
し
、
何
等
か
の
意
味
で
絶
対
的
な
も
の
に
か
か
 わ
る
宗
教
の
立
場
か
ら
か
え
ば
、
か
か
る
 

い
の
で
あ
る
。
か
か
る
個
体
は
つ
ね
に
時
間
の
な
か
に
あ
 り
 、
そ
の
束
縛
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
 

と
は
、
時
間
の
な
か
に
あ
っ
て
時
間
を
超
え
た
も
の
に
 ふ
れ
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
時
間
 

れ
て
い
る
所
以
で
あ
る
。
 

い
て
は
「
永
遠
の
今
」
の
如
き
主
張
も
あ
る
が
、
元
来
 仏
 教
 で
は
 無
 別
体
的
に
依
 法
 而
立
す
る
時
が
 

時
 が
無
別
体
的
に
成
る
の
は
そ
の
根
拠
た
る
法
が
す
で
 に
 待
駒
・
流
動
的
な
る
が
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
 

根
本
的
対
立
は
な
い
。
時
が
こ
の
 ょ
う
 に
 無
 別
体
的
に
 成
浩
而
立
す
る
こ
と
は
、
自
然
と
い
う
 外
は
 

「
 
讐
如
 阿
修
羅
春
雄
 無
鼓
者
 雨
音
曲
自
然
」
（
論
詰
）
 

と
 い
わ
れ
る
 
よ
う
 に
、
い
ま
 無
 別
体
的
に
依
 

形
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

機
受
 は
こ
の
時
に
お
い
て
 あ
る
の
で
あ
る
が
、
時
が
無
別
体
な
る
の
 え
 



伏
シ
 、
魔
界
外
道
モ
 障
擬
 ス
ル
 コ
ト
ナ
シ
 0
 罪
悪
 モ
業
 報
ヲ
感
ズ
ル
コ
 ト
ア
タ
ハ
ズ
、
諸
善
モ
ナ
コ
フ
 コ
ト
ナ
キ
 ユ
ヘ
 ナ
リ
」
 ハ
 
歌
典
 妙
 ）
 

と
い
わ
れ
る
如
き
絶
対
自
由
の
生
れ
 い
 ず
る
根
本
的
立
 場
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
が
、
後
段
の
自
然
 釈
 お
よ
び
 無
 上
慢
葉
の
釈
で
あ
っ
た
 

の
で
あ
る
。
 

一
 一
 

こ
れ
ま
で
は
後
段
の
自
然
 釈
は
 つ
い
て
、
そ
れ
が
主
体
的
 な
行
信
の
立
場
と
称
し
さ
る
こ
と
、
仏
の
行
が
 本
 願
 力
 の
 自
然
か
ら
そ
の
ま
 

ま
人
間
の
行
と
な
っ
て
行
者
の
自
由
を
証
す
る
こ
と
を
、
 行
信
次
第
の
内
面
的
関
係
、
即
ち
信
一
念
の
時
の
冊
 造
 を
手
が
か
り
に
追
求
し
 

て
 ぎ
た
。
す
で
に
「
 行
巻
 」
の
冒
頭
に
「
大
行
者
別
邸
 
社
省
 甘
党
如
来
格
Ⅱ
期
待
 即
摂
二
 
諸
善
 法
 「
真
二
諸
徳
 本
弍
 極
速
 円
満
。
真
如
一
実
 

 
 

功
徳
空
海
。
 故
 冬
ニ
大
行
ご
と
あ
る
如
く
、
「
 称
無
尋
 光
 如
来
冬
」
が
期
待
と
ふ
ま
え
ら
れ
、
期
待
 が
 「
 極
 連
岡
 満
 」
す
る
の
で
あ
る
。
 

こ
こ
に
す
で
に
、
行
を
主
体
的
な
も
の
と
す
る
信
の
働
 き
 が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
じ
く
「
 
行
巻
ヒ
に
 
「
 
獲
 玉
貝
 
@
 
実
行
 

信
ニ
 、
「
 
帰
 二
合
断
行
信
 ニ
 と
あ
り
、
そ
れ
自
体
充
実
し
 た
 大
行
大
悟
が
さ
ら
に
行
者
の
行
信
と
な
っ
て
充
実
行
を
 成
ず
る
 時
 剋
を
予
想
さ
 

せ
る
。
こ
こ
に
「
信
楽
開
発
時
射
乏
 極
促
 」
と
い
う
信
一
 念
の
釈
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
信
一
念
は
 確
か
に
大
行
大
 信
 の
 現
 

美
的
意
味
を
活
殺
す
る
も
の
に
相
違
な
い
が
、
し
か
し
 か
か
る
暗
射
乏
 極
促
を
 信
前
信
後
を
分
つ
時
点
の
如
く
 考
 え
る
こ
と
の
非
は
先
に
 

指
摘
し
た
。
か
く
し
て
は
機
法
一
体
の
意
味
も
失
わ
れ
 ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
信
を
境
に
二
つ
の
別
の
行
が
あ
る
 と
 考
え
ら
る
 べ
 ぎ
で
は
 

-
 
㎎
 @
 

個
体
の
自
由
と
し
て
実
現
す
る
。
「
念
仏
者
ハ
熊
 擬
ノ
 

 
 

考
二
八
天
神
地
祇
 モ
敬
 

一
話
で
あ
っ
た
 0
 
こ
の
立
場
に
た
て
ば
、
自
由
は
法
に
も
 機
 に
も
な
く
、
機
法
一
体
な
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
ら
 し
め
ら
れ
て
し
て
い
る
 
糾
 

@
 
は
 @
 

自
然
法
爾
の
行
が
そ
の
ま
ま
自
由
で
あ
る
。
自
由
は
束
 縛
や
障
害
や
必
然
に
対
し
て
い
わ
る
べ
 き
 こ
と
で
は
な
く
 、
も
と
よ
り
そ
う
い
う
 
 
 
 
 

対
立
を
認
め
な
い
立
場
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
漠
然
 と
し
た
、
立
場
な
ぎ
立
場
の
自
由
と
い
っ
た
も
の
で
も
な
 く
 、
厳
然
た
る
宗
社
 的
 



充実 

一
代
の
求
道
の
成
果
で
あ
り
、
自
然
法
爾
の
文
章
が
そ
の
 結
晶
た
る
こ
と
は
い
さ
ま
で
も
な
い
。
願
力
 は
 美
道
 の
 闇
を
内
よ
り
破
る
働
き
㏄
 

て
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 
 
 

篠
 

こ
の
不
可
逃
避
な
美
道
自
然
に
即
し
て
そ
の
な
か
 よ
り
願
力
自
然
の
働
 き
 い
ず
る
を
み
、
そ
こ
に
お
け
る
 無
尋
 の
一
道
の
感
得
が
親
鸞
㈹
 

の 自然法爾 

然 わ 
で、 ガミ 

あ 現 
ろ 実 

  
頗 る カ 
と 女ロ 

い 何 

" え え ょ 

ど る 

も 当 
こ 為 
れ を 
を も 
外 理 
か 想 
ら せ 
動 も 
か そ 
す め 
こ な 
と か 
は に 

で ・ の 
き み 
な こ   
  で   

  
望 し 
と か   
え - 
ば 分 

，た れり し @ 
クま と   
深 あ 、 

く る、 
不 を 
回 議 

巡 ら 
避 な     
望 がく 
は 業 
な 造 
い 自 

ヲ の か 悲 口 ま 倍 倍 聞 の ざ な 
コ は ら モ ナ で 然 に は 信 念 る い 

。
信
は
名
号
の
働
 き
 一
つ
で
救
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
の
 外
に
な
い
か
ら
、
こ
の
信
の
発
動
は
お
の
ず
か
ら
称
名
と
 な
っ
て
あ
ら
わ
れ
 

を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
称
名
は
も
は
や
 作
為
的
な
行
で
は
な
い
。
作
為
無
作
為
と
も
に
充
実
し
た
 る
と
こ
ろ
に
白
総
 

仏
 が
あ
り
、
後
段
の
自
然
 釈
 は
か
か
る
自
然
の
念
仏
が
 行
ぜ
ら
れ
る
根
本
的
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
い
え
 る
 。
そ
れ
が
絶
対
 

の
 立
場
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
「
真
実
信
心
仏
具
 二
名
号
Ⅱ
名
号
心
下
。
真
二
 

%
 力
信
心
 -
 
也
。
」
（
債
券
）
 
と
 い
わ
れ
る
如
く
 、
 

作
為
・
無
作
為
と
も
に
自
由
な
る
立
場
で
あ
り
、
自
然
 な
る
行
は
つ
ね
に
こ
こ
か
ら
出
る
と
い
え
る
。
こ
う
し
て
 、
願
力
自
然
の
行
 

よ
っ
て
主
体
的
に
無
上
尾
 案
 の
 超
 証
さ
れ
る
次
第
が
こ
れ
 ま
で
の
釈
義
で
あ
っ
た
。
 

る
に
、
章
末
 二
 首
の
和
讃
は
こ
の
 ょ
う
 な
自
然
法
爾
的
 世
界
の
称
讃
と
は
全
く
反
対
に
、
自
然
法
爾
的
な
ら
ざ
る
 自
己
、
即
ち
あ
 く
 

は
か
ら
い
を
出
る
こ
と
の
て
き
な
い
現
実
相
を
露
呈
し
 て
い
る
。
「
 コ
 シ
 ア
シ
ノ
 文
字
 ヲ
モ
 シ
ラ
 ス
ヒ
ト
ハ
ミ
ナ
 
マ
コ
ト
 ノ
コ
ヘ
 

リ
 ケ
ル
プ
、
善
悪
 ノ
字
 シ
リ
ガ
 ホ
ハ
 、
オ
ホ
 ソ
ラ
ゴ
ト
ノ
 カ
タ
チ
ナ
り
 」
、
「
是
非
シ
ラ
 
ズ
 、
邪
正
モ
 ワ
カ
ヌ
 コ
 ソ
 、
ナ
り
 
、
小
悪
心
 

ナ
 ケ
レ
ド
 モ
 、
名
利
二
人
 師
プ
 コ
 ソ
ム
 ナ
リ
」
と
い
う
 一
 一
百
 
は
、
 単
な
る
自
己
内
省
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
 も
っ
と
生
の
現
身
 

わ
ぎ
 出
た
深
い
悲
嘆
を
湛
え
て
い
る
か
の
よ
さ
で
あ
る
。
 
「
行
者
 ノ
コ
 カ
ラ
ン
ト
モ
ア
シ
カ
ラ
ン
ト
モ
オ
 モ
 ハ
 ス
 」
が
自
然
で
あ
る
 

こ
こ
で
は
「
善
悪
 ノ
字
 シ
リ
ガ
 ホ
 」
な
る
が
ん
が
 姿
 で
あ
り
、
「
義
 々
キ
ヲ
義
 ト
ス
」
の
大
義
に
も
か
か
わ
ら
 ず
 「
名
利
二
人
 師
 

 
 

ノ
ム
 」
が
わ
が
現
実
で
あ
る
。
願
力
自
然
に
乗
托
し
た
も
 の
の
当
然
そ
 う
 あ
る
べ
き
姿
は
そ
こ
に
な
く
、
そ
れ
に
 反
し
て
あ
る
の
が
 



逆
に
こ
れ
を
自
然
法
爾
的
世
界
の
成
立
の
囚
 相
 と
み
る
 @
 
」
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。
 

こ
の
観
点
 よ
 り
み
る
と
き
、
一
見
淡
々
た
る
自
然
法
爾
の
 大
道
は
つ
ね
に
 美
 道
に
臨
み
そ
れ
を
超
克
し
か
く
 

の
 新
鮮
さ
を
保
つ
も
の
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
 自
 無
 法
爾
の
立
場
は
非
固
定
的
・
流
動
的
に
願
 力
と
業
 

を
 包
む
と
い
え
る
。
こ
の
緊
張
を
失
え
ば
、
そ
れ
は
 思
 辮
 曲
調
和
観
の
立
場
に
堕
す
る
危
険
を
伴
 う
 。
願
 力
と
 

何
も
な
い
。
善
導
の
説
く
二
種
の
深
信
に
お
い
て
も
、
 機
 相
は
 「
自
身
魂
 是
 罪
悪
生
死
凡
夫
」
と
さ
れ
、
願
 力
 

き
 現
実
相
が
表
白
さ
れ
て
い
る
。
章
末
 二
 首
の
和
讃
の
 ，
 
」
こ
ろ
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
願
力
に
乗
托
し
て
 

こ
と
が
自
然
法
爾
で
あ
り
、
そ
こ
に
真
実
を
あ
ら
れ
す
べ
 き
 は
ず
の
行
が
、
直
下
に
そ
れ
を
行
ず
る
行
者
の
立
 

仮
 の
 待
 と
変
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
願
力
を
い
 う
 も
の
 は
す
で
に
願
力
の
外
に
た
っ
て
い
る
。
願
力
自
然
な
る
 

・
無
作
為
と
も
に
無
為
で
あ
り
自
由
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
 で
は
作
為
・
無
作
為
と
も
に
作
為
と
な
り
、
す
べ
て
 

自
由
は
な
い
。
こ
こ
に
、
は
か
ら
い
を
離
れ
し
め
よ
 う
 と
す
る
願
力
に
対
し
て
所
詮
ば
か
ら
い
を
離
れ
え
な
い
 

す
る
こ
と
と
な
る
。
美
道
自
然
な
る
と
こ
ろ
に
そ
れ
と
 一
体
と
な
っ
て
願
 力
が
 働
く
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
は
か
 

ぅ
 美
道
自
然
の
感
得
以
外
に
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

は
げ
 し
さ
に
よ
っ
て
 、
そ
 

道
の
充
実
し
た
緊
張
関
係
 

美
道
を
調
和
さ
せ
る
道
は
 

と
の
調
和
な
ど
の
余
地
な
 

は
か
ら
い
な
く
念
仏
す
る
 

場
に
お
い
て
は
す
で
に
 虚
 

と
こ
ろ
に
お
い
て
は
作
為
 

は
有
為
法
に
束
縛
さ
れ
て
 

美
 道
の
感
知
が
鋭
く
対
立
 

ら
い
を
離
れ
え
な
い
と
い
 

を
 示
す
こ
と
に
お
い
て
始
め
て
真
の
願
力
で
あ
る
。
 こ
 の
 観
点
に
た
て
ば
、
章
末
の
二
首
の
和
讃
も
願
力
 め
 働
き
 に
心
具
す
る
機
の
内
省
㏄
 

と
し
て
、
願
力
自
然
に
含
ま
せ
て
矛
盾
な
く
理
解
で
ぎ
 る
 。
し
か
し
、
美
道
自
然
な
る
限
り
何
も
の
た
り
と
も
 破
 り
え
な
い
 美
 道
の
闇
を
靱
 
 
 
 
 

 
 

向
ょ
 り
 破
る
も
の
が
願
力
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
内
 よ
り
と
い
う
こ
と
は
願
 力
が
美
 道
と
は
別
の
も
の
で
な
く
 
一
つ
の
も
の
と
な
っ
 

て
 働
 き
 、
し
か
も
こ
の
一
体
は
機
の
感
得
す
る
と
こ
ろ
で
 な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
美
 道
の
闇
を
内
 よ
 り
破
る
も
の
 
が
 真
の
願
力
で
あ
る
と
 

い
う
 観
点
か
ら
は
、
願
力
 め
 木
質
規
定
は
生
じ
て
も
、
 

そ
 れ
が
機
の
上
の
事
実
と
な
る
現
実
の
信
相
に
つ
い
て
は
 何
も
ふ
れ
ら
れ
な
い
こ
 

（
 
@
 
Ⅱ
 -
 

と
と
な
る
。
し
か
し
、
章
末
の
和
讃
に
つ
い
て
留
意
す
べ
 き
 点
は
、
こ
れ
を
願
力
自
然
の
な
か
に
矛
盾
な
く
解
消
 す
る
こ
と
で
は
な
く
、
 



し
か
し
、
 美
 道
自
然
な
る
こ
と
の
こ
の
感
得
は
機
の
上
に
 起
る
も
の
で
あ
っ
て
も
機
か
ら
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
 。
従
っ
て
美
道
自
然
 

の
 感
得
は
単
に
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
こ
と
を
是
認
す
る
，
 
」
と
で
は
な
い
。
こ
の
是
認
は
す
で
に
磯
許
で
あ
り
作
為
 で
あ
っ
て
、
「
善
悪
 ノ
 

文
字
 ヲ
モ
 シ
ラ
 ス
 ヒ
ト
」
の
あ
る
が
如
く
に
あ
る
が
ま
 ま
で
は
な
い
。
す
で
に
「
善
悪
 ノ
字
シ
リ
 ガ
ホ
」
で
あ
り
 、
真
実
は
虚
仮
に
変
じ
 

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
「
自
然
ト
イ
 ブ
ハ
 モ
ト
 ョ
リ
 シ
カ
ラ
シ
ム
 ル
ト
 イ
フ
コ
ト
バ
 テ
リ
 し
と
い
 ぅ
 言
葉
が
 、
 再
び
深
い
 

意
味
を
も
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
あ
る
が
ま
ま
、
 な
 る
よ
う
に
し
か
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
の
絶
望
的
な
是
認
 に
お
い
て
み
ら
れ
て
い
 

る
も
の
は
、
 未
 だ
自
然
の
業
道
で
は
な
い
。
 美
 道
自
然
 と
は
、
そ
れ
を
是
認
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
 美
 道
 が
 「
 シ
ヵ
ラ
 シ
ム
 ル
 Ⅰ
 

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 願
 力
 ・
 美
 道
と
い
う
二
つ
の
自
然
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
 従
っ
て
「
シ
カ
ラ
シ
ム
 

ル
 」
と
い
う
こ
と
は
願
力
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
と
も
 美
道
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
と
も
い
え
る
。
し
か
し
 、
美
道
が
如
何
に
不
可
 

逃
避
的
で
苛
酷
な
現
実
な
り
と
も
、
そ
れ
が
自
然
と
感
 得
さ
れ
て
い
る
上
は
、
そ
こ
に
も
は
や
絶
望
や
行
詰
り
は
 な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
 

こ
の
「
 シ
ヵ
ラ
 シ
ム
 ル
 」
と
い
う
積
極
的
の
 力
 は
願
力
 に
 帰
せ
ら
れ
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て
が
計
ら
い
 を
 離
れ
え
な
い
虚
仮
の
 

待
 た
る
こ
と
の
悲
嘆
は
、
こ
こ
で
は
絶
望
的
な
断
念
と
 な
ら
ず
 蛾
悔
 と
な
り
、
自
己
の
現
実
を
み
つ
め
る
力
を
 ぅ
 る
こ
と
と
な
る
。
 美
 道
 

に
 即
し
て
願
力
を
い
え
ば
、
願
力
と
は
現
実
を
み
つ
め
る
 こ
の
力
の
根
拠
に
体
な
ら
な
い
と
い
え
る
。
 

願
力
が
真
に
生
き
た
も
の
で
あ
る
限
り
、
い
わ
ゆ
る
「
 十
劫
 正
党
」
の
安
心
を
支
え
る
も
の
は
む
し
ろ
「
 若
 不
生
 者
 不
取
正
覚
」
と
い
 

溜
ぅ
禾
 覚
者
の
現
実
に
つ
い
た
 働
 ぎ
と
な
り
、
そ
こ
で
 願
力
 は
 美
道
に
ふ
れ
る
如
く
、
今
こ
れ
を
 美
 道
の
 側
ょ
 り
 み
れ
ば
、
現
実
が
行
き
つ
 

眩
く
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
た
そ
の
瞬
間
に
願
力
に
ふ
れ
、
 
始
め
て
な
る
 よ
う
 に
し
か
な
ら
な
い
 美
 道
自
然
の
感
得
 が
 生
ず
る
と
い
え
る
。
こ
れ
 

 
 
は
を
 時
の
表
現
を
以
て
す
れ
ば
、
一
瞬
た
り
と
も
 上
 る
 こ
と
な
く
流
動
す
る
時
の
瞬
間
の
渦
動
の
な
か
に
み
ら
 れ
る
過
去
面
が
業
感
の
世
界
 
 
 

れ
で
あ
り
、
そ
の
未
来
 面
が
 願
力
で
あ
る
と
も
い
え
 ょ
 う
 。
こ
の
瞬
間
に
お
い
て
過
去
と
 未
 来
は
同
時
的
と
い
 わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
瞬
間
㈹
 

 
 
充
は
過
去
と
未
来
を
分
つ
時
点
の
如
き
も
の
で
は
な
く
 

実
 

、
 逆
に
過
去
か
ら
と
未
来
か
ら
の
二
つ
の
流
れ
の
渦
動
 と
し
て
成
る
と
考
え
ら
れ
 ぅ
辞
 



 
 

る
よ
う
 に
、
 美
 道
と
願
力
 は
 一
つ
の
も
の
で
あ
る
が
、
 
，
 
」
の
一
体
は
ど
こ
ま
で
も
業
の
脱
 
れ
難
 ぎ
を
感
得
す
る
と
 こ
ろ
に
願
力
 
に
 遇
い
、
 

願
力
 め
 働
く
と
こ
ろ
に
業
を
感
得
す
る
と
い
う
こ
と
に
   

ま
た
、
時
が
過
去
と
 未
 来
の
渦
動
す
る
瞬
間
に
時
成
し
 つ
つ
、
一
瞬
も
止
る
こ
と
な
ぎ
流
動
そ
の
も
の
で
あ
る
 如
 く
 、
美
道
と
願
力
 め
 

鋭
い
緊
張
関
係
を
包
み
、
時
の
流
れ
と
と
も
に
流
れ
ゆ
 ィ
 %
 
安
と
ゆ
・
る
や
か
さ
が
自
然
法
爾
と
い
う
こ
と
で
な
け
 

  

に
 不
可
逃
避
な
 美
 道
の
感
得
は
 、
 単
に
な
る
 よ
う
 に
し
か
 な
ら
な
い
と
い
う
現
実
是
認
の
消
極
的
態
度
と
は
な
ら
 ず
 、
如
何
に
狭
 少
 に
見
 

 
 

ゆ
る
と
も
そ
こ
に
一
つ
の
超
克
の
道
を
み
て
い
る
こ
と
 と
な
る
。
「
二
河
白
道
」
の
警
に
説
か
る
る
如
く
 、
 回
る
 も
住
 る
も
 去
 く
も
一
種
 

と
し
て
死
を
ま
 ぬ
 が
れ
ざ
る
三
足
死
に
面
し
て
、
一
種
 と
し
て
死
を
ま
ぬ
か
れ
ず
ば
 我
 寧
ろ
こ
の
道
を
前
に
向
 っ
 て
夫
か
ん
、
既
に
此
の
 

道
 あ
り
、
必
ず
 可
麦
 す
べ
し
の
念
を
作
す
の
で
あ
る
。
 

，
 
」
の
時
、
同
時
に
釈
迦
の
発
遣
、
弥
陀
の
招
喚
を
ぎ
 き 、
 こ
の
人
は
決
定
し
て
 白
 

道
を
進
み
ゆ
く
が
、
そ
こ
に
は
な
お
六
根
・
六
識
・
 六
 塵
 ・
五
陰
，
四
大
の
群
 
賊
悪
 獣
の
甘
き
 詐
 親
の
声
が
あ
り
 、
そ
の
限
り
白
道
は
依
 

然
 四
五
寸
の
狭
小
さ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
す
 べ
て
 頂
 み
ず
、
一
心
に
白
道
を
直
進
し
て
、
つ
い
に
こ
の
 人
は
彼
岸
に
到
る
。
 
白
 

遭
 は
は
じ
め
四
五
寸
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
 愉
 ，
衆
生
 貧
瞑
 煩
悩
 中
 、
能
 生
 。
清
浄
 願
 往
生
心
正
也
。
」
の
 意
 と
さ
れ
た
 が
 、
二
尊
に
 信
傾
 し
て
 

の
後
は
「
願
力
芝
 道
 」
と
な
る
。
即
ち
、
白
道
は
業
 道
自
 然
 の
 側
 ょ
り
み
れ
ば
そ
こ
に
死
を
賭
す
る
外
は
な
く
、
 

そ
こ
に
死
を
賭
す
る
と
 

ぎ
に
の
み
四
五
寸
の
小
路
は
願
力
自
然
の
大
道
と
な
る
 の
で
あ
る
。
 

こ
れ
は
恰
も
未
来
が
過
去
か
ら
流
れ
く
る
時
の
流
れ
の
 一
 
刊
方
 に
み
ら
れ
る
と
同
時
に
、
一
面
こ
の
流
れ
と
は
逆
に
 前
方
よ
り
現
在
に
流
 

れ
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
同
様
で
あ
ろ
う
。
白
道
 の
 三
相
も
か
か
る
時
の
二
相
に
相
応
す
る
と
い
え
る
。
 

コ
 教
行
信
証
」
の
白
道
釈
 

に
は
、
「
真
 如
 、
二
河
 讐
 輪
中
、
 
舌
呈
 白
道
四
五
寸
 -
 
者
、
 
白
道
者
自
立
言
 対
 。
黒
 地
 。
白
老
却
走
選
択
摂
取
 之
白
 業
 、
往
相
回
向
 之
 浄
業
 

也
 。
思
考
 即
 是
無
明
煩
悩
 之
 黒
業
、
二
乗
人
天
 之
 雑
著
 ぬ
 。
 道
 玄
言
 対
 。
 路
 。
道
者
却
走
本
願
一
実
立
直
道
、
大
 般
浬
盤
 無
上
 之
 大
道
 世
 。
 

路
 者
別
 足
 二
乗
三
乗
万
善
諸
行
乞
小
路
地
。
」
（
 
信
 巻
本
 ）
と
さ
れ
て
 白
 
・
 黒
 
・
 道
 
・
路
の
意
味
が
明
別
さ
れ
、
 
白
 道
は
本
願
一
実
の
大
道
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る
が
ゆ
え
で
あ
る
と
い
え
る
。
願
力
 

が
 、
 美
 道
の
不
可
 
逃
避
さ
た
も
が
一
つ
の
観
念
に
過
ぎ
ざ
る
こ
と
を
看
破
せ
 

し
め
る
の
は
、
そ
れ
が
 

時
に
お
い
て
は
ど
こ
ま
で
も
 
業
 と
互
角
に
対
立
し
つ
つ
、
 
同
時
に
時
を
超
え
た
も
の
の
時
に
よ
る
表
現
な
る
が
ゆ
 

え
で
あ
ろ
う
。
 

こ
の
よ
う
に
、
絶
対
に
不
可
逃
避
な
二
足
死
の
行
詰
り
に
 

お
い
て
横
超
の
道
が
開
か
れ
る
と
 

き
 、
美
道
自
然
の
 
感
 得
 も
も
は
や
 二
ヒ
リ
 

ス
テ
 。
 ッ
ク
 な
絶
望
状
態
に
上
ら
ず
、
願
力
 
め
 美
道
全
体
 に
お
よ
ぶ
強
い
必
然
の
感
得
と
な
る
。
こ
の
必
然
は
自
 

由
を
綴
撫
 す
る
も
の
で
 

は
な
く
、
願
力
 
0
 機
に
到
っ
て
充
実
す
る
願
力
成
就
の
意
 

味
 な
い
う
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
絶
対
の
自
由
の
存
す
る
 

こ
と
は
先
に
論
じ
た
。
 

麹
コ
 モ
ト
 ョ
リ
シ
ヵ
ラ
 
シ
ム
 ル
 」
と
は
、
願
力
 
P
 本
来
 性
か
ら
機
に
到
っ
て
充
実
す
る
そ
の
必
然
を
あ
ら
れ
す
 

言
葉
と
い
え
る
。
単
な
る
 
理
 

ぬ
百
 法
的
必
然
で
は
な
く
、
主
体
的
に
 
ぅ
げ
 と
ら
れ
た
 内
 的
 必
然
で
あ
り
充
実
で
あ
る
。
 
美
 道
・
願
力
は
も
と
 
よ
 り
 二
つ
の
も
の
で
な
く
、
 
無
 

 
 
は
為
 自
然
に
帰
せ
ら
る
べ
 
き
 も
の
に
相
違
な
い
で
あ
ろ
 
5
 が
、
無
為
自
然
の
力
用
が
願
力
自
然
の
働
き
を
あ
ら
 

わ
す
の
は
 美
 道
あ
る
が
ゆ
え
 

徒
 
で
あ
る
。
「
 シ
ヵ
ラ
 シ
ム
 ル
 」
と
は
 美
 道
に
お
 ょ
ぶ
 願
力
自
然
の
釈
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
ひ
る
が
え
っ
て
 

無
 為
 自
然
を
み
る
と
き
、
自
然
 

放
 
法
爾
の
立
場
は
は
じ
め
て
そ
の
現
実
的
意
味
に
お
い
 

て
う
け
と
ら
れ
た
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
大
行
大
悟
 

が
 機
に
到
り
つ
く
 
時
剋
 の
 極
 
39@ ("6) 

と
さ
れ
た
。
し
か
し
㍉
愚
禿
 妙
 L
 の
釈
で
は
こ
れ
は
「
 自
若
別
足
六
度
万
行
定
散
地
、
 斯
則
 自
力
小
善
路
地
。
」
 と
な
り
、
白
道
は
要
 門
 

位
 に
解
さ
れ
 宙
 
。
（
 

5
 ）
こ
れ
は
白
道
が
二
尊
の
遣
喚
を
聞
く
 -
 別
後
で
そ
の
意
味
を
異
に
す
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
と
も
 ぃ
 え
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
 

は
 必
ず
し
も
そ
の
前
後
転
換
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
 し
 か
し
、
白
道
釈
に
つ
づ
く
四
五
寸
 釈
 を
み
れ
ば
、
ミ
ロ
 i
 
西
 五
寸
一
者
、
 
愉
二
 
衆
生
 

日
 大
五
陰
 -
 
也
。
」
（
信
奉
）
、
「
四
五
寸
者
、
四
宮
 

讐
 二
四
 
大
毒
蛇
 -
 
也
、
五
言
 讐
 三
五
陰
 悪
獣
 -
 
也
。
」
（
愚
禿
妙
工
）
 
と
さ
れ
、
白
道
を
絶
望
 

 
 

的
な
狭
さ
に
し
て
い
る
四
大
五
陰
が
そ
の
ま
ま
願
力
 の
 働
く
 場
 と
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
さ
で
あ
る
。
衆
生
の
負
 瞑
 
 
 

浄
願
 往
生
心
を
生
ぜ
し
む
る
と
い
う
訓
読
も
こ
こ
で
は
 極
め
て
自
然
で
あ
る
。
こ
こ
に
成
る
同
時
郎
そ
の
も
の
は
 も
は
や
時
に
あ
っ
て
 時
 

を
 超
え
た
も
の
、
即
ち
如
来
回
向
の
も
の
で
あ
る
が
、
 ，
 
」
れ
を
ど
こ
ま
で
も
時
に
即
し
て
 ぅ
 け
れ
ば
、
願
力
 め
大
 道
 と
し
て
彼
方
よ
り
こ
 

ち
ら
へ
開
か
れ
く
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
願
力
の
道
 が
肥
 か
と
称
せ
ら
れ
る
の
も
、
そ
れ
が
か
く
時
に
あ
っ
 て
 時
を
超
え
る
も
の
な
 



註
 お
よ
び
補
足
 

（
 
1
 ）
し
か
し
、
こ
の
こ
と
も
そ
の
主
体
的
な
意
味
が
明
ら
か
 
に
さ
れ
な
い
限
り
、
 
無
 義
の
形
而
上
手
酌
義
を
生
ず
る
 危
坤
を
 
苧
 む
こ
と
と
な
る
。
 
例
 

え
ば
「
 天
澄
抄
 骨
頂
 報
 L
 （
 
僧
鎔
 ）
は
「
自
然
 
ノ
コ
ト
 
ハ
ツ
 ネ
 
二
 沙
汰
ス
ベ
 
キ
ニ
ハ
 プ
ラ
ザ
ル
 
チ
 リ
し
の
言
葉
に
二
義
あ
り
と
 し
 、
そ
の
一
つ
に
 

「
真
宗
奥
義
、
不
 
レ
 
百
ニ
 没
説
づ
 
ア
ラ
八
二
人
 
ヲ
モ
ハ
 バ
カ
ラ
 ズ
コ
 
レ
 フ
 讃
嘆
ス
ベ
 
カ
ラ
ズ
ト
ノ
玉
フ
 
ガ
知
 シ
 。
愚
昧
 ノ
 凡
夫
 輩
 、
 如
 レ
定
 深
義
 、
 云
 

何
ゾ
 調
律
ス
ル
 
コ
ト
ヲ
得
シ
ャ
 
。
 復
何
ゾ
諏
ク
 解
脱
ス
ベ
 
ケ
ン
 ヤ
 」
（
 巻
亡
 こ
と
し
、
結
局
は
自
然
法
爾
の
曲
 
義
 を
機
 受
 の
 彼
 方
 に
据
え
て
し
ま
 

っ
て
い
る
 

（
 
2
 ）
「
聖
道
門
 ノ
ヒ
ト
ハ
 
ミ
ナ
、
自
力
ノ
 
ム
ラ
ム
キ
 
ト
シ
テ
 、
 他
力
不
宮
出
ニ
イ
リ
ス
 レ
バ
、
義
 ナ
キ
 ヲ
義
 ト
ス
ト
 信
知
セ
 
リ
 」
（
正
像
末
和
讃
）
。
 

こ
こ
に
い
う
倍
加
も
こ
の
意
味
に
従
っ
て
用
い
た
。
 

れ
な
い
。
虚
仮
な
る
限
り
 働
 ぎ
っ
づ
け
る
本
願
の
大
理
 想
 あ
る
が
ゆ
え
で
あ
る
。
こ
れ
が
自
己
充
実
的
な
本
願
の
 行
の
構
造
で
あ
ろ
う
。
 

虚
仮
の
人
間
的
行
は
充
実
行
現
成
の
契
機
と
な
り
、
 こ
 の
 自
然
法
爾
的
行
に
よ
っ
て
人
間
恢
復
の
道
も
ま
た
開
か
 れ
た
の
で
あ
る
。
 

な
く
、
無
上
の
理
想
あ
る
が
ゆ
え
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
で
あ
 る
 。
行
ず
れ
ど
行
ず
れ
ど
虚
仮
の
行
た
る
を
出
な
い
が
、
 な
お
行
ぜ
ず
に
は
い
ら
 

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
の
痛
感
を
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
 と
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
理
想
を
無
化
す
る
絶
望
的
・
 破
 壊
的
 ニ
ヒ
リ
ズ
ム
で
は
 

す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
虚
無
は
無
常
的
世
界
 観
 と
な
る
余
地
さ
え
な
く
、
人
間
的
行
の
虚
仮
と
し
て
 直
 下
の
身
に
受
け
と
め
ら
 

い
 。
こ
こ
で
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
そ
の
も
の
の
意
味
が
根
 低
的
 に
 変
わ
る
の
で
あ
る
。
二
足
死
の
如
き
現
実
で
は
一
切
 の
 意
味
も
価
値
も
崩
壊
 

で
あ
っ
て
 、
 ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
対
抗
す
る
勇
ま
し
さ
に
 よ
 っ
て
で
は
な
く
、
ま
た
無
上
程
磐
の
妙
境
に
飛
躍
す
る
 
こ
と
に
よ
っ
て
で
も
な
 

自
然
法
爾
の
立
場
が
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
超
克
す
る
と
い
う
仝
 
思
 珠
も
、
 以
 L
 の
如
き
行
信
の
証
と
し
て
の
無
為
自
然
の
 安
ら
か
さ
に
お
い
て
 

促
 と
い
う
こ
と
を
看
過
し
て
は
自
然
法
爾
の
現
実
的
意
 味
は
失
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
よ
り
み
れ
ば
 自
然
法
爾
の
立
場
と
い
 
冊
 

う
ち
 、
三
心
具
足
の
充
実
し
た
念
仏
 待
 と
い
う
外
は
な
 い
 。
こ
の
充
実
は
信
仰
の
パ
ト
ス
や
超
人
的
の
行
か
ら
く
 
  

 
 

願
の
行
の
本
質
か
ら
く
る
 行
 自
体
の
充
実
で
あ
る
。
 
そ
 れ
ゆ
え
、
そ
こ
に
は
峻
厳
な
現
実
に
面
し
っ
 っ
 、
そ
の
 都
 痩
 す
で
に
そ
れ
を
脱
し
 

た
 無
為
の
安
ら
か
さ
が
伴
 う
 で
あ
ろ
う
。
無
為
自
然
は
 か
か
る
行
信
の
証
、
行
の
充
実
と
し
て
み
ら
る
べ
 き
 も
の
 で
あ
ろ
う
。
 



充実行として @ り 自然 は爾         
9 8 7 6             

  

  し '  ノく 

  

蚊 頭 

  

  

  一 信 ロ - ． 一 。 一 

  偲は い ヱ司 
コ 場 

  
  

初射釈盾ご合 

は法 り生 。 、 俘猶 の矢 ネ 二 けら 

至 

  

不 文 言 之   。 葉か な る コ 。 / ぎ 果 ・ ら ち 

4 Ⅰ ( Ⅰ 41) 



    （ （ 1 l Ⅰ 斗 4 l 上 へ 3 0 色   Ⅰ 6   15     11@ 10   
るの時（ 取 

・ デ 俺 @. ，ヒ二 

  ム心 

  
    

    

ヰワ、 

白 た   
冊 

お で お 一   
北 ゑ、 薮 英才 中なれ 、 はか づ 已       

    
お親 井立     る 想   け 鸞覚 」 

(142)  42 



本
稿
で
は
、
太
平
天
国
の
当
事
者
が
こ
の
運
動
の
意
味
 ほ
 つ
い
て
な
し
た
思
想
の
い
と
な
み
の
跡
を
辿
り
、
思
想
 と
い
う
観
点
か
ら
 太
 

早
天
国
運
動
把
握
の
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
を
、
目
的
 と
す
る
。
太
平
天
国
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
あ
る
。
 し
 か
し
乍
ら
、
太
平
天
国
 

は
ま
ず
何
よ
り
当
事
者
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
運
動
で
 あ
っ
て
、
当
事
者
の
こ
の
運
動
に
関
し
て
な
さ
れ
た
思
想
 の
い
と
な
み
を
等
閑
視
 

し
て
は
太
平
天
国
そ
の
も
の
を
見
失
う
こ
と
に
な
り
か
ね
 な
い
。
筆
者
は
太
平
天
国
に
籠
め
ら
れ
た
主
体
的
意
味
 、
当
事
者
が
こ
の
運
動
 

察
 
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、
意
味
づ
 け
 を
な
し
て
 い
る
か
と
い
う
こ
と
の
把
握
に
、
こ
の
運
動
の
正
当
な
 る
 理
解
の
た
め
の
重
大
な
る
 

考
 
か
 
関
鍵
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

足
 し
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
。
そ
の
第
一
は
、
太
平
 天
国
の
当
事
者
に
と
っ
て
 指
 

ね
 
導
者
洪
秀
全
は
何
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
で
 あ
る
。
洪
秀
全
の
も
つ
意
味
は
と
り
も
直
さ
ず
彼
を
指
 導
者
と
す
る
太
平
天
国
運
動
 

 
 

洪
秀
全
お
よ
び
太
平
天
国
の
意
味
に
関
す
る
も
の
で
あ
 る
 。
第
二
は
、
太
平
天
国
の
 

時
 
思
想
の
主
体
は
ど
の
よ
う
に
現
実
を
把
握
し
、
そ
し
 て
 理
想
目
標
を
思
考
し
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
 理
 想
 と
現
実
に
関
す
る
思
想
か
 
 
 
 
 

如
 
ら
は
そ
の
思
想
の
主
体
の
実
践
的
態
度
を
伺
う
こ
と
 が
で
き
る
。
第
三
は
、
太
平
天
国
の
思
想
の
主
体
は
 、
 自
ら
の
思
想
の
正
当
性
の
保
㈹
 

卸
証
 を
ど
こ
に
仰
い
で
い
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
 思
想
の
か
か
る
側
面
か
ら
は
、
こ
の
運
動
の
主
体
的
意
 図
 を
伺
 う
 こ
と
が
で
き
る
。
 
牡
 

仁
，
 
倉
 

光
雄
 

太
平
天
国
の
宗
教
思
想
に
っ
 い
 て
の
一
考
察
 



宗 を の   
な た で 全 
り の あ が 
さ だ る そ 
ち と が れ 
に い 、 ま 

太 う そ で 
平 確 の 歩 
天 信 と ん 
国 で き で、 
の あ 彼 来 
崇 つ を た 

科挙 教と た して 

な こ こ に 

る の の よ 

洪 確 転 る 
秀 信 換 出 
金 内 へ 世 
の 容 と 略 
新 が 路 線 
宗 仕 切 か 
裁 着 ろ ら 
は に せ 脱 
客 ょ た 却 

観っ 世 ての もし "   
成 さ 上 た 
立 れ 帝 な 
す そ に る 
る の よ 宗 

。 帰 っ 教 
ま 依 て の   
こげ者へ のた」と 
新 と に 飛   
成 や ら る 
立 が れ の 
め て 、 は 

美 辞 恭 一 
機 上 す 八 

四姉 とな 常会 べ き 
っ 0 合 字 

  

以
上
の
三
点
か
ら
本
稿
で
は
太
平
天
国
運
動
に
籠
め
ら
 れ
た
当
事
者
の
意
味
に
関
す
る
思
想
の
構
造
的
把
握
を
試
 み
る
。
 

こ
の
運
動
が
「
太
平
天
国
」
を
称
す
る
の
は
一
八
五
一
 （
Ⅱ
蔵
豊
 元
 ）
年
以
降
で
あ
り
、
ま
た
、
清
朝
政
府
に
対
 し
 武
装
蜂
起
す
る
の
 

は
そ
の
前
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
洪
秀
全
の
意
味
、
ま
た
 、
太
平
天
国
運
動
の
意
味
に
関
す
る
思
想
の
い
と
な
み
 が
 始
ま
る
の
は
、
さ
ら
 

に
洲
 っ
て
、
洪
秀
全
の
新
宗
教
創
始
の
時
点
（
一
八
四
一
 下
 道
元
二
三
年
）
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
構
造
的
に
 み
て
ほ
ぼ
発
展
の
究
極
 

段
階
に
到
達
す
る
の
は
、
金
陵
（
Ⅱ
南
京
）
に
大
京
 葎
 都
 後
の
間
も
な
い
時
期
（
一
八
四
三
 ?
 四
 Ⅱ
蔵
豊
 三
 １
匹
 年
ぺ
 
資
料
で
い
 う
な
 

ら
ば
、
司
天
朝
田
畝
制
度
 L
 と
「
大
悟
道
理
 書
ヒ
 に
お
 い
て
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
稿
は
、
そ
の
発
端
の
時
期
か
 ら
 右
両
者
の
成
立
の
時
 

難
 ま
で
の
思
想
の
検
討
を
試
み
る
こ
と
に
な
る
が
、
 

そ
 れ
は
、
思
想
発
展
の
歴
史
を
跡
づ
け
る
た
め
と
い
う
 よ
 り
 も
 、
こ
の
思
想
の
い
く
 

っ
 か
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
の
把
握
を
明
確
に
す
る
た
め
 で
あ
る
。
以
下
、
一
・
二
節
に
お
い
て
前
掲
し
た
第
一
 0
 間
頭
 を
 、
三
節
に
お
 

い
て
第
二
の
問
題
を
、
四
節
に
お
い
て
第
三
の
問
題
を
検
 記
 し
、
最
後
に
総
括
す
る
。
 

ハ
 
註
し
太
平
天
国
運
動
が
一
つ
の
ま
と
ま
 
ヶ
 曲
る
運
動
で
あ
る
 限
り
、
参
加
者
個
々
の
参
加
の
軸
 拙
 ・
出
身
階
層
の
思
想
的
反
 
 
 

な
 次
元
ぺ
：
こ
の
運
動
を
統
制
す
る
 廿
想
 体
系
が
想
定
さ
れ
る
 。
筆
者
は
か
か
る
も
 畦
 と
し
て
洪
秀
全
お
よ
び
彼
を
中
核
と
す
 る
 太
平
天
国
 指
 

導
 層
の
公
的
な
見
解
 臣
 考
え
る
。
 ボ
 冊
に
お
け
る
「
当
事
者
の
 思
想
」
と
い
う
表
現
の
意
 昧
 干
与
と
こ
ろ
で
曲
る
。
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れ
て
天
堂
の
最
も
荘
厳
華
麗
で
大
き
な
部
屋
に
行
 

き
、
と
 
養
は
ぎ
 
老
人
と
対
面
す
る
。
 

は
 そ
し
て
こ
の
老
人
か
ら
、
㈲
「
世
界
人
類
は
皆
わ
が
 

生
む
 所
 わ
が
養
 
う
 所
で
あ
る
。
 
人
 び
と
は
我
が
糧
を
食
 

し
 我
が
衣
服
を
着
し
て
い
る
 

い
が
、
誰
一
人
と
し
て
我
を
記
憶
し
我
を
尊
敬
す
る
者
 

が
い
な
い
。
そ
の
最
も
悪
い
こ
と
は
彼
ら
は
我
が
 

賜
い
 し
 所
を
受
 
け
 乍
ら
そ
れ
を
 
以
 

 
 

我
に
 叛
逆
 し
 我
を
怒
ら
し
め
る
。
捧
は
彼
ら
に
倣
 

う
勿
 ね
 」
と
訓
戒
さ
れ
、
㈲
 

つ
い
 

牡
で
 悪
魔
の
全
滅
を
命
ぜ
ら
れ
、
㈹
同
時
に
王
者
た
る
 

し
る
し
で
あ
る
 
創
 一
 撮
 、
印
綬
一
箇
な
ど
を
 

授
 げ
ら
れ
 
る
 。
こ
の
場
に
は
か
の
徳
望
 

%
 
 
高
き
人
び
と
が
立
会
っ
て
い
る
。
 

 
 

古
代
の
聖
賢
を
含
む
徳
望
高
き
人
び
と
に
対
し
、
各
々
 

そ
の
持
場
に
帰
り
か
の
老
人
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奈
織
肺
の
入
替
え
手
術
を
受
け
る
。
 

セ
石
 

一
、
 Ⅲ
洪
秀
全
は
そ
の
年
（
一
八
三
セ
字
）
に
何
回
目
か
 0
 府
 者
 に
応
じ
て
失
敗
し
、
そ
の
精
神
的
衝
撃
か
ら
 重
 病
に
 

て
 意
識
の
混
濁
状
態
に
陥
る
。
㈲
彼
は
死
期
が
来
て
 閻
 羅
の
迎
え
を
受
け
た
も
の
と
思
い
、
枕
頭
の
両
親
に
対
し
 名
 を
成
 

揚
 す
る
こ
と
な
し
に
先
立
つ
不
幸
を
詑
 び
、
 別
れ
を
 告
 げ
る
。
㈹
だ
が
迎
え
の
者
に
伴
な
わ
れ
て
行
き
着
い
た
 所
 は
 予
期
 

界
 で
あ
っ
た
。
 

二
、
 ㈲
 秀
 全
は
大
勢
の
美
し
く
着
飾
っ
た
果
皮
に
迎
え
 ろ
 ね
 、
㈲
や
が
て
一
人
の
老
婆
に
河
辺
に
連
れ
て
行
か
れ
 、
そ
 

れ
を
浄
め
て
貰
い
、
㈹
つ
い
で
古
代
の
聖
賢
を
含
む
 徳
 望
 高
 き
人
 び
と
に
 伴
 な
わ
れ
て
天
堂
の
一
室
に
入
り
、
 そ
 こ
で
か
 か

か
り
、
や
が
 

さ
ず
父
母
を
顕
 

に
反
し
て
天
上
 

こ
で
身
体
の
被
 

ね
 ち
に
よ
っ
て
 

（
 
l
l
 
）
 

ソ
 
バ
ー
ク
の
記
述
を
ま
と
め
る
と
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
 
 
 

た
 洪
秀
全
の
確
信
内
容
を
検
討
す
る
。
洪
秀
全
の
 、
 

る
 。
 

洪
秀
全
の
自
己
確
認
は
二
段
構
え
で
な
さ
れ
て
い
 ま
た
、
太
平
天
国
運
動
の
意
味
に
関
す
る
思
想
の
発
 
端
 は
こ
こ
に
あ
る
か
ら
で
あ
 

る
 。
第
一
は
、
こ
の
年
ょ
 り
 六
年
ほ
ど
 遡
 る
一
八
三
セ
 年
の
幻
想
体
験
で
あ
る
。
 ハ
 



長
兄
と
 よ
ぶ
 中
年
の
人
に
会
い
、
そ
の
指
導
と
助
力
を
 得
て
悪
霊
を
追
跡
し
こ
れ
を
全
滅
し
た
。
㈲
ま
た
彼
は
老
 人
が
 孔
丘
を
詰
責
す
る
 

の
を
見
た
。
そ
の
理
由
は
孔
子
が
そ
の
書
物
の
中
で
真
理
 の
 明
瞭
な
説
明
を
省
い
た
か
ら
と
い
う
の
で
あ
る
。
 孔
 子
は
老
人
に
罪
を
峨
 悔
 

し
て
い
た
。
 

日
、
 Ⅲ
 秀
 全
の
意
識
混
濁
状
態
は
な
お
続
く
。
彼
は
し
 ば
し
ば
、
自
分
は
正
式
に
中
国
の
皇
帝
に
任
ぜ
ら
れ
た
も
 の
だ
と
い
い
、
誰
か
 

が
 彼
を
「
皇
帝
」
と
呼
べ
ば
、
非
常
に
喜
ん
だ
、
 

と
ぃ
 う
こ
と
も
あ
っ
た
。
㈲
 秀
 全
の
病
気
回
復
期
に
は
、
 
朱
 色
で
 
「
天
王
大
道
君
王
 

全
 」
と
書
か
れ
た
紙
片
が
、
そ
の
家
の
門
に
挟
ま
れ
て
 い
た
、
と
い
う
奇
瑞
 譚
 も
あ
る
。
 

病
気
 快
愈
 後
の
洪
秀
全
は
、
そ
の
異
常
さ
の
故
に
右
に
 見
た
幻
想
体
験
が
何
ら
か
の
真
実
性
を
含
む
も
の
で
あ
る
 と
は
思
わ
な
か
っ
た
 

（
 
2
 ）
 

の
で
あ
る
が
、
六
年
後
の
一
八
四
三
年
五
月
頃
に
、
「
 勧
 世
 長
言
 ヒ
 と
い
う
書
を
読
む
に
至
り
、
こ
の
書
に
 ょ
っ
 て
 幻
想
体
験
で
の
と
 蚕
局
 

き
 老
人
は
天
父
上
帝
で
あ
り
、
長
兄
と
 よ
 ん
だ
中
年
の
 
人
は
救
世
主
イ
ェ
ス
、
悪
魔
は
偶
像
、
こ
の
世
の
人
び
と
 は
 兄
弟
姉
妹
で
あ
る
こ
 

（
 
3
 ）
 

と
が
分
か
っ
た
と
し
、
先
の
体
験
が
意
味
あ
る
こ
と
で
 

 
 

の
ち
に
神
秘
化
さ
れ
て
 

神
話
と
し
て
定
着
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
以
下
 の
 二
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
 

第
一
は
、
洪
秀
全
が
上
帝
か
ら
王
者
に
任
命
さ
れ
た
と
 い
 う
 主
題
で
あ
る
。
こ
の
王
者
は
讐
 愉
 的
な
宗
教
的
意
味
 で
の
王
者
を
意
味
す
 

る
と
同
時
に
、
政
治
的
な
意
味
で
の
王
者
を
も
意
味
し
 て
い
る
。
こ
こ
で
は
政
治
と
宗
教
は
未
分
化
で
あ
っ
て
 、
 洪
秀
全
は
両
方
の
意
味
 

で
の
王
者
に
任
命
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
 

幻
 想
 体
験
の
物
語
に
は
、
右
に
み
た
よ
う
に
、
再
生
Ⅱ
の
 
す
 %
 安
、
浄
め
で
 け
 Ⅱ
 
田
 S
 

目
 0
 コ
の
 主
題
も
み
ら
れ
、
さ
ら
に
「
天
王
大
道
君
王
 全
 」
云
々
と
い
う
奇
瑞
 譚
 ま
で
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
は
 皆
 、
洪
秀
全
 

る 楽 
し 

下 く 
界 暮 
を し 
見 友 
下 人 
ろ と 
し 酒 
乍 を 
ら 飲 
老 ん 
大 で 
は お 

奔 れ 
全 は 
に よ   
の で   
の な     と     
重姉 ， @ ン、 と   
と く 

巽 君 
業 も 
な い 

る 括出 摘 。   
て 秀 
赤 金   
た 老   
(3)  に 
ま 導   
奔 れ 
全 て 
は 天 
し 堂   
    
ガ ;  出 

(146) 

に
 対
す
る
職
責
を
尽
す
 よ
う
 勧
告
す
る
。
こ
の
勧
告
を
受
 げ
て
、
あ
る
者
は
反
省
す
る
が
、
老
人
を
敬
わ
ね
ば
な
 ら
ぬ
理
由
が
分
ら
ぬ
、
 
46 



 
 

 
 

が
は
、
上
帝
す
な
 お
ち
 
「
天
父
上
主
皇
上
帝
」
、
上
帝
 
の
 
「
太
子
」
「
救
世
主
夫
元
基
督
」
、
「
 主
 」
す
な
わ
ち
 洪
 
香
会
 が
 、
そ
れ
ぞ
れ
の
 配
仰
 
(U7) 

天国の宗教，思想についての 一考察 

に ぬ 帝 の 士 不 ひ " し 

教 任 前節 幻想 け お こと 人 は 跡 を 
体 る を 間 検 で、   

野 れ 
鹸 が 暴怒を討は 高っ 生す 、 で、 た 

と   考 す 
化 い 深 間 と 教 え る 
さ う 秀 の に 創 一 て 洪 
れ 性 全 生 す 始 一 い 秀 
て 格 を 活 る の る 全 
定 を 王 に 。 契 
着 留 着 心 ま 機 のも で 、 

あ 上 とな するめて とな 要な ず、 る 帝 
司 お し 一 決 っ   の 

ふ     ム 
の   内 

日 神 下 を 威 の 容 

に の す 作 の 確 ヤ @ - 
な イ 意 っ 源 信 つ 
る メ 志、 て 泉 の   
と l や 人 で 内 て 
、 ジ 愚 問 あ 谷 は 
上 は 情 を る を 
帝 稀 な 保 上 み 
一 博 も ち 帝 た 
家 で っ 養 の が 

悪魔 

  
と あ 人 ラ イ " 4 尾 

い る 格 神 メ 引       
観 で あ ジ い 
  

全 
  

芯 
    あ り 、 でて あ 本 
  た 入 る 節 

拝 

成 が 間 が で 上 

さ   が @   ほ 帝 
  な そ 新 そ 

を 

て お れ 宗 れ 
  

  、 に 教 に 
  

る 天 も 成 っ と 

七 拍 立 い 
ケ @ - 

そ 昇 る の て 
， T 一 T 

の の ず 時 の わ 
せ 

る 

と   ォ 拝 、 展 
  

ケ @ - ン せ 上 聞 
@ 

-
5
 
）
 

を
識
 ら
し
め
ず
、
反
っ
て
自
分
の
名
を
上
帝
の
名
よ
り
 一
 
局
か
ら
し
め
た
、
と
い
う
理
由
で
詰
責
さ
れ
た
、
と
あ
る
 。
上
帝
か
ら
中
国
皇
帝
 

の
 聖
別
を
意
味
す
 

第
二
は
上
帝
 よ
 

洪
秀
全
の
勧
告
を
 

で
あ
っ
た
こ
と
も
 

か
ら
叱
責
さ
れ
る
 

は
 孔
子
が
自
分
の
 る

も
の
で
あ
る
。
洪
秀
全
を
一
種
の
救
世
主
と
す
る
 素
 材
 は
ほ
 ば
 揃
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

り
 受
け
た
と
す
る
命
の
内
容
で
あ
る
。
悪
魔
偶
像
の
全
 滅
 が
そ
の
一
項
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
さ
ら
 プ
ヒ
 

V
 Ⅹ
 

受
け
た
徳
望
高
き
人
び
と
の
中
に
は
上
帝
を
敬
 う
 理
由
 

が
分
ら
ぬ
と
 

輔
 く
者
も
い
る
所
か
ら
、
 
拝
 上
帝
も
重
要
な
 一
項
 

明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
 
秀
 全
の
幻
想
中
に
登
場
す
る
 孔
 子
は
、
明
瞭
な
真
理
の
説
明
を
省
い
た
と
い
う
理
由
で
、
 上
帝
 

が
 、
こ
の
幻
想
体
験
を
神
秘
化
し
た
 
司
 太
平
天
日
 L
 
 （
 一
八
四
八
年
成
立
）
で
は
、
妖
魔
（
Ⅱ
悪
魔
）
が
怪
を
な
 す
 め
 

書
物
に
間
違
い
を
書
い
て
人
び
と
を
 誤
 ま
ら
せ
た
か
ら
 で
あ
り
、
さ
ら
に
、
孔
子
は
こ
う
し
て
人
び
と
に
上
帝
の
 こ
と
 



え
方
は
、
君
王
が
国
を
治
め
る
の
を
官
府
が
補
佐
す
る
 よ
う
 に
、
上
帝
が
人
間
を
保
 佑
 す
る
の
を
補
佐
す
る
神
神
 が
あ
っ
て
も
よ
い
で
は
 

三
 、
上
帝
は
崇
拝
す
べ
ぎ
で
あ
る
が
、
上
帝
を
補
佐
す
 る
 神
神
を
拝
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
考
え
 方
 の
否
定
。
こ
の
 
考
 

特
の
宗
教
的
世
界
観
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
上
帝
 は
 、
こ
こ
で
は
、
天
下
を
一
家
と
す
る
擬
制
家
族
の
家
父
 長
的
 性
格
を
賦
与
さ
れ
 

て
い
る
。
明
確
な
一
神
教
が
確
立
さ
れ
た
と
は
云
え
な
い
 け
れ
ど
も
、
中
国
的
発
想
で
そ
れ
に
 よ
 り
近
付
い
た
と
 云
え
る
で
あ
ろ
う
。
 
上
 

（
Ⅰ
 

1
-
 

帝
 が
唯
一
神
的
性
格
を
強
く
打
出
す
の
は
「
戻
道
常
世
 訓
 」
に
お
い
て
で
あ
る
。
 

「
尿
道
常
世
 訓
 」
の
主
題
は
、
 
拝
 上
帝
・
不
敬
偶
像
で
あ
 る
が
、
そ
こ
で
打
出
さ
れ
る
上
帝
は
、
ま
ず
、
全
能
の
 神
 で
あ
る
。
 

お
お
い
 

「
皇
上
帝
は
天
下
見
 
聞
 共
通
の
父
で
あ
る
。
死
生
禍
福
 は
そ
の
主
宰
に
 よ
 る
。
 服
 食
器
用
は
皆
そ
の
造
成
す
る
 所
で
あ
る
。
仰
ぎ
て
 

天
を
観
れ
ば
、
一
切
の
日
月
星
辰
雷
雨
風
雲
は
皆
皇
上
 帝
の
霊
妙
で
あ
り
、
 
佑
 し
て
地
を
察
す
れ
。
 ば
 、
一
切
の
山
 廣
川
 沢
 、
飛
（
 鳥
 ）
 潜
 

（
 
只
 
U
 
）
 

（
 魚
 ）
 動
 
（
 物
 ）
 植
 
（
 物
 ）
は
 皆
 皇
上
帝
の
効
能
で
あ
る
 」
 

か
か
る
 神
 観
念
は
、
中
国
社
会
の
慣
行
的
な
相
観
念
の
 否
定
を
伴
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
、
そ
の
例
を
 
「
 原
道
 覚
他
 訓
 」
 ょ
 

り
 拾
っ
て
み
る
。
 

一
 、
ま
ず
、
人
間
の
生
死
を
司
る
の
は
閻
羅
で
あ
る
と
い
 う
 考
え
方
の
否
定
。
こ
の
論
文
の
論
旨
は
つ
ぎ
の
通
り
 で
あ
る
。
閻
羅
 

が
 生
死
を
司
る
と
い
う
こ
と
は
、
中
国
の
経
史
の
聖
経
 
（
Ⅱ
外
国
の
聖
書
）
に
も
論
及
さ
れ
て
い
な
い
。
真
理
は
 古
今
東
西
に
通
ず
べ
き
 

（
 
ハ
コ
 
）
 

も
の
で
あ
る
の
に
、
こ
の
考
え
は
そ
う
で
は
な
い
か
ら
 邪
説
で
あ
る
。
 

二
 、
雨
を
降
ら
す
の
は
東
海
竜
王
だ
と
い
う
思
想
の
否
 定
 。
東
海
竜
王
は
閻
羅
の
変
身
で
あ
る
が
、
雨
は
衆
目
の
 視
る
通
り
天
か
ら
 降
 

る
の
で
あ
る
、
と
片
付
け
ら
れ
る
。
（
 
0
 
I
 

）
 

（
 
6
 ）
 

さ
れ
て
い
る
）
が
手
下
の
「
妖
魔
」
を
率
い
て
登
場
し
、
 
「
兄
弟
姉
妹
」
を
誘
惑
す
る
の
で
討
伐
の
対
象
と
な
っ
 て
い
る
。
こ
こ
に
、
狭
織
 
 
  
 

 
 

 
 

偶
 、
「
大
目
」
・
一
天
 娘
 」
・
「
正
月
宮
」
（
Ⅱ
 
秀
 全
の
配
偶
）
 
を
 伴
っ
て
登
場
す
る
。
他
方
、
「
閻
羅
 妖
 」
（
「
東
海
南
 妖
 」
は
こ
れ
と
同
一
視
㎎
 



時
 

こ
の
間
の
経
緯
は
、
さ
ら
に
、
「
 天
条
菖
に
伺
 う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
 拝
 上
帝
会
の
各
種
儀
礼
 の
際
の
祈
祷
 文
 が
収
録
さ
れ
 
 
 

ぬ
 
て
い
る
が
、
そ
れ
に
 よ
 る
と
、
Ⅲ
入
信
受
洗
の
際
に
 、
 ㈲
朝
夕
の
礼
拝
時
や
食
事
の
時
に
、
上
帝
は
供
犠
を
 伴
 う
 儀
礼
を
受
け
る
に
 ヵ
 

 
 

が
 
㈹
生
日
（
Ⅱ
誕
生
日
）
、
満
月
（
生
後
清
一
 ケ
 月
の
 祝
 ）
、
結
婚
、
喜
 事
 
（
Ⅱ
死
亡
）
に
際
し
て
、
ま
た
、
 ㈲
病
気
平
癒
の
祈
願
の
と
き
㎎
 

 
 

い
 
格
を
剥
奪
さ
れ
、
ま
た
そ
の
具
象
化
さ
れ
た
偶
像
は
 悪
魔
に
迷
わ
さ
れ
た
人
間
の
作
っ
た
「
 物
 」
に
過
ぎ
た
 い
 と
さ
れ
て
、
そ
れ
ら
に
 対
 

想
 
ぬ
 
す
る
諸
崇
拝
は
す
べ
て
、
上
皇
崇
拝
に
切
り
替
え
う
 ね
 、
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 

け
る
唯
一
神
と
し
て
の
表
象
を
 
、
ほ
ば
 完
成
す
る
に
 至
 っ
て
い
る
 
0
 中
国
の
伝
統
社
会
に
お
い
て
崇
拝
対
象
と
 

さ
れ
た
神
神
は
悉
く
そ
の
神
 

  の 一考察 

で、 

そ あ 

して る（ ol4 ） 

「自主 

上 
帝 
ほ 
乃 

ち真 

の 

神 
で、 

あ 
る 

」 

「 

皇上 

帝 
の 

外 
V@ し 

神 
ほ 
無 
  
」 

と 

新一   
  
し 
て 
  
（ る 5 。 ） 1 
    
    

Ⅴ @ ヒ 
至 
  
て 

上 
帝 
よ、 @ 

全 
肯旨 

な 

（
 
M
-
 

一
 

木
石
塊
画
紙
面
の
各
偶
像
は
「
 物
 」
で
あ
る
。
 

魔
鬼
や
蛇
魔
 に
霊
心
を
迷
わ
さ
れ
、
閻
羅
に
捉
え
ら
れ
 た
人
間
の
作
っ
た
も
の
 

皇
上
帝
が
人
間
を
保
 倍
 す
る
の
は
明
白
な
の
に
、
人
び
 と
は
別
に
各
偶
像
を
立
て
て
そ
の
 保
 佑
を
求
め
る
。
そ
し
 て
、
食
 な
り
衣
服
な
 

-
 
は
 @
 

り
 得
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
、
わ
が
菩
薩
の
お
か
げ
な
り
 と
す
る
。
こ
れ
は
上
帝
の
恩
典
を
取
り
違
え
て
邪
魔
の
恩
 典
 と
し
て
い
る
の
だ
。
 

な
い
か
、
と
い
う
主
張
を
含
み
、
現
実
的
に
は
そ
れ
ら
 の
 イ
メ
ー
ジ
た
る
偶
像
の
崇
拝
を
意
味
し
て
い
る
。
現
世
 の
 政
治
組
織
に
 

え
て
神
神
の
世
界
を
表
象
す
る
伝
統
的
な
宗
教
的
世
界
 観
が
 、
こ
こ
に
伺
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
考
え
方
は
 、
 君
王
が
官
府
を
 

の
は
親
し
く
自
ら
の
手
で
設
け
た
の
で
あ
る
が
、
偶
像
は
 上
帝
の
旨
煮
に
基
づ
い
て
 設
 げ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
 

「
皇
上
帝
は
 

目
 で
天
地
山
海
人
物
を
造
成
し
た
が
、
 尚
 、
人
の
葦
 助
 を
 必
要
と
は
し
な
か
っ
た
。
今
日
、
人
類
を
保
佐
す
る
の
 に
 誰
の
葦
 助
が
 

（
・
Ⅰ
）
 

1
 

の
だ
」
と
い
う
調
子
で
否
定
さ
れ
て
い
る
。
 

伝
統
的
な
相
観
念
の
否
定
は
、
現
実
に
は
慣
行
に
な
っ
 て
い
る
偶
像
崇
拝
の
否
定
で
あ
る
。
「
尿
道
 覚
世
訓
 」
 の
 偶
像
否
定
の
 

右
に
み
た
が
、
そ
こ
で
は
さ
ら
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
 論
ヒ
 
目
の
展
開
が
み
ら
れ
る
。
 

な
ぞ
ら
 

設
け
た
 

当
初
入
 

必
要
な
 

一
面
 は
 



そ
し
て
、
一
葉
の
欠
落
部
分
を
挟
ん
で
、
 

「
太
平
真
主
（
Ⅱ
洪
秀
全
）
も
ま
た
、
天
父
天
元
の
莫
大
 な
 恩
愛
で
あ
っ
て
、
世
人
を
憐
 価
 し
、
と
く
に
真
の
光
 を
賜
い
 世
間
を
照
ら
さ
 

-
W
 
）
 

ユ
ダ
ヤ
 

督
を
遣
わ
し
て
 猶
 大
国
に
降
生
せ
し
め
、
無
数
の
神
 蹟
 

 
 

大
雨
を
降
す
。
洪
水
横
流
し
て
世
人
の
殆
ど
が
沈
み
 没
 し
た
。
そ
の
後
天
下
は
皆
皇
上
帝
を
敬
畏
す
る
に
至
っ
た
 。
そ
の
最
た
る
も
の
 

ユ
 ジ
 ブ
 

 
 以
 色
利
で
あ
る
。
表
面
 侯
 だ
け
は
 以
色
 列
を
苦
し
め
 害
 し
た
。
皇
上
帝
は
大
慈
 し
 降
り
て
は
 色
 列
を
救
い
、
 
麦
西
 か
ら
出
国
せ
し
め
紅
海
 

 
 

を
 渡
ら
せ
る
大
神
 蹟
 を
頭
わ
し
 妖
侯
を
 %
 
減
し
た
。
西
天
 ポ
山
に
到
り
皇
上
帝
は
親
し
く
 
十
 歌
天
 条
 を
設
け
た
。
 
そ
 の
後
世
人
多
く
 
魔
計
に
 

か
か
り
屡
々
 
天
 条
を
犯
し
た
。
皇
上
帝
は
大
慈
 し
 世
人
を
 尽
く
 減
 そ
う
と
し
た
。
こ
の
時
幸
い
に
も
救
世
主
天
児
 基
督
が
い
た
。
皇
上
帝
 

の
 大
子
で
あ
る
。
こ
の
世
に
降
り
身
を
損
て
て
、
世
人
に
 替
り
 晴
 罪
す
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
た
。
皇
上
帝
は
恩
 愛
 を
割
離
し
、
大
兄
 基
 

は
 、
中
国
社
会
の
伝
統
的
信
仰
の
次
元
を
、
そ
う
 大
 ぎ
く
 は
 超
え
て
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
 
洪
秀
 含
め
 
「
天
父
上
主
皇
上
 

帝
 」
 は
 当
時
の
社
会
に
受
け
容
れ
ら
れ
る
可
能
性
を
も
 つ
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

右
に
み
た
上
帝
観
念
の
形
成
と
ほ
 ば
 並
行
し
て
、
 
洪
秀
 全
の
昇
天
・
受
命
の
神
話
が
定
着
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
 出
来
事
は
、
上
帝
に
 

よ
る
人
類
救
済
の
歴
史
と
い
う
構
想
の
う
ち
に
位
置
づ
 け
 ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
大
平
天
日
日
の
序
の
部
分
を
 引
用
し
て
独
特
の
 メ
シ
 

ャ
 思
想
の
展
開
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
 

「
当
初
、
天
父
上
主
皇
上
帝
は
六
日
に
し
て
天
地
山
海
人
 物
を
創
成
、
第
 セ
 日
に
完
工
し
た
。
上
古
の
時
は
普
天
 0
 丁
 皆
 皇
上
帝
に
感
 

 
 

謝
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
 

棚
 亜
の
時
に
当
り
世
人
 は
 邪
魔
に
誘
恐
さ
れ
 浮
楠
 な
世
界
と
な
る
。
皇
上
帝
は
大
 恕
 し
四
十
日
四
十
夜
の
 

牙 Ⅰ に る 
こ さ 

と ら 
が ) に 

  
ら (5) 
れ 竃 

    
と た   
わ   

れ 家 
る 。 ㌔ - 尾 の 

こ エ 

の 事 
よ な 
ラ イ 干 
V こ っ 

  オー @ 
『 佳 り     
袖 石 
上 や 
帝 土 
は な 
対 動 
す か 
る す 
崇 際 
拝 に 

  
そ 上 - 

0 市 
勤 は 

は 機で 僕 

  
識 がも 
の 捧 
点 げ 
で、 ら 

;150)@ 50 



如
に
一
層
悪
魔
を
信
じ
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
と
、
原
因
 

が
 説
明
さ
れ
て
い
る
。
（
こ
の
こ
と
が
、
太
平
天
国
の
 

対
 清
朝
武
力
闘
争
の
意
味
 

づ
臼
 

天国の宗教思想についての 一考察 

開
国
の
神
話
と
な
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
 は
 、
上
帝
の
四
度
の
救
済
の
契
機
と
な
っ
た
人
間
の
腐
敗
 が
 、
そ
れ
な
り
の
歴
史
 

 
 

-
 
Ⅱ
 
2
 
u
 ）
 

認
識
と
結
び
つ
け
て
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 即
 ち
 、
第
一
回
の
出
来
事
で
あ
る
「
 榔
 亜
の
洪
水
」
の
 原
 因
は
 君
王
の
心
性
 迷
檬
 

で
 尊
大
で
あ
っ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
 、
君
王
が
尊
大
で
あ
っ
た
た
め
に
祭
天
の
権
利
を
独
占
 し
 、
丞
相
以
下
庶
民
が
 

上
帝
を
祭
る
こ
と
を
禁
じ
た
こ
と
か
ら
、
人
び
と
の
 間
 に
 偶
像
崇
拝
の
風
が
起
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 第
二
回
目
の
「
 出
ェ
ジ
 

プ
ト
」
の
出
来
事
は
、
エ
ジ
プ
ト
王
が
上
帝
を
拝
す
る
，
 」
と
最
た
る
イ
ス
ラ
エ
ル
入
を
迫
害
し
た
こ
と
が
原
因
で
 起
っ
た
と
さ
れ
る
（
 こ
 

の
場
合
は
司
太
平
天
日
日
と
同
じ
）
 
0
 キ
リ
ス
ト
出
現
の
 
契
機
と
な
っ
た
第
三
回
目
の
上
帝
の
大
慈
 は
 、
黄
老
の
崇
 拝
が
秦
 王
朝
に
入
れ
 ろ
 

ね
 、
 仏
 釈
の
崇
拝
が
漢
代
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
て
、
 

そ
 こ
に
原
因
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
鷹
見
 が
 人
心
を
惑
わ
す
こ
と
 

n
.
 

り
乙
 

Ⅰ
）
 

甚
だ
し
く
、
遂
に
人
び
と
は
皇
上
帝
の
恩
徳
を
忘
れ
、
 そ
 の
 功
労
を
魔
鬼
の
そ
れ
と
取
り
違
え
る
に
至
っ
た
の
だ
 と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
 

 
 
 
 

洪
秀
全
の
昇
天
受
命
の
出
来
事
の
発
端
と
な
っ
た
第
四
 凹
目
の
上
帝
の
大
慈
 は
 、
満
洲
 族
 が
中
夏
を
奪
取
し
 、
人
 び
 と
を
誘
惑
し
て
さ
ら
㈹
 

（
 
g
-
 

l
l
 

こ
の
神
話
に
み
ら
れ
た
人
類
救
済
史
の
構
想
は
、
さ
ら
に
 詳
細
部
分
の
拡
充
が
加
え
ら
れ
「
 天
情
 道
理
 書
 」
に
 引
 継
が
れ
て
太
平
天
国
 

謝 恩 で 史 
で わ あ に 右 仁み ぎ る れる る 。 位置 
。 。 上 づ る 

な 帯 け ょ 
お な ら う 

」 ，と " 父老てひ " こ " 
こ し 三 洪 
で 、 度 秀 
、 基 日 金 
供 僧 の の 
秀 を 基 出 
金 元 督 来 
の と の 事 
愛 す 出 は 
命 る 現   
が 救 に 天 

" 世 つ 地 
房 主 ぐ 創 
姓 供 出 造 
革 秀 来 以 

合金事 的、 と四 来 
な と さ 度 
思 い れ 目 
想 う 、 の 
の 独 そ 上 
支 持 の 帝   
ら シ 塞 外 
は ヤ 督 の 
全 忠 も 恩、 
く 想 そ 典 
          こ の 
の "  で、 発 

文 ナ ま 一 露 
脈 は 役 と 
で   こ 買 し 
発 の っ て 

想 墳 て   
さ に い 上 
ね 、 る 帝 
て 成 と に 
い 立 さ よ 

る し れ る 

人類 たもこと てい 

が め る 救 
確 と の 済 

@
 
吐
 ）
 

よ
り
こ
の
世
に
送
下
さ
れ
る
に
至
る
約
四
十
余
日
な
り
。
 
」
と
続
く
。
 

れ
る
の
で
あ
る
。
 
主
 、
年
二
十
五
、
天
 酉
 （
Ⅱ
 丁
酉
 、
 
一
 八
二
 セ
年
 ）
の
 歳
 三
月
初
一
日
子
の
刻
…
…
昇
天
 

圭
 三
月
初
一
日
の
昇
天
 

 
 



洪
秀
全
が
そ
の
当
時
の
時
代
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
 把
握
し
て
い
た
か
を
知
る
資
料
は
な
い
。
だ
が
、
彼
が
 
き
時
の
社
会
に
対
 

て
 、
か
な
り
の
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
、
「
 原
 通
酸
性
 訓
 
」
（
 

2
 
2
 ）
 か
ら
憶
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
論
者
 に
お
い
て
、
洪
秀
全
 

現
実
の
世
に
対
す
る
彼
な
り
の
把
握
の
上
に
立
っ
て
 、
理
 想
 社
会
の
イ
メ
ー
ジ
を
提
示
し
、
そ
の
理
想
社
会
の
実
 現
 の
た
め
に
共
に
立
 

ろ
う
と
人
び
と
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
ま
ず
、
そ
の
論
 ヒ
 
目
を
追
う
こ
と
に
す
る
。
 

ま
ず
、
現
実
の
把
握
で
あ
る
が
、
現
在
の
世
は
「
世
道
 乖
離
、
人
心
 暁
薄
 」
の
乱
れ
た
暗
黒
の
世
と
し
て
把
握
さ
 れ
る
。
そ
し
て
、
 

か
る
世
を
現
出
せ
し
め
た
原
因
と
し
て
は
、
人
び
と
が
 「
私
」
に
 拘
 わ
っ
て
愛
憎
し
合
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
 ね
 、
人
び
と
の
見
識
 

大
な
ら
ざ
る
こ
と
、
度
量
の
狭
小
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
 れ
て
い
る
。
こ
の
「
私
」
が
個
人
の
次
元
で
問
題
に
さ
れ
 て
い
る
、
は
か
り
か
、
 

ら
に
、
 国
 ・
 省
 ・
 県
 ・
 府
 ・
 郷
 ・
 里
 そ
し
て
 姓
 と
い
っ
 た
 集
団
の
次
元
で
も
問
題
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
 倣
 い
す
る
が
、
こ
こ
 

@
 
つ
 
り
 
0
 
d
 
）
 

0
 間
 題
 設
定
は
社
会
・
人
間
の
あ
り
方
の
次
元
で
な
さ
れ
 て
い
る
。
 

そ
の
現
実
の
「
私
」
の
世
に
対
し
て
、
理
想
社
会
は
「
 公
 」
の
世
界
と
し
て
打
出
さ
れ
る
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
 、
「
唐
虞
三
代
」
、
 月ロ で さ の か 上 は し 

一 一 一 

げ
の
根
拠
で
あ
る
。
）
 

帝
王
に
よ
る
祭
天
の
権
利
の
独
占
が
ノ
ア
の
洪
水
の
因
 

と
さ
れ
、
黄
老
・
仏
陀
の
崇
拝
が
 

ィ
ヱ
ス
 の
出
現
に
結
び
 
つ
け
ら
れ
る
の
は
 
異
 

様
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
太
平
天
国
の
考
え
る
 

人
 類
 救
済
史
の
舞
台
は
、
中
国
の
枠
を
超
え
て
、
ユ
ダ
ヤ
・
 

キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
 
ま
 

で
を
包
括
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
、
天
下
Ⅱ
世
界
 

と
い
 5
 伝
統
的
な
空
間
観
を
伺
 
う
 こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
 
て
 、
か
か
る
空
間
を
得
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
洪
秀
全
や
太
平
天
国
の
出
現
も
 

、
天
 下
 Ⅱ
世
界
で
の
人
類
救
済
と
い
う
意
味
を
も
つ
，
」
と
 

に
 な
り
、
そ
の
独
特
の
 
メ
 

シ
ヤ
思
想
も
ほ
 
ば
 完
成
の
段
階
に
達
し
た
と
み
る
こ
と
が
 

出
来
る
の
で
あ
る
。
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ち
 、
儒
家
が
理
想
の
世
と
仰
ぐ
 尭
 ・
 舞
 お
よ
び
 夏
 ・
 殿
 ・
周
の
時
代
に
仰
が
れ
て
い
る
。
尭
も
舜
も
萬
（
Ⅱ
 夏
王
 朝
の
始
祖
）
も
、
湯
王
 

（
Ⅱ
 
殿
 王
朝
の
創
始
者
）
も
武
王
（
Ⅱ
周
王
朝
の
創
始
者
）
 も
 、
孔
子
も
周
公
も
、
こ
の
国
か
の
国
、
こ
の
 民
 か
の
 民
 ・
・
・
…
と
い
う
此
処
彼
 

処
の
別
を
立
て
は
し
な
か
っ
た
、
そ
の
時
代
は
天
下
は
 有
無
相
通
じ
、
患
難
 相
 救
 う
た
 時
代
で
あ
っ
た
、
と
さ
れ
 て
い
る
。
ま
た
、
理
想
 

社
会
の
原
理
も
、
儒
家
の
経
典
の
一
つ
で
あ
る
㍉
礼
記
 L
 の
 「
社
運
」
篇
に
見
え
る
「
大
同
」
に
仰
が
れ
て
い
る
 。
洪
秀
全
は
、
「
大
道
 

が
 行
な
わ
れ
る
や
天
下
は
公
と
な
る
」
と
い
う
二
旬
で
始
 ま
る
孔
子
の
大
同
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
は
を
全
部
 

-
4
 

2
 ）
 

引
 用
 し
て
、
自
己
の
論
拠
 

と
し
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
は
、
天
下
Ⅱ
世
界
は
分
け
て
 考
え
れ
ば
万
国
に
な
る
が
統
べ
て
考
え
れ
ば
実
は
一
家
 で
あ
っ
て
、
皇
上
帝
は
 

そ
の
天
下
世
間
の
共
通
の
父
、
天
下
の
男
子
は
皆
兄
弟
、
 女
子
は
皆
姉
妹
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
あ
の
 彊
 こ
の
 界
 の
 私
 」
な
ど
あ
っ
て
 

（
 
5
 
り
 
p
 
）
 

は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
大
同
は
そ
の
 ょ
う
 な
社
会
に
お
 げ
る
政
治
・
道
徳
の
原
理
と
さ
れ
て
い
る
。
 

「
 原
 道
理
世
 訓
 」
は
右
に
み
た
現
実
社
会
の
批
判
的
認
識
 、
理
想
社
会
の
提
示
に
続
い
て
、
そ
の
理
想
社
会
実
現
 に
 立
上
ろ
 う
 と
格
調
 

高
い
文
体
で
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。
 

 
 

る
 。
乱
が
極
ま
れ
ば
治
り
、
暗
が
極
ま
れ
ば
 光
 さ
す
 と
ぃ
 う
の
が
天
の
道
で
あ
る
。
 今
 

か
や
夜
が
退
い
て
日
が
昇
る
の
だ
。
願
わ
く
は
天
下
見
 
闇
 の
 我
 ら
が
兄
弟
姉
妹
、
邪
魔
の
鬼
門
を
跳
出
し
て
 上
 帝
 の
 真
 道
を
循
行
 し
、
 時
に
 

け
 
天
威
を
凛
し
く
し
努
め
て
 天
 誠
に
 遭
 わ
ん
こ
と
を
。
 相
 と
も
に
身
を
淑
く
し
世
を
淑
く
し
、
相
と
も
に
己
を
 正
し
人
を
正
し
、
相
と
も
に
 

つ
 

-
 
祷
 ）
 

に
 
中
流
の
砥
柱
と
な
り
、
 

相
 と
も
に
自
働
の
 狂
澗
を
挽
め
、
 行
き
て
天
下
一
家
と
 も
に
太
平
を
享
く
る
の
を
見
よ
う
で
は
な
い
か
。
」
 

 
 
 
 
才
穏
 
こ
の
呼
び
か
け
の
う
ち
に
は
、
理
想
社
会
実
現
 の
 可
能
性
に
つ
い
て
の
確
信
、
反
面
、
現
状
に
対
す
る
 強
 ぃ
 否
定
の
態
度
、
所
謂
、
 現
 

め
状
 否
定
の
姿
勢
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
 現
世
は
全
能
の
神
上
帝
が
か
く
あ
ら
し
め
た
も
の
で
あ
 り
 、
そ
こ
に
は
人
知
を
超
え
 

因
月
 た
意
味
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
、
と
す
る
現
世
 受
 容
の
態
度
は
、
「
戻
道
 酔
世
訓
 」
に
は
、
そ
の
片
鱗
 す
 ら
 伺
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

赳
 
洪
秀
全
は
、
強
烈
な
使
命
感
を
籠
め
て
、
あ
る
べ
き
 社
会
の
姿
、
大
道
の
行
な
わ
れ
る
「
 公
 」
の
世
の
 々
メ
 ｜
ジ
を
 打
ち
出
し
て
お
り
、
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ま
た
、
社
会
の
追
求
さ
る
べ
き
理
想
目
標
と
し
て
大
同
を
 掲
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
洪
秀
全
の
大
同
に
対
す
る
態
度
と
、
 彼
 が
 引
用
し
た
「
礼
記
」
 礼
運
 篇
の
冒
頭
に
出
て
来
て
大
 同
を
語
る
孔
子
の
そ
 

れ
と
は
、
全
く
対
照
的
に
相
違
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
 深
い
こ
と
で
あ
る
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
洪
秀
全
は
 、
大
 同
 に
つ
い
て
語
っ
た
 孔
 

子
の
こ
と
ば
は
一
字
一
句
違
え
る
こ
と
な
く
引
用
し
て
 い
る
の
で
あ
る
が
、
㍉
礼
記
 L
 原
典
に
お
け
る
前
後
の
文
 脈
は
 、
こ
れ
を
無
視
し
 

て
い
る
の
で
あ
る
。
問
題
は
、
洪
秀
全
の
引
用
の
し
が
た
 、
あ
る
い
は
「
礼
記
 ヒ
 社
運
の
読
み
方
と
い
う
こ
と
に
 あ
る
が
、
洪
秀
全
は
原
 

典
の
文
脈
か
ら
離
れ
て
、
独
自
の
思
想
的
文
脈
で
、
 孔
 子
の
大
同
に
つ
い
て
の
こ
と
ば
を
 把
 え
て
い
る
の
で
あ
る
 。
以
下
、
大
同
に
対
す
 

る
 姿
勢
の
相
違
と
い
う
観
点
か
ら
、
孔
子
と
洪
秀
全
の
比
 較
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
 

「
礼
記
」
の
「
社
運
」
で
は
、
孔
子
 は
 、
「
大
同
」
に
 っ
 い
て
述
べ
た
あ
と
に
、
引
続
い
て
、
そ
れ
と
対
比
的
に
「
 小
康
」
に
つ
い
て
 語
 

-
 
つ
 
2
 
1
 
）
 

っ
て
い
る
。
そ
こ
に
登
場
す
る
孔
子
は
、
春
秋
末
の
魯
の
 国
の
現
状
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
嘆
き
、
し
か
も
、
 目
 前
 の
そ
の
嘆
か
わ
し
 ぎ
 

現
状
を
、
如
何
に
す
れ
ば
よ
り
よ
い
状
態
に
な
し
 ぅ
る
 か
 、
と
い
う
問
題
意
識
を
抱
い
て
、
弟
子
の
言
 堰
に
 社
会
 の
あ
り
方
に
つ
い
て
 語
 

っ
て
い
る
。
孔
子
は
そ
こ
で
は
、
「
大
道
の
行
な
わ
れ
た
 」
大
同
の
世
と
「
三
代
の
英
（
Ⅱ
夏
の
始
祖
の
再
、
 段
 の
 湯
王
、
周
の
文
・
 武
 

・
成
の
各
 王
 と
周
公
）
」
の
時
代
の
小
康
の
世
を
、
と
も
 に
 社
会
の
理
想
的
な
あ
り
方
と
し
て
提
示
す
る
。
大
同
 を
 理
想
と
し
て
掲
げ
る
 

点
で
は
洪
秀
全
と
変
り
は
な
い
が
、
孔
子
の
そ
れ
に
 対
 す
る
姿
勢
は
洪
と
は
同
じ
で
な
い
。
孔
子
は
「
大
道
の
行
 わ
れ
る
や
天
下
は
公
 と
 

為
っ
た
」
世
を
追
想
の
そ
れ
を
大
同
と
し
て
社
会
の
理
 想
 と
し
た
。
他
方
、
「
今
や
大
道
既
に
隠
れ
て
天
下
は
（
 人
君
の
）
 家
 
（
 
産
 ）
 と
 

な
っ
て
い
る
」
と
い
う
時
代
認
識
が
彼
に
忙
あ
り
、
 し
 か
も
、
そ
の
よ
う
な
世
を
峻
拒
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
 ょ
 9
 な
世
は
現
実
的
に
迫
 

求
 さ
る
 べ
 ぎ
目
標
と
し
て
「
三
代
の
英
」
の
世
の
小
康
 を
 掲
げ
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
孔
子
は
そ
こ
で
、
極
め
 て
 現
実
的
な
方
策
、
例
 

え
ば
、
君
臣
父
子
兄
弟
夫
婦
と
い
っ
た
人
間
関
係
を
規
 制
す
る
「
礼
義
」
 や
 、
ま
た
、
制
度
を
設
 け
田
 里
を
立
て
 る
こ
と
、
な
ど
に
つ
い
 

て
 言
及
し
、
「
三
代
の
英
」
た
る
 萬
 ・
湯
王
・
文
王
・
 武
 王
 ・
成
王
・
周
公
の
六
君
子
は
そ
れ
ら
を
よ
く
用
い
た
 が
こ
の
六
君
子
の
原
理
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大平天国の宗教思想   ほ つい   の 一考察 

く
 実
現
す
べ
 
き
 使
命
と
い
う
重
量
感
を
も
っ
て
彼
に
迫
 っ
て
来
る
。
洪
秀
全
に
は
、
 

「
礼
記
 ヒ
礼
運
 に
登
場
す
る
孔
子
に
み
ら
れ
る
思
想
 
鵠
 

 
 
 
 

れ
る
社
会
を
こ
の
世
に
実
現
す
べ
き
時
で
あ
り
、
こ
の
 @
 」
と
こ
そ
上
帝
が
彼
に
下
し
た
使
命
な
の
で
あ
る
。
大
同
 
は
 
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
 
は
な
 
㈹
 

が
 「
 礼
 」
で
あ
っ
た
と
し
て
、
自
己
の
立
場
を
こ
の
 聖
 王
 た
ち
に
仮
託
し
て
い
る
。
大
同
と
対
比
す
れ
ば
小
康
 と
 て
も
否
定
さ
る
べ
 き
悪
 

し
き
状
態
で
あ
ろ
う
。
大
道
は
も
は
や
隠
れ
て
し
ま
っ
た
 と
い
う
感
慨
が
孔
子
に
は
あ
っ
た
。
だ
が
孔
子
は
 、
そ
 の
 悪
し
き
状
態
に
つ
い
 

て
も
、
さ
ら
に
、
よ
り
善
き
状
態
と
よ
り
悪
し
き
状
態
を
 追
究
し
、
そ
の
悪
し
き
状
態
を
、
大
同
の
理
想
に
は
 及
 ぶ
べ
く
も
な
い
に
し
て
 

も
 、
多
少
な
り
と
も
善
 き
 状
態
に
持
っ
て
行
こ
う
と
す
 る
 。
い
き
な
り
大
同
の
理
想
へ
と
は
 荷
 っ
て
い
な
い
の
で
 あ
る
。
よ
り
柔
軟
で
、
 

現
実
主
義
的
姿
勢
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
 だ
 が
 、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
か
か
る
姿
勢
か
ら
は
 徹
 底
 し
た
現
状
否
定
が
出
 

て
 来
な
い
こ
と
で
あ
る
。
大
同
と
い
う
理
想
は
司
礼
記
 L
 に
お
け
る
孔
子
の
場
合
、
こ
の
 ょ
う
 な
精
神
的
機
制
で
 受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
 

の
で
あ
る
。
大
同
は
、
魯
国
の
嘆
わ
し
ぎ
現
状
を
目
の
当
 り
に
す
る
孔
子
に
は
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
 的
 重
み
し
か
感
じ
 ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
 

ろ
 う
 。
 

一
方
、
洪
秀
全
は
大
同
に
彼
自
身
の
使
命
を
読
み
取
っ
て
 い
ろ
。
反
面
、
孔
子
が
目
標
と
し
、
ま
さ
に
そ
れ
を
 自
 己
の
思
想
的
立
場
の
 

基
礎
と
す
る
小
康
に
は
、
何
の
意
味
を
も
見
出
し
て
い
 な
い
。
こ
こ
が
孔
子
と
洪
秀
全
の
別
れ
道
で
あ
っ
た
。
 洪
 秀
 全
は
孔
子
が
区
別
し
 

た
 「
大
道
の
行
な
わ
れ
た
し
時
代
と
「
三
代
の
英
」
の
時
 代
を
識
別
し
て
い
な
い
。
彼
に
と
っ
て
は
「
 自
 盤
古
 至
 二
 一
代
」
・
「
唐
虞
五
一
代
」
 

ほ
 黄
金
時
代
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
 再
 区
分
さ
れ
て
い
な
い
 。
彼
の
頭
脳
に
は
小
康
の
宿
る
べ
き
余
裕
は
な
か
っ
た
 の
で
あ
る
。
洪
秀
全
に
 

と
っ
て
は
、
嘆
か
わ
し
ぎ
現
状
は
徹
底
に
否
定
さ
る
べ
 き
 で
あ
り
、
追
求
さ
る
べ
き
は
第
一
義
的
な
理
想
社
会
以
 外
の
何
物
で
も
な
か
っ
 

た
の
で
あ
る
。
 

洪
秀
全
に
お
い
て
は
理
想
と
現
実
は
裁
 然
 と
し
て
三
津
 北
 自
反
と
し
て
 把
 え
ら
れ
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
は
現
実
は
 悪
 で
あ
り
完
全
に
否
 

定
 さ
る
べ
 き
 も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
拝
上
帝
と
い
う
 大
道
は
今
な
お
依
然
と
し
て
隠
れ
ず
、
 否
 、
今
こ
そ
ま
さ
 に
こ
の
大
道
の
行
な
わ
 



想 後 げ 封 国 間 者 か ろ を 値 
ぅ と を 
。 る 多 

条 当 そ る 北 元   
ヒ の で ね い い 司 決 は 教 

手 仕 
と さ 

の 間 の は る ぅ る を 世 説   せ 
前 額 洪 、 の 補 の 重 来 が 
丈 に 秀 洪 を 佐 は ね な 確 

徹 る 
底 可 
的 能 
な ・ 性 立され 全の全の対に取上ついて 秀 みた。 -8 ） 2 がある 凹羅 で ている いもの 四 現 は 

げ 検 決 裁 右 如 あ 。 で る 状 窒 
ら 討 の 説 の く る 本 あ た 百 鳥、 
れ を し の 反 、 と 稿 る め 

れ @ 一 
定 さ 
の せ 
姿 ら 

勢 れ 
を て 
と し 

る ま 
  洪 っ 
つ 
あ 

秀 て 
全 い 

る     
  

そ 人 こ 
  の の 

第 村 雨   
  

観 者 

  
度 想 

統   の 形 
的 
中 

柑 式 
違 の 

国 に 相 
社 伴 違 
会 っ が ; 

で帝 

て   
い 究 

王 も柳 
の 

る 極 
こ 的 

特 と に 
権 がミ は 
で   
あ 

指 現   は く い と 
  " 本 前 と " 過 し の 

満 株 
で 上 日 

ナ - @ と 稿 文 決 着 程 慣 対 
い で に 蚕 玉 で 行 狭 

ぎ 定 

祭天 

る 的 
ぅ は 収 金 め 、 的 を で、 態 

の 思 最 上 が 治 人 な 免 あ 皮 

つ め 
て つ 

は ぎ 
  K- - 
恨 ま 

た 本殿   
  
定 か 
さ ぅ 

れ 具 
ナ -  @  ム 口 
「 ノ， - 
善 無   
悪 に 

」 多 

元任 二分 

渋 さ   
る 

そ 可 
の 貫目 
段 ， 性   
で、 あ 
固 る 
定 美 
し 軟 
て な 
し ，思 
ま 想   
、 式 

その 
先 は 
に み 
@T  ら 
通 れ 
用 な 
さ い   
  
思 頭   
  ワ @ - 
価 あ 

(156) 

%
 太
「
 善
 １
票
」
の
二
分
法
を
根
本
的
段
階
に
ま
ず
 設
 足
 し
、
つ
ぎ
に
、
そ
の
「
 悪
 」
に
つ
い
て
も
「
 善
 １
票
」
 二
分
法
を
適
用
し
 、
そ
 
㏄
 



時
の
捉
え
る
所
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
故
に
今
、
皇
上
 
帝
は
世
人
を
哀
憐
 し
、
 
大
い
に
熊
手
を
伸
し
て
世
人
を
 救
い
 魔
 鬼
の
手
か
ら
脱
せ
し
 
 
 
 
 

天
め
 、
世
人
を
反
省
さ
せ
て
再
び
転
じ
て
こ
の
大
道
を
 歩
ま
せ
よ
う
と
さ
れ
る
の
だ
。
こ
れ
は
 乃
ち
、
皇
 上
帝
の
格
外
の
恩
典
で
あ
㈹
 

国
 

（
 
l
,
 

Q
3
 

）
 

が
る
。
醒
め
ざ
る
者
が
 、
 反
っ
て
 番
国
 に
従
 う
 な
ど
と
 説
く
 、
 何
と
甚
だ
し
く
も
 魔
鬼
 に
心
を
迷
わ
さ
れ
た
こ
 と
か
。
」
 

 
  
 

は
あ
る
の
を
知
ら
な
い
の
だ
。
盤
古
 
よ
 り
三
代
に
至
る
 、
君
民
は
皆
皇
上
帝
を
敬
拝
し
た
の
だ
。
・
・
・
…
蓋
し
 

、
 皇
上
帝
を
拝
す
る
と
い
う
こ
 

い
の
大
道
は
、
中
国
 蕃
 国
の
史
実
に
鑑
み
て
 
考
，
 
え
る
と
、
当
初
 
幾
 千
年
は
、
中
国
も
番
国
も
倶
に
同
じ
く
 

、
こ
の
大
道
を
行
っ
た
の
で
 

相
ぃ
 

，
 

ぬ
 
あ
る
。
だ
が
、
西
洋
蕃
国
が
こ
の
大
道
を
一
貫
し
て
 

歩
ん
で
来
た
の
に
対
し
て
、
中
国
は
奏
 

漢
 以
降
誤
っ
て
 
鬼
路
 に
入
り
込
み
、
閻
羅
 
妖
 

の一 

「
 又
 妄
説
が
あ
っ
て
「
皇
上
帝
を
拝
す
る
の
は
 番
国
 
（
 の
 や
り
方
）
に
従
う
も
の
だ
 ヒ
 と
い
う
。
中
国
に
は
考
慮
 す
べ
き
史
実
の
鑑
が
 

%
 
 後
の
両
底
地
方
に
は
、
中
華
意
識
の
昂
揚
が
み
ら
れ
 

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
 

云
う
。
 

ま
た
、
第
二
は
、
 洋
 上
帝
と
い
う
の
は
西
洋
 蕃
 国
の
 真
 似
 で
あ
る
、
と
い
う
反
論
が
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
 ア
ヘ
 ン
 戦
争
後
 セ
 2
 八
年
 

伯
 で
あ
っ
た
頃
に
、
両
者
と
も
上
帝
に
 

拝
事
 し
た
事
例
 が
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
 
拘
 わ
ら
ず
、
上
帝
は
両
者
を
看
 
顧
 し
 、
湯
王
を
王
に
 
、
文
 

王
の
場
合
は
そ
の
子
武
王
に
天
下
を
取
ら
せ
て
い
る
で
 

は
な
い
か
、
と
追
討
ち
を
か
け
て
い
 

る
 
。
（
 

0
-
3
 

こ
の
よ
う
に
反
駁
し
て
お
い
て
、
さ
ら
に
、
 商
 
（
Ⅱ
 
殿
 ）
 の
 湯
王
が
ま
だ
王
に
な
ら
ず
諸
侯
で
あ
っ
た
頃
、
あ
る
 い
は
周
の
文
王
が
 西
 

子
で
あ
る
。
君
長
だ
け
が
皇
上
帝
を
拝
し
 

ぅ
 る
の
だ
と
 一
 
乙
う
の
な
ら
ば
、
こ
こ
に
家
中
の
父
母
に
つ
い
て
問
 

う
、
 ま
さ
か
長
子
だ
け
が
 
父
 

母
 仁
孝
順
た
り
う
る
と
い
う
の
で
は
あ
る
ま
い
、
と
。
」
（
 

9
 
2
 

）
 

書
 日
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
 

や
や
 

「
…
…
今
、
魔
鬼
に
 
心
 腸
を
迷
わ
さ
れ
た
者
が
 、
 動
も
す
 れ
ば
同
君
 狂
 
（
Ⅱ
 王
 ）
の
み
が
皇
上
帝
を
拝
し
 ぅ
る
 の
 だ
 L
 と
説
く
。
皇
上
 

帝
は
天
下
此
間
の
共
通
の
父
で
あ
っ
て
、
君
長
は
そ
の
 寵
子
、
善
 正
 な
る
者
は
そ
の
角
子
、
庶
民
は
そ
の
恵
子
、
 

強
暴
な
る
者
は
そ
の
 頑
 

権
利
に
関
係
す
る
問
題
で
あ
る
。
即
ち
、
帝
王
の
み
が
 上
帝
を
祭
 祖
 で
き
る
の
だ
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
 こ
と
に
関
し
て
㍉
 天
条
 



以
上
の
よ
う
に
、
 拝
 上
帝
と
い
う
根
本
教
説
の
正
当
性
 の
 根
拠
は
、
上
古
の
世
、
「
 自
 盤
古
 圭
 三
代
」
の
世
に
 仰
 が
れ
て
い
る
。
 
ま
 

た
、
 既
に
み
た
如
く
、
使
命
と
し
て
実
現
す
べ
き
理
想
 社
会
、
「
 
公
 」
の
世
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
 向
 礼
記
 L
 社
運
 篇
の
 大
同
の
世
に
仰
が
れ
て
 

（
。
 

ウ
 
3
 ）
 

い
る
が
、
こ
れ
も
洪
秀
全
に
と
っ
て
は
上
古
の
世
、
「
 唐
 虞
 三
代
」
の
世
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
 洪
秀
全
お
よ
び
彼
を
首
 

-
A
 

Ⅰ
 
U
 
）
 

領
 と
裁
 く
 太
平
天
国
は
、
一
貫
し
て
、
そ
の
根
本
思
想
 の
 正
当
性
の
保
証
を
「
 自
 盤
古
 圭
 三
代
」
Ⅱ
「
唐
虞
三
代
 」
の
 世
 、
な
い
し
、
 そ
 

の
時
代
の
大
道
に
仰
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
時
代
は
 、
他
方
、
儒
教
的
歴
史
観
に
 ょ
 れ
ば
、
聖
王
・
先
賢
の
 道
 が
行
な
わ
れ
た
黄
金
 

時
代
で
あ
り
、
儒
家
の
立
て
る
道
統
の
根
源
と
仰
が
れ
 る
 時
代
で
あ
る
。
勿
論
、
儒
家
と
洪
秀
全
と
は
、
そ
の
 思
 想
 内
容
と
い
う
点
で
は
 

同
じ
で
な
い
。
し
か
も
、
そ
れ
に
も
 杓
 わ
ら
ず
、
 洪
秀
 会
 は
、
自
己
の
思
想
の
正
当
性
の
問
題
の
解
決
に
際
し
て
 は
 、
儒
家
の
道
統
の
考
 

（
 
5
 
3
 ）
 

え
方
と
 、
 仰
ぐ
根
源
お
よ
び
形
式
に
お
い
て
軌
を
一
に
 し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
洪
秀
全
も
、
主
観
的
に
 は
 中
国
の
儒
教
的
文
化
 

伝
統
に
帰
属
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
運
動
の
主
観
 的
 意
図
は
、
究
極
的
に
は
自
己
の
帰
属
す
る
中
国
の
文
化
 伝
統
の
根
源
に
立
ち
帰
 

ろ
 う
 と
す
る
、
復
古
主
義
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 

一
般
に
、
思
想
な
い
し
宗
教
は
、
そ
れ
が
仰
ぐ
正
当
性
の
 根
拠
に
よ
っ
て
 、
大
 ぎ
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
 き
 る
で
あ
ろ
う
。
第
一
 

ほ
 復
古
型
と
体
す
べ
き
も
の
で
、
正
当
性
の
根
拠
を
自
 己
の
帰
属
す
る
文
化
伝
統
に
仰
ぐ
型
の
も
の
で
あ
る
。
 第
 二
は
自
己
の
属
す
る
 文
 

化
 伝
統
以
外
（
例
え
ば
外
来
の
そ
れ
）
に
そ
の
正
当
性
 の
 保
証
を
仰
ぐ
型
の
も
の
で
、
第
一
の
復
古
型
に
対
し
て
 革
新
型
あ
る
い
は
変
革
 

型
 と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
両
者
は
、
 当
面
す
る
現
状
に
対
す
る
否
定
的
契
機
を
そ
の
姿
勢
の
 う
 ち
に
内
蔵
す
る
点
で
 

は
 共
通
す
る
が
、
そ
の
否
定
さ
る
べ
 き
 現
状
の
把
握
の
し
 か
た
、
意
味
 づ
 げ
と
い
う
点
で
は
、
対
照
的
な
相
違
を
 示
す
。
革
新
型
の
場
合
 

ほ
 、
現
状
は
原
理
そ
の
も
の
が
悪
で
あ
り
、
別
な
原
理
に
 即
し
て
変
革
さ
る
べ
 き
 も
の
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
 て
 、
復
古
型
は
現
状
は
 

 
 

段
 の
 
湯
 、
周
の
文
・
武
の
諸
王
や
頴
 壊
が
 為
し
た
洋
上
 帝
は
番
目
の
ま
ね
か
、
と
い
い
、
右
の
如
く
反
駁
す
る
の
   

 
 
 
 
 
 

洪
秀
全
は
、
「
書
経
」
・
「
詩
経
 
ヒ
 ・
「
易
経
」
を
典
拠
に
 
、
 大
昔
か
ら
三
代
に
至
る
間
は
君
民
一
体
で
上
帝
を
拝
し
 た
と
し
、
そ
の
上
で
、
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原
理
が
歪
曲
さ
れ
て
 惰
 落
し
た
状
態
に
あ
り
、
そ
の
 原
 理
 に
即
し
て
純
化
矯
正
し
本
来
の
姿
に
帰
さ
れ
ね
ば
な
ら
 な
い
と
す
る
。
両
者
と
 

も
 現
状
否
定
と
い
う
態
度
を
と
る
可
能
性
を
も
つ
点
で
 は
 共
通
す
る
が
、
注
目
す
べ
き
点
は
、
復
古
型
の
場
合
、
 原
理
が
歪
曲
さ
れ
た
と
 

す
る
現
状
に
も
、
ど
こ
か
に
な
お
、
そ
れ
を
軸
と
し
て
 現
状
の
転
換
を
は
か
る
べ
き
要
素
、
そ
れ
に
よ
っ
て
伝
統
 0
 本
源
に
連
な
る
こ
と
 

の
で
き
る
要
素
の
存
在
が
、
原
理
的
に
承
認
さ
れ
て
い
 る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
国
学
復
古
神
道
は
、
神
仏
 
習
合
以
前
の
古
い
時
代
 

に
 、
惟
神
の
道
・
祭
政
一
致
と
い
う
理
想
を
設
定
し
 、
そ
 こ
へ
の
復
帰
を
意
図
す
る
王
政
復
古
の
 ス
 p
 ー
ガ
ン
を
 掲
げ
る
点
で
復
古
型
 思
 

想
の
典
型
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
当
面
す
る
幕
末
の
 現
状
に
、
政
権
を
剥
奪
さ
れ
専
ら
祭
礼
の
み
に
そ
の
機
能
 を
 限
定
さ
れ
て
い
た
 天
 

皇
嗣
と
い
う
要
素
の
存
在
が
、
原
理
的
に
承
認
さ
れ
て
 い
る
。
太
平
天
国
の
場
合
は
、
か
か
る
要
素
と
し
て
、
白
玉
 
帝
 に
限
定
さ
れ
た
祭
天
 

の
 儀
礼
と
、
中
国
一
般
に
行
き
一
日
一
っ
て
い
る
天
の
思
想
を
 

指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
も
、
 こ
の
思
想
は
復
古
型
の
 

特
徴
を
備
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

し
か
し
乍
ら
、
洪
秀
全
の
立
て
る
上
帝
は
、
実
際
に
は
 各
 種
の
神
神
を
崇
拝
対
象
と
す
る
伝
統
的
宗
教
思
想
の
否
 定
の
上
に
立
つ
唯
一
 

祭
神
的
性
格
を
も
つ
神
で
あ
り
、
ま
た
、
ノ
 
ア
 の
方
舟
 、
 田
ヱ
ジ
プ
ト
、
 イ
ヱ
ス
 の
降
臨
と
い
う
人
類
に
恩
愛
 を
 垂
れ
、
今
ま
た
洪
秀
全
に
 

考
 
か
 
救
世
を
命
ず
る
神
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
 神
 観
念
は
 中
国
の
当
時
は
お
ろ
か
如
何
な
る
時
代
に
も
存
在
し
な
 か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
 

パ
は
 明
ら
か
に
、
文
化
伝
統
を
異
に
す
る
キ
リ
ス
ト
教
 と
の
接
触
を
契
機
と
し
、
洪
秀
全
の
そ
れ
に
対
す
る
 
独
特
の
受
け
取
り
方
に
よ
っ
 

-
 
㏄
）
 

い
て
、
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
彼
の
思
想
 
0
 車
新
的
要
素
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
 洪
 秀
 全
自
身
は
 、
 前
に
引
用
し
 

 
 
恕
た
 「
 天
 集
書
ヒ
 の
 考
え
方
に
み
ら
れ
る
よ
さ
に
、
 西
 洋
 諸
国
の
キ
リ
ス
ト
教
を
上
古
の
世
仁
は
中
国
に
も
み
 ら
れ
た
 拝
 上
帝
の
道
の
生
 き
 

時
た
 模
範
と
み
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
 ょ
う
 に
 、
洪
秀
全
は
、
外
来
の
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
的
文
化
 伝
統
と
、
中
国
の
儒
教
的
立
 

ぬ
化
 伝
統
が
 、
 全
く
別
な
起
源
を
も
っ
も
の
で
あ
る
，
 」
と
を
識
別
す
る
こ
と
な
く
、
両
者
を
同
一
源
泉
か
ら
 発
 す
る
も
の
と
し
て
、
後
者
の
 

か
も
っ
天
の
思
想
や
祭
天
の
儀
礼
を
手
が
か
り
に
前
者
 
に
 属
す
る
 神
 観
念
を
習
合
し
整
理
を
加
え
て
、
「
天
父
 土
圭
皇
上
帝
」
の
観
念
を
作
 
59@ (159) 



を 伝 理 全 ク丈 

以 現 斤 味、理 任 五 」否定 @. ｜ ㈹当 統の 想社 ｜ 」 2@ ｜ を救 ㈱太 立てて 天国運 観 。 

の し 面 白 会 の 世 平 、 動 想     
運 、 の 代 の 運 主 夫 か は と 本 ら 

動 そ 現 に あ 動 と 国 か 籠 現 稿 
が の 伏 そ り の な は る め 実 で   

  
三宝 口 

五 具 に の 方 当 し 唯 統 ら 、 は せ 

ず、 洪秀全 全 てる 体的な 対して 保証を をその 事者は 天下 一神的 点から 意 れた 思想の 結 そ 
の 

能イは の メ " 求大 め道 根性格平に当 " Ⅱ性大味 正 の 新 び た 
  め   ワ @ - 
神 で の 古 わ 説 八 つ の る 各 の 
  あ 次 型 れ で 類 上 坂 当 開 創 
上 る 元 の た あ 散 斎 説 事 題 始 

国 
際 

的 者 に ヶこ 世   界 
と 

@ Ⅴ 
乙ソ 

感 
覚 
の 

  す 定 
未 
  

キ る を   執 キ - 
リ な と   
ス ど り 

ど 一 一 一   思想へ ぐな 唐虞 る 。 を崇拝 とする である のいと 

指摘 

数 間 宗 、 代 対 。 が な と で、 

的 じ 教 自 」 豪 邸 、 み 発 ぎ 

説文化（１１ く 

已 め る 

0 世 す に立 曝 ち、 最後 把 の と 

崇拝 伝統 伏 否 
恨 め る思 て、 y こ、 握 を 考 
本 天 ，え 

と 足 付 忠 道 独 本 誌 想 て 

想 と 特 稿 み を @@@@ 

のの 接姿 象 ） の な の で   て 文才 る 

触 勢 め 正 し   得 来 象 
な な 次 当   た た に 
そ と 元 @ 生 ま ヤ 
の っ で、 

限     
に た 思 
つ   

り 水 指 
想 の 稿 導 

も、 形成 L て 、 い 実 ヤ @ ヒ デ 0 者   よ l 自 決   は さ   
の 

タ 的 秀 
機 自 る て を は 全 
と 神 己 べ 

供香 

組 太 の 
し 神 の ぎ み 平 意 

り
 上
げ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
神
を
拝
す
る
こ
と
は
彼
の
 

伝
統
に
は
な
か
っ
た
。
そ
の
神
を
彼
の
属
し
た
文
化
 
伝
統
の
始
源
に
設
定
し
㏄
 



太平天国 の 宗教思想についての 一考察 

註
 

改
宗
し
た
中
国
人
。
こ
の
書
は
ロ
ン
ド
ン
伝
道
会
に
よ
っ
て
 認
 め
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
入
門
書
と
い
う
性
格
を
も
つ
。
な
お
㍉
 幻
想
し
第
四
章
 二
 

（
 1
 ）
円
円
目
 ハ
ヨ
ヴ
 
の
「
的
 
@
 づ
プ
 の
 せ
 @
 
ゑ
 0
 コ
 0
 （
下
目
的
の
ざ
 @
 円
 お
 オ
の
 
Ⅰ
 ダ
 
a
c
 
年
 O
 「
お
ぎ
の
 藍
 
（
 
ゴ
の
 木
毛
 り
コ
 
幅
 l
 組
Ⅰ
 コ
の
目
は
 
3
 ざ
 タ
 
%
 0
 コ
む
 
l
 ポ
 o
 コ
 N
 、
 ）
の
り
も
・
 

の
下
の
 
ロ
 ・
 
ド
 
こ
の
 酋
 よ
り
の
引
用
は
、
青
木
富
太
郎
訳
 司
 洪
秀
全
 の
 幻
想
 口
 （
以
下
コ
幻
想
」
と
略
記
す
る
。
生
活
社
・
昭
和
 
士
 -
 
八
年
刊
）
を
 、
簡
 

・
 簡
 又
又
課
口
 太
平
天
国
辺
 義
記
 L
 （
中
国
近
代
史
貸
料
叢
刊
 

コ
 大
平
天
田
口
Ⅱ
   

（
 2
 ）
 
梁
托
著
 ㍉
勤
仕
良
 @
@
 

仁
 
香
港
・
一
八
三
二
年
刊
（
台
湾
 学
生
書
局
発
行
・
中
国
史
学
叢
書
 第
 Ⅱ
 巻
 
・
民
国
五
四
年
刊
の
 
も
の
を
参
照
）
。
こ
の
 

春
の
撰
者
突
発
（
又
は
丑
岡
光
、
号
は
学
 善
 居
士
）
は
、
ロ
ン
 ド
ソ
 伝
道
会
の
牧
師
ミ
ル
ン
 ミ
 @
 辞
す
 ミ
ぎ
ヨ
 
の
手
に
よ
っ
 
て
 キ
リ
ス
ト
教
に
 

五
 !
 四
六
頁
参
照
。
 

（
 
3
 ）
月
目
 相
ゅ
 
」
 
@
 第
四
章
四
七
頁
 参
孟
照
 
。
 

（
 
4
 ）
阿
古
、
第
五
章
五
三
 f
 四
頁
参
照
。
 

（
 
，
 
f
 
こ
 
同
太
平
天
日
 口
宍
 太
平
天
国
資
料
 L
 
一
九
五
九
年
中
華
 
圭
 
同
局
 刊
 所
収
、
一
 

0
f
 

一
頁
。
以
下
、
一
々
 断
 わ
ら
な
い
が
 
司
 太
平
天
日
 L
 は
こ
の
 刊
 

ボ
を
 利
用
す
る
。
）
参
照
。
こ
こ
で
は
孔
子
は
、
そ
の
功
は
過
 を
 補
 う
 も
の
と
し
て
許
さ
れ
、
天
堂
に
て
永
遠
の
福
を
享
け
る
 こ
と
を
保
証
さ
れ
 

る
 。
儒
教
は
拝
上
帝
と
い
う
点
で
の
み
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
の
で
 あ
る
。
 

（
 
6
 ）
 
コ
 太
平
天
日
 
J
 七
 ?
 
一
 三
頁
参
照
。
 

（
 7
 ）
「
 原
 道
貞
 世
訓
 」
は
、
同
太
平
詰
圭
三
に
収
め
ら
れ
て
い
 

る
 0
 
現
在
口
天
平
詔
書
 L
 に
収
め
ら
れ
て
い
る
他
の
三
篇
、
「
 原
道
 救
世
 歌
 」
・
「
目
玉
 

歌
 」
・
「
尿
道
 醒
 世
諦
」
の
原
型
は
、
一
八
四
五
 @
 六
年
頃
成
立
 
し
た
と
 巴
 わ
れ
る
が
、
「
 原
 追
賞
 世
訓
 」
は
、
そ
れ
よ
り
少
々
   

も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
 日
 幻
想
 ヒ
 第
七
章
七
三
頁
 
コ
 太
平
入
 目
ヒ
三
 
一
頁
参
照
。
ま
た
、
刊
本
の
肝
 

旧
 、
接
 牒
丈
に
 
つ
い
て
 両
舌
 宙
三
 
「
太
平
 

天
国
詔
書
の
改
正
に
つ
い
て
」
台
東
洋
学
報
 ヒ
 第
三
三
巻
第
二
 号
 所
収
）
参
照
。
本
稿
で
利
用
す
る
テ
ク
ス
ト
は
、
以
下
単
に
 負
数
の
み
を
記
す
㊤
 
 
 
 
 

る
ほ
と
ど
め
る
が
 司
 太
平
天
国
し
Ⅰ
に
所
収
の
も
の
で
あ
る
（
 九
二
 l
 九
頁
）
。
 

も
 
1
 

（
 8
 ）
「
 原
 追
賞
性
調
」
九
四
頁
。
 

な
が
ら
も
、
当
事
者
は
こ
れ
を
自
己
の
属
す
る
儒
教
的
 

文
化
伝
統
の
始
源
に
仰
い
で
い
る
こ
と
、
ま
た
、
伝
統
的
 

宗
教
崇
拝
の
否
定
や
現
 

在
の
社
会
に
対
す
る
強
烈
な
否
定
の
態
度
の
背
後
に
は
 
「
 善
 １
票
」
を
 歓
 然
と
し
て
峻
別
す
る
思
想
形
式
が
 

伺
 わ
れ
る
こ
と
、
な
ど
は
 

こ
の
運
動
の
類
 
形
的
 特
色
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
 



（
 
9
 ）
阿
古
、
九
三
頁
参
照
。
 

（
 
皿
 ）
 
同
右
 、
 同
頁
 参
照
。
 

（
Ⅱ
）
国
吉
、
九
四
 ?
 
五
頁
参
照
。
 

（
は
）
国
吉
、
九
五
頁
参
照
。
 

（
㎎
）
阿
古
、
九
六
頁
参
照
。
 

（
Ⅱ
）
 同
右
 、
 九
セ
頁
 参
照
。
 

（
 
蝸
 ）
阿
古
、
 
同
頁
 参
照
。
 

（
㏄
）
「
入
集
書
 L
 閂
 太
平
天
国
 L
I
 
所
収
、
以
下
真
教
の
み
 記
 す
る
）
七
四
 
!
 
セ
 、
八
二
ー
三
頁
 参
昭
 。
そ
の
成
立
に
つ
い
 て
は
 
司
 幻
想
 口
 第
セ
 章
 

八
九
頁
参
照
。
ま
た
、
刊
本
の
新
旧
、
操
版
本
に
つ
い
て
は
、
 両
舌
 宙
三
 
，
前
掲
論
文
参
照
。
な
お
、
洪
秀
全
は
、
一
八
四
七
 
@
 
八
年
頃
、
拝
上
 

市
会
の
首
領
に
収
ま
る
が
、
こ
の
頃
押
上
帝
会
は
宗
教
結
社
と
 し
て
一
つ
の
限
界
に
当
面
し
て
い
た
よ
さ
に
 母
 わ
れ
る
。
そ
し
 
て
 
「
六
条
 書
 」
 の
 

成
立
㍉
太
平
天
日
 L
 の
成
立
、
曲
秀
士
が
首
領
に
収
ま
っ
た
こ
 と
が
、
そ
の
限
界
の
超
克
を
意
味
す
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
㍉
 
天
 集
書
」
は
、
宗
教
 

儀
礼
、
宗
教
的
戒
律
の
喜
で
曲
り
、
同
太
平
天
日
 
J
 は
、
教
祖
 
洩
 秀
 全
を
権
威
づ
け
る
書
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 

（
 
n
@
 

コ
 太
平
天
日
ト
 
五
 !
 
六
頁
。
 

（
 
M
 ）
国
君
、
 

六
 ?
 
一
五
頁
。
 

（
㎎
）
Ⅰ
天
晴
道
理
 
書
 」
の
成
立
は
太
平
天
国
四
年
（
 威
豊
四
 
Ⅱ
 一
八
五
四
年
㍉
こ
の
書
は
東
 王
 ・
 楊
秀
 清
の
命
に
よ
っ
て
 冊
 述
 さ
れ
た
も
の
で
、
 
金
 

出
超
 事
 以
降
に
太
平
草
に
参
加
し
た
「
佳
道
者
」
（
「
新
兄
弟
」
 

と
も
い
わ
れ
る
、
「
先
進
者
」
ま
た
は
「
老
兄
弟
」
と
 吋
 比
さ
れ
 る
 ）
を
主
た
る
 

対
象
と
し
「
 東
 王
の
鴻
恩
」
に
よ
っ
て
 拙
叫
 す
る
と
い
う
趣
旨
 の
 、
思
想
・
道
徳
教
育
の
書
と
い
う
性
格
を
も
つ
。
内
拝
は
や
 や
長
 い
序
文
 的
叙
 

述
 の
の
ち
、
上
帝
に
 
よ
 る
天
地
 剃
造
 、
人
類
救
済
の
歴
史
（
 上
 帝
 の
こ
と
、
大
兄
基
督
の
こ
と
、
ま
た
、
太
平
真
主
供
田
倉
 の
 意
味
づ
 け
 、
 東
王
 

楊
秀
清
 
の
こ
と
、
ま
た
、
 
南
 
・
 西
 
・
 北
 
・
翼
の
各
 王
 の
こ
と
 な
ど
太
平
天
国
の
意
味
）
が
続
 き
 、
ま
た
、
金
田
 起
 事
前
後
か
ら
 の
 出
来
事
が
解
 

乱
さ
れ
る
。
 

こ
の
書
に
は
、
上
帝
は
、
天
王
 涯
 秀
士
を
こ
の
世
に
下
し
て
 救
 世
 さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
な
お
世
人
が
、
上
帝
を
拝
さ
ず
、
 ま
 た
 太
平
真
三
 
の
 

所
在
す
ら
知
ら
ず
し
て
、
上
帝
に
叛
逆
す
る
の
で
、
 庶
疫
 を
下
 し
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
仁
慈
 甘
 発
し
て
、
 
東
 王
を
下
し
、
 
そ
の
身
を
以
て
 
、
 

世
人
の
病
気
を
賄
わ
さ
せ
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
記
述
、
ま
た
 
何
 度
 か
の
危
機
的
状
況
に
お
い
て
は
上
帝
が
下
 凡
し
 、
 束
王
 に
付
 体
 、
そ
の
口
を
通
 

じ
て
己
の
意
志
を
表
明
し
た
と
い
う
 神
胆
 り
の
記
事
も
あ
る
な
 ど
 、
 束
 王
の
意
味
や
地
位
の
異
常
な
高
揚
を
ば
 れ
 せ
る
が
、
 
そ
 れ
で
も
、
構
造
的
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観
点
か
ら
す
れ
ば
、
 
束
 王
は
天
王
洪
秀
全
の
、
 
列
 王
の
上
に
立
 
つ
 実
力
あ
る
筆
頭
 柑
佐
 と
も
い
 う
 べ
 き
 意
味
を
与
え
ら
れ
る
に
 留
ま
っ
て
い
る
。
 

テ
ク
ス
ト
は
 

コ
 
太
平
天
国
 
L
 ー
、
三
五
三
 
f
 四
 O
 六
頁
。
 

（
 
笏
 ）
 コ
 
大
清
道
理
 
書
 」
三
六
一
 
f
 五
頁
参
照
。
 

（
 
れ
 ）
「
 原
 逆
党
 世
訓
 」
で
は
、
硅
の
始
皇
帝
、
漢
の
文
・
 式
 

宣
 の
各
停
、
後
出
の
明
・
垣
面
前
、
唐
の
憲
宗
、
宋
の
徴
 宗
 を
 槍
玉
に
挙
げ
、
か
れ
 

ら
の
黄
老
・
神
仙
・
道
教
・
仏
教
崇
拝
を
中
国
の
禍
の
も
と
と
 し
て
い
る
。
回
書
、
 

（
 
四
 ）
「
 府
 道
 醒
世
訓
 」
は
大
平
天
国
包
 書
 の
う
ち
最
も
占
い
も
 
の
の
一
つ
 0
 そ
の
成
立
は
一
八
四
五
 f
 六
年
頃
で
あ
る
。
同
大
 
平
 詔
書
し
に
収
め
ら
れ
 

て
い
る
。
テ
ク
ス
ト
は
 コ
 
太
平
天
国
 L
 ー
、
九
一
で
二
頁
の
も
 の
を
利
用
す
る
。
な
お
 
刊
 
幻
想
 L
 
第
七
章
七
三
頁
、
同
大
平
入
 日
 L
 
 
ニ
一
頁
 参
 

照
 。
ま
た
、
刊
本
の
新
旧
、
異
版
 丈
に
 
つ
い
て
は
面
白
百
三
ニ
 別
掲
論
文
参
照
。
 

（
㌍
）
「
 肺
迫
醒
世
訓
 」
九
一
頁
 号
用
 。
 

宏
 ）
本
利
の
 註
 
（
㌘
）
参
照
。
 

（
 
お
 ）
「
 原
道
醒
世
訓
 」
九
一
 @
 二
 Ⅱ
参
照
。
 

（
 
祁
 ）
阿
古
、
九
二
頁
。
 

（
 
符
 ）
㍉
礼
記
目
礼
 連
 第
九
の
冒
頭
の
部
分
参
照
。
 

（
 
ハ
 ）
本
稿
二
節
四
八
 
?
 九
頁
お
よ
び
 
註
 
（
 
M
 ）
 古
照
 。
 

（
 
鴉
 ）
コ
大
条
里
 こ
 
七
二
一
頁
。
 

（
 
縫
 ）
周
君
、
八
一
頁
参
照
。
 

（
㎝
）
岡
君
、
八
一
 
z
 二
頁
。
 

（
㏄
）
岡
君
、
八
二
頁
参
照
。
 

（
㏄
）
本
稿
三
節
五
二
 
@
 三
頁
参
照
。
 

（
 
田
 ）
上
古
の
世
に
 拝
 上
帝
が
行
わ
れ
て
い
た
、
と
い
う
主
張
 は
、
 既
に
コ
原
 道
 常
世
 訓
 」
に
も
「
盤
古
よ
り
三
代
に
至
る
 、
 君
民
一
体
、
皆
皇
上
帝
 

を
 敬
拝
 す
 」
と
あ
り
（
回
書
九
六
頁
Ⅰ
さ
ら
に
一
八
五
四
年
に
 
成
立
す
る
コ
大
晴
道
理
 書
ヒ
 
に
も
「
試
み
に
思
え
。
上
古
の
世
 に
は
、
 
祀
だ
真
 

逆
 だ
け
が
あ
り
、
君
民
士
庶
を
論
ず
る
こ
と
な
く
、
 

皆
 皇
上
帝
 
を
 出
不
生
年
 

す
 」
と
あ
る
。
 

ま
た
、
同
じ
く
一
八
五
四
年
に
成
立
す
る
コ
天
朝
田
畝
制
度
 L
 は
 、
そ
の
成
立
の
時
期
と
、
そ
の
内
容
が
国
家
の
基
本
法
的
性
   

る
こ
と
か
ら
、
太
平
天
国
の
憲
法
と
も
 称
 す
べ
 き
 書
で
あ
る
が
 

 
 

、
大
同
思
想
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か
ら
街
頭
神
地
 世
 Ⅲ
い
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
翌
日
、
彼
は
同
 じ
 人
か
ら
か
、
問
題
の
㍉
観
世
 臣
 @
 ロ
 
L
 
を
入
手
し
て
い
る
。
 

二
 同
日
 は
 、
一
八
四
 

七
 
（
道
元
二
七
）
年
の
こ
と
で
、
こ
の
と
 

ぎ
 は
、
 
茸
 弟
で
最
初
 の
 帰
依
者
で
あ
る
 洪
 七
 %
 と
 
二
人
で
、
広
東
の
洗
礼
派
宣
教
師
 コ
バ
ー
ツ
の
所
に
 

出
か
け
、
彼
だ
け
は
そ
こ
に
数
十
月
に
 
已
て
 滞
在
し
て
い
る
 
そ
の
間
彼
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
実
際
に
触
れ
、
聖
書
、
教
 理
を
学
び
、
儀
礼
 

に
も
参
加
し
、
ま
た
、
伝
道
の
手
伝
い
も
し
た
よ
 
う
 で
あ
る
。
 

こ
の
滞
在
の
目
的
は
 
、
 明
ら
か
に
、
受
洗
に
あ
っ
た
が
、
 

ロ
 。
ハ
ー
 
ツ
 は
示
さ
れ
 

た
 洪
秀
全
の
初
期
の
著
作
な
ど
を
 刀
 る
な
ど
し
た
 
上
 @
 、
、
彼
の
 受
洗
の
申
し
出
を
拒
否
し
て
い
る
。
な
お
㍉
幻
想
 
目
 第
三
章
 
一
九
 l
 
二
 0
 芦
 、
 

第
七
章
七
八
 
z
 
八
一
頁
参
照
。
ま
た
、
ロ
バ
ー
ツ
が
、
一
八
 
五
二
年
十
月
六
目
付
で
出
し
た
 
人
ピ
あ
 の
 プ
ぎ
 の
の
の
当
年
の
の
 
コ
 の
 （
 
u
-
 目
ず
呂
呂
 p
q
 
田
 

 
 

臼
臼
コ
の
 q
,
0
 

編
集
者
へ
出
し
た
報
告
参
照
。
こ
れ
は
同
大
平
 天
国
 b
 
Ⅵ
に
漢
訳
さ
れ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
（
 羅
 手
金
 著
 
・
 簡
 ス
又
 訳
 
㍉
洪
秀
全
 

革
命
 之
 真
相
し
。
 

0
 社
会
保
証
制
度
的
条
項
は
「
同
道
理
世
 訓
 」
に
引
か
れ
た
、
「
 
鯉
 ・
 ミ
 
・
孤
独
・
廃
疾
の
者
に
は
、
養
う
と
こ
ろ
あ
ら
し
む
」
 と
い
う
大
同
の
 

原
則
を
忠
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
 

（
㏄
）
衆
知
の
ご
と
く
、
 

迫
駿
 と
い
う
の
は
、
儒
家
の
古
代
 聖
 王
の
道
の
伝
統
と
い
う
考
え
方
で
、
す
で
に
孔
子
に
み
ら
れ
、
 さ
ら
に
孟
子
・
 
萱
 仲
野
 

韓
愈
・
程
伊
川
・
朱
子
と
系
甜
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
 洪
 秀
全
 
は
ち
こ
の
思
考
形
式
が
あ
り
、
と
く
に
、
倉
代
の
韓
愈
 

（
七
六
八
 
@
 八
二
 

四
）
か
ら
、
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
と
思
わ
れ
る
。
「
戻
道
救
世
 
歌
 」
 
宍
 太
平
詔
書
 L
 所
収
）
に
、
「
道
の
大
原
は
天
よ
り
出
ず
 

 
 

 
 

 
 

 
 

唯
一
の
 上
 な
り
」
と
い
う
旬
が
あ
る
。
ま
た
、
 

コ
 太
平
詔
書
」
 
所
 収
 の
 著
論
 の
う
ち
二
 %
 届
の
標
題
は
、
「
 原
道
 救
世
 歌
 」
・
「
 原
迫
 機
七
訓
 」
・
「
 尿
 道
 

「
尿
道
」
と
い
う
観
念
を
冠
し
て
い
 

る
 。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
、
韓
愈
の
著
述
同
原
 
道
 L
 
に
対
す
 る
 洪
秀
全
の
肯
定
 

内
評
価
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
洪
秀
全
は
、
韓
愈
が
 時
 の
 皇
帝
憲
宗
に
対
し
、
同
論
仏
骨
 
表
 L
 を
 捷
 し
た
こ
と
を
評
価
し
 て
い
る
（
「
 原
道
 

  

（
㏄
）
洪
秀
全
は
、
太
平
天
国
延
享
以
前
に
、
二
度
キ
リ
ス
ト
 教
 と
接
触
し
て
い
る
。
最
初
は
一
八
三
六
（
道
元
一
六
）
年
の
 こ
と
で
、
科
挙
受
験
の
 

た
め
に
床
虫
 
に
 赴
い
た
 刊
秀
全
は
 
、
そ
こ
で
、
科
挙
の
受
験
生
 を
 対
象
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
ミ
ッ
シ
オ
ン
の
二
人
の
宣
教
師
（
 一
人
は
助
手
か
）
 

庭
面
で
の
展
開
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
書
で
は
、
社
会
 の
 最
末
端
の
構
成
単
位
「
二
十
五
家
」
に
一
つ
ず
つ
「
国
軍
」
 を
 設
け
る
こ
と
に
㎝
 

 
 

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
四
悪
 的
 根
拠
は
「
・
・
・
・
・
・
蓋
し
天
下
は
皆
 天
父
上
主
皇
上
帝
の
一
大
家
で
あ
り
、
天
下
の
人
び
と
が
私
を
 受
け
ず
物
を
す
べ
）
 

 
 

て
 上
主
（
 @
 上
帝
）
に
帰
す
る
な
 ち
ば
、
 

主
の
運
用
す
る
と
こ
 ろ
と
な
り
、
天
下
と
い
う
大
家
は
処
処
平
均
し
、
人
は
飽
 緩
す
 る
 。
こ
れ
が
 
乃
ち
 

u
 

天
父
上
主
皇
上
帝
が
、
と
く
に
太
平
真
主
 T
 
洪
秀
全
）
に
 
命
 じ
て
救
世
さ
せ
る
貴
意
で
あ
る
」
（
傍
点
は
筆
者
）
と
打
ち
出
さ
 れ
て
い
る
宍
人
 

早
天
国
 L
 ー
 三
 
二
二
頁
㌔
ま
た
国
庫
の
規
定
に
は
、
「
凡
そ
 天
 下
 
の
一
夫
毎
に
妻
子
三
 
f
 四
人
…
・
・
・
あ
ら
 ぱ
 
一
人
を
出
し
て
 兵
 と
な
す
。
そ
の
 
会
 

0
%
.
 
寡
 
・
孤
独
・
 
廃
 扶
の
者
は
、
役
を
免
じ
、
皆
、
国
庫
を
 頒
ち
て
以
て
養
 う
 。
」
と
い
う
一
条
が
あ
る
 

台
 太
平
天
国
 ロ
 1
 
二
 
-
-
 
一
 -
 
ハ
百
 ご
 。
 こ
 



近
代
日
本
人
の
精
神
的
軌
跡
は
、
伝
統
的
東
洋
思
想
と
 外
来
の
西
欧
思
想
と
の
間
に
生
れ
る
イ
ン
パ
ク
ト
 
と
緊
 張
 と
に
よ
っ
て
生
れ
 

る
 。
そ
の
軌
跡
を
鮮
烈
に
描
き
だ
し
た
典
型
的
思
想
家
 と
し
て
、
木
下
尚
江
と
河
上
肇
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
 と
お
も
う
。
 

こ
の
二
つ
の
系
譜
と
性
格
を
異
に
し
た
思
想
を
、
あ
る
 い
は
 類
型
化
し
て
比
較
し
、
文
明
評
論
的
見
解
を
抽
出
し
 、
あ
る
い
は
構
造
の
 

対
比
を
追
求
し
て
、
哲
学
的
思
索
形
態
を
論
じ
た
見
解
 は
 、
さ
ま
ざ
ま
提
起
さ
れ
て
き
た
け
れ
ど
も
、
多
く
は
 観
 照
 的
で
あ
っ
て
、
歴
史
 

心
 
の
な
か
で
生
き
る
主
体
的
・
体
験
的
意
味
に
乏
し
い
 。
し
か
し
こ
の
異
質
の
二
つ
の
思
想
が
わ
れ
わ
れ
に
か
 か
わ
る
の
は
、
知
的
観
照
の
 

の
た
め
だ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
い
か
に
思
索
し
 

目
 

、
 行
動
し
、
生
存
を
充
実
さ
せ
る
か
と
い
う
か
か
わ
り
に
 お
い
て
あ
る
。
そ
れ
が
も
っ
 

つ
 
に
と
も
現
実
的
で
あ
る
と
考
え
る
。
 

 
 

方
 と
そ
れ
に
も
と
ず
く
生
涯
の
生
き
方
及
び
実
践
に
お
 い
 て
 、
い
か
な
る
意
味
に
お
 

か
 
て
も
理
想
主
義
的
で
あ
り
、
「
求
道
的
」
で
あ
る
と
 評
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
仁
一
般
的
で
な
く
、
「
異
色
的
」
で
 
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
ぎ
た
。
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一
 
近
代
日
本
の
思
想
史
的
視
角
か
ら
 

木
下
尚
江
の
二
つ
の
回
心
 

彼
の
生
涯
と
思
想
に
お
け
る
仏
教
の
役
割
に
 
つ
い
て
の
試
論
 ｜
 

森
 

十
目
 

。
 
"
 
"
 
巨
 



は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
 

日
本
の
近
代
に
お
け
る
精
神
的
形
成
の
過
程
と
落
花
に
 お
い
て
、
東
洋
的
な
も
の
と
西
欧
的
な
も
の
と
の
対
決
 
緊
張
・
矛
盾
・
克
服
 

を
感
じ
な
か
っ
た
人
は
 、
 少
く
と
も
自
覚
的
に
人
生
を
 生
き
た
人
々
に
は
あ
り
と
お
も
 う
 。
た
だ
そ
れ
を
 自
己
の
心
底
を
破
っ
て
 

把
握
し
ょ
う
と
し
た
人
が
ま
れ
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
 る
 。
思
想
が
莫
に
自
己
の
も
の
と
な
る
か
、
否
か
は
、
 知
 識
 の
問
題
で
は
な
い
と
 

考
え
る
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
 眼
 向
の
現
実
に
い
か
に
 働
 ら
き
か
け
、
実
践
的
に
生
き
る
か
と
い
う
こ
と
の
な
か
で
 、
具
体
的
に
自
ら
確
認
 

さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
知
的
に
と
ら
え
ら
れ
た
イ
デ
オ
 ロ
ギ
ー
の
い
か
な
る
類
型
を
身
に
ま
と
っ
た
か
と
い
う
こ
 と
で
確
認
さ
れ
る
類
い
 

の
こ
と
が
ら
で
そ
の
 ょ
う
 に
考
え
て
み
れ
ば
、
 
こ
の
二
人
の
思
想
家
は
い
か
に
「
異
色
的
」
に
映
ず
る
 と
し
て
も
、
も
っ
と
も
 

本
質
的
な
問
題
を
、
大
胆
，
率
直
に
暴
露
し
、
追
求
し
、
 苦
悩
 し
 、
表
現
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
ま
た
そ
の
 作
業
に
自
己
の
す
べ
て
 

を
 容
赦
な
く
投
じ
て
悔
い
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
 、
「
普
遍
的
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
「
異
色
的
」
に
映
じ
 

る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
 

あ
ま
り
に
も
問
題
そ
の
も
の
に
忠
実
で
あ
り
、
主
体
的
 で
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
 

木
下
と
河
上
と
を
比
較
し
て
み
る
こ
と
 は
 、
近
代
思
想
 更
 に
関
心
を
よ
せ
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
き
わ
め
て
興
味
 深
く
、
さ
ら
に
、
 
そ
 

れ
は
有
益
で
・
ゆ
た
か
な
示
唆
と
教
訓
と
を
ひ
 き
 出
す
 ，
 
」
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
小
 

穂
に
 お
い
て
は
、
 
そ
 の
た
め
の
準
備
は
整
っ
 

て
い
な
い
の
で
、
本
格
的
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
で
 き
 な
い
。
主
題
の
理
解
の
前
提
と
し
て
、
予
備
的
に
言
及
し
 て
お
く
と
す
れ
ば
、
 
つ
 

ぎ
の
諸
点
に
要
約
さ
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
  
 

こ
の
両
者
に
は
共
通
点
が
非
常
に
多
い
。
第
一
に
は
 時
 代
 に
お
い
て
で
あ
る
。
木
下
は
明
治
二
年
二
八
六
九
）
 
に
 生
れ
、
日
中
戦
争
 

0
 本
格
化
す
る
昭
和
十
二
年
（
一
九
二
 

ゼ
 ）
に
、
「
全
世
界
 正
に
動
乱
の
渦
中
に
在
り
、
民
心
菅
平
和
を
望
む
」
 
-
 
「
病
中
 吟
 」
 -
 と
い
う
所
懐
 

ち
 、
解
釈
を
多
岐
に
わ
た
ら
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
 そ
 の
こ
と
は
、
忠
実
に
深
く
探
求
す
る
人
が
ま
れ
で
あ
っ
た
 こ
と
を
か
た
る
証
左
で
⑥
 
 
  
 

 
 

 
 

し
た
が
っ
て
思
想
遍
歴
と
行
動
変
化
に
お
い
て
、
直
ち
 に
 
理
解
し
が
た
い
底
の
間
題
を
包
蔵
し
て
お
り
、
評
伝
 
に
お
い
て
も
評
価
を
分
㏄
 



木下尚江の二つの 回心 

が
で
き
た
が
、
そ
の
一
身
を
か
え
り
み
な
い
激
し
い
社
ふ
 互
 主
義
者
、
あ
る
い
は
革
命
的
先
覚
者
と
し
て
の
実
践
 活
 動
と
 、
反
面
に
そ
れ
を
 

超
越
し
て
自
己
の
心
底
を
凝
視
し
 ぅ
る
 東
洋
的
心
境
に
 根
 を
お
ろ
し
え
た
点
で
、
共
通
し
て
い
る
。
 

第
三
に
 、
 同
じ
く
下
層
士
族
の
家
庭
に
生
れ
、
封
建
的
 律
義
の
揺
 藍
に
 育
ち
、
 
ヱ
 リ
ー
ト
的
な
「
わ
が
ま
ま
」
と
 「
我
慢
強
さ
」
を
 内
 

奥
 に
も
ち
つ
つ
、
志
士
的
な
意
識
を
行
動
の
さ
さ
え
と
 し
 、
東
洋
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
道
義
心
を
核
と
し
て
、
 西
欧
の
革
命
的
ヒ
ュ
ー
 

マ
ニ
ズ
ム
の
思
想
を
 
ぅ
げ
 い
れ
た
点
も
、
木
下
の
「
 俄
悔
 」
や
河
上
の
「
自
叙
伝
」
を
み
れ
ば
、
根
底
的
な
共
通
 性
を
見
出
す
こ
と
が
で
 

き
る
。
 

第
四
に
、
そ
の
受
容
過
程
が
、
キ
リ
ス
ト
教
（
プ
ロ
テ
 ス
タ
ン
ト
）
に
啓
発
さ
れ
、
最
初
の
回
心
を
経
験
し
、
 

つ
 い
 で
社
会
主
義
（
 多
 

分
 に
理
想
主
義
化
さ
れ
た
）
に
転
じ
、
仏
教
（
老
荘
的
 色
彩
を
濃
厚
に
も
つ
）
に
帰
し
、
東
洋
的
自
然
主
義
の
 う
 ち
に
 落
 在
し
て
い
く
 精
 

神
 遍
歴
の
構
造
も
共
通
し
て
い
る
 0
 

第
五
に
、
そ
の
精
神
遍
歴
の
表
現
、
そ
れ
に
も
と
ず
く
 
「
生
き
方
」
の
行
動
表
現
は
、
自
己
の
内
面
的
追
究
と
照
 広 し
て
、
「
思
ふ
 
ま
 
 
 
 
 

ま
に
」
一
切
の
摯
肘
を
排
し
て
、
断
固
と
し
て
行
わ
れ
 て
い
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
両
者
と
も
自
己
に
 対
し
て
忠
実
で
あ
り
、
㈹
 

そ
の
思
想
変
化
は
明
確
で
あ
り
、
し
か
も
過
去
へ
の
 襖
 別
は
 
「
自
己
埋
葬
」
の
勇
断
を
も
っ
て
遂
行
さ
れ
て
い
 る
 点
で
相
似
し
て
い
る
㎝
 

で た と 新 を 
第 、 。 い し の 

こ
し
、
「
隠
遁
者
」
を
自
任
し
て
他
界
し
た
が
、
河
上
は
 明
治
十
三
年
（
一
八
七
九
）
に
生
れ
、
大
日
本
帝
国
の
崩
 壊
を
見
、
病
床
で
 

い
 時
代
を
迎
え
っ
 つ
、
 「
あ
な
う
 ぬ
し
 と
に
も
か
く
に
も
 生
き
の
び
て
戦
や
め
る
 げ
 ふ
の
日
に
あ
ふ
」
（
「
日
記
」
 昭
 昭
二
①
・
 ハ
 ・
一
五
）
 

う
 歌
を
の
こ
し
て
、
「
逸
民
」
の
自
任
の
う
ち
に
 波
澗
 に
み
ち
た
人
生
の
幕
を
お
ろ
し
た
。
と
も
に
六
十
九
才
 と
 六
十
八
才
で
あ
っ
 

ほ
 ば
そ
の
生
涯
は
、
河
上
が
十
年
お
く
れ
て
木
下
の
あ
と
 を
 追
 う
が
 、
日
本
近
代
化
の
戦
前
過
程
の
全
幅
を
閲
し
 て
い
る
。
そ
の
点
 

思
想
史
的
環
境
は
同
一
で
あ
る
。
 

 
 

二
に
、
両
者
は
波
 澗
に
 富
む
生
涯
を
、
生
来
の
扁
 弱
 な
 身
体
を
精
神
力
で
補
い
な
が
ら
、
当
時
と
し
て
は
比
較
的
 長
命
を
保
っ
こ
と
 



こ
れ
ら
の
相
異
は
比
較
的
外
面
的
な
取
材
の
結
果
で
あ
る
 が
 、
そ
の
思
想
内
容
に
お
い
て
は
、
木
下
が
社
会
主
義
 思
想
に
ふ
れ
、
か
っ
 

そ
れ
を
求
め
な
が
ら
い
ま
だ
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
哲
学
、
 な
 か
ん
づ
く
「
弁
証
法
的
唯
物
論
」
に
は
到
達
せ
ず
に
 転
 身
を
閲
し
、
浄
土
教
と
 

禅
に
 深
く
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
河
上
 は
 マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
哲
学
を
苦
心
鋤
骨
の
の
ち
に
体
得
し
 、
転
身
を
不
可
避
の
も
 

（
 
Ⅰ
）
 

@
 

人
 び
と
に
も
ら
し
つ
つ
、
人
生
の
終
幕
を
 ぃ
 そ
い
で
い
 
た
 

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
 ょ
う
 に
瞥
見
し
た
だ
け
で
も
、
数
々
 の
 共
通
性
を
も
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
個
性
的
な
相
異
は
 こ
れ
ま
た
か
な
り
 顕
 

著
 で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
性
格
的
に
み
る
と
、
木
下
が
 直
観
的
に
鋭
く
、
そ
れ
に
照
応
し
た
行
動
の
機
動
性
を
も
 っ
 た
の
に
対
し
、
河
上
 

は
 決
断
に
い
た
る
ま
で
の
思
考
過
程
は
鈍
重
で
、
行
動
 も
ま
た
激
情
を
た
た
え
て
い
る
が
、
機
動
性
に
恵
ま
れ
て
   

思
想
受
容
の
上
か
ら
み
て
も
、
木
下
が
ま
れ
に
み
る
 早
 執
と
 評
し
て
も
よ
い
形
成
過
程
を
み
せ
る
の
に
対
し
、
 河
 上
 は
む
し
ろ
「
抜
 き
難
 

き
 人
道
主
義
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
な
重
い
足
ど
り
で
、
 マ
ル
キ
シ
ズ
ム
を
目
ざ
し
て
大
器
晩
成
的
な
形
成
過
程
を
 展
開
し
て
い
る
。
自
然
 

年
会
で
わ
ず
か
十
年
の
相
異
を
み
る
に
す
ぎ
な
い
の
に
、
 木
下
が
「
明
治
史
の
証
人
」
と
し
て
近
代
更
に
不
滅
の
 足
跡
を
の
こ
し
て
い
る
 

の
に
対
し
、
河
上
は
む
し
ろ
大
正
か
ら
昭
和
前
期
の
思
想
 家
 と
し
て
記
憶
さ
れ
る
。
河
上
の
言
葉
を
も
っ
て
す
れ
 は
 、
「
転
身
」
（
メ
タ
 
モ
 

ル
フ
ォ
ー
 ゼ
 ）
と
表
現
さ
れ
る
思
想
変
化
が
、
木
下
の
場
 合
 に
は
、
明
治
四
 0
 年
代
（
一
九
 0
 六
 z
 一
 ①
）
の
反
動
 弾
圧
 期
 に
お
こ
 
な
わ
 

ね
 、
河
上
の
場
合
に
は
、
昭
和
前
期
（
一
九
三
四
 7
 六
）
 の
 反
動
弾
圧
 難
 に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
河
上
が
マ
ル
 キ
 シ
ズ
ム
に
転
身
を
と
げ
 

る
 大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
昂
揚
 期
 に
は
、
木
下
は
す
で
 に
 東
洋
的
諦
観
の
座
に
あ
り
、
河
上
が
獄
中
で
経
済
学
 若
 と
し
て
の
白
ら
を
埋
葬
 

し
て
、
東
洋
の
自
由
人
に
解
放
さ
れ
る
時
点
に
お
い
て
、
 木
下
は
逆
に
「
小
生
も
宗
教
的
隠
遁
三
十
年
、
精
気
も
 殆
 ん
ど
抜
け
て
枯
草
の
 

よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
一
つ
娑
婆
に
出
掛
け
る
 積
 り
 」
 室
 目
木
吉
蔵
「
木
下
尚
江
 

菊
 尺
 檀
 」
）
 
だ
 、
と
述
懐
し
 、
 決
死
の
出
盧
を
身
辺
の
 

 
 

倫
理
的
批
判
と
否
定
を
堅
持
し
た
と
い
う
観
点
か
ら
い
，
 
ぇ
ば
 、
「
非
転
向
的
」
良
心
主
義
に
お
い
て
同
じ
足
跡
を
 歩
ん
で
い
る
。
 

 
 
 
 

し
 、
し
か
も
そ
の
根
底
で
、
一
貫
し
た
権
力
と
そ
の
 腐
 敗
的
 現
実
（
そ
の
集
中
表
現
を
天
皇
制
と
軍
国
主
義
に
お
 い
て
み
る
）
に
対
す
る
㏄
 



の
と
し
て
自
ら
え
ら
び
、
浄
土
教
と
禅
に
同
じ
く
参
入
 し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
木
下
の
場
合
に
は
「
宗
教
的
 な
も
の
」
と
「
社
会
科
 

学
的
な
も
の
」
こ
の
二
つ
の
思
想
は
、
ど
う
し
て
も
 一
 致
し
た
主
体
的
 境
 位
を
成
立
さ
せ
え
な
か
っ
た
が
、
河
上
 の
場
合
は
、
周
知
の
 ょ
 

5
 に
、
「
今
年
六
十
五
、
人
生
を
終
ら
ん
と
す
る
に
 臨
 み
、
絶
対
的
無
我
と
い
う
一
つ
の
宗
教
的
真
理
と
マ
ル
ク
 ス
 主
義
と
い
う
一
つ
の
 

科
学
的
真
理
と
は
、
私
の
心
の
中
に
牢
固
と
し
て
弁
証
 法
的
統
一
を
形
成
し
つ
つ
、
我
を
し
て
無
上
の
安
心
に
住
 し
て
瞑
目
す
る
を
得
し
 

も
 る
我
が
一
生
の
所
得
で
あ
っ
た
」
（
「
自
画
像
」
 

｜
 自
叙
 伝
 ）
と
い
わ
し
め
る
よ
う
な
 境
忙
 な
っ
く
り
あ
げ
て
い
る
 の
で
あ
る
。
こ
の
場
 

合
 、
「
宗
教
的
真
理
」
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
西
欧
的
 ・
キ
リ
ス
ト
教
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
河
上
の
そ
れ
 は
 明
確
に
「
東
洋
的
」
 

で
あ
り
、
「
仏
教
的
」
で
あ
る
。
木
下
が
こ
の
間
の
撞
 着
を
訴
え
る
転
回
点
で
の
作
品
「
 俄
悔
 」
に
お
い
て
は
、
 い
う
ま
で
も
な
く
キ
リ
 

ス
ト
 教
 的
な
宗
教
を
ふ
ま
え
て
い
た
。
そ
の
後
、
仏
教
に
 参
入
し
て
か
ら
の
ち
は
、
こ
の
撞
着
に
つ
い
て
ほ
と
ん
 ど
 語
ら
れ
て
 ぃ
 

こ
の
辺
に
も
興
味
あ
る
問
題
が
伏
在
す
る
が
、
今
は
論
 ヒ
 

 
 

木
下
・
河
上
の
比
較
論
に
若
干
深
入
り
し
た
が
、
小
穂
 が
 「
木
下
尚
江
に
お
け
る
仏
教
 1
 
一
 を
と
り
あ
げ
て
論
じ
て
 み
た
い
と
考
え
た
の
 

は
 、
思
想
史
的
観
点
か
ら
触
発
さ
れ
る
問
題
性
と
と
も
に
 、
こ
れ
ま
で
の
問
注
研
究
が
、
か
な
り
大
島
に
発
表
さ
 れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
 

ら
ず
、
管
見
の
及
ぶ
か
ぎ
り
で
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
 社
会
主
義
者
あ
る
い
は
キ
リ
ス
卜
者
、
乃
至
は
キ
リ
ス
ト
 教
 社
会
主
義
者
と
し
て
 

の
彼
の
映
像
を
追
求
す
る
の
に
急
で
あ
っ
て
、
仏
教
の
求
 道
者
と
し
て
の
彼
の
思
想
と
行
動
に
つ
い
て
は
、
外
面
 的
に
も
、
い
わ
ん
や
 内
 

む
 
面
的
に
は
ほ
と
ん
ど
探
求
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
 が
、
 後
に
の
べ
る
 よ
う
 に
、
彼
と
仏
教
と
の
関
係
は
 、
 遍
歴
の
旅
次
に
お
い
て
一
瞥
 

沖
し
た
と
い
う
よ
う
な
類
い
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
す
 
で
こ
の
稿
で
も
言
及
し
て
い
る
し
、
彼
の
生
涯
を
知
る
 ほ
ど
の
人
に
は
周
知
の
こ
と
 

二
で
あ
る
。
 
尚
江
 研
究
で
も
っ
と
も
周
到
で
優
れ
た
 山
 極
 圭
司
氏
の
「
木
下
尚
江
」
（
一
九
円
・
巴
に
お
い
て
さ
 
え
 、
わ
ず
か
に
左
の
数
行
を
 

 
 
肺
 
割
愛
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
 

 
 

明
治
）
四
十
三
年
十
一
月
に
「
日
蓮
 諭
 」
を
、
四
十
四
 年
 二
月
に
司
法
然
 と
荊
鸞
 L
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四
期
二
行
程
二
脚
 ヲ
入
 レ
タ
上
所
 二
 右
左
」
（
青
木
編
「
 
木
下
尚
江
命
尽
 
檀
 」
三
一
頁
）
 
と
 の
べ
、
こ
の
第
四
難
に
お
 
い
て
は
、
土
質
・
 地
 

（
 
2
 ）
 

蔵
 宛
の
書
簡
の
な
か
で
「
小
生
 ノ
 人
生
観
 即
チ
 二
十
年
 

一
期
 

説
二
依
 レ
バ
、
小
生
モ
 
既
 二
人
生
 ノ
旅
ヲ
 三
期
 
マ
デ
 済
マ
セ
 、
今
 ヤ
 正
二
 第
 

る
と
。
㍉
法
然
と
親
鸞
 L
 は
、
貴
族
的
な
 旧
 宗
教
に
対
 し
て
、
民
衆
的
な
新
宗
教
を
 う
 ち
た
て
た
法
然
と
親
鸞
の
 偉
大
を
説
い
た
も
 

の
 。
前
書
と
も
き
わ
め
て
す
ぐ
れ
た
評
伝
で
あ
る
。
」
（
 
一
 
別
掲
 書
 二
三
九
頁
）
 

こ
れ
で
は
、
簡
単
す
ぎ
る
紹
介
と
い
う
外
は
な
い
。
 務
ム
 
口
 理
作
 氏
は
 、
「
木
下
尚
江
の
思
想
変
化
」
（
雑
誌
「
 
心
 」
 第
一
五
巻
、
第
三
・
五
号
）
 

と
い
う
、
彼
の
転
身
の
内
景
を
さ
ぐ
る
す
ぐ
れ
た
論
稿
 に
お
い
て
、
木
下
の
性
格
に
ふ
れ
、
「
思
想
よ
り
も
人
物
 に
心
を
ひ
か
れ
る
」
 特
 

徴
を
指
摘
し
て
、
ク
ロ
ム
 ヱ
ル
 ・
田
中
正
造
・
幸
徳
秋
 水
 ・
岡
田
虎
二
郎
を
あ
げ
た
の
ち
「
法
然
・
日
蓮
・
親
鸞
 に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
 

る
 」
と
か
た
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
 

こ
の
よ
う
な
留
意
の
欠
落
が
、
木
下
尚
江
の
理
解
を
全
 ぎ
 も
の
に
す
る
上
で
一
つ
の
欠
陥
を
な
し
て
い
る
と
同
時
 に
 、
日
本
近
代
思
想
 

史
の
上
に
お
け
る
仏
教
の
位
置
と
役
割
が
看
過
さ
れ
て
 ぎ
た
状
況
を
も
あ
れ
 せ
 考
え
て
、
試
論
の
ま
ま
小
穂
 を
窓
 前
に
さ
ら
す
こ
と
と
し
 

た
の
で
あ
る
。
 

二
 
由
江
の
生
涯
に
お
け
る
三
つ
の
 
転
期
 

尚
 江
の
生
涯
を
大
観
す
れ
ば
、
母
を
失
っ
て
大
き
な
 衝
 撃
な
う
げ
 、
自
伝
風
の
作
品
「
 戯
悔
 」
を
か
き
あ
げ
る
た
 め
に
上
州
伊
香
保
の
 

山
中
に
退
居
し
、
そ
れ
を
機
に
、
東
奔
西
走
寧
日
も
な
 か
っ
た
社
会
改
革
の
実
践
運
動
か
ら
身
を
ひ
い
て
内
省
的
 生
活
に
専
念
す
る
明
治
 

三
十
九
年
二
九
 0
 六
）
秋
の
時
点
を
も
っ
て
二
分
す
る
 こ
と
が
で
き
る
。
し
が
し
、
彼
自
身
は
、
岡
田
門
下
の
 
静
座
の
愛
弟
子
青
本
吉
 

の
 。
平
凡
な
予
言
が
当
っ
た
た
め
に
、
日
蓮
は
自
ら
を
 あ
ざ
む
 き
 、
そ
し
て
迷
妄
煩
悶
の
中
に
死
に
、
そ
れ
故
に
 讃
仰
さ
れ
た
の
で
あ
㈹
 
 
  
 

を
 出
版
し
た
。
㍉
日
蓮
論
 
L
 
は
同
立
正
安
国
論
 L
 で
 元
 冠
を
予
言
し
た
た
め
英
雄
 僧
 と
し
て
崇
拝
さ
れ
た
日
蓮
の
 悲
劇
を
論
じ
た
も
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木下尚江の二つの 回心 

酪 漿 老 年 下 ず 運 5 月 時 へ 難 が あ 千 勢 
、 動 と / 機 の 有 描 こ た 年   

草 

戸   まで「 時機 ぬ 害 をこ の運動 故郷の 標を尚 ってい ち返っ 郎にあ この実 奉拝 ニ であろ と考え 文面が 風邪 ノ 六年三 題が実 便宜や 全然 つであっは成功 感はこ うち 信州松 調帳」 江の言 るので 極 て、 手 てた う 。 ナ Ⅴ ここ みえ 二 テ 月一 感 さ 世人 「 ち る タ合 目 れ の -A 
た た せ 本 葉 あ め 紙 の と 顧 が   ド は て 常 新 
  。 ず に 通 る て の 時 か レ い お 一 六 い 識 / 

し の 被 っ に に よ 々 

て 失 の て さ 感ク そ そ あ り 多忙に なかで 点で突 いてい バ、易 たし ょ、 。 そらく 肩痛 ケ 十三才 たち に る 

" 意 開 " か 湧 勉強 「 僕 如るハそ、 。 既 しこ 臥にがも / あ いの ン バ のま 明的の底この 分県 １ し は 出 お こ て の 人 た な で ア ラズ て居 合目 して そら 墓 申 この 長患 ト相 る。 光 し ょ、 
る 分 き く 二 年 い 成 つ そ と 」 

在 あ の り           
  

  
な 方     明 な す 実 赤 最 に ふ つ る て っ   。 こ せ ノ の い 整 て と た い     、 既 ブ Ⅱ も 是 の な タ こ 。 の   

の は 愁 腸 に 年 に 十 の レ ず 省 か の 圭 復 
組 彼 に 日 あ 涯 の 
織 れ 狂 親 た   
づ 、 奔 」 る 一通 % ナキニ 回訂はオ ： のと到れる といっ から 察を 愚 ノ 追 加 ァ に な の 
く 新 す の   に 人 

か 生 前掲 りにしい 地 る 青年 は 一七頁、をも忠   自画 きに社 てよか フ 巨ズ、 ってく 余 え 、 り、伺 思 観 
移 進 方 記 の 以 は 余 ろ 無 る 主 夫 像 し   """"" " 一 
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な
い
。
 尚
 江
は
獄
中
の
秋
水
に
母
の
死
を
弔
 う
再
停
む
 送
り
、
「
君
の
懇
切
な
弔
文
に
ス
ッ
カ
リ
泣
か
さ
れ
て
し
 ま
っ
た
。
予
感
万
謝
」
 

と
い
う
返
信
を
う
け
と
っ
て
い
る
。
秋
水
の
判
決
が
確
 定
 し
た
の
は
こ
の
年
の
一
月
十
八
日
、
「
 尚
江
 は
わ
か
れ
 の
手
紙
を
書
こ
う
と
 考
 

え
な
 れ
 ろ
た
が
、
二
十
四
日
の
朝
、
ふ
と
「
屍
骸
を
ど
 ぅ
 す
る
か
 ヒ
 と
い
う
声
が
心
の
奥
を
矢
の
よ
う
に
過
ぎ
た
 

同
一
つ
堺
君
で
も
た
 

（
 
4
 ）
 

死
は
、
 多
く
の
知
識
人
の
心
胆
を
さ
む
か
ら
し
め
た
一
般
 的
 衝
撃
と
は
ま
た
格
別
に
 、
 彼
に
は
別
個
の
深
い
痛
恨
 を
 味
わ
せ
た
に
ち
が
 い
 

し
 、
岡
田
 豊
 治
や
百
瀬
興
致
ら
と
提
携
し
、
禁
酒
食
の
 運
 動
 と
と
も
に
、
廃
娼
運
動
に
も
の
り
出
し
た
。
こ
の
 禁
 浦
と
矯
風
運
動
は
い
う
 

ま
で
も
な
く
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
当
時
も
っ
と
も
 カ
 せ
つ
 く
し
て
い
た
宗
教
的
開
化
運
動
で
あ
っ
て
、
当
時
の
 社
会
に
大
き
な
反
響
を
 

 
 

キ
リ
ス
ト
教
に
か
な
り
深
く
傾
斜
し
て
い
た
こ
と
は
明
瞭
 で
あ
る
。
前
年
に
す
で
 

に
 
「
安
原
徳
義
金
」
な
っ
く
っ
て
お
り
、
こ
の
年
の
六
月
 八
日
に
は
「
予
は
如
何
に
し
て
基
督
教
を
信
ず
る
に
 至
 り
し
か
」
と
い
う
一
誌
 

を
 公
表
し
て
い
る
。
受
洗
し
た
の
は
翌
々
年
の
二
十
五
 オ
 で
あ
る
が
、
そ
の
頃
の
尚
狂
ほ
つ
い
て
、
長
野
の
弁
護
 士
 小
木
曽
 庄
 古
家
で
彼
 

を
 知
っ
た
食
客
の
高
島
米
峰
は
、
当
時
の
彼
が
「
極
端
 な
 ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
、
糞
の
話
で
も
し
よ
う
も
の
な
ら
、
 

そ
れ
こ
そ
六
ヵ
し
 い
顔
 

な
し
て
に
ら
み
つ
げ
た
し
と
回
想
す
る
ほ
ど
、
ピ
ュ
リ
 タ
ソ
 的
な
心
情
に
あ
っ
た
よ
 う
 で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
 状
況
が
「
年
譜
」
か
ら
 

う
か
が
え
る
。
お
そ
ら
く
、
問
注
に
は
受
洗
の
記
憶
 ょ
 り
も
、
キ
 
リ
ス
 卜
者
と
な
っ
た
理
由
を
表
明
す
る
一
輪
 を
 か
い
た
こ
と
の
記
憶
の
 

方
が
、
実
質
の
「
回
心
」
と
し
て
、
深
く
心
に
刻
み
こ
 ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
た
し
か
に
キ
リ
 
ス
 卜
者
と
な
っ
た
こ
と
 

ほ
、
 彼
の
生
涯
の
第
二
期
を
画
す
る
重
大
な
転
機
で
あ
 っ
 た
に
相
異
な
い
。
 

二
十
年
一
期
 説
に
ょ
 れ
ば
、
第
三
難
の
出
発
は
明
治
四
 十
三
年
二
九
一
 
0
 ）
四
十
三
才
の
年
に
求
め
ね
ば
な
ら
 な
い
 0
 
こ
の
年
に
彼
 

は
ど
の
よ
う
に
執
筆
し
、
ま
た
活
動
し
た
か
。
「
年
譜
」
 に
 徴
す
る
と
、
二
月
に
「
法
然
と
親
鸞
」
を
出
版
し
た
 が
 、
そ
の
序
文
を
か
 い
 

た
の
は
ど
う
や
ら
年
来
の
友
幸
徳
秋
水
が
刑
場
の
露
 と
消
 え
る
直
前
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
と
に
か
く
、
す
で
に
 運
 動
か
ら
は
身
を
退
い
て
 

い
た
と
は
い
え
、
秋
水
を
は
じ
め
昨
日
ま
で
手
を
た
ず
 さ
え
、
危
険
と
労
苦
と
思
想
を
と
も
に
し
て
ぎ
た
人
々
の
 、
あ
の
悲
惨
な
非
業
の
 

(172)       



和
た
。
も
ち
ろ
ん
、
す
で
に
言
及
し
た
 

よ
う
 に
転
換
 の
 萌
は
明
瞭
に
「
 
戯
悔
 」
を
か
い
た
と
き
に
現
れ
て
い
る
 

。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
教
及
び
㌍
 

  由江の二つの 国，し @ 

い
す
る
で
あ
ろ
う
。
 

つ
い
で
、
こ
の
午
に
は
四
月
早
大
の
大
隈
講
堂
で
、
「
 基
 督
 抹
殺
論
を
 よ
な
 」
と
題
し
て
演
説
し
、
そ
の
足
で
京
 都
へ
 遊
ん
で
西
田
天
 

蚕
 
大
島
徹
 氷
 り
に
あ
 い
 、
傾
倒
し
は
じ
め
た
法
然
の
 祖
廟
知
恩
院
を
訪
れ
た
。
そ
の
ほ
か
こ
の
年
に
「
野
人
語
 」
第
一
・
第
二
の
両
番
 
 
 
 
 

を
 出
版
し
、
「
新
仏
教
」
「
新
潮
」
「
実
業
の
日
本
」
 

な
 ど
に
数
篇
の
論
策
を
寄
稿
し
て
い
る
。
内
容
的
に
は
か
 
な
り
多
産
な
午
で
あ
っ
 
ぴ
 

ず
れ
て
、
相
談
を
し
て
み
よ
う
し
と
思
っ
た
が
、
同
属
 骸
な
ど
ど
う
で
も
よ
い
 b
 と
思
い
な
お
し
て
、
 

刻
 、
幸
徳
は
絞
首
ム
ロ
上
に
立
っ
て
い
た
。
」
（
山
極
、
前
掲
 

書
 、
二
三
八
頁
）
お
そ
ら
く
 
尚
江
は
 、
秋
水
 ら
 

り
 考
え
る
こ
と
も
で
ぎ
な
か
っ
た
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
で
 あ
ろ
う
か
。
 

こ
の
時
に
さ
ぎ
だ
っ
て
、
多
分
「
法
然
と
親
 駕
 」
の
 序
 支
 は
か
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
日
付
こ
そ
 

四
年
一
月
、
三
河
島
村
 町
 谷
の
草
屋
に
て
、
木
下
尚
江
し
 と
 署
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
短
い
序
文
の
な
 

不
自
然
な
文
脈
で
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
 

「
人
の
子
 よ
 。
何
故
に
冬
の
悲
哀
に
泣
く
か
。
我
等
は
正
 に
 声
を
合
は
せ
て
冬
の
希
望
を
讃
美
 せ
 

し
と
い
ふ
。
然
れ
ど
も
一
片
の
木
の
葉
も
決
し
て
徒
ら
 に
落
ち
ぬ
。
肩
ょ
。
下
に
は
既
に
新
芽
の
 

で
は
無
い
か
。
此
の
新
ら
し
い
我
を
擁
護
す
る
為
に
 、
旧
 葉
は
飛
ん
で
根
に
帰
る
。
」
 

こ
の
文
章
の
行
間
に
、
秋
水
へ
の
念
慮
が
躍
動
し
て
は
 い
な
い
か
、
そ
し
て
、
こ
の
歴
史
的
悲
劇
を
つ
 

彼
は
痛
い
ほ
ど
に
感
じ
求
め
て
は
い
な
い
か
。
あ
の
 社
 会
主
義
運
動
、
も
っ
と
広
く
い
え
ば
ブ
ル
ジ
 ，
 

る
 革
命
運
動
の
前
途
に
一
灰
の
光
明
も
み
と
め
が
た
い
 暗
い
「
冬
の
日
」
に
 、
 彼
が
待
つ
「
春
風
」
と
 

は
む
し
ろ
挿
入
さ
れ
な
い
方
が
、
こ
の
書
物
の
序
文
と
 し
て
は
文
意
が
通
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
あ
え
 そ

の
ま
ま
に
し
た
。
丁
度
そ
の
時
 

の
処
刑
が
脳
裡
を
占
め
て
じ
っ
く
 

省
か
れ
て
い
る
が
、
「
明
治
四
十
 

か
に
、
 つ
 ぎ
の
よ
う
な
一
節
が
 、
 

ね
ば
な
ら
ぬ
。
君
は
落
葉
を
痛
ま
 

緑
を
包
ん
で
春
風
を
待
っ
て
居
る
 

つ
ん
で
、
蘇
生
せ
し
め
る
世
界
を
 

ア
 民
主
主
義
を
実
現
し
よ
う
と
す
 

は
 何
か
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
一
節
 

て
 破
っ
た
彼
の
衷
情
は
推
量
に
価
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登 て 自 な 作 で り 社 
湯 波 黙 さ か も 、 ス 会 主義 か の必然の晩年 来 其時 て、こ 、手 に 、社会 四ヵ年 教へ ト 

， 性 の め の さ 的 を の ら   
への、 する 索 という と期す 」と 力 はじめ の道道 も急激 大きな 

力 る い に を に う 乾 こ 
ギ 斯 う か は 沈 ね 換 の の を明とな一行 度 かげ じめ 潜 し りと 上 ノ こ ヒ 

り ら を た た て な し 転 換 ものと そうに は 、いく。 かにし 如 かぎ 青木好 り て、 精 は 外     
。 き っ ち 。 頓 の 容 困 
だ た も 
つ い ど   

倒 安 さ 難 

て 阿 っ 
し 庭 蔵 を 
た す し 問 

、 を て 岡 る て わ 
遍 末 み 出 牢 い な 
歴 め る 
の ず な 式 静な と           

座 づ こ し   
を そ 寺   
一 と そ   
瞥 ぅ の す の が 内 
し と 最 る 年 明 面 
て し 後 と を 治 的 
お た に 

き の 「 にみ とも さか 三十 

た か 求 に い 九 て   
。 そ ズ 仏しか " と年も " 
そ れ シ 
れ を テ 典 の てら青 、 こ午 
は 推 待 世 彼 の 期   界 の 午 の 
教 し バ の 著 ま キ 

て 「 と 
「 尚 江は もらお生れ落「予は 「死の しし 、、、 漸く 自伝 う。墓地ちた 何 「 ャ， 恐怖 L れ ・ にし 

の 

隣 
  
Ⅴ @ ヒ   
生 霧 る 一 
ま 

  
オー @ 
の 

で、 
」 

あ あ ふ   
る 場 

予 甘ヒ 

の る ， 忌 、   

生 
ま 

  
ナ， @ 
る 

茅 
犀 
と 

薄，   
ぎ の 想 
垣 旦 
根   
重 や 頁 
を 
隔 
て   
て た た （ せ の 

大 
  最初 るがので 「筆 て漕 

石 
碑 あろ 、破 棄ぎに 」 寄 
の 白 う 煎 っ 
累 身 か 掲 た 
々 の 」 「   
と 

費 
豆と笠其 

へ 
立 

    



      
た 遊 え 出 

思 は て や ぅ も 玉 ク な か は 者 な   勝 
出 ば れ に ぅ 
め る と 浮 理 
描 講 金 び ，性 観 
写 岐 北 田 的 
か へ 良 て で 弛 う 忌 日 母 、 出 如 
乙フ ・一 本中 く   

み 人 社 る 気 
る 旅 に           立 

と に 祈 う の 
" 出 願 一 し 

かり とくに っ かけ、 幸 し、 人の人 

自 そ い 物 し 
覚 の 回 は た し ほ の に 魑 と 、   
的 と 復 粗 大 数な 

な き す 母 物 
信 の る で で た し か る な ょ 之 の 

あった 仰 をも お礼参 ことが ある。 
つ り で   破 こ 
た を き 女 と ばた 予 。 フ俳あ 境の眠 
大 泉 た は は 
物 す の 尚   
は と を 江 彼 
、 ぃ 深 が の 

ま 

力， Ⅰ 

ク づ く 重 大 
リ た 心 篤 獄 
ス よ に な 時   
チ ラ 刻 病 に 

ン目 ャ なみ伏も 、 にあ 
に 己 後 お ら   

は ば い そ つ 深 な の 日 ち わ 
っ 肉 眼 い れ 無 一 る し て い 
た ，む、 の っ て 

健 に 婚 た い た 排 お ま 合 化         
） で、 の 女 れ が 時 運動にこの感 敬 げ 、   

ぞ で る 命 の 
い あ と に 思 愛お 、真と記 その 傷的 投じ 麗烹笘 
て っ 籍 か い し 暗 母 コ た く 無 に が 
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が
 、
摂
取
 院
と
云
 
へ
る
浄
土
宗
の
寺
院
の
墓
地
な
の
で
 あ
る
。
予
が
 此
 世
の
空
気
を
呼
吸
し
て
以
来
、
先
 づ
我
目
 に
 映
り
た
る
も
の
、
 

先
づ
我
耳
に
響
 き
た
る
も
の
は
必
ず
打
ち
し
め
り
た
る
 葬
礼
の
行
列
と
弔
ひ
の
鉦
の
音
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
予
は
 成
長
の
後
夜
深
け
て
 

  



一
句
で
、
 コ
 果
し
て
然
り
と
 L
 咲
黙
 

っ
て
、
「
宗
教
は
野
蛮
 未
 開
の
遺
物
 

の
権
利
を
擁
護
し
社
会
の
幸
福
を
増
 

た
と
述
懐
し
て
い
る
。
 

こ
の
彼
の
単
純
な
宗
教
否
定
論
を
 

学
校
に
入
学
し
た
年
の
翌
年
（
明
治
 

（
第
十
一
章
「
一
大
空
洞
二
で
は
、
 一

笑
 批
り
 投
げ
て
仕
舞
っ
た
」
と
か
い
て
い
る
。
当
時
 の
彼
の
思
想
は
「
実
に
単
純
な
も
の
で
」
 あ
 

で
あ
る
、
道
徳
な
る
も
の
は
不
確
実
に
し
て
且
つ
制
裁
 力
 が
無
い
か
ら
無
益
で
あ
る
、
そ
こ
で
人
民
 

進
 す
る
に
は
 
只
だ
 法
律
に
拠
る
の
外
は
無
い
」
（
「
 
集
 ・
 
一
 二八
二
頁
）
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
と
ど
ま
っ
 

動
揺
さ
せ
る
の
は
父
の
死
で
あ
っ
た
。
父
は
 
、
 彼
が
青
 

雲
の
志
を
い
だ
い
て
、
上
京
し
東
京
専
門
 

こ
雙
 
十
九
才
」
、
 胃
 ガ
ン
で
他
界
す
る
。
父
の
死
に
際
 会
し
た
心
境
を
か
た
る
「
 俄
悔
 」
の
一
章
 

て
 、
「
旧
藩
主
が
明
治
政
府
へ
の
忠
義
立
て
に
凡
て
の
 手
 院
を
廃
止
し
て
、
 
只
だ
 辛
う
じ
て
浄
土
真
宗
の
僧
侶
の
 み
 残
っ
て
居
た
僕
の
 

里
は
本
願
寺
の
勢
力
が
急
に
盛
大
に
な
り
、
近
郷
近
在
 を
 風
塵
す
る
有
様
。
現
に
僕
の
町
内
の
如
き
も
、
流
行
 嫌
 い
の
諺
に
な
っ
て
 
居
 

僕
の
家
を
除
く
外
は
 、
 殆
ど
軒
並
み
本
願
寺
様
の
門
徒
 に
な
っ
た
」
（
「
法
然
と
親
鸞
」
 セ
頁
 ）
 と
の
 べ
て
い
る
が
 、
そ
れ
も
 律
 気
な
 士
 

根
性
か
ら
 転
寒
 し
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
上
、
少
 年
期
に
 ぅ
 げ
た
教
育
も
「
結
局
仏
教
と
 云
 ふ
も
の
は
 下
 等
 な
も
の
で
、
僧
侶
 

云
 ふ
も
の
は
悪
い
も
の
だ
と
 云
 ふ
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
 」
（
同
上
、
五
頁
）
に
す
ぎ
な
い
と
回
想
し
て
お
り
、
 

彼
 も
 
「
「
人
間
も
仏
い
じ
 

を
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
娑
婆
の
終
り
だ
 ヒ
と
曽
 つ
て
 潮
り
 半
分
に
」
（
同
上
、
二
頁
）
い
っ
て
い
た
。
 

そ
れ
は
ひ
と
り
仏
教
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
キ
リ
 ス
ト
教
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
青
年
期
に
達
す
る
 こ
ろ
彼
は
あ
る
 
人
 

ら
 
「
新
約
聖
書
」
を
も
ら
っ
た
が
、
 
召
 如
何
に
愚
か
な
，
 」
と
が
書
い
て
あ
る
も
の
か
し
を
見
て
遣
ろ
う
と
無
げ
て
 見
た
が
、
そ
の
第
一
 

 
 

 
 

に
 記
さ
れ
た
。
「
某
日
マ
リ
ア
は
ヨ
セ
フ
 と
鵬
定
を
 な
せ
る
の
み
に
て
 未
 だ
偕
に
な
ら
ざ
り
し
時
、
聖
霊
に
 感
じ
て
 字
 み
し
が
 L
 0 頁 か   

木
下
家
の
宗
旨
は
曹
洞
宗
で
あ
っ
た
が
、
と
く
べ
つ
 禅
ゐ
 示
 に
興
味
を
し
め
し
た
様
子
も
見
あ
た
ら
な
い
。
明
治
初
 年
の
状
況
を
想
起
し
 
胸
 

 
  
 
7
6
 

は
 家
庭
に
は
あ
ら
わ
れ
て
こ
な
い
。
 



木下尚江の二つの 回心 

架 。 空 き し り と 

でき るな 。 ら 「 た、 洞に 
た ま な 心 し、 は 出 

な 版 。 」 

と は わ 

さ 打 、 い 

れ っ 彼 

ガミ 演 

胸 を 
底   

し の 

  
に さ   

野   
な っ 
い て   の 」 

で 聞 
あ ぎ 
る 入 

か て o つ   
予 た   
軍 し 

ら か 
が む た 重 コ し 
、 か と ね 怪 「 
母 っ 私 な   談 何 
め て は け に 、 「 再 』 れ 
死 挑 考 れ 板、 ， む 々     を、 の 聴 恋 余 
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者
の
講
釈
に
信
用
を
置
く
 

て
来
た
の
で
あ
る
。
 

予
は
宗
教
を
研
究
し
て
 

さ
晴
ら
さ
冷
た
さ
に
驚
怖
 

だ
。
…
…
今
更
の
よ
う
に
 

講
演
会
へ
行
っ
て
見
る
気
 こ

と
を
喜
ば
な
い
予
の
心
は
、
野
蛮
の
遺
風
と
 瑚
 っ
て
 居
 た
 宗
教
な
る
も
の
に
対
し
て
、
怪
し
く
も
動
揺
し
 

み
よ
う
と
思
っ
た
の
で
は
な
い
。
予
は
新
た
に
我
が
心
 の
 底
に
発
見
し
た
る
不
可
思
議
な
る
空
洞
の
 、
 寂
し
 

し
て
、
 只
だ
 之
を
充
填
す
る
に
足
る
べ
 き
 不
可
思
議
の
 何
物
が
有
る
ま
じ
き
や
と
 窃
 か
に
 思
 ひ
求
め
た
の
 

法
律
な
る
も
の
の
乾
燥
無
味
に
眉
を
奪
め
た
。
 此
 時
子
 は
 始
め
て
学
校
の
講
堂
に
催
さ
れ
る
有
志
者
の
宗
教
 

に
な
っ
た
」
（
「
 集
 」
二
八
 %
 
ハ
頁
）
 

ミ
 死
は
万
事
の
最
後
で
あ
る
し
と
 ロ
 に
は
 言
ふ
、
 然
し
 心
は
其
 れ
に
て
満
足
す
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
で
無
 い
、
 理
屈
正
し
げ
な
 学
 



れ
て
い
る
。
二
十
五
才
の
と
ぎ
で
あ
る
。
 

彼
の
受
洗
は
一
風
か
わ
っ
て
い
る
 0
 「
極
ア
 
、
 
低
い
義
侠
心
 0
 発
動
で
」
「
社
会
の
た
め
に
う
げ
て
や
っ
た
」
と
っ
た
 え
ら
れ
て
い
る
。
 こ
 

れ
に
は
彼
自
身
の
説
明
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
歴
史
的
（
 現
実
的
）
理
由
が
あ
る
。
「
 俄
悔
 」
は
そ
の
点
に
つ
い
て
 つ
ぎ
の
よ
う
に
か
た
る
。
 

「
明
治
二
十
三
年
の
冬
 、
 …
…
即
ち
民
主
政
治
の
舞
台
の
 開
幕
が
一
日
千
秋
の
思
で
待
ち
構
へ
ら
れ
て
居
た
 時
 「
 教
育
勅
語
」
が
公
布
 

せ
ら
れ
た
。
 

学
者
の
倫
理
と
 云
 ふ
も
の
が
手
の
裏
を
返
へ
す
よ
う
に
 一
変
し
た
。
政
府
は
法
律
的
に
国
民
道
徳
な
る
も
の
を
 強
 行
 す
る
の
方
針
を
 

立
て
た
。
見
ょ
、
法
律
の
外
に
制
裁
 力
 な
ぎ
無
道
徳
の
 時
代
に
は
。
道
徳
も
ま
た
法
律
的
権
力
を
籍
ら
ね
ば
其
の
 威
信
を
保
っ
こ
と
が
 

な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
故
に
厳
格
の
意
味
に
於
て
は
道
徳
 で
は
な
い
の
だ
。
斯
く
神
国
的
感
情
の
大
風
が
吹
 き
 荒
さ
 む
 時
、
思
想
界
の
枯
 

野
 に
一
本
の
喬
木
が
残
っ
て
居
た
 、
 則
ち
基
督
教
で
あ
 っ
た
 。
」
（
「
 

集
 」
二
九
二
 貝
 ）
 

い
う
ま
で
も
な
く
、
近
代
日
本
の
絶
対
主
義
体
制
が
確
 止
 す
る
段
階
に
あ
っ
て
、
思
想
と
信
仰
の
世
界
に
お
い
て
 異
系
・
異
質
の
学
説
や
 

宗
教
の
存
在
を
み
と
め
な
い
と
い
う
政
治
権
力
の
意
志
 と
 、
欧
化
政
策
の
反
動
に
よ
る
国
粋
主
義
の
風
潮
が
火
の
 手
を
あ
げ
た
時
期
で
あ
 

り
 、
内
村
鑑
三
の
不
敬
事
件
に
免
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
 キ
 リ
ス
ト
散
炭
国
体
論
が
跳
梁
 抜
 肩
す
る
時
代
で
あ
っ
た
  
 

尚
江
 は
こ
の
「
枯
野
に
の
こ
ろ
一
本
の
春
同
本
」
を
ど
 
う
 み
た
か
。
彼
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
か
た
っ
て
い
る
。
 

「
予
は
基
督
教
に
就
 て
 元
よ
り
無
学
で
あ
っ
た
。
然
し
な
 が
ら
予
は
固
く
信
じ
て
居
た
。
彼
等
国
体
論
者
の
憂
 れ
 ぅ
る
 所
は
真
理
で
あ
 

る
 。
基
督
教
は
日
本
の
国
体
と
相
容
れ
ざ
る
も
の
で
あ
 る
 。
酋
に
日
本
の
国
体
の
み
な
ら
ず
、
万
国
至
る
所
何
れ
 の
国
体
と
も
相
容
れ
 

政 
と そ   
っ て   し 
よ 役 
に の 

松 キ 
本 り 

美 ス 
似 ト 

数 数 
会 へ 
で ・ の 
、 入 

回 信 
中 と 
入 荷 
吉 動   
師 つ   
ら て 

  
お 

明治 一 カヵく、ょ 
て よ 一十 上 @ 

なら 八年 

二 ぬ 

  
三 @ ま 

手許 

合理主 二十一 月 

義者の 一日と 

記 百 
銀 瀬 
さ 興 

(178) 

衝
撃
を
契
機
と
し
て
発
現
し
、
「
 俄
悔
 」
以
後
の
思
想
 と
 行
動
の
遍
歴
が
生
れ
て
 き
 た
も
の
と
私
は
考
え
た
い
。
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木下尚江の二つの 回心   

ざ
る
も
の
で
あ
る
。
 
某
 れ
は
聖
書
に
依
り
基
督
の
説
教
 に
 依
り
、
基
督
の
刑
死
に
依
り
、
実
に
明
 て
 な
る
真
理
で
 あ
る
と
予
は
固
く
 信
 

じ
て
い
た
。
」
（
 同
 左
頁
）
 

と
 。
彼
の
理
解
は
明
快
で
あ
っ
た
。
「
基
督
の
福
音
は
 甚
だ
直
裁
簡
明
で
あ
っ
て
、
調
弁
を
容
る
べ
 
き
 余
地
が
 な
い
と
考
え
た
。
間
も
 

な
く
日
清
戦
争
が
開
か
れ
た
。
予
は
戦
争
と
 云
 ふ
こ
と
 は
 基
督
教
の
反
対
す
る
も
の
だ
と
 云
 ふ
こ
と
を
稟
も
疑
 は
な
か
っ
た
」
（
同
上
）
 

と
の
 べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
神
道
仏
教
一
切
の
 連
合
軍
を
一
喝
の
下
に
打
ち
破
る
一
勇
士
が
、
基
督
教
 界
か
ら
出
現
す
る
」
（
 同
 

も
の
を
待
望
し
た
が
、
教
界
は
彼
の
こ
の
期
待
 
仁
こ
 た
え
る
ど
こ
ろ
か
、
応
戦
に
出
た
多
く
の
学
者
論
士
は
「
 予
の
信
仰
と
は
殆
ど
 正
 

反
対
に
 、
 何
れ
も
基
督
教
は
日
本
の
国
体
を
傷
げ
る
も
 の
で
も
無
く
、
愛
国
心
を
破
る
も
の
で
も
無
い
と
百
方
 苦
 心
し
て
弁
護
す
る
の
で
 

あ
っ
た
。
」
（
同
士
そ
の
あ
り
さ
ま
は
「
精
神
も
腰
も
萎
 細
 し
き
っ
て
、
全
身
 膏
 汗
を
垂
ら
し
 ビ
 
「
歯
痒
く
て
 歯
 痒
く
て
迎
も
見
て
は
 居
 

ら
れ
な
い
。
」
（
「
荒
野
」
）
そ
こ
で
、
日
日
本
 呪
咀
ロ
の
屈
 強
の
武
器
と
し
て
」
受
洗
し
た
の
で
、
「
神
の
愛
と
水
生
 の
 意
義
と
は
、
半
点
だ
 

も
 予
の
心
に
は
其
の
影
を
宿
し
て
 居
 な
か
っ
た
。
」
と
 告
 白
し
て
い
る
。
「
義
侠
の
受
洗
」
と
昂
然
と
い
っ
た
の
は
 
そ
の
た
め
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
そ
れ
が
す
べ
て
で
は
な
か
っ
た
と
お
も
う
。
 た
 し
か
に
彼
の
顕
在
の
意
識
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
 寸
享
 の
い
つ
わ
り
も
な
か
 

っ
 た
で
あ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
 忙
 、
当
時
の
尚
 江
 に
あ
っ
 て
は
抵
抗
思
想
の
表
現
方
法
と
し
て
の
意
義
と
価
値
が
 、
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
も
 

の
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
放
置
さ
れ
ざ
 る
を
え
な
か
っ
た
「
心
の
空
洞
」
に
か
か
わ
る
要
求
は
 ど
の
よ
う
に
心
底
で
 動
 

い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
 
俄
悔
 」
（
第
一
三
章
「
 辛
竹
 拍
 と
は
そ
の
点
に
お
い
て
、
一
個
の
手
が
か
り
を
供
し
 て
い
る
。
 
尚
 江
は
郷
土
 

で
の
活
動
に
絶
望
し
た
頃
、
妹
の
部
屋
で
再
び
聖
書
を
 手
に
し
た
。
こ
の
妹
は
彼
よ
り
も
一
足
さ
き
に
入
信
し
て
 い
た
。
こ
ん
ど
の
聖
書
 

と
の
出
合
い
は
最
初
の
場
合
と
は
ま
っ
た
く
 要
 っ
て
 い
 る
 。
 

 
 

 
 

 
 

「
予
は
何
心
な
く
 其
 れ
を
開
い
て
目
を
走
ら
せ
た
が
、
 

忽
 ち
 一
種
不
可
思
議
の
感
に
甚
く
胸
を
打
た
れ
た
の
で
あ
 る
 0
 予
の
偶
々
繕
い
㎝
 

 
 

た
の
が
丁
度
基
督
山
上
の
説
教
の
条
で
あ
っ
た
。
予
は
 只
 そ
の
思
想
に
驚
惜
し
た
の
で
あ
る
。
驚
き
た
る
ま
ま
に
 子
 は
 尚
は
 切
り
に
 光
 
れ
 



彼
の
キ
リ
ス
ト
教
の
理
解
の
状
 徴
は
 
「
残
梅
」
の
「
 序
 」
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
ら
ん
す
で
に
の
べ
た
 前
 掲
 の
一
文
の
う
ち
に
 

（
 
8
-
 

を
 自
ら
埋
葬
す
る
言
葉
に
あ
ら
わ
れ
た
 よ
う
 に
、
「
 両
 頭
 の
 蛇
 」
と
し
て
葛
藤
し
つ
づ
げ
た
の
で
あ
る
。
 

の
だ
。
即
ち
其
の
第
一
頁
の
 コ
 処
女
聖
霊
に
感
じ
て
 字
 む
 口
の
一
句
に
失
笑
し
て
投
げ
棄
て
た
所
の
書
物
で
あ
る
 。
然
る
に
 今
 卒
然
 と
 

し
て
 其
 れ
を
知
り
た
い
と
い
ふ
念
が
泉
の
如
く
湧
き
上
 っ
た
 。
」
（
「
 

笑
 」
二
九
 G
 百
ご
 

と
 実
感
を
そ
の
ま
ま
記
し
、
そ
の
後
キ
リ
ス
ト
教
に
関
 す
る
書
物
を
手
当
り
次
第
に
む
さ
ば
り
読
ん
で
い
ろ
。
 そ
 の
 結
果
、
キ
リ
ス
ト
 よ
 

-
 
三
 
v
 
）
 

り
も
む
し
ろ
パ
ウ
ロ
に
 強
 /
 、
ひ
か
れ
、
「
ポ
ウ
 
ロ
 は
 予
 の
 為
に
第
三
の
恩
人
と
な
っ
た
」
と
か
た
っ
て
い
る
が
、
 そ
の
と
き
の
実
感
を
一
 

参
進
め
て
説
明
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
 

 
 

「
予
は
神
学
と
い
う
も
の
を
理
解
す
る
力
を
も
た
な
か
っ
 た
が
、
自
然
界
を
通
じ
て
其
の
奥
に
神
の
存
在
を
確
信
 し
た
。
予
の
心
が
 

「
然
り
、
 神
 在
り
」
と
の
明
答
を
あ
た
え
た
時
、
歓
喜
の
 状
は
如
何
で
あ
っ
た
ら
 ぅ
 。
真
夜
中
の
闇
に
迷
い
果
て
 た
る
旅
人
が
、
意
外
 

に
も
額
に
近
く
朝
日
の
上
ば
る
の
を
見
た
る
驚
き
と
嬉
し
 さ
に
も
 愉
 へ
よ
う
か
。
」
（
「
 
集
二
 二
九
 0
 頁
 、
傍
点
筆
者
」
 

そ
し
て
「
如
何
な
る
所
に
恩
寵
の
手
の
開
か
れ
て
あ
る
 も
の
か
、
容
易
に
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
」
と
述
懐
し
 て
い
る
の
で
あ
る
。
 

彼
の
入
信
の
理
性
的
側
面
が
「
義
侠
の
入
信
」
と
し
て
、
 き
時
の
歴
史
的
・
社
会
的
状
況
に
対
決
す
る
実
践
の
道
 と
し
て
表
明
せ
ら
れ
 

て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
感
情
的
側
面
は
「
「
心
の
空
洞
 ヒ
 を
み
た
す
も
の
」
と
し
て
直
感
的
に
告
白
さ
れ
て
い
 る
 。
そ
し
て
「
累
卵
の
 

（
 
6
 ）
 

-
 
Ⅰ
 
1
 
）
 

如
 き
危
ぎ
 状
態
に
傾
い
た
 心
 」
を
凝
視
し
て
、
「
 恋
 」
 と
「
 死
 」
と
「
功
名
」
と
い
う
「
三
個
の
魔
王
の
鋭
き
 爪
 に
 引
き
裂
か
れ
て
其
の
 

痛
苦
に
悩
ん
で
 居
 」
 る
 。
し
か
も
こ
の
苦
痛
は
決
定
的
 転
換
に
い
た
る
ま
で
少
し
も
慰
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
 。
そ
れ
は
 尚
江
 に
お
 け
 

る
戸
ゴ
ス
と
 パ
ト
ス
が
、
キ
リ
ス
ト
教
と
社
会
主
義
を
 め
ぐ
っ
て
、
つ
い
に
統
一
す
る
こ
と
な
く
、
彼
が
実
質
上
 主
宰
し
た
「
新
紀
元
」
 

る
ら
し
い
の
で
、
 
走
 れ
は
奇
妙
な
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
 た
 。
考
え
て
み
れ
ば
予
は
前
年
一
た
び
此
の
書
物
を
手
に
 し
た
こ
と
が
あ
っ
た
⑨
 
 
 
 
 

き
へ
 先
 き
へ
と
読
ん
で
見
た
。
予
に
は
理
解
が
出
来
な
 か
っ
た
。
然
し
何
事
か
深
く
此
の
孤
独
 寂
 暉
の
心
の
氏
 レ
 
ト
反
 理
す
る
も
の
の
あ
㏄
 



木下尚江の二 

ら 
生 
れ 
て 

@ 
る 
必 

然 
@ 生 
が、 

あ 
  
ナ ・ し 

の 

で、 

あ 
ろ 
ろノ @ 

8 Ⅰ く 18l) 

回
 
の
と
の
主
体
的
統
一
を
求
め
て
や
ま
な
か
っ
た
と
み
る
 
こ
と
は
ゆ
る
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
仏
教
へ
の
関
心
 の
 触
発
は
こ
の
内
的
要
求
 か
 

つ
 
心
 
を
み
た
す
に
と
ど
ま
ら
ず
、
つ
い
に
背
離
・
矛
盾
し
 て
な
が
く
心
底
で
自
己
を
苦
悩
さ
せ
て
 き
た
 
ロ
ゴ
ス
的
 

 
 

種
の
生
命
哲
学
を
指
向
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
心
の
空
 洞
 」
を
み
た
そ
う
と
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
。
 そ
れ
は
ま
た
「
空
洞
」
 

こ
の
一
文
を
通
じ
て
み
る
と
き
、
彼
は
ま
だ
仏
教
に
は
 蛙
 @
 
線
の
も
の
と
し
て
立
っ
て
い
る
が
、
「
自
然
」
に
深
く
 根
 ざ
し
た
、
い
わ
ば
 一
 

や
 。
理
性
あ
る
も
の
が
、
今
日
に
至
り
て
 
司
 復
活
口
を
 避
 げ
ん
と
欲
す
る
所
以
の
も
の
其
故
な
し
と
せ
ず
」
 

ぬ
 な
り
。
故
に
基
督
教
に
在
り
て
は
、
肉
に
於
け
る
 永
 生
の
奥
義
を
塊
 棄
 し
て
、
 
「
屍
体
の
蘇
生
 L
 を
云
々
 す
 。
 壺
 
一
大
詔
 想
 に
非
ず
 

め
て
存
す
る
な
れ
。
然
る
に
門
人
の
水
生
 L
 の
 為
 め
に
 基
督
教
に
一
大
離
 関
 あ
り
。
「
肉
慾
を
指
し
て
直
に
「
 罪
 悪
口
と
な
す
，
」
と
 是
 

れ
ど
も
「
神
の
永
生
ヒ
を
説
く
の
み
な
ら
ば
、
 

足
 れ
識
 に
 無
益
の
賛
 沢
 な
り
。
 
「
人
の
永
生
」
を
発
見
す
る
所
に
こ
そ
宗
教
の
要
義
治
 

ず
、
 其
の
日
復
活
 L
 の
意
識
極
め
て
不
明
な
り
。
今
や
 努
め
て
「
復
活
し
に
触
れ
ざ
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
も
の
す
 ら
あ
る
が
如
し
 0
 鉄
 

は
 不
明
な
り
き
。
否
な
独
り
パ
ウ
ロ
の
み
な
ら
ず
、
 

基
 督
教
 そ
の
物
が
此
の
「
復
活
」
の
 一
 語
を
基
礎
と
し
て
 建
 甘
 せ
ら
る
る
に
拘
ら
 

れ
を
信
じ
た
り
 き
 。
予
は
又
 た
 実
に
パ
ウ
ロ
に
導
か
れ
 て
 結
婚
罪
悪
論
者
と
な
り
ぬ
。
然
れ
ど
も
門
復
活
」
に
 関
 す
る
 パ
ヴ
 戸
の
意
識
 

神
を
 ぅ
げ
 い
れ
る
場
合
に
も
「
自
然
界
を
通
じ
て
そ
の
 奥
に
 神
の
存
在
を
確
信
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
「
 序
 」
に
お
い
て
は
つ
ぎ
の
 

よ
 う
 に
告
白
し
て
い
る
。
 

「
 昔
し
 使
徒
パ
ウ
ロ
は
基
督
の
復
活
に
「
、
水
生
 
L
 の
鍵
を
 発
見
せ
り
。
 日
く
司
 復
活
な
く
ん
ば
 飲
在
 す
る
に
如
か
 ず
ロ
と
 。
此
の
激
越
 

の
一
 語
は
実
に
 嘗
 て
予
の
全
心
を
把
握
し
た
り
 ぎ
 。
 予
 は
 異
時
 未
 だ
基
督
を
知
ら
ざ
り
し
が
、
パ
ウ
ロ
の
熱
心
に
 動
か
さ
れ
て
 敢
て
彼
 



尚
 江
の
第
一
の
回
心
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
入
信
 と
 受
洗
は
、
す
で
に
み
た
 よ
う
 に
む
し
ろ
外
か
ら
迫
ら
れ
た
 も
の
で
あ
っ
た
 0
 こ
 

の
こ
と
自
体
が
一
つ
の
矛
盾
で
あ
る
が
、
近
代
化
の
初
 刃
 に
あ
っ
て
西
欧
文
明
と
文
化
に
直
接
に
密
着
し
て
い
 
る
 キ
リ
ス
ト
教
の
魅
力
 

陪
 こ
の
矛
盾
し
た
表
現
で
あ
る
「
外
か
ら
の
回
心
」
を
 
可
能
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
矛
盾
は
何
ら
か
の
か
た
ち
 で
 解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
 

ね
 。
さ
ら
に
入
信
と
平
行
し
て
激
し
く
展
開
さ
れ
た
彼
の
 社
会
運
動
へ
の
参
加
は
、
こ
の
矛
盾
の
解
決
に
は
た
し
 て
 決
定
的
な
寄
与
を
あ
 

た
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
「
 俄
悔
 」
を
み
る
と
き
、
そ
れ
 は
き
び
し
い
否
定
の
回
答
を
み
 ぃ
 だ
す
だ
け
で
あ
る
。
 こ
 こ
に
依
然
と
し
て
「
 心
 

の
 一
大
空
洞
」
が
そ
の
ま
ま
に
の
こ
さ
れ
、
ま
す
ま
す
 つ
よ
 く
露
呈
し
て
く
る
。
そ
れ
を
充
実
し
、
克
服
す
る
 
た
め
に
は
第
二
の
回
心
 

が
 、
そ
の
こ
と
は
の
本
来
の
意
味
に
ふ
さ
わ
し
く
内
面
 か
ら
生
起
せ
ね
ば
な
ら
な
が
っ
た
。
「
新
紀
元
」
を
葬
る
に
 
あ
た
っ
て
の
べ
た
「
 両
 

頭
 の
 蛇
 」
と
い
う
表
現
は
、
こ
の
両
者
が
 、
 少
く
と
も
 彼
に
お
い
て
は
精
神
構
造
の
内
奥
に
深
く
浸
透
し
て
、
 い
 わ
ば
「
生
死
」
を
超
越
 

す
る
底
の
改
造
を
も
た
ら
す
こ
と
に
敗
れ
た
痛
切
な
実
 感
か
ら
生
れ
て
き
て
い
る
。
「
 俄
 悔
の
苦
痛
」
に
お
い
て
 彼
が
「
真
個
の
繊
 悔
は
 

我
が
生
活
の
全
破
壊
」
で
あ
る
と
告
白
し
、
「
真
生
命
 に
入
る
こ
と
の
光
栄
し
と
「
苦
痛
」
に
つ
い
て
か
た
っ
て
 い
る
の
も
こ
の
間
の
消
 

息
 を
も
の
が
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

彼
は
こ
の
時
点
に
お
い
て
「
虚
偽
を
脱
い
で
原
始
 へ
復
 へ
れ
」
と
し
き
り
に
強
調
し
は
じ
め
る
。
そ
の
実
感
は
社
 会
 に
対
す
る
鋭
敏
な
 

直
観
か
ら
き
て
い
る
。
そ
れ
は
「
工
業
革
命
 よ
 り
来
れ
 る
 現
代
の
文
明
な
る
も
の
」
が
歴
史
上
か
つ
て
み
な
か
っ
 た
 劇
甚
な
る
 頽
落
 を
人
 

間
 に
も
た
ら
し
、
革
命
を
待
望
す
る
以
外
に
解
決
し
え
 な
い
「
生
活
難
」
を
招
来
し
て
い
る
事
実
を
痛
感
し
は
 
じ
め
た
と
こ
か
ら
生
れ
 

る
 。
こ
の
外
面
か
ら
の
危
機
感
が
、
内
面
に
お
け
る
 空
 洞
に
 反
響
し
て
、
「
今
や
逃
る
る
に
術
無
 き
窮
処
 に
道
」
 （
「
 
憶
悔
 の
苦
痛
」
）
 
る
も
 

の
と
し
て
、
彼
に
の
っ
ぴ
ぎ
な
ら
ぬ
自
己
転
換
を
迫
っ
て
 く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
今
回
の
自
己
転
換
は
内
 と
 外
か
ら
迫
る
危
機
へ
 

四 

仏 
教 
へ 
の 

回 
lL ナ 

と 

そ 
の 

本 
質 
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か
ら
「
日
蓮
論
」
が
公
刊
さ
れ
る
四
十
三
年
二
九
一
 0
 ）
ま
で
の
四
年
間
、
彼
の
自
己
埋
葬
の
作
業
は
か
な
り
 慌
た
だ
し
く
は
こ
ば
れ
 

て
い
る
。
彼
は
こ
の
間
に
な
お
福
田
英
子
ら
の
「
世
界
 婦
人
」
の
創
刊
、
「
日
刊
平
民
新
聞
」
の
発
刊
と
廃
刊
に
 関
係
し
、
「
谷
中
村
」
の
 

滅
亡
を
見
と
ど
 げ
 、
荒
畑
寒
村
の
「
谷
中
村
滅
亡
 史
 」
 に
 序
文
を
 ょ
 せ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的
活
動
の
反
面
に
 お
い
て
、
「
原
始
 へ
帰
 

り
 」
自
己
の
空
洞
の
底
に
あ
る
荒
野
を
抜
歩
し
て
い
た
 の
で
あ
る
。
天
理
教
の
ふ
る
さ
と
大
和
を
た
ず
ね
、
「
 申
 山
み
 き
子
 」
に
ひ
か
れ
 

た
こ
と
も
（
 明
 四
一
・
一
「
世
界
婦
人
」
に
寄
稿
）
、
宗
教
心
 

説
 「
 豊
 か
 肉
か
 」
「
乞
食
」
、
自
伝
的
小
説
「
墓
場
」
を
 
創
作
し
た
こ
と
も
、
 後
 

半
生
に
彼
が
異
常
な
ほ
ど
魅
せ
ら
れ
て
い
っ
た
岡
田
虎
 
二
郎
の
「
静
座
 法
 」
の
門
を
叩
い
た
こ
と
も
、
こ
の
 渉
 猟
の
道
程
の
光
景
で
あ
 

っ
た
 。
そ
し
て
、
四
十
三
年
二
月
に
は
高
島
米
峰
あ
て
の
 書
簡
で
「
 其
 後
、
仏
教
に
就
て
は
多
少
得
た
る
 処
 あ
る
 が
 如
く
、
是
非
御
目
に
 

か
か
り
て
 御
 指
導
仰
ぎ
た
し
と
 存
 居
候
次
第
な
り
。
 先
 っ
 以
て
日
本
も
亡
び
た
ね
」
と
か
 き
 、
そ
の
所
得
を
「
 日
 蓮
論
 」
と
し
て
、
同
年
 

心
 
十
一
月
に
公
刊
し
た
。
こ
え
て
 翌
 四
十
四
年
二
月
 「
法
然
と
親
鸞
」
を
世
に
問
う
て
い
る
か
ら
、
こ
の
三
音
 作
 は
い
わ
ば
一
連
の
作
品
で
 

 
 
の
あ
り
、
 
両
 書
を
以
て
一
部
を
な
す
も
の
と
み
な
し
て
 さ
し
つ
か
え
あ
る
ま
い
。
そ
の
後
彼
は
仏
教
に
つ
い
て
 、
ま
と
ま
っ
た
労
作
を
つ
く
 

 
 
仁
 
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
傾
倒
と
所
得
の
深
ま
り
 は
、
 彼
の
の
こ
し
た
書
簡
や
感
想
か
ら
洞
察
す
る
ほ
か
 あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
そ
の
 

純
 
限
り
に
お
い
て
、
内
面
的
充
実
は
、
仏
教
こ
と
に
、
 法
然
に
対
す
る
傾
倒
と
、
（
 

9
 ）
そ
の
自
由
で
独
自
の
味
得
の
 
う
 ち
に
歴
然
と
看
取
す
る
こ
 

木
と
ヵ
 

干
 

、
。
 

で
き
る
 

83@ (183) 

年
譜
を
た
ど
る
と
、
「
 俄
悔
 」
が
か
か
れ
、
「
 漸
調
め
 辞
 」
が
「
新
紀
元
」
（
終
刊
号
）
に
の
せ
ら
れ
た
明
治
三
 十
九
年
（
一
九
 0 セ
 ）
 

0
 本
質
を
探
る
 ぅ
 え
で
貴
重
な
手
が
か
り
を
供
す
る
で
あ
 ろ
 う
 。
 

0
 対
処
と
し
て
「
泥
酔
の
文
明
よ
 、
 醒
め
よ
」
面
上
）
 

も
の
に
 向
 げ
ら
れ
る
二
重
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
こ
 

と
み
ら
れ
る
と
し
て
も
、
二
重
の
意
味
で
の
自
覚
が
彼
 
と
い
う
近
代
の
日
本
社
会
と
そ
れ
を
に
な
 う
 社
会
的
存
 在
 と
し
て
の
自
己
そ
の
 

の
 転
換
が
の
ち
に
み
る
よ
さ
に
行
動
の
上
か
ら
は
「
脱
出
 」
あ
る
い
は
「
逃
避
」
 

の
 主
体
の
な
か
に
成
立
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
 た
び
の
「
回
心
」
と
そ
 



さ
き
に
あ
げ
た
問
注
自
身
の
人
生
区
分
に
し
た
が
え
ば
、
 第
三
難
後
半
以
後
の
後
半
生
、
「
宗
教
的
隠
遁
通
三
十
 午
 」
と
自
称
し
た
時
 

期
 に
は
、
念
仏
と
禅
に
深
く
ひ
か
れ
て
い
っ
た
。
断
片
 を
 抄
出
し
た
憾
を
ま
め
が
れ
 ぬ
 け
れ
ど
も
、
青
木
吉
蔵
 あ
 て
 書
簡
の
な
か
か
ら
 若
 

干
そ
の
心
底
を
の
ぞ
い
て
お
ぎ
た
い
と
お
も
 う
 。
 

昭
和
六
年
一
月
、
彼
は
め
ず
ら
し
く
長
文
の
自
 督
 を
送
 っ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
 

「
煩
悩
 白
 う
煩
悩
 ヲ
見
 ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
 ズ
 、
煩
悩
 ヲ
 観
ル
 者
 ハ
郎
 チ
 仏
性
 ノ
 光
明
ナ
リ
 

煩
悩
 能
ク
 比
嘉
 ョ
リ
 消
散
ス
ル
モ
ノ
 ナ
 リ
ヤ
、
天
才
 ノ
 境
界
ハ
節
 ラ
ズ
 。
我
等
凡
夫
人
 ニ
 在
り
 テ
 八
年
々
歳
々
 煩
 悩
ノ
 甚
深
無
風
 ナ
 

ル
事
 ヲ
 歓
待
ス
ル
 ヲ
以
テ
 無
上
 ノ
 歓
喜
 ト
 心
得
 ベ
ギ
 モ
ノ
 カ
ト
 存
候
。
我
等
凡
夫
が
煩
悩
 ヲ
脱
 セ
ン
ト
 欲
 ス
ル
ハ
 、
魚
ノ
水
ヲ
脱
 セ
ン
 

ト
欲
 ス
ル
ト
一
般
 二
テ
僑
慢
ノ
 空
想
ナ
リ
。
 

今
 二
至
リ
テ
煩
悩
 始
メ
テ
我
身
二
湧
 キ
田
デ
シ
坂
井
 ズ
、
 無
智
 騎
慢
ノ
為
 メ
ニ
 、
禾
ダ
 煩
悩
 ノ
 煩
悩
タ
ル
 事
ヲ
知
 ミ
ノ
ザ
リ
シ
エ
過
ギ
 

ザ
レ
バ
也
 。
我
等
凡
夫
人
 ハ
 仏
性
 ヲ
見
 ル
事
 能
 ハ
ズ
 、
只
 ダ
其
ノ
 光
彩
 ヲ
 煩
悩
 ノ
 五
二
見
 ル
ヲ
得
 ル
ノ
ミ
 、
我
レ
 仏
性
 ノ
 十
二
在
り
、
 

仏
性
マ
タ
 我
ガ
 十
二
在
り
 ナ
 ガ
ラ
 而
 カ
モ
 白
 う
仏
性
 ノ
 姿
ヲ
見
 ル
亭
 能
ハ
ザ
レ
バ
、
我
レ
白
 う
 我
 ガ
限
 ヲ
見
 ル
事
 能
ハ
 ザ
ル
二
周
 ジ
 。
 

煩
悩
 ノ
姿
ノ
 五
彩
陶
 欄
タ
ル
ヲ
見
テ
、
是
ヲ
照
 ラ
ス
 仏
 性
ノ
 光
明
 ヲ
信
ズ
、
見
ズ
 シ
テ
信
ズ
ル
ノ
 此
ノ
 歓
喜
、
 是
 レ
即
チ
我
 ガ
ロ
ム
 
芯
 

仏
 L
 ナ
リ
 。
 

我
レ
信
ズ
 、
源
空
沙
門
 ノ
 念
仏
 ノ
 実
体
モ
本
 タ
此
ノ
如
 シ
ト
、
彼
ハ
此
ノ
 実
体
 ヲ
 表
現
シ
テ
 之
ヲ
 衆
生
二
 及
 ボ
サ
 
 
 

ビ
テ
 、
異
時
 ノ
 事
情
 ト
 、
学
問
 ト
二
依
 リ
テ
 、
彼
レ
ノ
 如
キ
 「
唱
名
念
仏
宗
 ヒ
ヲ
 組
織
セ
リ
。
 

源
空
 ノ
 無
言
 ノ
 念
仏
 ト
 、
 某
ノ
 発
表
シ
タ
ル
同
念
仏
宗
 」
 ト
ノ
間
 二
八
、
 某
 距
離
千
万
里
モ
 蕾
 ナ
ラ
 ズ
 。
 然
 レ
バ
 、
同
 ジ
ク
念
仏
 ト
 

言
フ
モ
 、
 某
 質
人
々
智
司
 ジ
キ
 モ
ノ
 二
非
ズ
 。
 

宗
ヲ
建
テ
、
派
ヲ
設
 ク
ル
ト
 云
フ
事
 、
 畢
 黄
老
婆
心
 ノ
 害
毒
ナ
リ
。
（
下
略
）
」
（
 
尺
憤
 一
五
 
l
 一
七
頁
）
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と
の
 べ
て
い
る
。
こ
れ
は
人
生
の
第
三
期
を
終
え
る
と
 ぎ
の
所
得
で
あ
り
、
仏
教
に
心
を
し
ず
め
て
か
ら
二
十
年
 、
第
一
一
の
回
心
の
到
達
 

点
と
考
え
て
よ
い
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

し
か
し
、
一
面
に
お
い
て
彼
は
晩
年
に
い
た
る
ま
で
皮
屋
 叩
と
 
毒
舌
を
交
え
た
き
び
し
 い
 批
判
精
神
を
堅
持
し
て
い
 た
 。
仏
教
に
開
眼
 し
 

て
か
ら
は
、
そ
れ
が
自
己
の
内
部
へ
も
 惨
通
 し
て
い
っ
 た
こ
と
が
所
得
の
要
諦
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
 自
 分
ノ
姿
ヲ
見
 ル
ト
 云
フ
 

事
ガ
 人
間
一
生
 ノ
 仕
事
」
と
い
い
、
「
八
ハ
皆
 々
 自
分
 ノ
 姿
ヲ
 見
ル
 事
ヲ
逃
 ゲ
ル
者
」
（
「
八
 
%
 」
 三
 Q
 貝
 ）
だ
と
 反
 省
し
て
、
自
ら
を
「
 弱
 

者
 」
と
自
覚
し
 、
 「
や
く
さ
も
の
生
れ
た
 

、
、
、
、
、
、
，
 
期
 そ
虫
の
声
」
 

。
 

（
同
上
五
六
頁
）
と
も
吟
じ
て
、
六
十
五
回
の
誕
辰
を
迎
 
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

し
か
し
こ
の
所
得
現
成
の
過
程
に
は
長
 く
ぎ
 び
し
か
っ
た
 闘
争
の
実
践
体
験
が
沈
澱
し
て
い
た
。
あ
る
一
通
に
は
 、
「
無
常
観
」
と
「
 
罪
 

悪
観
 」
と
を
区
別
す
る
の
は
学
者
の
理
解
で
あ
っ
て
 、
 「
実
践
に
於
て
は
、
無
常
観
 ノ
途
ヲ
行
ク
 考
二
八
罪
悪
 観
 白
 う
 其
裡
二
 在
り
 突
 」
 

貢
 ）
 と
の
 べ
て
、
「
 
戯
 悔
の
苦
痛
」
に
お
い
て
 解
決
し
え
な
か
っ
た
内
面
に
お
け
る
矛
盾
を
克
服
し
、
 自
ら
撞
着
し
た
難
関
を
 

打
ち
破
る
方
途
を
把
握
し
た
の
で
あ
る
。
も
は
や
彼
の
 心
底
に
お
け
る
「
両
頭
の
蛇
」
の
脅
威
は
消
失
し
た
と
み
 て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 

晩
年
に
い
た
っ
て
 、
 彼
は
「
時
代
ニ
モ
世
態
ニ
モ
頓
着
 セ
ズ
 誠
道
 ヲ
 」
行
く
と
い
い
な
が
ら
、
自
ら
フ
ァ
シ
ズ
ム
 の
 進
行
と
発
展
に
心
 

底
か
ら
の
憤
り
を
感
じ
、
昭
和
十
二
年
に
は
「
宗
教
的
 隠
遁
」
に
徹
し
た
か
ら
、
そ
こ
を
原
点
と
し
て
再
び
「
 娑
 婆
へ
 出
掛
け
る
積
り
」
 

で
 「
近
世
政
治
史
」
の
研
究
に
た
ち
も
ど
り
、
日
中
戦
 争
 が
本
格
的
に
勃
発
す
る
政
治
的
激
動
の
波
で
、
社
会
人
 家
常
が
挙
国
一
致
に
参
 

心
加
 す
る
 旨
 声
明
し
た
と
き
、
「
馬
鹿
野
郎
め
が
 !
 」
 と
 憤
激
を
叩
ぎ
つ
け
、
い
よ
い
よ
生
命
を
捨
て
る
と
き
 が
き
た
と
親
友
に
も
ら
し
た
 

 
 

お
か
さ
れ
て
い
た
。
か
く
し
て
「
民
心
音
平
和
を
望
む
 」
と
確
言
し
て
、
つ
い
に
 死
 

（
 
o
 
l
l
 

）
 

に
を
目
覚
し
た
。
そ
の
遺
稿
「
病
中
峰
」
に
は
「
天
地
 
0
 間
宇
宙
の
外
を
馳
せ
め
ぐ
り
や
す
 む
ひ
 ま
な
ぎ
我
が
 迷
 か
な
」
と
詠
じ
、
最
後
に
 

卸
そ
の
迷
い
に
も
別
れ
を
 つ
 げ
 て
 

 
 

へ
 の
み
や
げ
な
る
ら
し
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と
い
う
辞
世
を
残
し
た
の
で
あ
る
。
 

尚
江
の
 「
傲
慢
」
を
転
回
点
と
す
る
劇
的
な
自
己
 埋
 葬
は
 、
近
代
日
本
の
知
識
人
の
思
想
的
「
転
向
」
の
原
型
 と
み
る
見
解
も
あ
ろ
 

ぅ
 。
た
し
か
に
そ
の
時
点
は
ま
だ
生
れ
て
間
も
な
い
日
 本
の
社
会
主
義
思
想
の
幼
弱
な
実
践
活
動
に
対
し
て
、
 帝
 国
主
義
段
階
へ
突
入
し
 

よ
う
 と
す
る
専
制
政
府
が
は
じ
め
て
下
し
た
苛
烈
な
 弾
 正
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
外
形
的
に
は
同
一
俵
に
み
え
る
 か
も
し
れ
な
い
が
、
 務
 

合
理
作
 氏
も
 「
木
下
尚
江
の
思
想
変
化
」
（
「
 

心
 」
一
五
巻
 三
・
五
号
）
の
な
か
で
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
が
 
相
似
形
と
な
っ
て
い
て
 

も
 、
同
質
の
も
の
で
は
な
く
、
「
内
面
の
人
間
革
命
」
 と
し
て
 よ
 び
お
こ
さ
れ
た
「
思
想
変
化
」
で
あ
る
と
と
ら
 え
て
い
る
。
私
は
そ
れ
 

を
 単
な
る
「
思
想
変
化
」
に
と
ど
ま
ら
せ
ず
、
近
代
日
 本
の
社
会
変
革
を
め
ざ
す
諸
思
想
と
そ
の
実
践
が
、
共
通
 し
て
そ
の
内
面
に
は
ら
 

み
や
す
い
「
空
洞
化
」
を
、
彼
一
流
の
直
観
で
と
ら
え
、
 そ
の
た
め
に
苦
悩
 し
 、
独
力
で
解
決
す
る
た
め
に
 

一
 種の
 「
い
の
ち
が
 け
 の
 

飛
躍
し
を
こ
こ
ろ
み
た
も
の
と
考
え
た
い
。
 

こ
の
 ょ
う
 な
飛
躍
が
必
要
と
な
る
思
想
史
的
な
原
因
は
 、
 キ
リ
ス
ト
教
に
せ
よ
、
社
会
主
義
・
無
政
府
主
義
の
変
 革
 思
想
に
せ
よ
、
 外
 

来
の
西
欧
諸
思
想
を
実
践
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
 受
 げ
 い
れ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
真
に
人
間
の
生
き
て
 い
く
心
情
の
論
理
と
す
 

る
よ
う
な
受
容
の
基
盤
と
条
件
が
成
熟
し
て
い
な
か
っ
 た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
。
一
般
に
こ
の
段
階
に
お
け
る
 日
本
の
市
民
社
会
の
戊
 

熱
性
 は
、
 新
し
い
思
想
を
世
界
観
と
し
、
納
得
の
い
く
 行
動
の
原
理
と
し
て
自
己
確
認
し
、
そ
こ
か
ら
心
情
に
い
 た
る
ま
で
の
価
値
意
識
 

の
 源
泉
を
つ
く
り
あ
げ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
と
う
て
い
到
達
 し
て
い
な
い
 0
 こ
の
状
況
は
、
 尚
 江
の
時
代
か
ら
ま
だ
 か
な
り
後
ま
で
、
い
や
 

今
日
に
い
た
る
ま
で
、
 引
 つ
が
れ
て
く
る
問
題
で
あ
る
。
 し
か
し
、
明
治
末
期
は
急
激
な
経
済
と
政
治
の
帝
国
主
 義
的
 発
展
に
よ
る
社
会
 

的
 変
化
が
矛
盾
を
激
し
く
は
ら
ん
で
ひ
 き
 お
こ
さ
れ
て
 く
る
段
階
で
あ
り
、
そ
の
精
神
構
造
へ
の
衝
撃
は
、
か
な
 り
 破
壊
的
に
作
用
し
 、
 

個
人
的
自
己
の
生
き
方
と
、
社
会
に
お
け
る
自
己
の
生
 き
 方
と
の
間
に
深
い
疎
外
と
矛
盾
を
実
感
し
は
じ
め
る
 時
 代
 で
あ
っ
た
。
日
本
の
 

近
代
文
学
者
も
こ
の
問
題
に
同
じ
く
苦
し
ん
で
い
る
。
 た
 と
え
ば
、
自
然
主
義
の
成
長
と
い
 き
 ず
ま
り
の
過
程
が
 そ
れ
を
有
力
に
も
の
が
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た
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
あ
れ
ほ
ど
当
時
文
壇
を
席
捲
 し
た
自
然
主
義
が
、
に
わ
か
に
動
き
の
っ
か
ぬ
袋
小
路
に
 は
ま
り
こ
ん
で
い
く
。
 

人
間
の
も
っ
と
も
本
能
的
な
実
存
形
態
を
是
認
し
 、
現
 実
 暴
露
の
描
写
に
徹
す
る
ま
で
は
強
力
に
作
用
し
た
が
、
 そ
こ
か
ら
新
し
い
生
き
 

方
 と
行
動
を
生
み
だ
す
指
向
性
は
容
易
に
成
立
し
て
こ
 な
か
っ
た
。
そ
れ
が
限
界
を
比
較
的
早
く
招
来
し
た
原
因
 で
あ
る
と
考
え
る
が
、
 

そ
の
壁
の
突
破
の
こ
こ
ろ
み
と
し
て
、
自
然
主
義
を
代
 表
す
る
作
家
田
山
花
袋
が
、
「
田
舎
教
師
」
「
蒲
団
」
を
 
自
 無
主
義
的
作
品
の
最
後
 

と
し
て
、
そ
の
あ
と
、
「
残
雪
」
「
あ
る
僧
の
奇
蹟
」
と
 
い
っ
た
法
華
経
の
世
界
に
参
入
す
る
作
品
を
、
し
ば
し
の
 沈
黙
の
後
創
作
し
は
じ
 

め
た
事
実
は
関
心
を
ひ
く
問
題
で
あ
る
し
、
同
じ
意
味
 で
、
白
樺
派
の
人
間
主
義
と
 汎
 宗
教
性
も
注
目
に
価
 い
 す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
 

し
 、
論
旨
を
い
ち
じ
る
し
く
拡
大
す
る
の
で
今
は
保
留
 し
て
お
ぎ
た
い
。
 

尚
 江
の
精
神
的
苦
悶
に
た
ち
か
え
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
 こ
の
段
階
に
お
い
て
、
「
飛
躍
」
の
た
め
に
直
接
に
は
 た
ら
き
え
た
 ヵ
ギ
 が
 

二
つ
あ
っ
た
と
お
も
う
。
一
つ
は
精
神
の
世
界
に
か
か
わ
 る
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
身
体
の
世
界
に
か
か
わ
 る
 屯
の
で
あ
る
。
前
者
 

を
 私
は
仏
教
、
と
く
に
鎌
倉
仏
教
の
祖
師
の
人
間
像
の
 探
求
の
上
に
も
と
め
、
後
者
を
岡
田
式
静
座
 法
 に
見
出
し
 た
い
 0
 彼
の
静
座
へ
の
 

投
入
の
仕
方
は
、
外
面
か
ら
み
れ
ば
一
種
異
様
で
あ
る
。
 岡
田
の
事
業
を
「
日
本
の
歴
史
に
於
て
は
末
書
 有
 な
大
 事
件
」
と
い
い
、
岡
田
 

を
 日
東
よ
り
出
ず
る
待
望
の
聖
人
 税
 し
て
尊
敬
し
た
よ
 う
な
的
外
れ
な
過
大
評
価
を
し
て
し
ま
っ
た
の
は
身
体
的
 ・
直
接
的
改
造
の
効
果
 

に
 強
力
に
ひ
か
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
仏
教
へ
の
理
解
 と
 参
入
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
点
は
し
だ
い
に
克
服
 さ
れ
る
。
青
木
吉
蔵
に
 

あ
て
た
手
紙
（
昭
和
一
一
・
一
一
・
一
三
村
、
「
 

尺
債
 」
、
 
七
 八
頁
）
の
な
か
で
 

静
座
二
十
文
七
年
呵
々
々
一
場
児
戯
 

非
動
非
静
 非
坐
臥
青
天
白
雲
百
花
風
 

 
 
 
 
 
 

と
い
う
偶
感
の
 一
 詩
を
賦
し
て
い
る
。
 

こ
の
静
座
に
つ
い
て
よ
り
も
、
重
要
な
問
題
は
仏
教
へ
の
 参
入
で
あ
る
と
お
も
 う
 。
「
 繊
悔
 」
に
あ
ら
わ
れ
た
 ょ
 う
な
内
省
へ
の
激
し
 
抑
 



ぃ
 熱
情
の
な
か
で
も
彼
は
社
会
の
現
実
に
対
す
る
き
び
し
 い
 批
判
を
す
て
る
こ
と
は
で
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
一
見
 矛
盾
す
る
関
心
の
緊
張
 

か
ら
生
れ
て
く
る
も
の
が
「
日
蓮
・
法
然
・
親
鸞
」
論
で
 あ
る
。
彼
は
「
法
然
と
親
鸞
」
の
冒
頭
に
、
「
二
十
年
 の
 久
し
き
 、
 羊
の
如
く
 

紙
を
食
っ
て
生
き
て
来
た
」
自
分
を
ふ
り
か
え
り
、
「
 僕
 の
 筆
は
毒
を
含
ん
で
居
た
」
と
述
懐
し
、
つ
ぎ
の
よ
 う
   

「
宗
教
改
革
論
を
書
い
て
、
紙
の
食
 ひ
 納
め
に
し
ょ
う
 と
 云
ふ
 の
が
、
実
に
此
の
数
年
の
念
願
で
す
。
宗
教
改
革
 と
云
 ふ
こ
と
は
、
 元
 

と
足
 れ
 論
ず
べ
 き
 も
の
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
。
 某
 れ
を
 論
ず
る
と
 云
 ふ
こ
と
が
、
既
に
新
し
い
間
遠
で
せ
 ぅ
 。
 故
 に
 之
を
論
ぜ
ず
に
 通
 

過
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
其
の
第
一
の
幸
福
者
は
即
 ち
 僕
自
身
だ
。
 君
よ
 。
「
人
間
も
仏
い
じ
り
を
す
る
よ
う
 に
な
れ
ば
、
娑
婆
の
 

終
り
だ
ヒ
と
 曽
て
瑚
り
 半
分
に
言
っ
た
こ
と
を
僕
は
記
 憶
 し
て
居
る
。
然
る
に
此
の
冷
 刑
 が
我
が
身
の
運
命
の
預
 言
 で
あ
っ
た
。
然
れ
 

共
 僕
は
未
だ
㍉
終
り
 ヒ
 に
到
達
し
て
い
な
い
。
若
し
 到
 達
し
て
居
る
も
の
な
ら
ば
、
宗
教
改
革
を
論
ず
る
な
ど
 云
 ふ
 愚
痴
も
煩
悩
も
既
 

に
消
へ
 失
せ
て
居
る
筈
だ
。
」
二
頁
）
 

こ
の
一
文
を
み
て
も
、
仏
教
へ
の
通
路
が
ま
ず
そ
の
歴
史
 的
 ・
社
会
的
役
割
か
ら
開
か
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
 
明
 ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
 

て
 、
そ
の
準
備
と
し
て
彼
は
一
つ
の
史
観
を
用
意
せ
ね
 ば
な
ら
な
か
っ
た
。
 

彼
は
歴
史
観
に
反
省
を
加
え
て
、
支
配
者
の
そ
れ
と
 人
 民
 の
そ
れ
に
区
別
し
、
こ
の
両
者
の
衝
突
が
革
命
を
ひ
 き
 お
，
 
」
す
と
と
ら
え
た
 

上
 で
、
「
日
本
の
歴
史
に
は
、
此
の
人
権
の
自
由
と
言
 ふ
 自
覚
的
運
動
の
影
だ
も
見
え
ぬ
。
然
れ
ど
も
治
乱
興
亡
 の
 述
を
見
る
に
、
其
の
 

根
本
的
動
力
が
常
に
 卑
 賎
の
人
民
の
胸
中
に
醸
さ
れ
て
 い
る
こ
と
は
 星
 し
も
疑
問
が
無
い
。
尺
兵
れ
が
自
覚
の
主
 張
か
ら
来
て
居
る
の
で
 

無
く
し
て
、
盲
目
の
苦
悶
か
ら
出
て
居
る
だ
け
の
こ
と
 だ
 」
と
い
い
、
「
僕
は
曽
 て
 此
の
人
民
本
位
の
歴
史
を
 書
い
て
見
た
い
と
思
っ
 

た
 。
け
れ
ど
も
今
は
是
れ
で
満
足
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
 。
人
生
本
位
の
も
の
で
無
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
か
た
っ
 て
い
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
 

か
 。
人
民
本
位
の
史
観
で
歴
史
を
み
て
も
、
つ
ね
に
 叛
 乱
 の
 末
 ま
た
新
し
い
専
制
の
世
を
つ
く
っ
て
き
た
で
は
な
 い
か
と
反
問
し
て
、
 そ
 

れ
を
た
ち
き
る
道
を
宗
教
に
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
 こ
 @
 
」
に
は
革
命
の
歴
史
的
実
践
の
論
理
が
マ
ル
ク
ス
主
義
が
 つ
か
ん
だ
よ
う
な
理
論
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的
確
信
と
し
て
彼
に
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
 考
 え
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
ま
た
彼
の
期
待
す
る
 
「
宗
教
」
が
 、
い
 わ
 ゆ
 

る
 世
上
、
政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど
と
並
び
称
さ
れ
る
 
現
象
と
し
て
の
宗
教
で
は
な
く
、
い
わ
ん
や
教
団
を
形
 成
し
て
い
る
儀
礼
と
教
 

義
 に
外
化
さ
れ
た
宗
教
で
 屯
 な
か
っ
た
。
そ
れ
は
も
っ
 と
も
深
い
原
始
に
か
え
っ
た
宗
教
で
あ
り
、
一
種
の
創
造
 的
 源
泉
と
も
い
 
う
 べ
き
 

も
の
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
 そ
こ
に
か
え
る
こ
と
が
宗
教
改
革
で
あ
る
と
彼
は
把
握
し
 て
い
る
。
 

「
釈
迦
の
如
き
、
基
督
の
如
き
、
其
の
貧
寒
な
乞
食
の
姿
 の
下
に
は
、
種
族
の
闘
争
も
、
階
級
の
闘
争
も
、
三
世
 に
 渉
り
三
界
に
跨
が
 

る
 人
間
一
切
の
葛
藤
を
熔
か
し
て
清
浄
化
す
る
一
大
火
 炉
を
蔵
し
て
居
た
、
彼
等
が
出
世
の
本
意
も
 、
 其
の
永
世
 不
朽
の
秘
密
も
 、
実
 

に
兄
 だ
 一
事
に
在
る
。
君
ょ
。
 
此
 れ
と
同
一
の
意
味
を
 、
 僕
は
日
本
歴
史
に
於
て
、
法
然
上
人
の
「
南
無
阿
弥
陀
 仏
 L
 
 
に
見
る
。
」
（
「
 

法
 

然
 と
現
代
」
九
八
 ?
 九
九
頁
）
 

と
い
う
一
節
が
 、
 彼
の
「
宗
教
改
革
論
」
の
出
発
点
を
 端
的
に
も
の
が
た
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
 

彼
の
「
鎌
倉
仏
教
」
の
把
握
は
、
当
時
の
史
料
史
学
の
 限
界
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
新
し
い
歴
史
的
理
解
の
方
法
 に
お
い
て
画
期
的
な
 

意
義
を
も
つ
屯
の
で
あ
る
。
史
料
の
選
択
と
、
人
民
本
 位
 の
定
限
 は
 、
彼
自
身
満
足
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
 が
 、
後
代
の
歴
史
科
学
 

0
 発
展
か
ら
み
て
、
本
質
的
に
先
覚
的
立
場
を
明
示
し
た
 も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
「
鎌
倉
仏
教
」
を
 、
 た
れ
よ
り
 も
平
 先
 し
て
、
「
宗
教
 

改
革
」
の
す
が
た
に
お
い
て
と
ら
え
、
彼
一
流
の
焼
 眼
 を
も
っ
て
、
法
然
Ⅱ
親
鸞
の
線
上
に
、
そ
の
主
軸
を
発
見
 し
て
い
る
。
こ
の
主
軸
 

か
ら
み
て
、
日
蓮
を
批
判
す
る
が
、
そ
の
東
国
児
の
 野
 性
的
革
命
性
を
高
く
評
価
し
、
そ
れ
と
論
理
的
に
矛
盾
す
 る
 天
台
教
義
に
か
ら
ま
 

っ
た
 保
守
・
反
動
性
、
両
者
の
矛
盾
か
ら
生
れ
る
ナ
シ
。
 ナ
リ
ズ
ム
の
歴
史
的
堕
落
を
追
求
す
る
。
論
旨
の
展
 
開
は
小
気
味
よ
く
鋭
利
 

で
、
人
物
描
写
の
躍
動
し
て
い
る
姿
は
逸
品
と
評
し
 ぅ
る
 で
あ
ろ
う
。
詳
細
な
紹
介
的
評
論
を
こ
こ
ろ
み
た
い
が
 、
紙
幅
が
す
で
に
つ
ぎ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
い
る
の
で
 
別
稿
 に
ゆ
ず
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

尚
江
 は
こ
の
よ
う
な
通
路
か
ら
仏
教
へ
参
入
し
て
、
 

東
 浮
め
 
「
脱
俗
」
精
神
の
奥
底
に
あ
る
一
種
の
解
放
性
 と抵
 抗
 性
の
体
得
に
到
達
㏄
 



つ
め
 深
い
哲
学
的
原
理
を
さ
ぐ
り
も
と
め
て
い
る
の
で
あ
 る
 。
そ
の
意
味
で
彼
の
「
回
心
」
は
い
わ
か
る
「
転
向
 」
 な
 よ
び
お
こ
す
よ
う
 

な
 性
質
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
お
も
 う
 。
む
し
ろ
そ
 れ
は
真
に
死
を
も
お
そ
れ
な
い
立
脚
点
の
探
米
で
あ
っ
た
  
 

こ
こ
で
再
び
 、
 私
は
河
上
肇
の
「
非
転
向
」
の
心
情
的
 論
理
を
想
起
し
た
い
。
河
上
に
お
い
て
は
、
宗
教
（
 と
く
 に
 仏
教
）
の
真
理
と
 

科
学
（
と
く
に
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
）
の
真
理
の
一
一
重
の
真
理
の
 
両
立
 説
 を
と
り
、
そ
れ
を
「
弁
証
法
的
に
統
一
し
た
」
 と
 確
信
し
た
。
木
下
に
 

お
い
て
も
宗
教
と
科
学
の
真
理
性
は
彼
の
思
想
の
内
 景
 に
お
い
て
、
ふ
た
つ
な
が
ら
否
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
 し
 か
し
、
そ
の
「
弁
証
法
 

的
 統
一
」
と
い
っ
た
確
信
は
、
マ
ル
キ
ス
ト
に
ま
で
 
至
 ら
な
か
っ
た
「
純
白
の
民
主
主
義
者
」
木
下
に
お
い
て
 は
 成
立
し
て
こ
な
い
。
 

も
ら
ろ
ん
河
上
の
「
統
一
」
も
、
そ
れ
は
彼
の
心
情
の
 論
理
の
問
題
に
と
ど
ま
り
、
客
観
的
立
証
と
普
遍
的
承
認
 を
成
立
さ
せ
る
と
こ
ろ
 

に
は
到
達
し
て
い
な
い
。
と
も
に
そ
れ
ほ
理
論
の
主
体
 的
 実
践
の
自
己
確
認
の
問
題
と
し
て
成
立
し
て
お
り
、
 検
 証
す
る
こ
と
が
で
き
る
 

の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
は
東
洋
の
思
想
と
西
 欧
の
思
想
の
歴
史
的
性
格
（
文
明
の
構
造
史
的
意
味
に
お
け
 

-
 
③
の
相
違
に
由
来
す
る
 

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
二
人
の
思
想
家
 は
 近
代
日
本
の
思
想
史
の
上
で
、
支
配
的
権
力
の
 ィ
デ
オ
 
ロ
ギ
ー
に
抵
抗
し
つ
 

つ
 、
東
洋
の
思
想
と
精
神
を
伝
統
的
立
場
か
ら
解
放
し
て
 、
西
欧
の
人
間
解
放
の
思
想
と
精
神
に
 、
 自
ら
の
生
涯
 を
 実
験
台
と
し
て
ぶ
ち
 

あ
て
て
み
せ
た
貴
重
な
実
験
者
と
評
し
て
 よ
 い
で
あ
ろ
 
ネ
ノ
 
0
 

証
 ュ
 
河
上
肇
は
「
思
い
出
二
の
な
か
の
「
木
下
尚
江
 翁
 」
の
 一
 篇
 で
、
そ
の
交
渉
の
記
憶
を
た
ど
り
、
尚
三
が
河
上
の
護
送
さ
 れ
る
写
真
を
夕
刊
で
 

み
て
、
「
私
は
三
十
年
代
の
自
分
の
写
真
で
な
い
か
と
下
図
 胸
 な
 お
ど
ら
せ
ま
し
た
。
そ
れ
が
河
上
君
だ
。
 

も
 知
ら
ず
熱
涙
を
 

雨
の
如
く
に
落
し
ま
し
た
。
：
：
：
河
上
君
と
は
今
一
度
胸
襟
を
 
開
い
て
語
っ
て
見
た
い
と
願
っ
て
 居
 ま
す
」
と
「
改
造
」
に
 書
 
い
た
の
を
よ
ん
 

で
、
「
 か
 う
し
た
翁
は
私
も
四
十
年
を
隔
て
て
是
非
一
度
会
っ
 て
 見
た
い
し
と
い
い
、
出
獄
後
の
や
む
を
え
ざ
る
蟄
居
の
た
め
 に
 、
そ
の
願
い
が
 

果
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
深
く
後
悔
し
て
い
る
 0
 両
者
の
間
に
は
 に
 の
か
よ
い
 あ
ぅ
 も
の
が
自
然
と
湧
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

(190) 

し
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
抵
抗
性
に
つ
い
て
 

 
 

し
 、
今
は
そ
の
底
に
一
 90 



7
 
 そ
の
頃
、
 
尚
 江
は
父
の
死
か
ら
、
家
系
の
祖
先
が
、
ほ
と
 ん
ど
四
十
方
 台
て
 死
亡
し
て
い
る
事
実
と
、
自
分
の
幼
時
よ
り
 の
 病
弱
の
た
め
、
 
三
 
㎝
 

木
 

下 向 江の二つの回心 

  
は 渉基 む家 
言 の 硬 し の 初 
及 う と ろ 定 恋 
す ち す 異 め の 
る か る 帝 た 少、 
こ ら 「 な 結 女 
と く 国 ほ 婚 「 

を 保 み家どで ヒ体で去」 静 

留る制 しよ」 あ っ っに ては   
るしのこう 。 く 事の ト 
そ 非 作 衛 ヱ 
の 難 か 撃       

意味 
で か 婚 刻 恋 
" つ     
変 故 友 も を 
変 革 性 の い 
は す 感 で だ 
被 る     
の 思 、   睦 彼 た 

は終 思想 穏 思へ 慾に 

遍 と つ 生 こ 
歴 歩 い こ の 
と み て のネ刀 
杉 山 煩 少 恋 
成 し 悶 女 は 
め て と を ほ 

適 い 省 理 と 

程く察想 に。 をのど 、 ん 
は 宗 ふ 六 片 
見教か性忠   
が に 、 し の 

せ は か て よ 

な昇っ抱 い 悪、 きた う 
要感 「 つ状 
因 を 家 づ 況 
で 尚 族 け の 

うち ある 江 は 制度 た 

が " 丈二 性 との そに " 
拙 と そ 散歩 
稿 の れ京女 
で 交 を は は 

(191) 

2
 
 青
木
吉
蔵
は
滋
賀
県
長
浜
市
三
 ッ
 矢
の
人
で
、
西
田
天
蚕
 ・
焼
鳥
 敏
 
・
ト
ル
ス
ト
イ
・
徳
富
 
芦
花
 
・
賀
川
豊
彦
・
有
島
 
武
 郎
 
・
武
者
小
路
実
篤
 

梅
原
真
 陸
 
・
足
利
洋
 円
 ・
伊
藤
 証
信
 
・
岡
田
 播
陽
 ら
の
思
想
 
を
 遍
歴
し
て
、
つ
い
に
問
注
 に
 傾
倒
し
た
と
自
ら
の
べ
、
古
人
 で
は
良
寛
の
生
活
 

な
っ
 よ
く
 母
嘉
 し
て
い
た
。
由
江
へ
の
傾
倒
・
師
事
は
は
な
は
 だ
 深
く
、
「
木
下
尚
江
 
翁
 語
録
」
第
一
・
第
二
、
一
・
木
下
尚
江
 
翁
 尺
栢
 」
を
自
費
出
 

仮
 し
て
い
る
。
 

3
 
 「
中
央
公
論
」
の
前
身
「
反
省
会
雑
誌
」
は
、
浄
土
真
宗
本
 願 寺
派
の
「
普
通
教
 校
 」
の
有
志
学
生
の
雑
誌
と
し
て
明
治
 
二
十
年
八
月
創
刊
さ
 

れ
る
が
、
そ
の
母
胎
と
な
っ
た
「
反
省
会
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
 の
 禁
酒
運
動
に
刺
戟
さ
れ
、
「
禁
酒
」
を
第
一
の
旗
印
と
し
、
 政
治
・
道
徳
・
 
宗
 

数
 に
わ
た
る
新
鮮
な
評
論
と
改
革
的
実
践
を
実
行
し
た
。
会
員
 は
 明
治
二
十
 セ
 年
に
、
一
万
八
千
五
百
余
人
に
達
し
、
子
規
・
 鉄
幹
・
追
遠
・
 
独
 

歩
 
・
露
伴
・
藤
村
ら
の
寄
稿
も
え
て
発
展
し
、
明
治
三
十
二
年
 一
月
「
中
央
公
論
」
と
改
題
し
た
。
編
集
に
杉
村
楚
人
冠
ら
が
 い
た
の
で
、
改
題
 

後
も
「
新
仏
教
」
（
 
尚
 江
も
応
援
し
た
一
人
）
と
の
間
に
は
深
い
 精
神
的
関
連
が
あ
っ
た
。
 

4
 
 石
川
啄
木
は
「
自
分
の
歩
み
こ
ん
だ
一
本
道
の
前
方
に
 於
 て
 先
に
歩
い
て
 る
た
 人
達
が
突
然
人
の
中
に
飛
び
込
ん
だ
の
を
 遠
く
か
ら
目
撃
し
た
 

よ
う
な
気
持
」
（
「
あ
る
手
紙
 
ヒ
 

と
か
た
り
、
永
井
荷
風
は
「
 文
字
者
た
る
以
上
こ
の
思
想
問
題
に
つ
い
て
黙
し
て
は
な
ら
な
 い
 」
と
考
え
つ
つ
 

も
 
「
以
来
わ
た
し
は
自
分
の
芸
術
の
品
位
を
江
戸
戯
作
者
の
な
 し
た
程
度
に
ま
で
引
下
げ
る
に
如
く
は
な
い
」
盆
花
火
 ヒ
と
 歎
じ
、
志
賀
直
哉
 

は
 
「
そ
の
記
事
を
す
っ
か
り
読
む
気
力
さ
へ
」
も
失
い
「
歴
史
 で
は
想
像
出
来
な
い
」
と
「
日
記
」
に
し
る
し
て
い
る
。
こ
れ
 ら
の
記
述
で
そ
の
 

一
斑
は
察
せ
ら
れ
る
。
 

5
 

第
一
，
第
二
の
恩
人
の
う
ち
、
一
人
が
ク
ロ
ン
 ヱ
ル
 で
あ
 る
こ
と
は
、
彼
が
少
年
時
代
す
っ
か
り
傾
倒
し
て
「
ク
ロ
ソ
 エ
 か
め
 木
下
」
と
よ
ば
 

れ
た
こ
と
や
、
「
 繊
悔
 」
の
な
か
で
そ
の
影
響
を
重
視
し
て
 書
 い
て
い
る
の
で
明
ら
か
で
あ
る
 0
 幼
少
の
こ
ろ
に
強
い
感
動
を
 つ
け
た
の
は
福
沢
 

諭
青
 で
、
東
京
専
門
学
校
時
代
に
は
ス
ペ
ン
サ
 l
 に
も
ひ
 き
つ
 け
ら
れ
て
い
た
。
 



付
記
小
穂
 は 、
昭
和
四
十
二
年
度
特
定
研
究
「
日
本
の
近
 低
化
」
の
研
究
助
成
金
を
 ぅ
 け
て
研
究
し
て
い
る
成
果
の
一
部
 で
あ
る
。
 

十
方
に
は
必
ず
死
ぬ
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
、
こ
の
予
想
は
一
種
 の
 強
迫
観
念
と
な
つ
て
刻
々
迫
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
 

「
心
の
空
洞
」
 

舵
 

に
 
一
役
か
っ
て
お
り
、
非
常
な
無
慮
感
を
精
神
全
体
に
ひ
き
お
 こ
し
て
い
る
 

 
 

8
 
 「
新
紀
元
」
の
 姓
 Ⅱ
 廿
 
（
明
治
三
十
九
年
十
一
月
十
日
刊
）
 

に
 彼
は
「
 漸
謝
 の
 辞
 」
 き
め
 せ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
 っ
 ぎ
の
よ
う
に
の
べ
 

て
ひ
 

 
 「

新
紀
元
は
両
頭
の
蛇
な
り
 

ぎ
 。
彼
は
皓
Ⅱ
 牧
な
 石
も
の
と
 
社
 金
主
義
な
る
も
の
と
を
二
個
対
等
の
異
物
と
理
解
し
、
此
の
両
 筒
 を
一
束
し
て
 

新
紀
元
は
一
個
の
偽
善
者
な
り
 ぎ
 。
笘
は
同
時
に
二
人
 の
 主
石
に
奉
仕
ぜ
ん
こ
と
を
欲
し
た
る
 

強
く
階
調
の
音
を
出
さ
ん
と
欲
し
た
り
 ぎ
 

 
 

こ
と
を
企
て
た
る
 
卦
 汗
の
娼
婦
な
り
 ぎ
 0
.
.
.
 

：
・
」
 

9
 
 「
法
然
上
人
武
モ
の
子
を
以
て
 

、
 
父
が
臨
終
の
遺
言
に
依
 り
 、
復
讐
を
拠
っ
て
Ⅲ
吐
出
等
の
仏
門
に
入
る
。
 

  

せ
ば
思
い
を
 
此
 一
点
に
集
中
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
 

我
 れ
こ
れ
を
 

思
ふ
て
常
に
泣
く
」
（
「
病
中
 

吟
 」
昭
和
一
二
・
一
 
0
.
 

一
六
）
 

稔
 

山
極
圭
司
「
木
下
尚
江
論
」
（
「
 
集
 」
三
八
二
頁
）
 
牟
 -
 
照
 。
 

Ⅱ
 

尚
 江
は
学
生
時
代
巧
拙
 師
 に
旧
派
（
漢
学
者
）
と
新
派
（
 学
校
出
身
の
若
手
教
師
）
の
潮
流
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
 「
漢
学
が
予
年
に
与
 

へ
た
 使
玖
府
的
 思
想
、
井
口
史
的
感
情
の
咀
化
 力
は
 実
に
強
大
 で
あ
っ
た
。
当
時
 朋
字
 の
五
 %
 蓄
に
 用
ひ
た
る
 
唐
禾
 油
圧
の
名
 文
章
は
 、
 何
れ
も
 

当
路
の
方
針
を
非
難
攻
 昨
 し
た
る
政
治
 
談
 で
は
な
い
か
、
然
し
 一
 た
び
泰
西
輸
入
の
新
科
学
に
触
れ
た
る
少
年
は
、
 

品
早
や
漢
 手
 に
対
し
て
幸
木
 

だ
も
敬
意
を
表
し
得
た
い
の
で
あ
る
。
 

殊
 る
に
新
 村
字
 を
費
 ら
 し
た
る
若
手
の
教
員
 等
は
 、
 打
 育
て
ふ
も
の
 
@
 根
本
抽
神
に
就
 て
 全
く
無
 押
誠
 で
 

あ
っ
た
、
彼
等
は
相
拙
い
て
公
然
と
遊
蕩
三
昧
に
耽
っ
た
の
で
 あ
る
。
」
（
 一
 
・
 
繊
悔
 」
第
六
章
「
自
由
と
血
」
、
「
 
集
 」
 -
 一
 セ
 八
頁
 
 
 

る
 回
想
が
あ
る
 0
 東
洋
の
「
隠
逸
」
の
抵
抗
性
に
つ
い
て
は
 別
 途
 論
じ
た
い
。
 



フリートリヒ・ハイラ 一先生を悼む 

西
独
ヘ
ッ
セ
ン
州
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
 市
 フ
ィ
リ
 ッ
イ
 入
学
 の
 枢
機
教
授
フ
リ
ー
ト
リ
ヒ
・
ハ
イ
ラ
ー
先
生
は
 、
 去
る
 四
月
二
十
八
日
、
先
 

生
の
郷
里
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
逝
く
な
ら
れ
、
越
え
て
五
月
一
 
二
日
、
同
じ
く
 ミ
ュ
ソ
 ヘ
ン
市
の
東
墓
地
に
 於
 い
て
埋
葬
 せ
ら
れ
ま
し
た
由
の
悲
 

報
が
 、
同
先
生
の
喪
主
ア
ン
 不
 ・
マ
リ
ー
ニ
・
ハ
イ
ラ
 ｜
 博
士
夫
人
及
び
そ
の
遺
族
の
連
名
で
届
げ
ら
れ
て
か
ら
 も
 う
 幾
日
月
を
経
た
 今
 

日
比
頃
、
先
生
と
緑
古
の
深
い
日
本
宗
教
学
会
で
は
、
 篤
 に
 故
人
と
縁
故
浅
か
ら
ぬ
 最
 寄
の
学
徒
を
催
し
て
先
生
 追
悼
の
文
章
を
「
宗
教
 

研
究
」
誌
上
に
掲
げ
た
い
と
云
 う
 こ
と
で
、
弘
一
九
二
 八
年
の
頃
、
先
生
任
地
の
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
に
ラ
イ
 
プ
ツ
ィ
ヒ
 か
ら
転
籍
し
 

て
 、
そ
こ
の
聴
講
生
と
な
っ
た
時
以
来
の
浅
か
ら
ざ
る
 恩
 顧
を
賜
っ
て
以
来
、
約
三
十
余
年
の
歳
月
を
経
て
 、
先
 生
 が
初
め
て
我
国
日
本
 

で
 開
催
せ
ら
れ
た
、
一
九
五
八
年
の
国
際
宗
教
学
会
議
の
 際
に
 、
 特
に
ハ
 イ
 ラ
 ー
 先
生
は
、
産
経
会
館
ホ
ー
ル
で
 開
会
初
一
日
に
祝
辞
 演
 

説
を
行
わ
れ
た
、
そ
の
際
に
先
生
は
 、
可
 な
り
久
し
き
 生
見
っ
て
、
東
京
都
港
区
第
一
木
テ
ル
に
滞
在
せ
ら
れ
、
 そ
こ
を
根
城
と
し
て
 日
 

本
 各
地
域
の
宗
教
 セ
ソ
タ
 ー
を
巡
回
せ
ら
れ
た
際
、
特
 に
そ
の
案
内
役
と
し
て
随
伴
し
た
と
云
う
縁
故
も
あ
っ
て
 、
こ
の
 一
 稿
を
嘱
望
 せ
 

ら
れ
た
わ
げ
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
が
ラ
イ
ブ
 ツ
ッ
ヒ
 の
 二
個
学
期
に
見
切
り
を
つ
げ
て
、
遠
く
南
に
隔
っ
た
 マ
 ｜
 ル
ブ
ル
ク
，
 
と
 云
う
 唯
 

大
学
 文
 け
で
生
き
て
居
る
よ
う
な
大
学
都
市
に
最
後
の
 学
期
を
過
そ
う
と
決
心
し
た
こ
と
の
縁
の
連
な
り
は
、
 元
 国
を
出
る
時
、
恩
師
 故
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追
悼
 
文
 

フ
リ
ー
ト
リ
ヒ
・
ハ
イ
ラ
ー
 先
 生
を
悼
む
 

苧
 
田
本
腰
 



い
 （
当
時
の
住
民
四
万
と
か
云
っ
た
）
大
学
町
に
さ
え
 

ハ
イ
ラ
ー
先
生
へ
の
連
絡
が
取
ら
れ
、
五
月
の
う
ち
ら
か
 

ほ
ん
の
一
日
 位
 、
香
具
師
が
か
か
っ
て
化
物
屋
敷
や
釣
 

な
南
独
ラ
 ー
ン
河
の
上
 堤
 に
近
い
同
党
生
の
宿
を
訊
ね
 人

形
踊
り
な
ぞ
も
見
た
 

た
 頃
に
は
、
そ
の
 令
夫
 

人
も
 未
 だ
若
く
、
お
子
さ
ん
な
ぞ
も
 未
 だ
見
え
な
か
っ
 た
よ
う
 に
思
わ
れ
た
が
、
そ
の
先
生
も
今
で
は
五
人
の
お
 嬢
さ
ん
達
と
、
六
人
の
 

お
 孫
さ
ん
 達
 と
を
後
に
遺
さ
れ
た
よ
 う
 に
、
死
亡
通
知
 に
 署
名
し
て
あ
っ
た
こ
と
は
誠
に
痛
ま
し
い
極
み
で
あ
っ
 た
 

そ
ん
な
わ
げ
で
、
私
へ
の
公
式
の
紹
介
状
は
、
オ
ッ
ト
 ｜
 先
生
死
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
当
分
は
オ
ッ
ト
ー
 生
 生
へ
の
訪
問
や
聴
講
 

は
 足
繁
く
な
り
、
ハ
イ
ラ
ー
先
生
に
あ
っ
せ
ん
し
て
 頂
 い
た
の
は
、
さ
し
 づ
め
 オ
ッ
ト
ー
先
生
の
当
時
日
本
の
 
読
書
 罪
 で
も
有
名
の
 

"
 口
器
 
國
 定の
 ，
 （
聖
な
る
も
の
）
の
輪
読
講
師
を
紹
 介
し
て
貰
 う
 た
こ
と
と
そ
の
時
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
の
 シ
タ
 イ
 ン
ヴ
ェ
ー
 ク
 で
買
い
 

求
め
た
、
ハ
イ
ラ
ー
先
生
最
 旧
者
 の
 "
 し
器
 鮎
す
宰
，
 o
.
p
E
h
 

）
・
「
祈
り
」
の
大
著
や
近
著
初
版
の
 

，
 日
の
手
 Ⅰ
Ⅰ
 
オ
ナ
 
の
曲
の
。
 

プ
の
せ
 の
へ
の
の
 

ロ
 。
 

桂
 u コ
ゅ
 
"
 「
仏
教
に
於
け
る
冥
想
」
を
精
読
す
る
こ
と
や
 、
乃
至
マ
ル
チ
ン
・
ル
ッ
タ
ー
の
。
 セ
 。
 コ
宙
蒋
刊
 
お
白
色
（
 
O
e
 
コ
 の
の
の
 
す
コ
の
ヰ
 

の
コ
ヨ
の
 

コ
 ・
 

s
o
 
ぎ
口
 "
 な
ど
を
 宿
 
"
F
 注
 ぷ
の
 
性
蒋
 "
 の
真
向
い
の
 フ
ラ
ン
ツ
女
史
と
隔
日
に
輪
読
す
る
こ
と
な
ど
が
そ
の
 マ
 ｜
 ル
ブ
ル
タ
の
日
常
生
 

活
 で
あ
っ
た
。
 

そ
の
他
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
の
そ
の
学
期
の
遠
足
で
は
、
 多
 く
の
同
学
と
共
に
、
 此
 池
坊
で
ほ
ん
の
 チ
ッ
ポ
ケ
 な
 ワ
ル
 デ
ッ
ク
 州
 と
か
云
う
 

州
 の
一
応
の
首
都
の
旧
 城
に
 、
と
て
も
深
い
井
戸
だ
の
、
 重
罪
人
を
閉
込
め
た
牢
獄
を
見
た
り
な
ど
し
た
こ
と
が
 あ
り
、
 又
 こ
ん
な
小
さ
 

 
 

が
、
取
 わ
 け
 印
象
に
残
っ
て
居
る
の
は
大
学
や
城
に
向
 っ
て
左
手
に
あ
る
、
塔
の
左
方
に
か
た
向
い
て
居
る
こ
と
 で
 有
名
な
教
会
堂
内
や
 

そ
の
境
内
で
催
さ
れ
た
ロ
シ
ヤ
歌
劇
団
の
野
外
劇
で
あ
 っ
 た
り
、
こ
の
地
に
初
め
て
、
 猶
 大
人
墓
地
に
西
南
 独
逸
 哲
学
者
と
し
て
有
名
な
 

コ
 ー
 ヱ
ン
 の
墓
を
尋
ね
た
り
、
特
に
面
白
か
っ
た
の
は
、
 此
の
町
の
 う
 ー
ソ
河
の
辺
り
に
一
二
泊
、
 ッ
ゴ
 イ
ナ
ー
 （
 
ぷ
 洩
の
岸
 

コ
の
 
Ⅰ
）
の
一
群
 

オ
，
ト
｜
 
先
生
か
ら
の
紹
介
で
私
は
、
当
時
郷
里
の
 、
、
、
 

ュ
 ン
ヘ
ン
か
ら
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
の
フ
ィ
ジ
 ッ
プ
 大
学
教
授
 に
 就
任
し
た
ば
か
り
の
㊧
  
 

姉
崎
正
治
先
生
の
回
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
正
教
授
 ル
ド
 ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
先
生
へ
の
紹
介
 書
 が
あ
り
、
そ
の
先
生
 を
ま
ず
訪
問
し
た
際
、
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 フ
の
 内
に
充
分
に
現
れ
、
そ
れ
よ
り
 先
 き
を
探
れ
ば
、
 

近
年
ロ
ー
マ
法
王
庁
内
に
兆
し
た
基
督
教
全
般
の
公
 会
議
 
ぴ
 オ
目
 日
の
コ
円
 
。
 舘
 
運
動
に
㏄
 

が
た
か
ろ
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
、
そ
の
川
べ
り
に
居
着
 い
て
荷
馬
車
を
解
き
。
ラ
ー
ン
河
の
水
棲
 に
 一
群
が
い
よ
 ぃ
 2
 曲
ろ
す
る
こ
と
と
 

な
る
と
北
町
の
住
民
や
警
察
の
皆
が
あ
わ
て
ふ
た
め
く
 の
で
あ
っ
た
が
、
つ
い
そ
の
晩
に
特
異
な
犯
罪
が
起
っ
 
た
と
云
 う
 こ
と
を
聞
か
 

ず
 、
案
外
平
穏
に
 、
ッ
ゴ
 イ
ナ
ー
の
 一
隊
は
 、
家
畜
 や
 小
 供
や
木
蔭
に
う
ず
く
ま
っ
て
居
た
老
病
者
 迄
 す
っ
か
り
 馬
車
に
積
み
込
ん
で
 次
 

の
村
 や
河
へ
と
旅
立
つ
の
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
 珍
 ら
し
い
 突
発
事
件
の
外
に
 、
 此
の
大
学
都
市
と
し
て
は
、
百
年
 に
一
度
し
か
な
い
、
 大
 

学
 四
百
年
祭
の
パ
レ
ー
ド
が
大
学
と
し
て
 敢
 行
わ
れ
た
。
 比
目
五
月
の
晴
天
で
現
に
大
学
に
籍
を
持
っ
程
の
学
生
 は
皆
 打
ち
揃
う
て
、
 マ
 

｜
 ル
ブ
ル
ク
駅
前
あ
た
り
か
ら
、
大
学
講
堂
 迄
 、
例
の
 
へ
 1
 ト
 ー
フ
ェ
ン
行
進
曲
に
歩
調
を
合
せ
て
進
む
の
で
 あ
っ
た
、
 比
 日
の
祝
賀
 

講
演
の
名
誉
あ
る
担
当
者
は
、
コ
ー
エ
ン
、
ナ
ト
ル
プ
 も
す
で
に
逝
く
、
今
を
時
め
く
ル
ー
ド
ル
フ
・
オ
ソ
ト
ー
 先
生
で
あ
っ
た
こ
と
は
 

私
 、
仮
り
の
聴
講
者
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
誠
に
ほ
ほ
 ，
 
え
ま
し
い
シ
ー
ソ
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
の
新
聞
の
切
り
抜
 き
 記
事
は
、
今
は
逸
し
 

た
が
、
名
誉
あ
る
大
学
四
百
年
の
歴
史
を
た
た
え
た
後
 に
 先
生
本
学
年
担
当
の
。
の
 q
p
 
け
ご
 
の
臣
の
）
の
手
の
 

，
の
 一
端
 に
 触
れ
ら
れ
た
こ
と
に
 

は
 疑
い
な
く
、
そ
れ
は
、
先
生
の
世
界
的
名
著
 
"
 し
器
 叫
 の
ま
 潟
 "
 「
聖
な
る
も
の
」
の
 続
講
 で
あ
っ
た
こ
と
に
 は
 変
り
な
い
が
、
。
 し
り
の
 

哀
 の
 
目
 的
の
 
"
 に
は
、
先
生
の
東
洋
旅
行
の
影
響
が
多
分
に
 現
れ
て
居
り
、
此
の
先
生
最
後
の
講
述
に
は
、
基
督
教
 特
に
 プ
 p
 テ
ス
タ
ン
ト
 

 
 
悼
に
 於
け
る
 ル
 "
 タ
 ー
や
ツ
ウ
ィ
ン
グ
リ
の
清
教
徒
的
 色
彩
が
特
に
濃
厚
に
表
れ
て
居
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
 @
@
 

キ
ト
 
。
 

旭
 

私
は
奇
し
く
も
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
四
百
年
祭
の
 佳
最
に
 当
っ
て
ル
ド
ル
 プ
 ・
オ
ッ
ト
ー
先
生
最
後
の
講
 議
 を
承
賜
る
光
栄
に
浴
し
た
 

 
 

ラ
 ー
 先
生
に
は
此
の
国
東
京
で
二
度
目
に
お
ん
目
に
か
 か
る
に
至
っ
て
特
は
先
生
の
 

 
 
ハ
 
新
面
目
に
接
す
る
よ
う
な
事
が
多
々
あ
っ
た
。
 

圧
 

特
に
、
先
生
の
近
著
。
 
し
ざ
局
 キ
色
。
 コ
 0
 
コ
 宙
 o
q
 
目
の
コ
 
s
c
 
ゴ
 甘
の
～
 

t
,
 
 
に
そ
の
巻
末
の
結
論
と
し
て
掲
げ
ら
 
ね
 た
 
"
 せ
の
 
r
s
u
c
 

ぎ
 e
 ぎ
轄
 

 
 

コ
 絹
の
 
コ
ぴ
 
n
r
 
の
 円
 
（
の
（
の
二
 

%
0
 コ
 "
 （
諸
宗
教
の
統
合
と
、
一
の
 
新
し
き
人
類
宗
教
へ
の
試
み
）
 (195) 



Ⅱ
の
お
の
 
コ
 オ
ロ
 
コ
 9
,
 の
 副
題
に
も
已
に
充
分
に
現
れ
て
 居
 十
ハ
 

-
@
O
 

か
 よ
 う
 に
し
て
、
 独
逸
で
 最
も
佳
節
な
 
，
臣
ョ
お
下
 0
 目
 0
 口
目
 ゑ
め
コ
 
（
 
簿
 ぬ
の
 "
 の
 半
季
も
終
り
に
近
づ
い
た
こ
ろ
、
 

数
々
思
出
の
 
ブ
イ
 

｜
レ
 ー
の
よ
う
に
、
大
学
校
舎
の
真
下
を
流
れ
る
 ぅ
｜
 ン
 河
の
、
大
学
寄
り
の
橋
の
襖
 悟
 
一
九
一
四
・
五
年
の
 
第
一
次
世
界
大
戦
に
 

此
 母
校
か
ら
出
征
し
て
 惜
 く
も
比
国
の
 薦
 め
、
不
帰
の
 客
 と
な
っ
て
 
朴
れ
 去
っ
た
学
徒
記
念
碑
が
、
大
学
創
立
四
 百
年
祭
の
フ
ィ
ナ
 ｜
 

｜
 と
し
て
の
よ
う
に
 除
幕
 せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
同
時
に
 遥
々
極
東
の
日
本
あ
た
り
か
ら
独
り
淋
し
く
尚
も
旅
を
続
 げ
よ
う
 と
す
る
一
介
 

留
学
生
を
見
送
る
曲
で
あ
ろ
う
か
の
よ
う
に
。
 

昭
和
三
十
三
年
八
月
二
九
五
 セ
年
 八
月
）
 十
 セ
ロ
の
 前
夜
私
は
襖
 別
幾
 十
年
と
云
う
ハ
イ
ラ
ー
先
生
を
東
京
都
 港
区
第
一
木
テ
ル
 

歓
迎
の
辞
を
宣
べ
、
翌
日
以
来
の
、
第
九
回
東
京
宗
教
 史
 会
議
の
成
功
を
祈
り
、
且
つ
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
訣
別
以
来
 の
 身
上
や
暮
し
に
つ
 

て
譲
 り
、
 尚
 、
開
会
中
の
欠
礼
を
お
詫
び
申
し
上
げ
、
 
但
し
公
会
後
一
切
の
御
私
用
に
就
て
は
、
出
来
る
 丈
げ
 の
 御
案
内
を
申
上
げ
 

ぅ
 こ
と
を
お
約
束
中
上
げ
た
。
但
し
先
生
第
一
日
の
行
 事
 、
「
宗
教
統
合
へ
の
宗
教
史
の
役
割
」
と
云
う
英
語
で
 の
 
"
 下
の
の
（
（
の
宙
の
 

，
丈
 

は
 欠
か
さ
ず
傾
聴
し
、
後
之
を
自
分
刊
行
の
「
宗
教
会
 論
 」
（
第
二
十
八
巻
第
九
月
号
）
上
に
掲
載
し
た
。
「
宗
教
 

統
合
へ
の
宗
教
史
の
 

割
 」
の
思
想
は
、
そ
れ
よ
り
 先
き
 
ハ
イ
ラ
ー
先
生
の
近
 
著
 
「
人
類
の
諸
宗
教
」
の
内
で
「
一
種
の
宗
教
史
的
探
求
 」
と
銘
打
っ
て
居
ら
 

る
こ
と
に
依
っ
て
も
察
せ
ら
れ
る
し
、
越
え
て
は
、
 

ル
｜
 ド
ル
フ
・
 
オ
 "
 ト
｜
 先
生
の
。
 し
捲
目
曲
 ）
仔
の
 
"
 に
も
 充
分
に
現
わ
れ
て
 居
 

よ
う
 に
思
わ
れ
、
私
は
そ
こ
で
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
か
ら
 英
国
 ヶ
ソ
 ブ
リ
ッ
 ヂ
 の
 チ
エ
 サ
ン
ト
カ
レ
ッ
ジ
に
間
半
学
 期
 留
学
し
て
後
、
米
 

諸
大
学
の
研
究
室
を
見
学
し
 、
 勤
め
先
の
立
正
大
学
に
 帰
任
し
て
以
来
数
年
間
旦
日
 一
 っ
て
 其
 大
学
の
大
学
院
課
程
 で
 右
の
二
宮
を
教
 提
 

し
て
用
い
た
の
で
あ
っ
た
。
 

と 国 る れ 投 げ よ い に の レ 、 ナ 

る
に
過
ぎ
な
く
、
そ
れ
は
永
遠
の
ロ
ゴ
ス
に
帰
着
せ
ぬ
 ば
な
ら
な
い
。
こ
 う
 云
う
思
想
は
、
ハ
イ
ラ
ー
先
生
の
 一
 

"
 い
 け
 口
隼
ゴ
 円
の
由
の
り
 

す
 の
 
 
 
 
 

兵
端
を
発
し
て
居
る
か
も
知
れ
な
い
。
先
生
に
依
れ
ば
、
 諸
宗
教
の
教
 儀
 な
ぞ
は
、
地
域
的
な
方
言
に
過
ぎ
な
い
 、
 話
し
方
の
相
異
で
あ
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ヒ
 

綺
麗
な
庵
主
と
先
生
と
で
 紀
念
 撮
影
を
せ
ら
れ
る
 場
 面
 も
あ
っ
た
、
 

此
院
 の
本
尊
は
千
手
観
音
様
で
あ
っ
て
 、
も
と
本
院
の
創
立
者
 欽
明
 

 
 

 
 
 
 

 
 

た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
国
分
尼
寺
の
創
り
で
合
間
車
 旗
 の
子
女
が
其
の
歴
代
を
続
い
㈹
 

 
 

青
蓮
院
へ
の
京
都
街
道
を
急
ぐ
内
で
そ
の
日
そ
の
日
の
 印
象
を
談
合
 う
 の
で
あ
っ
た
 

銘
 

そ
の
後
反
数
年
が
立
っ
た
、
そ
の
間
私
の
身
上
に
け
 

色
 
々
の
事
件
が
起
り
私
は
自
ら
立
正
大
学
を
去
り
、
明
治
 

薬
 
科
 
大
学
 

友
 
早
稲
田
大
 

学
の
兼
任
講
師
と
し
て
主
と
し
て
放
逸
語
の
担
当
教
師
 

で
あ
っ
た
頃
、
ハ
イ
ラ
ー
先
生
は
し
ば
し
ば
早
稲
田
大
学
 

を
 
訪
ね
ら
れ
大
浜
学
長
 

に
も
会
わ
れ
た
り
し
て
居
る
内
に
、
大
戦
後
宮
家
を
退
 

か
れ
て
、
長
野
市
善
光
寺
の
大
勧
進
だ
の
、
京
都
市
粟
田
 

ロ
音
 

缶
琵
玩
 

の
 
門
 
Ⅱ
 
跡
 
な
ぞ
 

を
 
勤
め
て
居
ら
れ
た
東
伏
見
 

滋
沿
 

博
士
と
懇
意
に
な
ら
 

ね
 
、
主
と
し
て
地
名
門
の
斡
旋
に
依
っ
て
ハ
イ
ラ
ー
先
生
 

そ
の
後
一
月
ば
か
り
の
 

 
 

 
 

 
 



が
そ
の
日
の
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
此
の
尼
僧
院
（
 

之
 。
 
コ
コ
 
の
コ
 
%
0
 の
田
の
～
）
と
、
い
か
ろ
が
山
内
中
宮
寺
の
弥
勒
 

珪
 ロ
 
薩
の
安
楽
座
像
で
あ
っ
 

た
 。
そ
の
日
私
は
思
い
を
残
し
て
後
日
を
約
し
て
東
京
 

に
 立
っ
た
が
、
翌
々
日
、
高
野
山
で
の
先
生
の
収
か
く
は
 

大
し
た
も
の
で
、
 そ
 

れ
ら
の
凡
て
は
合
間
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
城
内
の
大
学
分
室
 

の
 東
洋
宗
教
資
料
室
に
納
ま
っ
て
居
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
 

で
の
第
十
回
宗
教
史
夫
 

会
 に
は
是
非
と
も
私
に
も
出
て
来
る
 

よ
う
 に
、
旅
費
は
 い
く
ら
で
も
都
合
す
る
か
ら
と
云
 

う
 先
生
の
た
っ
て
の
お
 
す
す
め
も
あ
っ
た
が
、
 

ど
う
し
て
も
 
勤
先
 ぎ
の
都
合
や
ら
他
出
の
都
合
な
ぞ
が
 

あ
っ
て
 、
 出
か
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
今
日
先
生
に
 

先
ぎ
立
 れ
る
こ
と
が
 
解
 

っ
て
見
る
と
誠
に
物
悲
し
い
、
遂
に
先
生
に
も
会
え
ず
、
 

先
生
の
形
見
と
も
云
 
う
 べ
き
城
内
の
東
洋
宗
教
資
料
所
 
究
 室
も
今
で
は
見
ら
れ
 

な
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
そ
こ
に
納
め
る
数
 

々
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
東
京
で
何
回
と
な
く
お
目
に
か
 

か
っ
て
、
調
達
す
る
こ
 

と
に
お
手
伝
い
し
た
。
或
る
 
日
 浅
草
の
仏
具
店
に
出
か
 
げ
 、
東
本
願
寺
前
通
り
で
、
先
生
は
、
真
言
宗
関
係
の
仏
 

具
や
仏
壇
を
買
っ
て
 
行
 

き
た
い
と
云
 う
 、
そ
こ
で
適
当
な
仏
壇
を
指
摘
せ
ら
れ
 

た
 は
よ
い
が
、
そ
こ
に
は
無
字
の
戒
名
辞
 

が
 附
い
て
居
る
 
、
 思
い
余
っ
て
私
は
学
 

友
の
西
川
貴
女
君
に
依
頼
す
る
の
も
ど
う
か
と
思
 

う
て
 私
な
り
に
、
「
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
 

院
 フ
リ
ー
ト
リ
ヒ
・
ハ
イ
 
-
 
フ
１
大
居
士
」
と
即
席
に
 

銘
を
打
っ
た
。
逆
修
と
か
云
う
て
、
ま
だ
生
き
て
居
る
 

大
に
戒
名
を
授
与
す
る
の
に
は
、
 
マ
 と
か
 ハ
と
 云
 う
 初
め
 の
 一
字
に
朱
を
入
れ
る
 

の
が
日
本
仏
教
 
丈
 げ
で
の
片
言
で
あ
る
が
、
私
は
ほ
ん
の
 

素
人
で
そ
こ
ま
で
気
が
附
か
な
か
っ
た
。
あ
の
お
位
牌
 

は
ど
う
な
っ
て
居
る
か
、
 

越
え
て
四
年
、
一
九
六
 
0
 年
に
九
月
 f 十
月
に
直
っ
て
 
東
京
に
次
い
で
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
で
第
十
回
国
際
宗
教
学
会
 

が
 開
催
さ
れ
た
か
ら
 
日
 

本
人
も
そ
の
後
多
く
行
っ
た
こ
と
と
思
う
し
、
マ
ー
ル
 

ァ
ル
ク
と
 云
え
。
は
一
番
の
高
見
に
 

雙
 え
る
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
 
城
 の
こ
と
で
あ
る
か
 

ら
、
 多
く
の
人
の
目
に
も
 
習
 っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
 
尤
 も
こ
の
宗
教
資
料
展
示
室
は
ハ
イ
ラ
ー
先
生
ば
か
り
で
 

集
め
た
も
の
で
な
く
、
 

そ
の
 創
祝
 は
、
そ
の
前
任
者
ル
ド
ル
フ
・
 
オ
 "
 ト
 １
元
 生
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
尤
も
オ
ッ
ト
ー
先
生
は
日
 

本
を
訪
ね
ら
れ
た
の
は
 

極
め
て
短
く
 
、
 主
と
し
て
印
度
に
長
く
居
ら
れ
た
こ
と
 

は
 、
そ
の
名
著
 "
 し
ゅ
の
目
の
中
）
俺
の
。
に
お
け
る
印
度
教
の
 

ウ
ェ
ー
ト
に
鑑
み
て
も
 

よ
く
解
る
、
オ
ッ
ト
ー
先
生
は
寧
ろ
パ
キ
ス
タ
ン
糸
で
は
 

な
か
っ
た
か
。
ハ
イ
ラ
ー
先
生
に
至
っ
て
は
、
 

先
 ぎ
に
 も
 中
上
げ
た
 よ
う
 に
 、
 (198)  98 
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生
粋
の
。
 0
 ぎ
冑
 三
支
，
だ
か
ら
、
諸
宗
教
に
対
す
る
 偏
見
と
云
 う
 も
の
が
な
か
っ
た
。
そ
の
先
生
が
一
九
六
一
 年
の
秋
暮
れ
か
か
る
 

ろ
、
 寒
々
と
し
た
夜
空
仁
一
人
淋
し
く
羽
田
を
立
た
れ
 る
 時
の
 、
 私
の
発
声
。
 由
注
 ）
㏄
（
 
0
 臼
の
 
ユ
，
が
 先
生
の
耳
 架
 に
ま
で
達
し
た
も
 

か
ど
う
か
、
先
生
は
羽
田
か
ら
印
度
に
向
わ
れ
、
そ
こ
で
 持
病
の
 "
 目
 由
典
ま
 三
 （
行
ロ
 
コ
的
 
"
 に
か
か
ら
れ
た
の
で
 、
そ
こ
ま
で
 ア
 ン
 ネ
 

マ
リ
ー
ニ
・
ハ
イ
ラ
ー
博
士
夫
人
の
出
迎
え
を
 受
 ら
れ
た
 と
 云
 う
 御
報
道
に
頼
っ
て
初
め
て
私
は
安
堵
し
た
こ
と
 で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
 

今
に
し
て
思
い
出
さ
れ
て
、
今
日
の
日
も
、
晩
夏
日
暮
 ら
し
 
"
 ミ
 オ
鋒
 
音
 "
 の
声
な
ど
を
聞
き
つ
つ
も
、
物
悲
し
 い
 夕
暮
れ
を
迎
え
る
 

で
あ
る
。
（
 下
 ）
 

の を ， の こ 



ム
ム
 

選
発
 
第
三
八
号
 

昭
和
四
二
年
一
 
0
 月
一
日
 

学
 

協
会
長
殿
 

日
本
学
術
会
議
中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長
 

拝
啓
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
宏
の
こ
と
と
 
お
 よ
ろ
こ
び
申
し
上
 げ
ま
す
。
 

さ
て
、
来
年
十
一
月
二
五
日
に
日
本
学
術
会
議
第
八
期
会
員
選
 挙
 が
行
 

な
わ
れ
ま
す
。
会
員
選
挙
に
っ
き
ま
し
て
は
、
毎
回
い
ろ
い
ろ
 た
 世
話
に
 

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の
選
挙
に
お
き
ま
し
て
も
、
実
施
 に
 当
っ
て
 

な
に
か
と
 貴
会
 の
ご
協
力
を
煩
わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
 存
 じ
ま
す
の
 

で
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。
 

日
本
学
術
会
議
会
員
の
選
挙
に
お
い
て
、
 

選
平
 し
、
ま
た
は
 
選
 捲
 ：
Ⅱ
）
 

れ
 

る
た
め
に
は
、
日
本
学
術
会
議
事
務
局
に
備
え
た
古
拙
者
名
簿
 に
 登
録
 さ
 

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
選
挙
 出
 務
の
第
一
 
段
階
と
し
 

て
 、
登
録
希
望
者
に
登
録
を
求
め
る
手
続
き
を
的
確
に
行
な
っ
 て
い
た
だ
 

く
 必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

つ
 き
ま
し
て
は
、
は
な
は
だ
 ご
 迷
惑
と
存
じ
ま
す
が
、
別
記
事
 項
を
、
 

貴
 会
の
会
議
等
開
催
の
際
を
利
用
す
る
と
か
、
ま
た
は
手
金
諾
 等
に
掲
載
 

す
る
等
、
適
当
な
方
法
に
よ
っ
て
、
 

貴
 会
所
属
の
会
員
各
位
に
   

し
て
下
さ
い
ま
す
 よ
う
 お
願
い
け
た
し
ま
す
。
 

ど
 繁
忙
中
種
々
 
お
手
数
を
 

煩
わ
し
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
 す
 。
 

敬
具
 

報
 

報
 

ム
 ム
 

 
 
 
 

別
記
 

 
 
 
 

一
 、
登
録
カ
ー
ド
の
提
出
に
つ
い
て
 

 
 
 
 

㈱
前
回
（
第
七
期
昭
和
四
 0
 年
 ）
の
 選
辛
げ
 
有
権
者
に
つ
い
て
 は
、
前
 

㏄
 

本
年
式
 格
打
 五
が
行
な
わ
れ
ま
し
 た
 

こ
れ
に
関
し
、
日
本
学
術
会
議
中
央
選
挙
管
理
会
か
ら
登
録
用
  
 

｜
ド
を
 提
出
さ
れ
る
よ
う
通
知
の
あ
っ
た
 方
 以
外
の
方
は
 、
す
 
へ
 て
 

有
権
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
ず
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
登
録
用
 ヵ
 
 
 

を
 提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 
 

で
 

今
回
の
登
録
を
求
め
よ
う
と
す
る
方
は
、
下
記
様
式
第
一
の
「
 所
属
 

部
 ま
た
は
専
門
変
更
届
」
に
よ
り
、
登
録
用
カ
ー
ド
用
紙
を
請
  
 

て
 下
さ
い
。
 

口
前
回
の
選
挙
の
有
権
者
以
外
の
方
お
よ
び
前
回
の
選
挙
の
 
有
権
者
 

で
 中
央
選
挙
管
理
会
か
ら
あ
ら
た
め
て
登
録
用
カ
ー
ド
を
提
出
  
 

る
よ
う
通
知
の
あ
っ
た
方
が
、
今
回
の
選
挙
に
登
録
を
求
め
る
 場
合
 

は
 、
中
央
選
挙
管
理
会
に
登
録
用
カ
ー
ド
用
紙
を
請
氷
人
手
 
 
 

え
 、
昭
和
四
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
中
央
選
挙
管
理
会
に
必
 着
す
 

る
 よ
 う
 登
録
用
 ヵ
 ー
 ド
 を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

四
月
一
日
以
後
に
到
着
し
た
登
録
用
カ
ー
ド
は
、
中
央
選
挙
管
 理
 

余
 で
保
管
し
て
、
次
回
（
第
九
期
昭
和
四
六
年
）
の
会
員
選
挙
 0
 発
 

録
用
 カ
ー
ド
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。
 

二
 、
 臣
録
用
 
カ
ー
ド
用
紙
の
請
求
に
つ
い
て
 

円
 
登
録
用
カ
ー
ド
用
紙
の
請
求
に
関
し
、
大
学
、
研
究
機
関
 等
に
対
 

し
て
、
「
登
録
用
カ
ー
ド
用
紙
請
求
者
名
簿
」
の
提
出
を
依
頼
 
 
 



て
 、
便
宜
上
こ
れ
を
も
っ
て
「
登
録
カ
ー
ド
用
紙
請
求
書
」
 
に
代
 

え
 、
そ
の
提
出
さ
れ
た
名
簿
に
基
づ
き
、
中
央
選
挙
管
理
会
か
 ，
 
り
当
 

該
 大
学
、
研
究
機
関
等
あ
て
一
括
カ
ー
ド
用
紙
を
送
付
し
ま
す
  
 

し
た
が
っ
て
、
中
央
選
挙
管
理
会
か
ら
名
簿
提
出
を
依
頼
さ
れ
  
 

大
学
、
研
究
機
関
等
に
所
属
す
る
方
で
、
既
に
個
人
と
し
て
 ヵ
  
 

用
紙
を
請
求
し
た
方
以
外
の
方
 は
 、
な
る
べ
く
そ
の
所
属
の
大
  
 
 
 

 
 
手
、
 

@
 

研
究
機
関
等
か
ら
提
出
の
名
簿
に
よ
っ
て
、
登
録
用
カ
ー
ド
用
 紙
を
 

請
求
し
て
下
さ
い
。
（
名
簿
に
よ
っ
て
請
求
す
る
場
合
は
 、
個
  
 

ら
の
請
求
は
不
要
で
す
か
ら
、
重
複
し
て
請
求
し
な
い
よ
う
 特
 に
注
 

煮
 し
て
下
さ
い
。
）
 

㈲
前
記
大
学
、
研
究
機
関
等
に
所
属
し
な
い
方
等
で
今
後
 
個
 大
 で
 カ
 

｜
ド
 用
紙
を
請
求
す
る
方
は
、
下
記
様
式
第
二
に
よ
り
「
登
録
用
 

 
 

ド
 用
紙
請
求
書
」
を
直
接
中
央
選
挙
管
理
会
あ
て
提
出
し
て
下
さ
 
 
 

三
 、
有
権
者
等
の
異
動
 居
に
 つ
い
て
 

有
権
者
は
氏
名
、
住
所
、
本
籍
、
勤
務
機
関
お
よ
び
職
名
お
よ
  
 

勤
務
地
の
い
ず
れ
に
か
異
動
が
あ
っ
た
と
き
、
博
士
の
学
位
を
 取
得
 

し
た
場
合
ま
た
は
住
居
表
示
の
変
更
の
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
 つ
ど
 

す
み
や
か
に
、
下
記
様
式
第
三
に
よ
り
、
「
有
権
者
異
動
 届
 」
 を
中
 

央
 選
挙
管
理
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
 怠
 る
と
 

き
は
、
有
権
者
の
権
利
を
行
使
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

な
お
、
登
録
用
カ
ー
ド
提
出
者
は
、
有
権
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
  
 

以
前
に
お
い
て
も
異
動
の
届
を
励
行
し
て
下
さ
い
。
 

ま
た
、
本
人
が
死
亡
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
遺
族
ま
た
は
そ
  
 

関
係
者
か
ら
届
け
出
て
下
さ
い
。
 

様式第 1 
  
用紙はなるべく 半紙半裁 人 (B 5) のも 
葉書を用いてください。 様式第 2 第 3   

  

て
し
 

所属部または 専門変更届 

昭和 年 月 日 

日本学術会議中央選挙管理会 御中 

( 現 登録の所属 ) 第 部 学 地方区 
( ふりがな ) 

氏 名 ⑳ 

わたくしは、 日本学術会議第 8 期の会員選挙のための 有権 者名簿への登録に 際し 

  は、 現在の所属部または 専門を変更いたしたいので 登録用カード 用紙を請求いた 

  ます。 
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会 報 

様式第 2 

登録用カード 用紙請求書 

( ふりがな ) 

氏 名 ④ 

住 所 

勤務機関および 職名 ( 又は自営の職業 名 ) 

様式第 3   
昭和 年 月 日 

日本学術会議中央選挙管理会 御中 

篤 郎 学 地方区 
( ふりがな ) 

氏 名 ⑳ 

下記のとおり 異動があ りましたからお 届けします。 

事 項 ( 新 )     
1.  氏 名 
2.  4 玉 

  

所 
3.  本 

  

籍 
4. 勤務機関および 職名   

  

5.  勤 務 地     
②授与大学   

( 注 )      事項 1 ～ 6 のうち該当事項のみ 記載すればよい。 

2. 新たに博士の 学位を取得した 者は、 学位の種類、 授与大学、 授与 年 ととも 

に、 かならず所属学会名を 記入すること。 
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執
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者
紹
介
 

森
 

能
古
韻
 谷 大
学
教
授
 

松
本
遼
東
京
大
学
助
手
 

浜
田
本
 
悠
 

明
治
薬
科
大
学
教
授
 

遠
山
調
度
日
本
大
学
講
師
 

富
倉
光
雄
東
海
大
学
講
師
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On the Last Will of Motoori Norinaga 

Shigeru Matsumoto 

Motoori Norinaga (1730-1801) wrote his will in July 1800, the year before his 

death. I t  is concerned for the most part with details about his own funeral, 

grave, and memorial services. This will involves some peculiar aspects, for 

which Norinaga does not give any explanation in the will itself. The strangest 

and yet most important in the will is his request of a double funeral: his coffin 

should be sent to the MyBrakuji temple on the hill of Yamamuro secretly in the 

middle of the night, and on the funeral day an "empty tr ip," a funeral procession 

without the coffin, should be made to his family temple JukyBji. Norinaga also 

desired to have two graves, one in Juky6ji to be erected next to those of his 

ancestors according to custom, and the other in M~Brakuji ,  which he designed 

himself in a rather unique fashion. Norinaga further requested two kinds of 

memorial services to be held for himself. In spite of its importances for under- 

standing Norinaga's personality and thought, very few scholars have tried to deter- 

mine the real meaning of this will. This essay is an attempt to clarify how 

this last will of Norinaga is significantly related to his thought and identity. 



Jinenhoni 

als Erfiilltheit mit Nenbutsu-gyo 

Taiken TByama 

,, Jinenhoni" bedeutet hier ein religioses Erlebnis, wozu Shinran endlich in seinen 

spateren Lebensjahre kam. Es handelt sich um den inneren ProzeB eines solchen 

Erlebnisses. Dabei gibt es zwei Fragen. 

(1) Es liegt nahe, daR Jinenhani ein menschliches Erlebnis sein muR, wo der 

Mensch mit Dharma eins gewroden ist. Dharma ist nicht nur die farb- und formlose 

Transzendenz, sondern auch die immanente Krafte, die alles Wesen rege machen. 

Diese Wirkung des Dharmas heiRt die groRe Ta t  (daigy6) des Amida-Buddhas, der 

die Verkijrperung des Dharmas ist. Dieser grol3en Ta t  ichlos zu gehorchen heiljt 



Nenbutsu-gya und dies ist nichts anderes als Glaube. Dabei wird auch der Glaube 

uns von Amida-Buddha gegeben. Wie steht es aber mit der Freiheit bei einem 

solchen Glauben ? Der Glaube mu8 anderseits seine Zeitlichkeit haben, in der 

jene groRe Ta t  eine menschliche Ta t  wird. Das Wesen der religiosen Freiheit sol1 

von dieser Zeitlichkeit des Glaubens aus klar werden. 

(2) Die menschliche Ta t  ist unwahr und leer, wahrend die des Amida-Buddhas 

wahr und erfiillt ist. Da liegt die tiefste Verzweiflung fur Menschen. Wie wird der 

Nihilismus dieser Verzweiflung beim jinehonischen Erlebnis uberwunden ? Die Ta t  

Amida-Buddhas ist zwar an sich vollendet, aber sie erfiillt sich erst durch die 

unwahre, leere Ta t  des Menschen, wie das Licht die Dunkelheit hindurchleuchtet. 

Diese Erfiilltheit, die aus dem urspriinglichen Geliibde Amida-Buddhas stammt und 

zu Menschen kommt, gehort wahrhaftig dem jinenhonischen Erlebnis. Da liegt ein 

ganz besonderer Weg, den Nihilismus ohne Selbst-Anstrengung zu uberwinden : der 

grol3e Weg des kreuzweisen ~berschre i tens  (Ocha). 



- - - - -  
- - -- 

The Religious Thought of the 

Taiping Movement 

-On the  Intention of T'ai-p'ing T'ien-kuo- 
(kqXE!) 

Mitsuo Tomikura 

In this article, we try to approach three questions on the Taiping's thought 

about the meaning of their movement. 

1" The first question concerns the meaning of their chief, Hung Hsiu-ch'uan 

(%we), -what was Hung Hsiu-ch'uan for the Taiping movement ? The meaning 

or image of their chief worked as  the ground of meaning of their movement, and 

a s  a control on its development. 2" The second question we pose, concerns the 

Taiping's thinking on the problem of Ideal and Reality, -how did they recognize 

their contemporary state of Chinese society or the World (ZT), and imagine the 

ideal state of society or World ? From this examination, we can see the Taiping's 

practical attitude towards their cotemporary world or society. 3" The last ques- 

tion treated in this article, concerns the problem of identity of the Taiping's 

thought, -where did they find the ground of legitimacy of their thought ? From 



this aspect of T'ai-p'ing T'ien-kuo, we can see this movement to be whether 

innovative or traditionalistic. 

So far as  the Taiping movement had a unity as it was, we can suppose 

a systimatic thinking which should lead and control this movement. We t ry  to 

examine in this article the thought which can be found in the Taiping official 

publications. 



Double Conversion in the life of 

Naoe Kinoshita 

Ryilkichi Mori 

Naoe Kinoshita is a famous thinker who tried to reform radically the absolutist 

military government of the Meiji Era, He wrote an autobiography entitled " Confes- 

sions" (1906) and withdrew from the struggle against the political power, without 

however giving up his ideas. 

In his youth he converted to Christianity but his conversion was motivated by 

a desire to reform the feudalistic social conditions rather than by a belief in God. 

That is the reason why his heart did not come a t  peace. 

After having written his confessions, he became fascinated by Buddhism and he 

converted for a second time. This essay tries to explain the real circumstances 

of his double conversion. 




